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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、 WebLogic Integration の Business Process Management 
(BPM) の機能を拡張するプラグイン アプリ ケーシ ョ ンの開発方法について説明
します。

このマニュアルの内容は以下のとおりです。

第 1 章 「BPM プラグイン開発の概要」 では、 プラグイン  アプリ ケーシ ョ ン
の開発について説明します。 特に、 この章では、 BPM Plug-in Manager とプ
ラグイン API の両方についてその概要を説明します。 また、 BPM がデプロ
イされたプラグインを認識する方法について説明し、 プラグイン  アプリ ケー
シ ョ ン開発プロセスの主なタスクの概要を示し、 このマニュアルで示される
コードの例の抜粋元のプラグイン サンプルについて説明します。

第 2 章 「プラグイン開発の基礎」 では、 プラグイン開発に必要な基本タスク
について説明します。 この章では、 パッケージおよびインタフェースのイン
ポート、 Plug-in Manager との接続および切断、 Plug-in Manager バージ ョ ン
へのアクセス、 プラグイン値オブジェク トの使用について、 その方法を説明
します。

第 3 章 「プラグイン セッシ ョ ン EJB の定義」 では、 プラグイン セッシ ョ ン 
EJB を定義する方法について説明します。

第 4 章 「プラグイン コンポーネン トの定義」 では、 プラグイン  コンポーネ
ン ト を定義する方法について説明します。

第 5 章 「プラグイン通知の使い方」 では、 プラグイン通知を使用する方法に
ついて説明します。

第 6 章 「プラグイン イベン トの処理」 では、 プラグイン  イベン ト を処理す
る方法について説明します。

第 7 章 「プラグインの管理」 では、 プラグインの表示、 ロードおよびコン
フ ィグレーシ ョ ンの方法について説明します。

第 8 章 「プラグイン オンライン ヘルプの定義」 では、 プラグイン オンライ
ン ヘルプを定義する方法について説明します。
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第 9 章 「プラグインのデプロイ メン ト 」 では、 プラグインをデプロイする方
法について説明します。

第 10 章 「BPM プラグイン サンプル」 では、 BPM に用意されているプラグ
イン サンプルについて詳し く説明します。

付録 A 「プラグイン コンポーネン ト定義のロードマップ」 では、 各タイプの
プラグイン コンポーネン ト を定義するために必要な手順の要約を示します。

付録 B 「プラグイン値オブジェク トのま とめ」 では、 BPM プラグイン値オ
ブジェク ト とそのメ ソ ッ ドについて説明します。

付録 C 「BPM グラフ ィカル ユーザ インタフェース  スタイル シート 」 では、
Java Swing ク ラスに基づいたカスタム プラグインの設計に役立つ情報につい
て説明します。

対象読者

このマニュアルは、 カスタム プラグイン アプリ ケーシ ョ ンの作成に関心のある
アプリ ケーシ ョ ン開発者を対象と しています。 読者が、 WebLogic Integration 製
品、 Java プログラ ミ ングおよび XML に精通しているこ とを前提と しています。

e-docs Web サイ ト

BEA 製品のドキュ メン トは、 BEA Systems, Inc. の Web サイ トで入手できます。
BEA のホーム ページで [製品のドキュ メン ト ] をク リ ッ クするか、 または次の 
URL にある製品ドキュ メン ト  ページを直接表示してください。

 http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html
xii BPM プラグイン プログラ ミング ガイ ド
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このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ ファ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用するこ とによ り、Web ブラ
ウザから このマニュアルを一度に 1 ファ イルずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、 e-docs Web サイ トにある  WebLogic Integration ド
キュ メン トのホームページで入手できます。 PDF を Adobe Acrobat Reader で開
く と、 マニュアルの全体 （または一部分） を書籍の形式で印刷できます。 PDF 
を表示するには、 WebLogic Integration ドキュ メン トのホーム ページを開き、
[PDF 版 ] ボタンをク リ ッ ク して、 印刷するマニュアルを選択します。

Adobe Acrobat Reader がない場合は、次の URL にある  Adobe の Web サイ トから
無料で入手できます。

http://www.adobe.co.jp/

関連情報

WebLogic Integration BPM ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンの Studio および 
Worklist を使用するプログラマに役立つ情報が、 以下の WebLogic Integration マ
ニュアルに記載されています。 これらのアプリ ケーシ ョ ンは WebLogic 
Integration API の BPM コンポーネン ト を使用して構築されています。

BPM ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング ガイ ド  

WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド

WebLogic Integration Worklist ユーザーズ ガイ ド

WebLogic Integration BPM ユーザーズ ガイ ド

BEA WebLogic Integration API Javadoc

Java アプリ ケーシ ョ ンの概要については、 次の Sun Microsystems 社の Java Web 
サイ ト を参照して ください。
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http://java.sun.com/

XML および XML パーサの概要については、 次の O' Reilly & Associates 社の 
XML.com Web サイ ト を参照して ください。

http://www.xml.com/

サポート情報

WebLogic Integration のドキュ メン トに関するユーザからのフ ィードバッ クは弊
社にとって非常に重要です。 ご質問や意見などがあれば、 電子メールで 
docsupport-jp@bea.com までお送り ください。 寄せられたご意見については、
WebLogic Integration のドキュ メン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者
が直接目を通します。

電子メールのメ ッセージには、 ご使用の WebLogic Integration のリ リースをお書
き添えください。

本バージ ョ ンの WebLogic Integration について不明な点がある場合、 または 
WebLogic Integration のインス トールおよび動作に問題がある場合は、 BEA 
WebSUPPORT (http://websupport.bea.com/custsupp) を通じて BEA カスタマ 
サポート までお問い合わせください。 カスタマ サポートへの連絡方法について
は、 製品パッケージに同梱されているカスタマ サポート  カードにも記載されて
います。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ
らかじめご用意ください。

お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 ファ クス番号

会社の名前と住所

お使いの機種と コード番号

製品の名前とバージ ョ ン

問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容
xiv BPM プラグイン プログラ ミング ガイ ド
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表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 摘要

太字 用語集で定義されている用語を示す。

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマンド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそ
のメンバー、 データ型、 ディ レク ト リ 、 およびファイル名とその
拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト
も示す。

例 :
#include <iostream.h> void main ( ) the pointer psz

chmod u+w *

\tux\data\ap

.doc

tux.doc

BITMAP

float

太字の等幅
テキスト

コード内の重要な箇所を示す。

例 :
void commit ( )

斜体の等幅テ
キスト

コード内の変数を示す。

例 :
String expr
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すべて大文
字のテキス
ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例 :
LPT1
SIGNON
OR

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 実際には、 この括弧は入力しな
い。

[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。 実際には、 この括弧は入力し
ない。

例 :
buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。 実際には、 この記号
は入力しない。

... コマンド ラインで以下のいずれかを示す。

引数を複数回繰り返すこ とができる

任意指定の引数が省略されている

パラ メータや値などの情報を追加入力できる

実際には、 この省略記号は入力しない。

例 :
buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されているこ とを示す。
実際には、 この省略記号は入力しない。

表記法 摘要
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1 BPM プラグイン開発の概要

注意 : WebLogic Integration は、 BPM 機能を拡張するために利用できるプラグ
イン フレームワークをサポート します。 このプラグイン フレームワーク
は、 BPM の本来の機能を拡張する場合に限り使用します。 BPM を外部
アプリ ケーシ ョ ンやシステムと統合する目的で、 このプラグイン  フレー
ムワークを使用しないでください。 その場合には、 ビジネス  オペレー
シ ョ ンと して BPM から呼び出される  EJB または Application Integration 
(AI) アダプタのいずれかを使用します。

この章では、 Business Process Management (BPM) プラグインとその開発の概要
について説明します。 この章の内容は以下のとおりです。

プラグインとは

BPM によ りプラグイン開発をサポートする方法

デプロイされたプラグインを  BPM が検出する方法

BPM プラグイン開発タスク

BPM プラグイン サンプル

プラグインとは

プラグインは、 実行時にロード可能な Java ク ラスで構成され、 Business Process 
Management (BPM) の機能と  WebLogic Integration の機能を拡張します。

プラグインを使用するこ とによ り、 次の BPM ワークフロー コンポーネン トの設
計または実行時動作を変更できます。

開始、 イベン ト、 および完了の各ノード

タスク  アクシ ョ ン

ワークフロー テンプレートおよびテンプレート定義のプロパティ
BPM プラグイン プログラ ミング ガイ ド 1-1



1 BPM プラグイン開発の概要
関数

メ ッセージ タイプ

変数タイプ

たとえば、WebLogic Integration Studio にある標準の 開始ノード  ト リ ガ メ ソ ッ ド
を使用するよ り も、 電子メール メ ッセージなど、 XML ではないイベン ト を送信
するこ とによ り、 ビジネス  プロセスの実行を ト リガしたほうがよい場合があ り
ます。 これは、開始ノードの動作を拡張するプラグインを設計し、 この新しい非 
XML ト リ ガに対するサポート を導入するこ とによ り実現できます。

次の図に、 開始ノードの設計および実行時動作を変更するプラグインの例を示し
ます。 この図は、 [開始のプロパティ ] ダイアログ ボッ クスのプラグイン定義領
域を示しています。

図 1-1   プラグイン の例 : 開始ノード
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BPM によりプラグイン開発をサポートする方法
この例について説明します。

[開始のプロパティ ] ダイアログ ボッ クスでは、 [ イベン ト ] プルダウン メ
ニューの中に潜在的ト リガと して [注文開始 ] イベン トが リ ス ト されていま
す。 このイベン トが選択される と、 プラグインによ り定義されたイベン ト情
報がダイアログ ボッ クスの中心に表示されます。 この動作は、 開始ノードの
設計がどのよ うにカスタマイズされたかを示しています。

実行時には、 [注文開始 ] イベン トによ り ワークフローの開始を ト リガできま
す。 この機能は、 開始ノードの実行時動作がどのよ うにカスタマイズされた
かを示しています。

注意 : 前の図に示されている開始ノード  プラグインの詳細については、 10-1
ページの 「BPM プラグイン サンプル」 を参照して ください。

BPM によりプラグイン開発をサポートする
方法

ビジネス  プロセスの設計、 実行、 およびモニタのための標準フレームワーク以
外に、 WebLogic Integration は BPM 機能のためのプラグイン フレームワークを
サポート しています。 このフレームワークによ り、 既存のソフ ト ウェアのカスタ
マイズするプラグインを作成し、 他の製品や技術との強力でシームレスな統合を
達成できます。

次の図に、 BPM アーキテクチャ全体の中での BPM プラグイン フレームワーク
を示します。
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1 BPM プラグイン開発の概要
図 1-2   BPM プラグイン フレームワーク

この図では次の点に注目してください。

BEA WebLogic Server は、 BPM およびプラグイン EJB のデプロイ メン ト を
管理します。

WebLogic Server でプラグインをセッシ ョ ン EJB と してデプロイするだけ
で、 BPM ユーザはプラグインを利用できるよ うにな り ます。 WebLogic 
Integration プロセス  エンジンや BPM ク ライアン ト上にはインス トールする
必要はあ り ません。

プラグインは、 config.xml ファ イルを編集するこ とによ り、 WLI アプリ
ケーシ ョ ンの一部と してデプロイする必要があ り ます。 プラグインをデプロ
イする方法の詳細については、 9-1ページの 「プラグインのデプロイ メン ト 」
を参照して ください。

BPM Plug-in Manager は、 WebLogic Integration データベースにプラグイン 
コンフ ィグレーシ ョ ン情報を格納します。

外部アプリ ケーシ ョ ンは、 XML イベン ト または非 XML イベン ト を介してプ
ロセス  エンジンと会話します。 非 XML イベン トは、 プラグイン フレーム
ワークを介してサポート されます。
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BPM によりプラグイン開発をサポートする方法
Event Processor は、 XML イベン ト と非 XML イベン トの両方を管理します。
プラグイン イベン ト処理の詳細については、 6-1ページの 「プラグイン イベ
ン トの処理」 を参照して ください。

プラグイン フレームワークは、 次のメ イン コンポーネン トで構成されます。

プラグインの管理をサポートする  Plug-in Manager

プラグインの設計と開発をサポートする  Plug-in API

次の節で、 この 2 つのコンポーネン トについて説明します。

プロセス  エンジンの役割の詳細については、 『BPM ク ライアン ト  アプリ ケー
シ ョ ン プログラ ミ ング ガイ ド』 の 「Business Process Management API による開
発」 の 「WebLogic Integration プロセス  エンジン」 を参照してください。

Plug-In Manager
Plug-in Manager は、 WebLogic Integration プロセス  エンジンの専用パーツであ
り、 次の図に示すよ うに、 プラグインのコンフ ィグレーシ ョ ン、 設計および実行
時管理をサポート します。

図 1-3   Plug-In Manager
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1 BPM プラグイン開発の概要
Plug-in Manager は、 ロード されたプラグイン、 およびこれらのプラグインと  
WebLogic Integration プロセス  エンジンや BPM ク ラ イアン ト との対話を監視し、
プラグイン関連のすべてのリ クエス ト をルーティングします。

たとえば、 Plug-in Manager でコンフ ィグレーシ ョ ンと設計を担当するサブセッ
トには、 次の機能があ り ます。

プラグイン固有のコンテンツの入ったワークフローのインポートおよびエク

スポート をサポート します。

複数のプラグインの同時ロードを管理します。

一般的な式の文法を使用して、 BPM 式評価子があらゆるフォーマッ トの着
信プラグイン データを解釈できるよ うにします。

テンプレート とテンプレート定義、 およびプラグインとの間の依存関係を実

現する と と もに、 前提となるプラグインが利用できないケースにも対処しま
す。

プラグイン定義の変数タイプを使用するビジネス  オペレーシ ョ ンの定義時
に、 厳密なタイプ チェッ クを実施します。

あらゆるタイプのメ ッセージ処理データ  フォーマッ トおよびソースにワーク
フローが対応できるよ うに、 汎用メ ッセージ処理機能を提供します。

たとえば、 Plug-in Manager で実行時を担当するサブセッ トには、 次の機能があ
り ます。

プラグインがプラグイン固有のワークフロー インスタンス  データを格納お
よび検索できるよ うにします。

必要なプラグインがロード されていない場合、 ワークフローのインスタンス

化を行いません。

初期化時のカスタム ライセンス  チェッ クをサポート します。

プラグインを設計する場合、 Plug-in Manager の管理機能にアクセスするには、
次のセッシ ョ ン EJB を使用します。

com.bea.wlpi.server.plugin.PluginManager

com.bea.wlpi.server.plugin.PluginManagerCfg

これらの EJB は、 次の節で説明する  プラグイン API の一部です。
1-6 BPM プラグイン プログラ ミング ガイ ド

../classdocs/com/bea/wlpi/server/plugin/PluginManager.html
../classdocs/com/bea/wlpi/server/plugin/PluginManagerCfg.html


BPM によりプラグイン開発をサポートする方法
プラグイン API
BPM API は、 コンフ ィグレーシ ョ ン、 設計、 およびプロセス  エンジンとデプロ
イ されたプラグインとの間の実行時対話をサポート します。

プラグイン API は、 次の表で説明するよ うに、 2 つのセッシ ョ ン EJB、 実行時管
理ク ラスのセッ ト 、 および 1 つのパッケージで構成されています。

表 1-1  BPM プラグイン API コンポーネン ト

コンポーネン ト 説明

com.bea.wlpi.server.
plugin.PluginManager

ワークフローの実行時にプラグインの実行時管理を
提供するステート レス  セッシ ョ ン EJB

デプロイされたプラグインに関する メ タデータを

提供する。

プラグインの設計コンポーネン トおよび実行時コ

ンポーネン トにアクセスできるよ うにする。

プラグインとのイベン ト通知の送受信を処理す

る。

com.bea.wlpi.server.
plugin.PluginManager
Cfg

プラグインのコンフ ィグレーシ ョ ン管理および設計
管理を提供するステート レス  セッシ ョ ン EJB

プラグインのコンフ ィグレーシ ョ ン情報を保守す

る。

プラグイン フレームワーク  ク ラスタ全体でのス
テート遷移を管理する。

システム イベン ト通知のために登録されたプラグ
インのリ ス ト を保守する。

com.bea.wlpi.server.
plugin.*

ワークフロー実行中にプラグインの実行時管理を行
う ク ラス

com.bea.wlpi.common.
plugin

値オブジェク ト  ク ラスなど、 ク ライアン トおよびプ
ロセス  エンジンの機能を提供するパッケージ。
このパッケージのすべてのメンバーは、 ク ライアン
ト とプロセス  エンジン間でやり と り を行えるよ うに
シ リ アライズされる。
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1 BPM プラグイン開発の概要
注意 : BPM API の詳細については、『BPM ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ン プロ
グラ ミ ング ガイ ド』 または 『BEA WebLogic Integration Javadoc』 を参照
して ください。

デプロイされたプラグインを BPM が検出す
る方法

WebLogic Server でプラグインをパッケージし、 それをセッシ ョ ン EJB と してデ
プロイするだけで、 BPM ユーザはプラグインを利用できるよ うにな り ます。

プロセス  エンジンや BPM ク ライアン トでのインス ト レーシ ョ ンが必要ないにも
かかわらず、 BPM がデプロイされたプラグインとその実装詳細を検出できるの
は、 プラグインによ り  BPM に対して次の機能が提供されるからです。

プラグインを検出する機能

ライフサイ クル タスクを管理し、 プラグインに関する情報をキャッシュする
機能

プラグイン実装にアクセスし、 設計ク ライアン ト内でプラグインの読み込

み、 表示、 保存を行う機能

実行時にプラグインを実行する機能

プラグインの検出

プロセス  エンジンは、 起動時に、 プラグインの 
com.bea.wlpi.server.plugin.PluginHome ホーム インタフェースに基づき、
JNDI を介してプラグインを検出します。 すべてのプラグイン  Bean は、
PluginHome をそのホーム インタフェース と して使用する必要があ り ます。

PluginHome インタフェースの詳細については、 3-4ページの 「プラグイン ホー
ム インタフェース」 を参照してください。
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デプロイされたプラグインを  BPM が検出する方法
ライフサイクル タスクの管理
プラグインが検出される と、 Plug-in Manager は次のタスクを実行します。

次のメ ソ ッ ドを使用して、 コンフ ィグレーシ ョ ン情報や依存関係など、 プラ

グインに関する情報を取得します。

getPluginInfo() －プラグインに関する基本情報を取得します。

getPluginConfiguration() －プラグインのデフォルト  コンフ ィグ
レーシ ョ ン情報を取得します。

7-1ページの 「プラグインの管理」 に説明されているよ うに、 コンフ ィグ
レーシ ョ ン情報は setConfiguration() メ ソ ッ ドを使用して後で設定で
きます。

getDependencies() －プラグインの依存関係を取得します。

Plug-in Manager は、 プラグインをロードする前に、 依存関係にあるもの
がすべてロード されているこ とを確認します。

コンフ ィグレーシ ョ ンに基づき、 load() メ ソ ッ ド または unload() メ ソ ッ ド
を使用してプラグインをロードまたはアンロード します。

プラグインは、 ロード されて初めて利用できるよ うにな り ます。 プラグイン
がロード される と、 Plug-in Manager は、 getPluginCapabilitiesInfo() メ
ソ ッ ドを呼び出して詳細なプラグイン情報を取得します。 これによ り、 5-1
ページの 「プラグイン通知の使い方」 に説明されているよ うに、 プラグイン
を通知メ ッセージに登録するこ とができます。 この時点で、 BPM ク ラ イア
ン トからすべてのプラグイン ク ラスが見えるよ うにな り ます。

シャ ッ ト ダウン時には、 unloadPlugin() メ ソ ッ ドを使用して、 デプロイ さ
れたすべてのプラグインをアンロード し、 消去します。

プラグインは、 そのライフサイ クル中に一度だけ消去できます。

前述の各ライフサイ クル メ ソ ッ ドは、 プラグイン Bean によ り実装する必要のあ
る リモート  インタフェース  メ ソ ッ ドです。 詳細については、 3-6ページの 「プ
ラグイン リモート  インタフェース」 を参照して ください。
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1 BPM プラグイン開発の概要
プラグイン実装へのアクセス

プラグインは、 各コンポーネン トに次のク ラスを実装し、 設計クライアン トに対
してその機能を定義する必要があ り ます。

設計クライアン トで表示されるプラグイン  GUI コンポーネン ト を定義するた
めのプラグイン パネル ク ラス。 詳細については、 4-25ページの 「プラグイ
ン GUI コンポーネン トの表示」 を参照して ください。

プラグイン データの読み込みと保存を行うためのプラグイン データ  インタ
フェース。 詳細については、 4-9ページの 「プラグイン データの読み込みと
保存」 を参照して ください。

BPM 設計ク ライアン ト （Studio など） へのプラグインのインス ト レーシ ョ ンは
必要ないので、 設計ク ライアン トはプラグインが定義する具体的なク ラスに関す
る知識を持っていません。 設計ク ライアン トでのリモート  ク ラス  ロードをサ
ポートするために、 引数を必要と しないパブリ ッ ク  コンス ト ラ ク タを実装する
のはプラグインの責任です。

設計クライアン トでのリモート  ク ラス  ロードは次のよ うに行われます。

設計クライアン トは、 起動時に Plug-in Manager によ り取得され、 キャ ッ
シュされた値オブジェク ト を使用して、 プラグイン  コンポーネン トの名前と  
ID に基づいてプラグイン Java ク ラス名を検索します。

検索されたク ラスは、 サーバからカスタム  ク ラス  ローダーによ り ロード さ
れ、 引数のないコンス ト ラ ク タを使用して設計ク ライアン トによ り インスタ
ンス化されます。

たとえば、 1-2ページの 「プラグイン の例 : 開始ノード」 の図では、 ユーザが [
注文開始 ] イベン ト を開始ノードの ト リガと して選択する と、 Plug-in Manager 
は、 プラグイン パネル ク ラス  StartNodePanel をロード します。 このク ラスは、
引数のないコンス ト ラ ク タを使用して、 Studio ク ライアン トによ り インスタンス
化されます。 その後、 Studio ク ラ イアン トは、 [開始のプロパティ ] ダイアログ 
ボッ クスにプラグイン GUI コンポーネン ト を表示します。
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BPM プラグイン開発タスク
実行時のプラグインの実行 （コンテキストの引き渡
し）

プラグイン実行特性を定義するには、 プラグイン コンポーネン トのための実行
時インタフェースを実装する必要があ り ます。 実行時、 プラグインはコンテキス
ト引き渡し と呼ばれるプロセスを使用して、 プロセス  エンジンやク ライアン ト
と通信します。 Plug-in Manager は、 プラグイン コンポーネン ト実行時インタ
フェースのインスタンスを取得し、 そのインスタンスにコンテキス ト を渡しま
す。

各コンテキス ト  インタフェースは、 Plug-in Manager に対する制限付きアクセス
を提供するこ とによ り、 プラグインが独自のアプリ ケーシ ョ ン ロジッ クの実行
と管理を行い、 BPM 実行時環境にプラグイン インスタンス  データを導入できる
よ うにします。

実行時インタフェースの実装方法の詳細については、 4-63ページの 「プラグイ
ンの実行」 を参照してください。 コンテキス ト  インタフェースの実装方法の詳
細については、 4-99ページの 「プラグイン実行時コンテキス トの使い方」 を参
照して ください。

BPM プラグイン開発タスク

BPM プラグインを開発するには、 まず、 必要なプラグイン  ク ラスおよびインタ
フェースを定義するセッシ ョ ン EJB を作成してから、 このセッシ ョ ン EJB を 
WebLogic Server 上でパッケージ化およびデプロイする必要があ り ます。

次の手順の中で、 BPM プラグイン開発タスクについてさらに詳し く説明します。

注意 : 次に説明する手順を実行するだけでなく、 2-1ページの 「プラグイン開
発の基礎」 に説明されているプラグイン開発の基本的タスク も確認して
おいてください。

手順 1 : 設計時および実行時のカスタマイズ要件を確認します。

プラグインを使用するこ とによ り、 次のワークフロー コンポーネン トの設計時
および実行時の動作を変更できます。
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1 BPM プラグイン開発の概要
開始、 イベン ト、 完了の各ノード

ワークフロー テンプレートのプロパティおよびテンプレート定義

タスク  アクシ ョ ン

関数

メ ッセージ タイプ

変数タイプ

プラグイン サンプルには、 一般的なプラグイン シナリオを表わすプラグイン ク
ラスのセッ トがあ り ます。 詳細については、 1-14ページの 「BPM プラグイン サ
ンプル」 を参照して ください。

手順 2 : プラグイン セッシ ョ ン EJB を定義します。

1. javax.ejb.SessionBean インタフェース  メ ソ ッ ドを実装します。 たとえば、
次のよ うなメ ソ ッ ドがあ り ます。

ejbActivate()
ejbPassivate()
ejbRemove()
setSessionContext(SessionContext ctx)

2. com.bea.wlpi.server.plugin.PluginHome ホーム インタフェースの 
ejbCreate() メ ソ ッ ドを実装します。

ホーム インタフェースは、 com.bea.wlpi.server.plugin.PluginHome イ
ンタフェースを介して BPM プラグイン フレームワークによ り定義されてい
ます。 BPM ホーム インタフェースの詳細については、 3-4ページの 「プラグ
イン ホーム インタフェース」 を参照して ください。

注意 : この時点で、 3-5ページの 「ホーム インタフェース  メ ソ ッ ド」 の表に
説明されているよ うに、 ejbCreate() メ ソ ッ ドの実装時に Studio イ
ンタフェース  ビューのためのカスタム プラグイン アイコンを設定で
きます。

3. com.bea.wlpi.server.plugin.Plugin リモート  インタフェース  メ ソ ッ ド
を実装します。

リモート  インタフェースは、 com.bea.wlpi.server.plugin.Plugin イン
タフェースを介して BPM プラグイン フレームワークによ り定義されていま
す。 BPM リモート  インタフェースの詳細については、 3-6ページの 「プラグ
イン リモート  インタフェース」 を参照してください。
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../classdocs/com/bea/wlpi/server/plugin/PluginHome.html
../classdocs/com/bea/wlpi/server/plugin/Plugin.html


BPM プラグイン開発タスク
注意 : この時点で、 3-10ページの 「 リモート  インタフェース  プラグイン情
報メ ソ ッ ド」 の表に説明されているよ うに、
getPluginCapabilitiesInfo() メ ソ ッ ドの実装時に、 プラグイン 
コンポーネン ト値オブジェク ト を定義し、 アクシ ョ ン ツ リー （プラ
グイン アクシ ョ ンを定義する場合） をカスタマイズする必要があ り ま
す。

この手順の詳細については、 3-1ページの 「プラグイン セッシ ョ ン EJB の定義」
を参照して ください。

手順 3 : プラグイン コンポーネン ト を定義します。

1. プラグイン データ  インタフェースを実装し、 プラグイン データの読み取り
と保存に使用される メ ソ ッ ドを定義します。

2. 設計クライアン ト内でプラグイン  GUI コンポーネン ト を表示するためのプラ
グイン パネル ク ラスを定義します。

3. 実行時実行特性を定義するためのプラグイン実行時コンポーネン ト  ク ラスを
定義します。

この手順の詳細については、 4-1ページの 「プラグイン コンポーネン トの定義」
を参照して ください。

手順 4 : 通知管理を設定します。

この手順の詳細については、 5-1ページの 「プラグイン通知の使い方」 を参照し
てください。

手順 5 : 着信プラグイン イベン ト を処理するためのイベン ト  ハンド ラを実装および登録
します。

この手順の詳細については、 6-1ページの 「プラグイン イベン トの処理」 を参照
して ください。

手順 6 : 必要に応じて、 プラグイン コンフ ィグレーシ ョ ン要件をカスタマイズし、 プラ
グインを管理します。

この手順の詳細については、 7-1ページの 「プラグインの管理」 を参照して くだ
さい。

手順 7 : プラグインのコンテキス ト依存オンライン ヘルプを開発します。

この手順の詳細については、 8-1ページの 「プラグイン オンライン ヘルプの定
義」 を参照してください。
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手順 8 : すべてのプラグイン Java ク ラスを EJB JAR ファ イルおよび WAR ファ イルに
パッケージ化し、 プラグインをデプロイします。

この手順の詳細については、 9-1ページの 「プラグインのデプロイ メン ト 」 を参
照して ください。

BPM プラグイン サンプル

このソフ ト ウェアに用意されている  BPM プラグイン サンプルは、 一般的なプラ
グイン シナリオを示したプラグイン ク ラスのセッ ト を提供します。 このサンプ
ルには、Plug-in Order Processing と  Plug-in Order Fulfillment とい う  2 つのワーク
フロー テンプレート も入っており、 いずれも  
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin/sample_plug_in.ja
r ファ イルに格納されています。

注意 : プラグイン サンプルは、 『WebLogic Integration BPM ユーザーズ ガイ ド』
の 「Business Process Management とサンプル ワークフローの紹介」 に詳
し く説明されている一般的な Web ベースの発注シナリオにおおむね基づ
いています。

次の図に、 プラグイン サンプル ワークフロー テンプレート と、 追加されたプラ
グインを示します。
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BPM プラグイン  サンプル
図 1-4   プラグイン サンプル ワークフロー テンプレート
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1 BPM プラグイン開発の概要
前述のサンプルは、 次を表しています。

Plug-in Order Processing ワークフロー テンプレートには、 サンプル プラグ
インからの 3 つのプラグイン コンポーネン トがあ り ます。 プラグイン定義イ
ベン トによ り ト リガされる開始ノード、 在庫チェッ クをシ ミ ュレートするタ
スク  アクシ ョ ン、 および受注確認メ ッセージを受信するまで処理をブロ ッ ク
するイベン ト  ノードです。

Plug-in Order Fulfillment ワークフロー テンプレートには、 サンプル プラグ
インからの 2 つのプラグイン コンポーネン トがあ り ます。 受注合計額を計算
する関数と、 [注文を確認 ] イベン ト を ト リガするイベン ト  メ ッセージを生
成するタスク  アクシ ョ ンです。

注意 : 一般的な例の一部と して提供されている  Order Processing Trigger ワーク
フロー テンプレート （『WebLogic Integration BPM ユーザーズ ガイ ド』
参照） がプラグインによ り使用されるのではなく、 Plug-in Order 
Processing ワークフロー テンプレートがプラグイン定義 XML イベン ト
を介して ト リガされます。

このプラグイン サンプルからの抜粋は、 このドキュ メン トの各所で使用されて
います。 BPM プラグイン サンプルとそのディ レク ト リ構造の詳細、 およびサン
プルのインポート方法と実行方法については、 10-1ページの 「BPM プラグイン 
サンプル」 を参照してください。 一般的な Web ベースの受注シナリオの詳細に
ついては、 『WebLogic Integration BPM ユーザーズ ガイ ド』 を参照して ください。

注意 : 前述の図では、 カスタマイズされたプラグイン  プロパティが含まれてい
るこ とを示すため、 開始ノードおよびイベン ト  ノードの右上すみに次の
カスタム アイコンが表示されています。

このよ う なアイコンは、 Studio インタフェース  ビューが有効な場合に表
示されます。 インタフェース  ビューを有効にする方法の詳細について
は、 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』 の 「Studio インタ
フェースの使用法」 を参照して ください。
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BPM プラグイン  サンプル
リモート  プラグイン オブジェク ト  インタフェースを作成する と きにカ
スタム プラグイン アイコンを指定する方法については、 3-4ページの
「プラグイン ホーム インタフェース」 に説明されている  create() メ
ソ ッ ドを参照して ください。
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2 プラグイン開発の基礎

この章では、 プラグイン開発に必要な基本的タスクについて説明します。 この章
の内容は以下のとおりです。

パッケージおよびインタフェースのインポート

Plug-in Manager への接続

プラグイン フレームワーク  バージ ョ ンの取得

プラグイン値オブジェク トの使い方

Plug-in Manager からの切断

また、 『BPM ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング ガイ ド』 の次の章
も参考になり ます。

「プロセス  エンジン情報へのアクセス」 － WebLogic Integration プロセス  エ
ンジンに関する情報を入手する方法を説明

「JMS 接続の確立」 － WebLogic Java Messaging Service (JMS) への接続を確
立する方法を説明

「BPM ト ランザクシ ョ ン モデルの理解」 － BPM アプリ ケーシ ョ ンで ト ラン
ザクシ ョ ンが処理される方法を説明
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../devclient/server.htm
../devclient/jms.htm
../devclient/trans.htm


2 プラグイン開発の基礎
パッケージおよびインタフェースのイン
ポート

BPM パッケージおよびインタフェースをインポート し、 必要であれば汎用 Java 
パッケージ も インポート します。

プラグイン管理のために使用される以下のものも含めて、 インポートするパッ
ケージやインタフェースの説明については、 『BPM ク ライアン ト  アプリ ケー
シ ョ ン プログラ ミ ング ガイ ド』 の 「パッケージおよびインタフェースのイン
ポート 」 を参照して ください。

com.bea.wlpi.server.plugin.PluginManager インタフェース

com.bea.wlpi.server.plugin.PluginManagerCfg インタフェース

com.bea.wlpi.common.plugin パッケージ

Plug-in Manager への接続

BPM Plug-in Manager に接続するには、 PluginManager セッシ ョ ン EJB と  
PluginManagerCfg セッシ ョ ン EJBのどちらか一方、 または両方を使用します。

他の EJB と同じ く、 PluginManager EJB または PluginManagerCfg EJB にアク
セスするには、 ホーム インタフェースおよびリモート  インタフェースを使用す
る必要があ り ます。 そのための手順は次のとおりです。

1. JNDI でセッシ ョ ン EJB のホーム インタフェースをルッ クアップします。

2. そのホーム インタフェースを使用して、 リモート  セッシ ョ ン オブジェク ト
（EJBObject） を作成します。

API セッシ ョ ン EJB （この場合は、 PluginManager EJB と  PluginManagerCfg 
EJB） へのアクセス方法については、 『BPM ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ン プロ
グラ ミ ング ガイ ド』 の 「プロセス  エンジンへの接続」 を参照して ください。

プラグイン サンプルから抜粋した後述のコード  リ ス トは、 次の 2 ステップの手
順によ り  Plug-in Manager に接続する方法を示しています。
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Plug-in Manager への接続
1. 初期コンテキス ト を作成し、 JNDI コンテキス ト  lookup() メ ソ ッ ドを使用し
て、 セッシ ョ ン EJB ホーム インタフェースにアクセスします。

2. そのホーム インタフェースを使用して、 リモート  セッシ ョ ン オブジェク ト
を作成します。

この抜粋は、
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin/src/com/bea/wlpi/
tour/po/plugin ディ レク ト リの SamplePluginBean.java ファ イルから取り出
したものです。 重要なコード行は、 太字で示します。

注意 : 初期コンテキス トの詳細については、
javax.naming.InitialContext() Javadoc を参照してください。

コード  リス ト  2-1   Plug-in Manager への接続

    private final static String PLUGIN_MANAGER_CFG_HOME =
        "java:comp/env/ejb/PluginManagerCfg";    
     .
     .
     .
    private PluginManagerCfg getPluginManagerCfg() throws PluginException {

        PluginManagerCfg pm = null;
        InitialContext ic = null;

        try {
            ic = new InitialContext();

            PluginManagerCfgHome pmHome =
                (PluginManagerCfgHome)ic.lookup(PLUGIN_MANAGER_CFG_HOME);

            pm = pmHome.create();
        } catch (Exception e) {
            e.printStackTrace();

            throw new PluginException(SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME,
                                      "Unable to get PluginManagerCfg");
        } finally {
            try {
                ic.close();
            } catch (Exception e) {
            }
        }
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        return pm;
    }

プラグイン サンプルの詳細については、 10-1ページの 「BPM プラグイン サンプ
ル」 を参照してください。

プラグイン フレームワーク  バージ ョ ンの取
得

プラグイン フレームワーク  バージ ョ ンを取得するには、 次のいずれかのメ ソ ッ
ドを使用します。

public com.bea.wlpi.common.VersionInfo 
com.bea.wlpi.server.plugin.PluginManager.getFrameworkVersion(
) throws java.rmi.RemoteException

public com.bea.wlpi.common.VersionInfo 
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginInfo.getPluginFrameworkVersion(
) throws java.rmi.RemoteException

これらのメ ソ ッ ドは、 Plug-in Manager バージ ョ ンを 
com.bea.wlpi.common.VersionInfo オブジェク ト と して返します。 バージ ョ
ンに関する情報を取得するには、 『BPM ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ン プログ
ラ ミ ング ガイ ド』 の 「値オブジェク トのま とめ」 に説明されている  
VersionInfo オブジェク ト  メ ソ ッ ドを使用します。

たとえば、 次のコードは、 PluginManager オブジェク ト  メ ソ ッ ドを使用して 
Plug-in Manager バージ ョ ンを取得し、 その情報を  version オブジェク トに保存
します。 この例では、 pm は PluginManager EJB への EJBObject 参照を表しま
す。

VersionInfo version = pm.getFrameworkVersion();

getFrameworkVersion() メ ソ ッ ドの詳細については、
com.bea.wlpi.server.plugin.PluginManager Javadoc を参照してください。
getPluginFrameworkVersion() メ ソ ッ ドの詳細については、
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginInfo Javadoc を参照してください。
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プラグイン値オブジェ ク トの使い方
プラグイン値オブジェク トの使い方

com.bea.wlpi.common.plugin パッケージは、 定義時と実行時の両方でプラグ
イン オブジェク ト  データを取得するための Info ク ラス、 すなわち 値オブジェク
ト を提供します。 プロセス  エンジンと  BPM ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンは、
プラグイン値オブジェク ト を使用して、指定されたロケールに関するプラグイン  
オブジェク ト  データを要求し、 プラグインで表示文字列などのリ ソースを適切
にローカライズできるよ うにします。

値オブジェク トは、 設計ク ライアン トでのリモート  ク ラスのロードに重要な役
割を果たします。 特に、 BPM 設計クライアン トは値オブジェク ト を使用して、
次のこ とを行います。

1. プラグイン コンポーネン トの名前および ID に基づいて、 プラグインに含ま
れる  Java ク ラスの名前を検索します。

2. 戻り値に基づいて、 設計クライアン トで リモート  ク ラス  ロードを開始し、
定義されたク ラスのインスタンスを取得します。

リモート  ク ラス  ロードの詳細については、 1-10ページの 「プラグイン実装への
アクセス」 を参照してください。

次の表に、 プラグイン オブジェク ト  データの作成およびアクセスに使用できる
値オブジェク ト を示します。

表 2-1  プラグイン値オブジェク ト

使用する値オブジェク ト アクセスするプラグイン 

com.bea.wlpi.common.plugin.ActionCategoryInfo アクシ ョ ンまたはアクシ ョ ン カテゴ
リ情報

com.bea.wlpi.common.plugin.ActionInfo アクシ ョ ン情報

com.bea.wlpi.common.plugin.CategoryInfo アクシ ョ ン カテゴ リ情報

com.bea.wlpi.common.plugin.ConfigurationData コンフ ィグレーシ ョ ン  データ

com.bea.wlpi.common.plugin.ConfigurationInfo コンフ ィグレーシ ョ ン情報

com.bea.wlpi.common.plugin.DoneInfo 完了ノード情報
BPM プラグイン プログラ ミング ガイ ド 2-5

../classdocs/com/bea/wlpi/common/plugin/ActionCategoryInfo.html
../classdocs/com/bea/wlpi/common/plugin/ActionInfo.html
../classdocs/com/bea/wlpi/common/plugin/CategoryInfo.html
../classdocs/com/bea/wlpi/common/plugin/ConfigurationData.html
../classdocs/com/bea/wlpi/common/plugin/ConfigurationInfo.html
../classdocs/com/bea/wlpi/common/plugin/DoneInfo.html
http://java.sun.com/j2ee/blueprints/design_patterns/value_object/index.html
http://java.sun.com/j2ee/blueprints/design_patterns/value_object/index.html


2 プラグイン開発の基礎
次の節では、 値オブジェク トの作成および使用方法について説明します。

値オブジェク ト  コンス ト ラ ク タ、 および関連付けられた get メ ソ ッ ド と  set メ
ソ ッ ドの詳細については、 B-1ページの 「プラグイン値オブジェク トのま とめ」
を参照して ください。 値オブジェク トによ り共有される一般的特性のリ ス ト と、
値オブジェク ト をソートする方法については、 『BPM ク ライアン ト  アプリ ケー
シ ョ ン プログラ ミ ング ガイ ド』 の 「値オブジェク トの使用法」 を参照してくだ
さい。

com.bea.wlpi.common.plugin.EventHandlerInfo イベン ト  ハンド ラ情報

com.bea.wlpi.common.plugin.EventInfo イベン ト  ノード情報

com.bea.wlpi.common.plugin.FieldInfo メ ッセージ タイプ情報

com.bea.wlpi.common.plugin.FunctionInfo エバリ ュエータ関数情報

com.bea.wlpi.common.plugin.HelpSetInfo オンライン ヘルプ情報

com.bea.wlpi.common.plugin.InfoObject すべてのプラグイン値オブジェク ト
のための抽象ベース  ク ラス

com.bea.wlpi.common.plugin.PluginCapabilitiesInf
o

機能情報

com.bea.wlpi.common.plugin.PluginDependency 依存関係情報

com.bea.wlpi.common.plugin.PluginInfo 基本プラグイン情報

com.bea.wlpi.common.plugin.StartInfo 開始ノード情報

com.bea.wlpi.common.plugin.TemplateDefinitionPro
pertiesInfo

テンプレート定義プロパティ情報

com.bea.wlpi.common.plugin.TemplateNodeInfo テンプレート  ノード （完了および開
始） 情報

com.bea.wlpi.common.plugin.TemplatePropertiesInf
o

テンプレート  プロパティ情報

com.bea.wlpi.common.plugin.VariableTypeInfo 変数タイプ情報

表 2-1  プラグイン値オブジェク ト  （続き）

使用する値オブジェク ト アクセスするプラグイン 
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プラグイン値オブジェ ク トの使い方
プラグイン値オブジェク トの定義

プラグイン値オブジェク ト を定義するには、 関連付けられているコンス ト ラ ク タ
を使用します。 2-5ページの 「プラグイン値オブジェク ト 」 の表に記載された各
プラグイン値オブジェク トには、 オブジェク ト  データを作成するためのコンス
ト ラ ク タが 1 つまたは複数用意されています。 値オブジェク ト を作成するための
コンス ト ラ ク タの詳細については、 B-1ページの 「プラグイン値オブジェク トの
ま とめ」 を参照して ください。

com.bea.wlpi.common.plugin.PluginCapabilitiesInfo オブジェク ト を定義
する際には、 それぞれのプラグイン  コンポーネン トについてプラグイン値オブ
ジェク ト を渡す必要があ り ます。 詳細については、 3-10ページの 「 リモート  イ
ンタフェース  プラグイン情報メ ソ ッ ド」 の表の 
getPluginCapabilitiesInfo() メ ソ ッ ドの説明を参照して ください。

値オブジェク ト を作成する場合、 次を指定する必要があ り ます。

プラグイン ID。 これは、 それぞれのプラグインとオブジェク ト  タイプでユ
ニークである必要があ り ます。

プラグイン機能の記述。

グローバルにユニークな内部識別子。 これは、 ベンダ逆引き  DNS 名の末尾
に 1 つまたは複数のド ッ ト区切り文字列を付加した形式です （たとえば、
com.somedomain.someproduct.myplugin）。

プラグインと関連付けられた Java ク ラス名の入った配列。 2-8ページの 「オ
ブジェク ト  データの取得と設定」 に説明されているよ うに、 設計ク ライアン
トはプラグインの名前と  ID を使用してこの情報を検索できます。 その後、
設計クライアン トは、 リモート  ク ラス  ロードを開始し、 実装ク ラスにアク
セスできます。 リモート  ク ラス  ロードの詳細については、 1-10ページの
「プラグイン実装へのアクセス」 を参照して ください。

インタフェース  ビューが有効な場合にプラグインを表すために WebLogic 
Integration Studio によ り使用されるアイコン。 カスタム アイコンは、 3-4
ページの 「プラグイン ホーム インタフェース」 に説明されているよ うに、
ホーム インタフェース  ejbCreate() メ ソ ッ ドの実装時に定義できます。

たとえば、 次のコードは、 StartInfo オブジェク ト を作成し、 結果のオブジェ
ク ト を si に割り当てます。
BPM プラグイン プログラ ミング ガイ ド 2-7
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2 プラグイン開発の基礎
si = new StartInfo(SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME, 5,
          bundle.getString("startOrderName"),
          bundle.getString("startOrderDesc"), ICON_BYTE_ARRAY,
          SamplePluginConstants.START_CLASSES, orderFieldInfo);

START_CLASSES 配列は、 プラグイン開始ノードのためのプラグイン データ、 プ
ラグイン パネル、 実行時コンポーネン ト  ク ラス名を定義します。
START_CLASSES 配列は、 SamplePluginConstants.java ク ラス  ファ イル内で次
のよ うに定義されます。

final static String[] START_CLASSES = { 
START_DATA, 
START_PANEL,
START_NODE };

この例では、 配列変数値は、 SamplePluginConstants.java ファ イルで次のよ
うに定義されます。

final static String START_NODE = 
"com.bea.wlpi.tour.po.plugin.StartNode";
final static String START_DATA =
"com.bea.wlpi.tour.po.plugin.StartNodeData";
final static String START_PANEL =
"com.bea.wlpi.tour.po.plugin.StartNodePanel";

ICON_BYTE_ARRAY 変数は、 グラフ ィカル イ メージ （アイコン） のバイ ト配列表
現を指定するもので、 Studio インタフェース  ビューが有効な場合に、 プラグイ
ンを表すために Studio によ り使用されます。

値オブジェク ト  コンス ト ラ ク タ、 および関連付けられた get メ ソ ッ ド と  set メ
ソ ッ ドの詳細については、 B-1ページの 「プラグイン値オブジェク トのま とめ」
を参照して ください。

オブジェク ト  データの取得と設定
2-5ページの 「プラグイン値オブジェク ト 」 の表に記載した各プラグイン値オブ
ジェク トは、 オブジェク ト  データの取得および設定のためのさまざまなメ ソ ッ
ドを提供します。 これらのメ ソ ッ ドの詳細については、 B-1ページの 「プラグイ
ン値オブジェク トのま とめ」 を参照して ください。

たとえば、 次のコードは、 プラグイン開始ノードのための 
PluginTriggerPanel 実装ク ラスを取得し、 それを startpanel 文字列に保存し
ます。

java.lang.String startpanel = si.getClassName(KEY_PANEL);
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Plug-in Manager からの切断
この例では、 si は、 プラグイン開始ノードのための 
com.bea.wlpi.common.plugin.StartInfo 値オブジェク トに対する参照を表し
ます。

プラグイン値オブジェク ト  メ ソ ッ ドの詳細については、 B-1ページの 「プラグ
イン値オブジェク トのま とめ」 を参照してください。

Plug-in Manager からの切断

BPM Plug-in Manager から切断するには、 次の手順を実行します。

1. セッシ ョ ン EJB 参照を削除し、そのシステム スペースを他の EJB のために利
用できるよ うにします。

たとえば、 プラグイン サンプルから抜粋した次のコードは、
PluginManagerCfg EJB 参照を削除する方法を示しています。 この例では、
pm は PluginMangerCfg EJB への EJBObject 参照を表します。

try {
   if (pm != null)
   pm.remove();
} catch (Exception e) {}

詳細については、 『BPM ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング ガ
イ ド』 の 「プロセス  エンジンからの切断」 の 「セッシ ョ ン EJB 参照の削除」
を参照して ください。

2. JMS 接続など、 その他のリ ソースを削除し （該当する場合）、 コンテキス ト
をク ローズします。

たとえば、 次のコードは、 JNDI コンテキス ト  リ ソースをクローズします。

try {
    ic.close();
{ catch(Exception exp) {}

詳細については、 『BPM ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング ガ
イ ド』 の 「プロセス  エンジンからの切断」 の 「他のリ ソースの解放」 を参照
して ください。
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3 プラグイン セッシ ョ ン EJB の定
義

この章では、 プラグイン セッシ ョ ン EJB を定義する方法について説明します。
この章の内容は以下のとおりです。

概要

セッシ ョ ン EJB インタフェース

プラグイン ホーム インタフェース

プラグイン リモート  インタフェース

概要

プラグイン セッシ ョ ン EJB を定義するには、 次の表に説明する  3 つの事前定義
されたインタフェースを実装する必要があ り ます。

表 3-1  プラグイン セッシ ョ ン EJB で必要なインタフェース

名前 インタフェース 説明

セッシ ョ ン EJB  javax.ejb.SessionBean すべてのセッシ ョ ン EJB によ り実装される
必要のあるインタフェース。

プラグイン ホーム イン
タフェース

com.bea.wlpi.server.p
lugin.PluginHome

 javax.ejb.EJBHome インタフェースの拡
張。 すべてのプラグインのためのホーム イ
ンタフェースを定義する。

プラグイン リモート  イ
ンタフェース

com.bea.wlpi.server.p
lugin.Plugin

javax.ejb.EJBObject インタフェースの
拡張。 すべてのプラグインのためのリモー
ト  インタフェースを定義する。
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3 プラグイン セッシ ョ ン EJB の定義
次の節では、 プラグイン セッシ ョ ン EJB を定義する際に実装する必要のある各
インタフェース と メ ソ ッ ドについて説明します。 プラグイン  サンプルからの抜
粋も示します。

セッシ ョ ン EJB インタフェース

定義によ り、 セッシ ョ ン EJB は、 javax.ejb.SessionBean とそのメ ソ ッ ドを実
装する必要があ り ます。

注意 : SessionBean インタフェース  メ ソ ッ ドの内容は、 空であるこ と も、 単純
にメ ッセージをログに返すこ と もあ り ますが、 必ず実装します。

次の表に、 実装する必要のあるセッシ ョ ン  EJB メ ソ ッ ドを示します。

各メ ソ ッ ドの詳細については、 javax.ejb.SessionBean Javadoc を参照して く
ださい。

表 3-2  セッシ ョ ン EJB メ ソ ッ ド

メ ソ ッ ド 説明

public void ejbActivate() throws 
javax.ejb.EJBException, 
java.rmi.RemoteException

インスタンスをアクティブ化する。

public void ejbPassivate() throws 
javax.ejb.EJBException, 
java.rmi.RemoteException

インスタンスをパッシブにする。

public void ejbRemove() throws 
javax.ejb.EJBException, 
java.rmi.RemoteException

インスタンスを削除する。

public void 
setSessionContext(javax.ejb.SessionCont
ext ctx) throws javax.ejb.EJBException, 
java.rmi.RemoteException

関連付けられたセッシ ョ ン コンテキス ト を設
定する。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。
ctx －セッシ ョ ン コンテキス ト を示す
javax.ejb.SessionContext オブジェク ト。
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セッシ ョ ン  EJB インタ フ ェース
プラグイン サンプルから抜粋した次のコード  リ ス トは、
javax.ejb.SessionBean インタフェース とそのメ ソ ッ ドを実装する方法を示し
ています。 この抜粋は、
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin/src/com/bea/wlpi/
tour/po/plugin ディ レク ト リの SamplePluginBean.java ファ イルから取り出
したものです。 重要なコード行は、 太字で示します。

コード  リス ト  3-1   セッシ ョ ン EJB インタフェースの実装

package com.bea.wlpi.tour.po.plugin;

import com.bea.wlpi.common.VersionInfo;
import com.bea.wlpi.common.plugin.*;
import com.bea.wlpi.common.plugin.PluginData;
import com.bea.wlpi.server.plugin.InstanceNotification;
import com.bea.wlpi.server.plugin.Plugin;
import com.bea.wlpi.server.plugin.PluginManagerCfg;
import com.bea.wlpi.server.plugin.PluginManagerCfgHome;
import com.bea.wlpi.server.plugin.TaskNotification;
import com.bea.wlpi.server.plugin.TemplateDefinitionNotification;
import com.bea.wlpi.server.plugin.TemplateNotification;
import java.lang.reflect.Constructor;
import java.util.MissingResourceException;
import java.util.ResourceBundle;
import java.util.Locale;
import java.net.URL;
import javax.ejb.CreateException;
import javax.ejb.SessionBean;
import javax.ejb.SessionContext;
import javax.naming.InitialContext;
import javax.rmi.PortableRemoteObject;
import java.io.*
/**
 * @homeInterface com.bea.wlpi.server.plugin.PluginHome
 * @remoteInterface com.bea.testplugin.SamplePlugin
 * @statemode Stateless
 */
public class SamplePluginBean implements SessionBean {
    private SessionContext ctx;
    private final static String PLUGIN_MANAGER_CFG_HOME =
        "java:comp/env/ejb/PluginManagerCfg";
    private static byte[] ICON_BYTE_ARRAY;

    // javax.ejb.SessionBean を実装
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3 プラグイン セッシ ョ ン EJB の定義
    public void ejbActivate() {
    }

    // javax.ejb.SessionBean を実装

    public void ejbRemove() {
    }

    // javax.ejb.SessionBean を実装

    public void ejbPassivate() {
    }

    // javax.ejb.SessionBean を実装

    public void setSessionContext(SessionContext ctx) {
        this.ctx = ctx;
    }
    .
    .
    .

プラグイン サンプルの詳細については、 10-1ページの 「BPM プラグイン サンプ
ル」 を参照してください。

プラグイン ホーム インタフェース

ホーム インタフェースは、 ユーザのために BPM プラグイン フレームワークに
よ り定義されます。 com.bea.wlpi.server.plugin.PluginHome インタフェー
スは、 javax.ejb.EJBHome インタフェースを拡張し、 すべてのプラグインの
ホーム インタフェースを定義します。

次の表で、 PluginHome ホーム インタフェースによ り定義される メ ソ ッ ドについ
て説明します。
3-4 BPM プラグイン プログラ ミング ガイ ド

../classdocs/com/bea/wlpi/server/plugin/PluginHome.html
http://java.sun.com/j2ee/j2sdkee/techdocs/api/javax/ejb/EJBHome.html


プラグイン ホーム インタ フ ェース
ホーム インタフェースの詳細については、
com.bea.wlpi.server.plugin.PluginHome Javadoc を参照してください。

表 3-3  ホーム インタフェース メ ソ ッ ド

メ ソ ッ ド 説明

public com.bea.wlpi.server.plugin.Plugin 
create() throws java.rmi.RemoteException 
java.rmi.RemoteException

リモート  プラグイン オブジェク ト  インタ
フェースを作成する。

imageStreamToByteArray() メ ソ ッ ドを 
com.bea.wlpi.common.plugin.InfoObjec
t に対して使用するこ とによ り、 WebLogic 
Integration Studio インタフェース  ビューのため
のカスタム  プラグイン アイコンを設定するこ
と もできる。 例を示す。

ICON_BYTE_ARRAY = 
InfoObject.imageStreamToByteArray(
  getClass().getResourceAsStream(
  "image")
);

この例では、 image は、 カスタム プラグイン 
アイコンを指定する。
imageStreamToByteArray() メ ソ ッ ドの詳
細については、 B-30ページの 「InfoObject オ
ブジェク ト 」 を参照。

特定のプラグイン コンポーネン トのための値
オブジェク ト を作成する際、 インタフェース  
ビューが有効なと きにプラグイン コンポーネ
ン ト を表わすために Studio によ り使用される
アイコンを指定できる。 詳細については、 2-7
ページの 「プラグイン値オブジェク トの定義」
を参照。

このメ ソ ッ ドは、
com.bea.wlpi.server.plugin.Plugin オ
ブジェク ト を返す。

Studio でインタフェース  ビューを有効にする
方法については、 『WebLogic Integration 
Studio ユーザーズ ガイ ド』 の 「Studio インタ
フェースの使用法」 を参照。
BPM プラグイン プログラ ミング ガイ ド 3-5

../classdocs/com/bea/wlpi/common/plugin/InfoObject.html
../classdocs/com/bea/wlpi/common/plugin/InfoObject.html
../classdocs/com/bea/wlpi/server/plugin/Plugin.html
../classdocs/com/bea/wlpi/server/plugin/Plugin.html
../classdocs/com/bea/wlpi/server/plugin/PluginHome.html
../classdocs/com/bea/wlpi/server/plugin/PluginHome.html


3 プラグイン セッシ ョ ン EJB の定義
プラグイン サンプルから抜粋した次のコード  リ ス トは、 ホーム インタフェース
で宣言される  1 つの create() メ ソ ッ ドのための ejbCreate() メ ソ ッ ドを実装
し、 Studio インタフェース  ビューのためのカスタム プラグイン アイコンを定義
する方法を示しています。 この抜粋は、
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin/src/com/bea/wlpi/
tour/po/plugin ディ レク ト リの SamplePluginBean.java ファ イルから取り出
したものです。

コード  リス ト  3-2   ホーム インタフェース メ ソ ッ ドの実装

    // javax.ejb.SessionBean を実装

    public void ejbCreate() throws CreateException {
        try {
            ICON_BYTE_ARRAY = InfoObject.imageStreamToByteArray(
                              getClass().getResourceAsStream("Sample.gif"));
        } catch (IOException ioe) {
            ioe.printStackTrace();
        }
    }

プラグイン サンプルの詳細については、 10-1ページの 「BPM プラグイン サンプ
ル」 を参照してください。

プラグイン リモート  インタフェース

リモート  インタフェースは、 BPM プラグイン フレームワークによ り定義されま
す。 com.bea.wlpi.server.plugin.Plugin インタフェースは、
javax.ejb.EJBObject インタフェースを拡張し、 すべてのプラグインのリモー
ト  インタフェースを定義します。

プラグイン セッシ ョ ン EJB を定義する場合、Plugin リモート  インタフェース と
そのメ ソ ッ ドを実装する必要があ り ます。

Plugin リモート  インタフェースは、 次のカテゴ リのメ ソ ッ ドを定義します。

ラ イフサイ クル管理
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プラグイン リモート  インタ フ ェース
通知

プラグイン情報

オブジェク ト作成

次の節では、 実装する必要のある  Plugin リモート  インタフェースをカテゴ リ別
に説明します。

注意 : リモート  インタフェース  メ ソ ッ ドの内容は、 空のままにするこ と、 ある
いは単にログに対する メ ッセージを戻すこ とができますが、 必ず実装し
ます。

ライフサイクル管理メソッ ド

次の表に、 実装する必要のある リモート  インタフェースによ り定義されるライ
フサイ クル管理メ ソ ッ ドを示します。 BPM プラグイン ライフサイ クルの詳細に
ついては、 1-9ページの 「ライフサイ クル タスクの管理」 を参照してください。

表 3-4  リモート  インタフェース ライフサイクル管理メソッ ド

メ ソ ッ ド 説明

public void load(
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginObject 
config) throws java.rmi.RemoteException, 
com.bea.wlip.common.plugin.PluginExcept
ion

指定されたコンフ ィグレーシ ョ ンを使用して
プラグインをロード し、 指定されている場合
には、 そのプラグインを通知リ スナと して登
録する。 プラグインを通知リ スナと して登録
する方法については、 5-1ページの 「プラグイ
ン通知の使い方」 を参照。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。
config －
com.bea.wlpi.common.plugin.Configura
tionInfo オブジェク ト。 これは、
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginObj
ect オブジェク トによ り提供され、プラグイン  
コンフ ィグレーシ ョ ン  データを指定する。

注意 : プラグインは、 ク ラスタのプライベー
ト  ステート を、 必要に応じてク ラスタ
全体に複製する役割を担当します。
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リモート  インタフェース  ラ イフサイ クルを管理する メ ソ ッ ドの詳細については、
com.bea.wlpi.server.plugin.Plugin Javadoc を参照して ください。

通知メソッ ド

次の表に、 実装する必要のある リモート  インタフェースによ り定義される通知
メ ソ ッ ドを定義します。

注意 : 通知を受信するには、 プラグインが通知リ スナと して登録されている必
要があ り ます。 詳細については、 5-1ページの 「プラグイン通知の使い
方」 を参照してください。

public void unload() throws 
java.rmi.RemoteException, 
com.bea.wlip.common.plugin.PluginExcept
ion

プラグインをアンロード し、 必要であれば、
通知リ スナと しての登録を解除する。 プラグ
インを通知リ スナと して登録および登録解除
する方法については、 5-1ページの 「プラグイ
ン通知の使い方」 を参照。

表 3-4  リモート  インタフェース ライフサイクル管理メソッ ド  （続き）

メ ソ ッ ド 説明

表 3-5  リモート  インタフェース通知メソッ ド

メ ソ ッ ド 説明

public void instanceChanged(
com.bea.wlpi.common.plugin.InstanceNoti
fication notify) throws 
java.rmi.RemoteException, 
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginExcept
ion

ワークフロー インスタンスに対する変更をプ
ラグインに通知する。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。
notify －ワークフロー インスタンス変更を示
す
com.bea.wlpi.server.plugin.InstanceN
otification オブジェク ト。
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リモート  インタフェース通知メ ソ ッ ドの詳細については、
com.bea.wlpi.server.plugin.Plugin Javadoc を参照して ください。

public void taskChanged(
com.bea.wlpi.common.plugin.TaskNotifica
tion notify) throws 
java.rmi.RemoteException, 
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginExcept
ion

タスク  インスタンスに対する変更をプラグイ
ンに通知する。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。
notify －タスク変更を示す
com.bea.wlpi.server.plugin.TaskNotif
ication オブジェク ト。

public void templateChanged(
com.bea.wlpi.common.plugin.TemplateNoti
fication notify) throws 
java.rmi.RemoteException, 
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginExcept
ion

テンプレートに対する変更をプラグインに通
知する。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。
notify －テンプレート変更を示す
com.bea.wlpi.server.plugin.TemplateN
otification オブジェク ト。

public void templateDefinitionChanged(
com.bea.wlpi.common.plugin.TemplateDefi
nitionNotification notify) throws 
java.rmi.RemoteException, 
com.bea.wliwlpip.common.plugin.PluginEx
ception

テンプレート定義に対する変更をプラグイン
に通知する。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。
notify －テンプレート定義変更を示す
com.bea.wlpi.server.plugin.TemplateD
efinitionNotification オブジェク ト。

表 3-5  リモート  インタフェース通知メソッ ド  （続き）

メ ソ ッ ド 説明
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プラグイン情報メソッ ド

次の表に、 実装する必要のある リモート  インタフェースによ り定義されるプラ
グイン情報メ ソ ッ ドを示します。

表 3-6  リモート  インタフェース プラグイン情報メソッ ド

メ ソ ッ ド 説明

public java.lang.Class classForName(
java.lang.String className) throws 
java.rmi.RemoteException, 
java.lang.ClassNotFoundException, 
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginExcept
ion

プラグイン提供のメ タデータ  オブジェク トの 1 
つを呼び出すこ とによ り、 プラグイン定義さ
れたク ラスをインスタンス化する。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。
className －インスタンス化する  Java ク ラス
の完全修飾名を示す
java.lang.String オブジェク ト。
このメ ソ ッ ドは、 指定された名前を持つク ラ
スを返す。

public 
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginDepend
ency[] getDependencies() throws 
java.rmi.RemoteException

現在のプラグインが依存しているプラグイン
を取得する。

Plug-in Manager は、 現在のプラグインのロー
ドを試行する前に、 すべての依存プラグイン
がロード されているこ とを確認する。

このメ ソ ッ ドは、
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginDep
endency オブジェク トの リ ス ト を返す。 各プ
ラグインの依存関係に関する情報にアクセス
するには、 B-31ページの
「PluginCapabilitiesInfo オブジェク ト 」 に説明
されている  PluginDependency オブジェク ト  
メ ソ ッ ドを使用する。
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public java.lang.String getName() throws 
java.rmi.RemoteException

現在のプラグインのグローバルにユニークな
名前を逆引き  DNS フォーマッ トで取得する。

注意 : 逆引き  DNS フォーマッ トは、 グロー
バル ネームスペースの衝突を防止しま
す。

このメ ソ ッ ドは、 ユニークなプラグイン名を
示す java.lang.String オブジェク ト を返
す。

表 3-6  リモート  インタフェース プラグイン情報メソッ ド  （続き）

メ ソ ッ ド 説明
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public 
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginCapabi
litiesInfo getPluginCapabilitiesInfo(
java.util.Locale lc, 
com.bea.wlpi.common.plugin.CategoryInfo 
info) throws java.rmi.RemoteException

プラグイン機能に関する詳細情報を取得する。

次の場合にこのメ ソ ッ ドを使用する。

2-5ページの 「プラグイン値オブジェク ト
の使い方」 に定義されているよ うに、 プラ
グイン コンポーネン ト値オブジェク ト を定
義する。

4-72ページの 「アクシ ョ ン ツ リーをカスタ
マイズする」 に説明されているよ うに、 プ
ラグイン アクシ ョ ンを定義する と きにアク
シ ョ ン ツ リーをカスタマイズする。

6-12ページの 「プラグイン イベン ト  ハン
ド ラの定義」 に説明されているよ うに、 プ
ラグイン例外ハンド ラを登録する。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。

lc －表示文字列をローカライズするロ
ケールを示す
java.util.Locale オブジェク ト。

info －事前定義されたアクシ ョ ンおよび
プラグイン定義されたアクシ ョ ンの両方が
入った既存のアクシ ョ ン カテゴ リ  ツ リー
を示す
com.bea.wlpi.common.plugin.Catego
ryInfo オブジェク ト 。 NULL 値は、 アク
シ ョ ン カテゴ リ情報が必要ないこ とを示
す。

このメ ソ ッ ドは、 要求された場合、 アクシ ョ
ン ツ リーに挿入すべき新しいカテゴ リ とアク
シ ョ ンの入った 
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginCap
abilitiesInfo オブジェク ト を返す。 プラグ
イン機能に関する情報にアクセスするには、
B-31ページの 「PluginCapabilitiesInfo オブ
ジェク ト 」 に説明されている  
PluginCapabilitiesInfo オブジェク ト  メ
ソ ッ ドを使用する。

表 3-6  リモート  インタフェース プラグイン情報メソッ ド  （続き）

メ ソ ッ ド 説明
3-12 BPM プラグイン プログラ ミング ガイ ド

http://java.sun.com/j2se/1.3/docs/api/java/util/Locale.html
../classdocs/com/bea/wlpi/common/plugin/CategoryInfo.html
../classdocs/com/bea/wlpi/common/plugin/CategoryInfo.html
../classdocs/com/bea/wlpi/common/plugin/PluginCapabilitiesInfo.html
../classdocs/com/bea/wlpi/common/plugin/PluginCapabilitiesInfo.html


プラグイン リモート  インタ フ ェース
リモート  インタフェース  プラグイン情報メ ソ ッ ドの詳細については、
com.bea.wlpi.server.plugin.Plugin Javadoc を参照して ください。

public 
com.bea.wlpi.common.plugin.PlugInfo 
getPluginInfo(java.util.Locale lc) 
throws java.rmi.RemoteException

プラグインに関する基本情報を取得する。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。
lc －表示文字列をローカライズするロケール
を示す
java.util.Locale オブジェク ト。
このメ ソ ッ ドは、
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginInf
o オブジェク ト を返す。 プラグインに関する情
報にアクセスするには、 B-35ページの
「PluginInfo オブジェク ト 」 に説明されている  
PluginInfo オブジェク ト  メ ソ ッ ドを使用す
る。

public com.bea.wlpi.common.VersionInfo 
getVersion() throws 
java.rmi.RemoteException

プラグイン バージ ョ ン情報を取得する。
このメ ソ ッ ドは、
com.bea.wlpi.common.VersionInfo オブ
ジェク ト を返す。 プラグインに関する情報に

アクセスするには、 『BPM ク ライアン ト  アプ
リ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング ガイ ド』 の
「値オブジェク トのま とめ」 の 「VersionInfo オ
ブジェク ト 」 に説明されている  VersionInfo 
オブジェク ト  メ ソ ッ ドを使用する。

public void 
setConfiguration(com.bea.wlpi.common.pl
ugin.PluginObject config) throws 
java.rmi.RemoteException

プラグイン コンフ ィグレーシ ョ ン情報を設定
する。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。
config －プラグイン コンフ ィグレーシ ョ ン情
報を示す
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginInf
o オブジェク ト 。
詳細については、 7-1ページの 「プラグインの
管理」 を参照。

表 3-6  リモート  インタフェース プラグイン情報メソッ ド  （続き）

メ ソ ッ ド 説明
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オブジェク ト作成メソッ ド

次の表に、 実装する必要のある リモート  インタフェースによ り定義されるオブ
ジェク ト作成メ ソ ッ ドを定義します。

リモート  インタフェース  オブジェク ト作成メ ソ ッ ドの詳細については、
com.bea.wlpi.server.plugin.Plugin Javadoc を参照して ください。

表 3-7  リモート  インタフェース オブジェク ト作成メソッ ド

メ ソ ッ ド 説明

public java.lang.Object getObject(
java.util.Locale lc,
java.lang.String className) throws 
java.rmi.RemoteException, 
java.lang.ClassNotFoundException, 
com.bea.wlip.common.plugin.PluginException

プラグイン提供のメ タデータ  オブ
ジェク トの 1 つを呼び出すこ とによ
り、 プラグイン定義されたオブジェ
ク ト を取得する。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のと
おり。

lc －表示文字列をローカライズ
するロケールを示す
java.util.Locale オブジェク
ト。

className －インスタンス化す
る  Java ク ラスの完全修飾名を示
す
java.lang.String オブジェク
ト。

このメ ソ ッ ドは、 名前付きク ラスの 
java.lang.Object インスタンスを
返す。
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リモート  インタフェースの実装例
プラグイン サンプルから抜粋した次のコード  リ ス トは、 リモート  インタフェー
ス とそのメ ソ ッ ドを実装する方法を示しています。 この抜粋は、
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin/src/com/bea/wlpi/
tour/po/plugin ディ レク ト リの SamplePluginBean.java ファ イルから取り出
したものです。 重要なコード行は、 太字で示します。

コード  リス ト  3-3   リモート  インタフ ェースの実装

    // プラグインの実装

    /**
     * プラグインをロードする。プラグインは、この時点で、
     * 各種システム イベントへの関心を登録する必要がある
     * @param pluginData プラグイン コンフィグレーション データ
     * @see PluginManager#addTemplateListener
     * @see PluginManager#addTemplateDefinitionListener
     * @see PluginManager#addInstanceListener
     * @see PluginManager#addTaskListener
     * @throws PluginException
     */
    public void load(PluginObject pluginData) throws PluginException {

        log("load called");
        // このブロックによる通知のサブスクライブを有効にする

        /*
        PluginManagerCfg pm = null;
        try {
            pm = getPluginManagerCfg();
            Plugin plugin = (Plugin)ctx.getEJBObject();
            pm.addInstanceListener(plugin, PluginConstants.EVENT_NOTIFICATION_ALL);
            pm.addTaskListener(plugin, PluginConstants.EVENT_NOTIFICATION_ALL);
            pm.addTemplateDefinitionListener(plugin, 
PluginConstants.EVENT_NOTIFICATION_ALL);
            pm.addTemplateListener(plugin, PluginConstants.EVENT_NOTIFICATION_ALL);
        } catch (Exception e) {
            e.printStackTrace();
            throw new PluginException(SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME, "Unable 
to get PluginManager");
        } finally {
            try {
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                if (pm != null)
                    pm.remove();
            } catch (Exception e) {
            }
        }
        */
        log("loaded");
    }

    /**
     * プラグインをアンロードする。プラグイン フレームワークは、イベント通知を
     * サブスクライブしていた場合、プラグインを登録解除する
     */
    public void unload() {
        log("unload called");
    }

    public PluginDependency[] getDependencies() {

        log("getDependencies called");

        return null;
    }

    public String getName() {
        return SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME;
    }

    public VersionInfo getVersion() {
        return SamplePluginConstants.PLUGIN_VERSION;
    }

    /**
     * プラグインに関する詳細情報を返す
     * @param lc 表示文字列をローカライズするロケール
     * @return プラグインに関する詳細情報
     */
    public PluginInfo getPluginInfo(Locale lc) {

        log("getPluginInfo called");

        return createPluginInfo(lc);
    }

    public void setConfiguration(PluginObject config) throws PluginException {
    }

    /**
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     * プラグイン機能の詳しい説明を返す。新しいサブカテゴリとアクションを
     * 追加するには、プラグインは、渡された <code>info</code> パラメータを
     * 介して渡されるカテゴリ ID を使用して、親カテゴリ、および
     * 新しいカテゴリ ID として {@link ActionCategoryInfo#ID_PLUGIN} を識別する必要がある
     * PluginManager は、この呼び出しにより返される CategoryInfo 配列を
     * 現在の構造（<code>info</code> パラメータにより渡される）と結合し、
     * {@link ActionCategoryInfo#ID_PLUGIN} への参照を、新たに割り当てられた
     * ユニークなカテゴリ ID に置き換える。この事前定義されたカテゴリは、次の ID を持つ
     * {@link ActionCategoryInfo#ID_TASK}, {@link ActionCategoryInfo#ID_WORKFLOW},
     * {@link ActionCategoryInfo#ID_INTEGRATION}, {@link 
ActionCategoryInfo#ID_MISCELLANEOUS},
     * {@link ActionCategoryInfo#ID_EXCEPTION}.

     * @param lc 表示文字列をローカライズするロケール
     * @param info 既存のアクション カテゴリ ツリー。事前定義された
     * カテゴリとアクション、およびプラグイン定義されたカテゴリとアクション
     * （以前にロードされたプラグインにより）の両方を含む
     * @return ツリーに挿入する新しいカテゴリとアクション
     */
    public PluginCapabilitiesInfo getPluginCapabilitiesInfo(Locale lc,
            CategoryInfo[] info) {

        PluginInfo pi;
        FieldInfo orderFieldInfo;
        FieldInfo confirmFieldInfo;
        FieldInfo[] fieldInfo;
        FunctionInfo fi;
        FunctionInfo[] functionInfo;
        StartInfo si;
        StartInfo[] startInfo;
        EventInfo ei;
        EventInfo[] eventInfo;
        SampleBundle bundle = new SampleBundle(lc);

        log("getPluginCapabilities called");

        pi = createPluginInfo(lc);
        orderFieldInfo =
            new FieldInfo(SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME, 3,
                          bundle.getString("orderFieldName"),
                          bundle.getString("orderFieldDesc"),
                          SamplePluginConstants.ORDER_FIELD_CLASSES, false);
        confirmFieldInfo =
            new FieldInfo(SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME, 4,
                          bundle.getString("confirmFieldName"),
                          bundle.getString("confirmFieldDesc"),
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                          SamplePluginConstants.CONFIRM_FIELD_CLASSES, false);
        fieldInfo = new FieldInfo[]{ orderFieldInfo, confirmFieldInfo };
        ei = new EventInfo(SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME, 6,
                           bundle.getString("confirmOrderName"),
                           bundle.getString("confirmOrderDesc"), ICON_BYTE_ARRAY,
                           SamplePluginConstants.EVENT_CLASSES,
                           confirmFieldInfo);
        eventInfo = new EventInfo[]{ ei };
        fi = new FunctionInfo(SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME, 7,
                              bundle.getString("calcTotalName"),
                              bundle.getString("calcTotalDesc"),
                              bundle.getString("calcTotalHint"),
                              SamplePluginConstants.FUNCTION_CLASSES, 3, 3);
        functionInfo = new FunctionInfo[]{ fi };
        si = new StartInfo(SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME, 5,
                           bundle.getString("startOrderName"),

                           bundle.getString("startOrderDesc"), ICON_BYTE_ARRAY,
                           SamplePluginConstants.START_CLASSES, orderFieldInfo);
        startInfo = new StartInfo[]{ si };

        PluginCapabilitiesInfo pci = new PluginCapabilitiesInfo(pi,
                                         getCategoryInfo(bundle), eventInfo,
                                         fieldInfo, functionInfo, startInfo,
                                         null, null, null, null, null);

        return pci;
    }

    /**
     * プラグイン定義クラスを返す。呼び出し側は、プラグイン提供の
     * メタデータ オブジェクトの 1 つを呼び出すことによりクラス名を検索する
     * @param className インスタンス化する Java クラスの完全修飾名
     * @return 指定された名前を持つクラス
     * @throws ClassNotFoundException プラグインがクラスをロードできなかった場合
     * @see ActionInfo
     * @see EventInfo
     * @see FunctionInfo
     * @see FieldInfo
     * @see PluginInfo
     * @see StartInfo
     * @see DoneInfo
     * @see VariableTypeInfo
     * @see TemplatePropertiesInfo
     * @see TemplateDefinitionPropertiesInfo
     * @throws PluginException
     */
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    public Class classForName(String className)
            throws ClassNotFoundException, PluginException {

        log("classForName called");

        return Class.forName(className);
    }

    /**
     * プラグイン定義されたオブジェクトを返す。呼び出し側は、プラグイン提供のメタデータ オブジェ
クトの
     * メタデータ オブジェクトの 1 つを呼び出すことによりクラス名を検索する
     * @param lc 表示文字列をローカライズするロケール
     * @param className インスタンス化する Java クラスの完全修飾名
     * @return
     * @see ActionInfo
     * @see EventInfo
     * @see FunctionInfo
     * @see FieldInfo
     * @see PluginInfo

     * @see StartInfo
     * @see DoneInfo
     * @see VariableTypeInfo
     * @see TemplateInfo
     * @see TemplateDefinitionInfo
     * @throws ClassNotFoundException
     * @throws PluginException
     */
    public Object getObject(Locale lc, String className)
            throws ClassNotFoundException, PluginException {

        log("getObject called with class name " + className);

        try {
            Class cls = Class.forName(className);
            Object obj;

            try {
                // Locale オブジェクトを取得する ctor があるかどうかを確認する
                Class[] paramType = new Class[]{ lc.getClass() };
                Constructor ctor = cls.getConstructor(paramType);
                Object[] param = new Object[]{ lc };

                obj = ctor.newInstance(param);

                return (obj);
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            } catch (Exception e) {
            }

            // ctor がロケールを取得しない場合、引数なしの ctor を呼び出す
            return Class.forName(className).newInstance();
        } catch (InstantiationException ie) {
            throw new PluginException(SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME,
                                      "Unable to instantiate class: " + ie);
        } catch (IllegalAccessException iae) {
            throw new PluginException(SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME,
                                      "Unable to instantiate class: " + iae);
        }
    }

    /**
     * テンプレートでの変更をプラグインに通知する
     * @param e 変更を示すイベント オブジェクト
     */
    public void templateChanged(TemplateNotification e) {
        log("templateChanged called");
    }

    /**

     * テンプレート定義での変更をプラグインに通知する
     * @param e 変更を示すイベント オブジェクト
     */
    public void templateDefinitionChanged(TemplateDefinitionNotification e) {
        log("templateDefinitionChanged called");
    }

    /**
     * ワークフロー インスタンスでの変更をプラグインに通知する
     * @param e 変更を示すイベント オブジェクト
     */
    public void instanceChanged(InstanceNotification e) {
        log("instanceChanged called");
    }

    /**
     * タスク インスタンスでの変更をプラグインに通知する
     * @param e 変更を示すイベント オブジェクト
     */
    public void taskChanged(TaskNotification e) {
        log("taskChanged called");
    }
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    private PluginInfo createPluginInfo(Locale lc) {

        HelpSetInfo helpSet;
        PluginInfo pi;
        SampleBundle bundle = new SampleBundle(lc);
        String name = bundle.getString("pluginName");
        String desc = bundle.getString("pluginDesc");
        String helpName = bundle.getString("helpName");
        String helpDesc = bundle.getString("helpDesc");

        helpSet = new HelpSetInfo(SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME, helpName,
                                  helpDesc,
                                  new String[]{ "htmlhelp/Sample", "index" },
                                  HelpSetInfo.HELP_HTML);
        pi = new PluginInfo(SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME, name, desc, lc,
                            SamplePluginConstants.VENDOR_NAME,
                            SamplePluginConstants.VENDOR_URL,
                            SamplePluginConstants.PLUGIN_VERSION,
                            SamplePluginConstants.PLUGIN_FRAMEWORK_VERSION,
                            null, null, helpSet);

        return pi;
    }

    // これらのオブジェクトは毎回作成し直す必要がある
    // その理由は、結果の所有権を放棄するので、プラグイン フレームワークにより
    // 各項目にシステム ID が割り当てられるからである
    // 再割り当てにより、IllegalStateException が生成される
    private CategoryInfo[] getCategoryInfo(SampleBundle bundle) {

        ActionInfo checkInventoryAction =
            new ActionInfo(SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME, 1,
                           bundle.getString("checkInventoryName"),
                           bundle.getString("checkInventoryDesc"), ICON_BYTE_ARRAY,
                           ActionCategoryInfo.ID_NEW,
                           ActionInfo.ACTION_STATE_ALL,
                           SamplePluginConstants.CHECKINV_CLASSES);
        ActionInfo sendConfirmAction =
            new ActionInfo(SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME, 2,
                           bundle.getString("sendConfirmName"),
                           bundle.getString("sendConfirmDesc"), ICON_BYTE_ARRAY,
                           ActionCategoryInfo.ID_NEW,
                           ActionInfo.ACTION_STATE_ALL,
                           SamplePluginConstants.SENDCONF_CLASSES);
        ActionCategoryInfo[] actions =
            new ActionCategoryInfo[]{ checkInventoryAction, sendConfirmAction };
        CategoryInfo[] catInfo =
            new CategoryInfo[]{ new 
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CategoryInfo(SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME,
                                                 0, bundle.getString("catName"),
                                                 bundle.getString("catDesc"),
                                                 ActionCategoryInfo.ID_NEW,
                                                 actions) };

        return catInfo;
    }

    private void log(String msg) {
        System.out.println("SamplePlugin: " + msg);
    }

プラグイン サンプルの詳細については、 10-1ページの 「BPM プラグイン サンプ
ル」 を参照してください。
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この章では、 プラグイン コンポーネン ト を定義する方法について説明します。
この章の内容は以下のとおりです。

概要

PluginObject インタフェース

プラグイン データの読み込みと保存

プラグイン GUI コンポーネン トの表示

プラグインの実行

プラグイン実行時コンテキス トの使い方

プラグイン コンポーネン ト値オブジェク トの定義
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概要

1-8 ページの 「デプロイ されたプラグインを BPM が検出する方法」 に説明され
ているよ うに、 プラグインによ り  BPM で以下のこ とが行えます。

プラグイン実装にアクセスし、 設計ク ライアン ト内のプラグインの読み込

み、 表示、 保存を行います。

プラグインを実行します。

この機能はプラグイン コンポーネン トによ り提供されます。 次の表で、 指定さ
れた機能をサポートするために必要なプラグイン コンポーネン トの要件を示し
ます。

表 4-1  プラグイン コンポーネン トの要件

BPM が行えるようにする動作 必要な作業

XML フォーマッ トでプラグイン  
データを読み込み （解析し）、 保
存する。

プラグイン データ  インタフェースを実装する。
たとえば、 プラグイン サンプルの 
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm
_api/plugin/src/com/bea/wlpi/tour/po
/plugin ディ レク ト リの 
EventNodeData.java を参照。

設計クライアン ト内でプラグイ
ン GUI コンポーネン ト を表示す
る。

プラグイン パネル ク ラスを定義する。
たとえば、 プラグイン サンプルの 
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm
_api/plugin/src/com/bea/wlpi/tour/po
/plugin ディ レク ト リの 
EventNodePanel.java を参照。

プラグインを実行する。 実行時コンポーネン ト  ク ラスを定義する。
たとえば、 プラグイン サンプルの 
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm
_api/plugin/src/com/bea/wlpi/tour/po
/plugin ディ レク ト リの EventNode.java を
参照。
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プラグインが着信データを読み込む （解析する） こ とができるよ うにするには、
プラグイン データ  インタフェース と実行時コンポーネン ト  ク ラスの両方が、 親
インタフェースである  com.bea.wlpi.common.plugin.PluginObject の 
load() (解析 ) メ ソ ッ ドを実装する必要があ り ます。

最後に、 コンポーネン ト  データを記述するためのプラグイン コンポーネン ト値
オブジェク ト を定義する必要があ り ます。

次の節では、 PluginObject インタフェースの説明、 前述の表にリ ス ト した機能
をサポートするよ うにプラグイン コンポーネン ト を定義する方法、 およびプラ
グイン コンポーネン ト値オブジェク トの定義について示します。

注意 : プラグイン コンポーネン トの各タイプを定義するために行う必要のある
手順の概略については、 A-1 ページの 「プラグイン コンポーネン ト定義
のロードマップ」 を参照してください。

PluginObject インタフェース 

com.bea.wlpi.common.plugin.PluginObject インタフェースは、 プラグイン
がプラグイン データを読み込む （解析する） こ とができるよ うにします。

このインタフェースは、 次の要素によ り拡張しておく必要があ り ます。

4-9 ページの 「プラグイン データの読み込みと保存」 に説明されているプラ
グイン データ  インタフェース

4-63 ページの 「プラグインの実行」 に説明されている実行時コンポーネン ト  
ク ラス

PluginObject インタフェースは、 次の表に示す 1 つのメ ソ ッ ド  load() を定義
します。
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Plug-in Manager は、XML ドキュ メン トの中でプラグイン セクシ ョ ン （たとえば 
<plugin-data> 要素） が見つかる と、 load() メ ソ ッ ドを呼び出します。 この状
況は、 たとえば、 Plug-in Manager が WebLogic Integration Studio の中でテンプ
レート、 テンプレート定義、 またはプラグイン コンフ ィグレーシ ョ ン XML ド
キュ メン ト を開く と きに生じます。

注意 : BPM DTD の詳細については、 『BPM ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ン プ
ログラ ミ ング ガイ ド』 の 「DTD フォーマッ ト 」 を参照してください。

また、 startElement() メ ソ ッ ドや endElement() メ ソ ッ ドなど、 必要なコンテ
ンツ  ハンド ラ  メ ソ ッ ド も実装する必要があ り ます。 Plug-in Manager は、 プラグ
インをパーサ コンテンツ  ハンド ラ と して設定し、 <plugin-data> 要素に達した
と きに、 コンテンツ ハンド ラに対する最初と最後の呼び出し と して、
startElement() メ ソ ッ ド と  endElement() メ ソ ッ ドを使用します。コンテンツ  
ハンド ラは、 介入する  SAX 通知を使用して、 プラグイン固有のデータを格納し
ます。 コンテンツ  ハンド ラ  メ ソ ッ ドの詳細については、 org.xml.sax Javadoc 
を参照して ください。

表 4-2  PluginObject インタフ ェース メ ソ ッ ド

メ ソ ッ ド 説明

public void load(org.xml.sax.XMLReader 
parser)

XML ドキュ メン トからデータをロードする準
備を行う よ うにプラグインに通知する。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。
parser －
有効な SAX パーサを示す 
org.xml.sax.XMLReader オブジェク ト。
データ解析時に複数のコンテンツ ハンド ラを
使用するには （深いネス ト要素を解析する と
きに便利）、 プラグインはこの値を保存し、 指
定された parser オブジェク トで 
setContentHandler() メ ソ ッ ドを呼び出す
こ とができる。
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プラグイン サンプルには、 プラグイン コンポーネン ト ごとに、 PluginObject 
インタフェースを拡張し、 必要なメ ソ ッ ドを定義する独立したファイルが用意さ
れています。 このファ イルを個別に定義する必要はあ り ません。 ただし、 個別に
定義した場合、 サンプルの中でそのファイルを共有する複数のク ラスに対して 1 
つの定義が提供される点が便利です。

次の節では、 プラグインの完了ノード と開始ノードのために PluginObject イン
タフェースを実装する方法をコード例で示します。

これらの例だけでなく、
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin/src/com/bea/wlpi/
tour/po/plugin ディ レク ト リにある次のファ イルも参照してください。

プラグイン サンプルの詳細については、 10-1 ページの 「BPM プラグイン サンプ
ル」 を参照してください。

完了ノードの例

次のコード  リ ス ト で、 完了ノードのために PluginObject インタフェースを実
装するク ラスを定義する方法を示します。 このサンプル コードへの入力は、 分
岐ダイアログ ボッ クスへのユーザ応答 （yes または no） です。 重要なコード行
は、 太字で示します。

注意 : このク ラスは、 プラグイン サンプルには含まれていません。

コード  リス ト  4-1   完了ノードのための PluginObject インタフェースの実装

package com.bea.wlpi.test.plugin;

import java.io.IOException;

ファイル名 説明されている PluginObject 実装

EventObject.java プラグイン イベン ト

CheckInventoryActionObject.java プラグイン アクシ ョ ン

SendConfirmActionObject.java プラグイン アクシ ョ ン
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import com.bea.wlpi.common.plugin.PluginObject;
import org.xml.sax.*;

public class DoneObject implements PluginObject
{

   protected String yesOrNo = null;
   protected static String YESORNO_TAG = "yesorno";
   protected transient String        lastValue;

   public DoneObject()
   {
   }

   public DoneObject(String yesOrNo)
   {
      this.yesOrNo = yesOrNo;
   }

   public void load(XMLReader parser)
   {
   }

   void setYesOrNo(String decision)
   {
      yesOrNo = decision;
   }
   String getYesOrNo()
   {
      return yesOrNo;
   }

   public void setDocumentLocator(Locator locator)
   {
   }

   public void startDocument()
   throws SAXException
   {
   }

   public void endDocument()
   throws SAXException
   {
   }

   public void startPrefixMapping(String prefix, String uri)
   throws SAXException
   {
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   }

   public void endPrefixMapping(String prefix)
   throws SAXException
   {
   }

   public void startElement(String namespaceURI, String localName, String 
qName, Attributes atts)
   throws SAXException
   {
      lastValue = null;
   }

   public void endElement(String namespaceURI, String localName, String name)
   throws SAXException
   {
      if(name.equals(YESORNO_TAG))
         yesOrNo = lastValue;
   }

   public void characters(char[] ch, int start, int length)
   throws SAXException
   {
      String value = new String(ch, start, length);

      if(lastValue == null)
         lastValue = value;
      else
         lastValue = lastValue + value;
   }

   public void ignorableWhitespace(char[] ch, int start, int length)
   throws SAXException
   {
   }

   public void processingInstruction(String target, String data)
   throws SAXException
   {
   }

   public void skippedEntity(String name)
   throws SAXException
   {
   }
}
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関連する次のコード例も参照して ください。

4-14 ページの 「完了ノードのための PluginData インタフェースの実装」 で
は、 XML フォーマッ トでプラグイン データを読み込み、 保存する方法を説
明しています。 この例は、 前述の例に示したク ラスを拡張します。

4-35 ページの 「完了ノードのための PluginPanel ク ラスの定義」 では、 設計
ク ライアン トでプラグイン GUI コンポーネン ト を表示する方法を説明してい
ます。

4-77 ページの 「完了ノードのための実行時コンポーネン ト  ク ラスの定義」
では、 プラグインに関する実行情報を定義する方法を説明しています。

開始ノードの例

プラグイン サンプルから抜粋した次のコード  リ ス トは、 開始ノードのために 
PluginObject インタフェースを実装するク ラスを定義する方法を示していま
す。 load()、 startelement()、 endelement() の各メ ソ ッ ドが定義されます。
この抜粋は、
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin/src/com/bea/wlpi/
tour/po/plugin ディ レク ト リの StartObject.java ファ イルから取り出したも
のです。 重要なコード行は、 太字で示します。

コード  リス ト  4-2   開始ノードのための PluginObject インタフェースの実装

public class StartObject implements PluginObject {
.
.
.
    public void load(XMLReader parser) {
    }
.
.
.
    public void startElement(String namespaceURI, String localName, String 
qName, Attributes atts)
            throws SAXException {
        lastValue = null;
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    }

    public void endElement(String namespaceURI, String localName, String name)
            throws SAXException {
        if (name.equals(EVENTDESC_TAG))
            eventDesc = lastValue;
    }
     .
     .
     .

関連する次のコード例も参照して ください。

4-17 ページの 「開始ノードのための PluginData インタフェースの実装」 で
は、 XML フォーマッ トでプラグイン データを読み込み、 保存する方法を説
明しています。 この例は、 前述の例に示したク ラスを拡張します。

4-51 ページの 「開始ノードのための PluginTriggerPanel ク ラスの定義」 で
は、 設計ク ライアン トでプラグイン GUI コンポーネン ト を表示する方法を説
明しています。

4-96 ページの 「開始 ノードのための実行時コンポーネン ト  ク ラスの定義」
では、 プラグインに関する実行情報を定義する方法を説明しています。

4-99 ページの 「プラグイン実行時コンテキス トの使い方」 では、 エバリ ュ
エータ式から参照できるプラグイン  フ ィールドを定義する方法を説明してい
ます。

プラグイン サンプルの詳細については、 10-1 ページの 「BPM プラグイン サンプ
ル」 を参照してください。

プラグイン データの読み込みと保存

XML フォーマッ トでプラグイン データを読み込み （解析して）、 保存するには、
プラグイン データ  インタフェースを実装する必要があ り ます。

注意 : KEY_DATA、 KEY_PANEL、 KEY_RENDERER の各値を介して BPM プラグイン
値オブジェク トによ り定義されるプラグイン  データ  インタフェース  ク
ラスのそれぞれについて、 ク ライアン トで リモート  ク ラス  ロードをサ
BPM プラグイン プログラ ミング ガイ ド 4-9



4 プラグイン コンポーネン トの定義
ポートするために、 引数を必要と しないパブリ ッ ク  コンス ト ラ ク タを提
供する必要があ り ます。 このパブリ ッ ク  コンス ト ラ ク タを、 このク ラス
によ り参照されるプラグイン定義されたク ラスに対して提供する必要は
あ り ません。 BPM プラグイン値オブジェク トの詳細については、 第 2 章
「プラグイン開発の基礎」 を参照して ください。

これは、WebLogic Integration リ リース  2.1 Service Pack 1 に対する要件で
す。 WebLogic Integration の以前のリ リースを使用して生成されたク ラス
に対して引数のないコンス ト ラ ク タを提供しない場合、 そのク ラスはイ
ンスタンス化されますが、 ク ライアン ト とサーバ プラ ッ ト フォームの間
に互換性がない場合、 例外が発生するこ とがあ り ます。

プラグインが着信データを読み込む （解析する） こ とができるよ うにするには、
プラグイン データ  インタフェース  ク ラスが、 その親インタフェースである  
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginObject の load() (解析 ) メ ソ ッ ドを実
装する必要があ り ます。

プラグインがそのデータを XML フォーマッ トで保存できるよ うにするには、 定
義されるプラグイン コンポーネン トのタイプに基づいて、 次の表に示すプラグ
イン データ  インタフェースの 1 つを実装する必要があ り ます。 たとえば、
Studio でテンプレート、 テンプレート定義、 プラグイン  コンフ ィグレーシ ョ ン 
XML ドキュ メン ト を保存する場合、 データを  XML フォーマッ トで保存する必
要があ り ます。

注意 : 関数、 メ ッセージ タイプ、 変数タイプのプラグイン コンポーネン トにつ
いては、 データの読み込みと保存のためにプラグイン データ  インタ
フェースを実装する必要はあ り ません。

表 4-3  プラグイン データ  インタフ ェース

定義するプラグイン 実装の必要なインタフ ェース

プラグイン コンポーネン ト プラグイン コンポーネン トがそのデータを  XML フォーマッ トで保存
できるよ うにするための 
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginData。

アクシ ョ ンを定義する と きには、 このインタフェースを拡張する  
PluginActionData インタフェースを実装する必要がある。
4-10 BPM プラグイン プログラ ミング ガイ ド
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プラグイン データの読み込みと保存
注意 : BPM DTD とプラグイン固有の出力の例については、 『BPM ク ラ イアン
ト  アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング ガイ ド』 の 「DTD フォーマッ ト 」
を参照して ください。

次の節では、 各プラグイン データ  インタフェースについて、 さ らに詳し く説明
します。

PluginData インタフェースの実装
プラグイン コンポーネン トがそのデータを  XML フォーマッ トで保存できるよう
にするには、com.bea.wlpi.common.plugin.PluginData インタフェースを実装
する必要があります。

注意 : アクシ ョ ンを定義する と きには、 4-22 ページの 「PluginActionData イン
タフェースの実装」 に説明されているよ うに、 PluginActionData イン
タフェースを実装する必要があ り ます。

次の表で、 PluginData インタフェースによ り定義される、 実装の必要なメ ソ ッ
ドについて説明します。

注意 : PluginData インタフェース  メ ソ ッ ドの内容は、 空の場合も、 単純にロ
グに対する メ ッセージを返す場合もあ り ますが、 必ず実装する必要があ
り ます。

アクシ ョ ン プラグイン アクシ ョ ンがそのデータを XML フォーマッ トで保存でき
るよ うにするための 
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginActionData。 このク ラス
は、Studio の [ アクシ ョ ン プラグイン ] ダイアログ ボッ クスで使用さ
れ、 サブアクシ ョ ンのための汎用サポート を提供する。

注意 : PluginActionData は、 この表の前の段で定義されている  
PluginData インタフェースを拡張します。

表 4-3  プラグイン データ  インタフ ェース （続き）

定義するプラグイン 実装の必要なインタフ ェース
BPM プラグイン プログラ ミング ガイ ド 4-11
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4 プラグイン コンポーネン トの定義
表 4-4  PluginData インタフェース メ ソ ッ ド

メ ソ ッ ド 説明

public java.lang.Object clone() プラグイン データを複製する。
このメ ソ ッ ドは、 このオブジェク トのグラフの深い
（再帰的） コピーを示す java.lang.Object インス
タンスを返す。

public java.lang.String 
getPrintableData()

プラグイン データの印刷可能な記述を取得する。
このメ ソ ッ ドは、 通常、 テンプレート定義を印刷す
る と きに使用する。

このメ ソ ッ ドは、 印刷可能なデータを示す 
java.lang.String オブジェク ト を返す。 この値
は、 プラグイン データ  コンス ト ラ ク タに指定された
ロケールを使用してローカライズする必要がある。
4-12 BPM プラグイン プログラ ミング ガイ ド

message URL http://java.sun.com/j2se/1.3/docs/api/java/lang/Object.html
http://java.sun.com/j2se/1.3/docs/api/java/lang/String.html


プラグイン データの読み込みと保存
public java.util.List 
getReferencedPublishables(java.uti
l.Map publishables)

参照された公開可能なオブジェク ト を取得する。

設計時ク ライアン トがワークフロー定義を依存関係
と と もにパッケージ化できるよ うにする。 結果の
パッケージはインポートおよび実行が可能。 公開可
能オブジェク トには、 テンプレート、 テンプレート
定義、 ビジネス  カレンダー、 ビジネス  オペレーシ ョ
ン、 イベン ト  キー、 リポジ ト リ項目などがある。 こ
れらのオブジェク トに対する参照の入ったプラグイ
ンは、 このメ ソ ッ ドを呼び出すと きにオブジェク ト
を宣言する必要がある。 エクスポート  パッケージを
作成するユーザは、 参照されたオブジェク トのどれ
をパッケージに含めるかを指定できる。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。
publishables －公開可能なすべてのオブジェク ト
のマップを示す
java.util.Map オブジェク ト。
com.bea.wlpi.common.Publishable インタ
フェースに定義された定数をキーとする。 マップ内
の値は、 対応するキーと一致するタイプの値オブ
ジェク トの入った一様な java.util.List オブジェ
ク トである。 設計ク ライアン トは実際のオブジェク
トに対する参照のリ ス ト を求めているので、 プラグ
インは、 これらのリ ス ト内の該当するオブジェク ト
を、 返される リ ス トに追加する必要がある。

このメ ソ ッ ドは、
com.bea.wlpi.common.Publishable オブジェク
トの リ ス ト を返す。

公開可能オブジェク トの詳細については、 『BPM ク
ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング ガ
イ ド』 の 「ワークフロー オブジェク トの発行」 を参
照。

表 4-4  PluginData インタフェース メ ソ ッ ド  （続き）

メ ソ ッ ド 説明
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4 プラグイン コンポーネン トの定義
次の節では、 PluginData インタフェースの実装方法をコード例で示します。

完了ノードの例

次のコード  リ ス ト で、 完了ノードのために PluginData インタフェースを実装
するク ラスを定義する方法を示します。 重要なコード行は、 太字で示します。

注意 : このク ラスは、 プラグイン サンプルには含まれていません。

コード  リス ト  4-3   完了ノードのための PluginData インタフェースの実装

package com.bea.wlpi.test.plugin;

import com.bea.wlpi.common.XMLWriter;
import com.bea.wlpi.common.plugin.PluginData;
import java.io.IOException;

public void 
save(com.bea.wlpi.common.XMLWriter 
writer, int indent) throws 
java.io.IOException

XML ドキュ メン ト内のデータを保存する。
Plug-in Manager は、XML ドキュ メン トでプラグイン 
セクシ ョ ン （たとえば、 <plugin-data> 要素） を検
出する と、 このメ ソ ッ ドを呼び出す。 この状況は、
たとえば、 テンプレート、 テンプレート定義、 プラ
グイン コンフ ィグレーシ ョ ン XML ドキュ メン ト を 
Studio で保存する と きに生じる。
メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。

writer －プラグイン データをシ リ アル化するた
めに使用する  XMLWriter を示す
com.bea.wlpi.common.XMLWriter オブジェク
ト。

indent －インデン ト  レベルを示す
整数値。 正し く インデン ト された XML ドキュ メ
ン ト を作成するには、 この値を使用する必要があ
る。 デフォルトのインデン トはスペース  2 個であ
る。

表 4-4  PluginData インタフェース メ ソ ッ ド  （続き）

メ ソ ッ ド 説明
4-14 BPM プラグイン プログラ ミング ガイ ド
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プラグイン データの読み込みと保存
import java.util.List;
import java.util.Map;
import org.xml.sax.*;

public class DoneNodeData extends DoneObject implements PluginData
{
    public static int count = 0;
    private int c;

    public DoneNodeData()
    {
        c=count++;
    }

    public DoneNodeData(String yesOrNo)
    {
        super(yesOrNo);
        c=count++;
    }

    public void save(XMLWriter writer, int indent) throws IOException
    {
        writer.saveElement(indent, YESORNO_TAG, yesOrNo);
    }
}

関連する次のコード例も参照して ください。

4-5 ページの 「完了ノードのための PluginObject インタフェースの実装」 で
は、 XML フォーマッ トでプラグイン データを読み込む方法を説明していま
す。 このク ラスは、 前述の例で示したク ラスによ り拡張されます。

4-35 ページの 「完了ノードのための PluginPanel ク ラスの定義」 では、 設計
ク ライアン トでプラグイン GUI コンポーネン ト を表示する方法を説明してい
ます。

4-77 ページの 「完了ノードのための実行時コンポーネン ト  ク ラスの定義」
では、 プラグインに関する実行情報を定義する方法を説明しています。
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4 プラグイン コンポーネン トの定義
イベン ト  ノードの例
プラグイン サンプルから抜粋した次のコード  リ ス トは、 イベン ト  ノードのため
に PluginData インタフェースを実装するク ラスを定義する方法を示していま
す。 この抜粋は、
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin/src/com/bea/wlpi/
tour/po/plugin ディ レク ト リの EventNodeData.java ファ イルから取り出し
たものです。 重要なコード行は、 太字で示します。

コード  リス ト  4-4   イベン ト  ノードのための PluginData インタフェースの実装

package com.bea.wlpi.tour.po.plugin;

import com.bea.wlpi.common.XMLWriter;
import com.bea.wlpi.common.plugin.PluginData;
import java.io.IOException;
import java.util.List;
import java.util.Locale;
import java.util.ResourceBundle;
import java.util.Map;
import org.xml.sax.*;

public class EventNodeData extends EventObject implements PluginData {
    private SampleBundle bundle;

    public EventNodeData() {
        this(Locale.getDefault());
    }

    public EventNodeData(Locale lc) {
        eventDesc = SamplePluginConstants.CONFIRM_EVENT;
        bundle = new SampleBundle(lc);
    }

    public void save(XMLWriter writer, int indent) throws IOException {
        writer.saveElement(indent, EVENTDESC_TAG, eventDesc);
    }

    public List getReferencedPublishables(Map publishables) {
        return null;
    }

    public String getPrintableData() {
        return bundle.getString("confirmOrderName");
    }
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プラグイン データの読み込みと保存
    public Object clone() {
        return new EventNodeData(bundle.getLocale());
    }
}

関連する次のコード例も参照して ください。

SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin/src/com/bea/wlpi
/tour/po/plugin ディレク ト リの EventObject.java では、 XML フォー
マッ トでプラグイン データを読み込む方法を説明しています。 このク ラス
は、 前述の例で示したク ラスによ り拡張されます。

4-55 ページの 「イベン ト  ノードのための PluginTriggerPanel ク ラスの定義」
では、 設計クライアン トでプラグイン  GUI コンポーネン ト を表示する方法を
説明しています。

4-82 ページの 「イベン ト  ノードのための実行時コンポーネン ト  ク ラスの定
義」 では、 プラグインに関する実行情報を定義する方法を説明しています。

プラグイン サンプルの詳細については、 10-1 ページの 「BPM プラグイン サンプ
ル」 を参照してください。

開始ノードの例

プラグイン サンプルから抜粋した次のコード  リ ス トは、 開始ノードのために 
PluginData インタフェースを実装するク ラスを定義する方法を示しています。
この抜粋は、
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin/src/com/bea/wlpi/
tour/po/plugin ディ レク ト リの StartNodeData.java ファ イルから取り出し
たものです。 重要なコード行は、 太字で示します。

コード  リス ト  4-5   開始ノードのための PluginData インタフェースの実装

package com.bea.wlpi.tour.po.plugin;

import com.bea.wlpi.common.XMLWriter;
import com.bea.wlpi.common.plugin.PluginData;
import java.io.IOException;
import java.util.List;
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4 プラグイン コンポーネン トの定義
import java.util.Locale;
import java.util.ResourceBundle;
import java.util.Map;
import org.xml.sax.*;

public class StartNodeData extends StartObject implements PluginData {
    private SampleBundle bundle;

    public StartNodeData() {
        this(Locale.getDefault());
    }

    public StartNodeData(Locale lc) {
        eventDesc = SamplePluginConstants.START_ORDER_EVENT;
        bundle = new SampleBundle(lc);
    }

    public void save(XMLWriter writer, int indent) throws IOException {
        writer.saveElement(indent, EVENTDESC_TAG, eventDesc);
    }

    public List getReferencedPublishables(Map publishables) {
        return null;
    }

    public String getPrintableData() {
        return bundle.getString("startOrderLabel");
    }

    public Object clone() {
        return new StartNodeData(bundle.getLocale());
    }
}

関連する次のコード例も参照して ください。

4-8 ページの 「開始ノードのための PluginObject インタフェースの実装」 で
は、 XML フォーマッ トでプラグイン データを読み込む方法を説明していま
す。 このク ラスは、 前述の例で示したク ラスによ り拡張されます。

4-51 ページの 「開始ノードのための PluginTriggerPanel ク ラスの定義」 で
は、 設計ク ライアン トでプラグイン GUI コンポーネン ト を表示する方法を説
明しています。
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プラグイン データの読み込みと保存
4-96 ページの 「開始 ノードのための実行時コンポーネン ト  ク ラスの定義」
では、 プラグインに関する実行情報を定義する方法を説明しています。

4-99 ページの 「プラグイン実行時コンテキス トの使い方」 では、 エバリ ュ
エータ式から参照できるプラグイン  フ ィールドを定義する方法を説明してい
ます。

プラグイン サンプルの詳細については、 10-1 ページの 「BPM プラグイン サンプ
ル」 を参照してください。

ワークフロー テンプレート  プロパティの例
次のコード  リ ス ト で、 ワークフロー テンプレート  プロパティのために 
PluginData インタフェースを実装するク ラスを定義する方法を示します。 この
コードは、 分岐ダイアログ ボッ クスへのユーザ応答 （yes または no） を読み込
み、 保存します。 重要なコード行は、 太字で示します。

注意 : このク ラスは、 プラグイン サンプルには含まれていません。

コード  リス ト  4-6   ワークフロー テンプレート  プロパティのための PluginData 
インタフ ェースの実装

package com.bea.wlpi.test.plugin;

import com.bea.wlpi.common.XMLWriter;
import com.bea.wlpi.common.plugin.PluginData;
import java.io.IOException;
import java.util.List;
import java.util.Map;
import org.xml.sax.*;

public class TemplatePropertiesData extends DoneObject implements PluginData {

    public TemplatePropertiesData() {
    }

    public TemplatePropertiesData(String yesOrNo){
        super(yesOrNo);
    }

    public void save(XMLWriter writer, int indent) throws IOException {
        writer.saveElement(indent, YESORNO_TAG, yesOrNo);
    }
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4 プラグイン コンポーネン トの定義
    public List getReferencedPublishables(Map publishables) {
        return null;
    }

    public String getPrintableData() {
        return null;
    }
}

関連する次のコード例も参照して ください。

4-5 ページの 「完了ノードのための PluginObject インタフェースの実装」 で
は、 XML フォーマッ トでプラグイン データを読み込む方法を説明していし
ます。 このク ラスは、 前述の例で示したク ラスによ り拡張されます。

4-38 ページの 「ワークフロー テンプレート  プロパティのための PluginPanel 
ク ラスの定義」 では、 設計ク ライアン トでプラグイン  GUI コンポーネン ト を
表示する方法を説明しています。

ワークフロー テンプレート定義プロパティの例
次のコード  リ ス ト で、 ワークフロー テンプレート定義プロパティのために 
PluginData インタフェースを実装するク ラスを定義する方法を示します。 この
コードは、 分岐ダイアログ ボッ クスへのユーザ応答 （yes または no） を読み込
み、 保存します。 重要なコード行は、 太字で示します。

注意 : このク ラスは、 プラグイン サンプルには含まれていません。

コード  リス ト  4-7   ワークフロー テンプレート定義プロパティのための 
PluginData インタフェースの実装

package com.bea.wlpi.test.plugin;

import com.bea.wlpi.common.XMLWriter;
import com.bea.wlpi.common.plugin.PluginData;
import java.io.IOException;
import java.util.List;
import java.util.Map;
import org.xml.sax.*;
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プラグイン データの読み込みと保存
public class TemplateDefinitionPropertiesData extends DoneObject implements 
PluginData
{

    public TemplateDefinitionPropertiesData()
    {
    }

    public TemplateDefinitionPropertiesData(String yesOrNo)
    {
        super(yesOrNo);
    }

    public void save(XMLWriter writer, int indent) throws IOException
    {
        writer.saveElement(indent, YESORNO_TAG, yesOrNo);
    }

    public List getReferencedPublishables(Map publishables) {
        return null;
    }

    public String getPrintableData() {
        return null;
    }

    public Object clone() {
        return new TemplateDefinitionPropertiesData(yesOrNo);
    }
}

関連する次のコード例も参照して ください。

4-5 ページの 「完了ノードのための PluginObject インタフェースの実装」 で
は、 XML フォーマッ トでプラグイン データを読み込む方法を説明していま
す。 このク ラスは、 前述の例で示したク ラスによ り拡張されます。

4-41 ページの 「ワークフロー テンプレート定義プロパティのための 
PluginPanel ク ラスの定義」 では、 設計ク ライアン トでプラグイン GUI コン
ポーネン ト を表示する方法を説明しています。
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PluginActionData インタフェースの実装 
プラグイン アクシ ョ ンが XML フォーマッ トでデータを保存できるよ うにするに
は、 com.bea.wlpi.common.plugin.PluginActionData を実装する必要があ り
ます。

注意 : PluginActionData インタフェースは、 PluginData インタフェースを拡
張します。 PluginData インタフェース  メ ソ ッ ドの詳細については、
4-12 ページの 「PluginData インタフェース  メ ソ ッ ド」 の表を参照してく
ださい。

次の表で、 PluginActionData インタフェースによ り定義される、 実装の必要な
メ ソ ッ ドについて説明します。

注意 : PluginActionData インタフェース  メ ソ ッ ドの内容は、 空の場合も、 単
純にログに対する メ ッセージを返す場合もあ り ますが、 必ず実装する必
要があ り ます。

プラグイン サンプルから抜粋した次のコード  リ ス トは、 PluginActionData イ
ンタフェースを実装するク ラスを定義する方法を示しています。 この抜粋は、
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin/src/com/bea/wlpi/
tour/po/plugin ディ レク ト リの CheckInventoryActionData.java ファ イル
から取り出したものです。 重要なコード行は、 太字で示します。

注意 : PluginActionData インタフェースを実装するク ラスの定義方法を示す
その他の例については、
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin/src/com/bea
/wlpi/tour/po/plugin ディ レク ト リの 
SendConfirmationActionData.java ファ イルを参照して ください。

表 4-5  PluginActionData インタフェース メ ソ ッ ド

メ ソ ッ ド 説明

public java.lang.String getLabel() アクシ ョ ン リ ス トに指定されたプラグイン ア
クシ ョ ンのフォーマッ ト済みラベルを取得す
る。
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プラグイン データの読み込みと保存
コード  リス ト  4-8   PluginActionData インタフェースの実装

package com.bea.wlpi.tour.po.plugin;

import com.bea.wlpi.common.XMLWriter;
import com.bea.wlpi.common.plugin.PluginData;
import com.bea.wlpi.common.plugin.PluginActionData;
import java.io.IOException;
import java.util.ResourceBundle;
import java.util.Locale;
import java.util.List;
import java.util.Map;
import org.xml.sax.*;

public class CheckInventoryActionData extends CheckInventoryActionObject
        implements PluginActionData {
    private SampleBundle bundle;

    public CheckInventoryActionData() {
        getBundle(Locale.getDefault());
    }

    public CheckInventoryActionData(Locale lc) {
        getBundle(lc);
    }

    public CheckInventoryActionData(Locale lc, String inputVariableName,
                                    String outputVariableName) {

        super(inputVariableName, outputVariableName);

        getBundle(lc);
    }

    public void save(XMLWriter writer, int indent) throws IOException {
        writer.saveElement(indent, INPUTVARIABLE_TAG, inputVariableName);
        writer.saveElement(indent, OUTPUTVARIABLE_TAG, outputVariableName);
    }

    private void getBundle(Locale lc) {
        bundle = new SampleBundle(lc);
    }

    public List getReferencedPublishables(Map publishables) {
        return null;
    }
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    public String getPrintableData() {
        return bundle.getString("checkInventoryDesc");
    }
    public Object clone() {

        return new CheckInventoryActionData(bundle.getLocale(),
                   new String(this.inputVariableName),
                   new String(this.outputVariableName));
    }

    public String getLabel() {
        return bundle.getString("checkInventoryDesc");
    }
}

関連する次のコード例も参照して ください。

SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin/src/com/bea/wlpi
/tour/po/plugin ディレク ト リの CheckInventoryActionObject.java で
は、 XML フォーマッ トでプラグイン データを読み込む方法を説明していま
す。 このク ラスは、 前述の例で示したク ラスによ り拡張されます。

4-43 ページの 「PluginActionPanel ク ラスの定義」 では、 設計ク ライアン トで
プラグイン GUI コンポーネン ト を表示する方法を説明しています。

4-70 ページの 「アクシ ョ ンのための実行時コンポーネン ト  ク ラスの定義」
では、 プラグインに関する実行情報を定義する方法を説明しています。

4-74 ページの 「アクシ ョ ン ツ リーのカスタマイズ」 では、 Studio 内の各種
ダイアログ ボッ クスに表示されるアクシ ョ ン ツ リーにリ ス ト されるアク
シ ョ ンおよびアクシ ョ ン カテゴ リ をカスタマイズする方法を説明していま
す。

プラグイン サンプルの詳細については、 10-1 ページの 「BPM プラグイン サンプ
ル」 を参照してください。
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プラグイン GUI コンポーネン トの表示
プラグイン GUI コンポーネン トの表示

設計クライアン トでプラグイン  GUI コンポーネン ト を表示するには、 すべての
プラグインがプラグイン パネル ク ラスを拡張するク ラスを定義する必要があ り
ます。

たとえば、 1-2 ページの 「プラグイン の例 : 開始ノード」 の図では、 ユーザが 
Start Order イベン ト を開始ノードの ト リガと して選択する と、 Plug-in Manager 
によ り、 プラグイン パネル ク ラス  StartNodePanel がロード されます。 このク
ラスは、 引数のないコンス ト ラ ク タを使用して、 Studio ク ラ イアン トによ り イン
スタンス化されます。 次に、 Studio ク ラ イアン トによ り、 [開始のプロパティ ] 
ダイアログ ボッ クスにプラグイン GUI コンポーネン トが表示されます （リモー
ト  ク ラス  ロードの詳細については、 1-10 ページの 「プラグイン実装へのアクセ
ス」 を参照してください）。

注意 : KEY_DATA、 KEY_PANEL、 KEY_RENDERER の各値を介して BPM プラグイン
値オブジェク トによ り定義されるプラグイン  GUI コンポーネン ト  ク ラス
のそれぞれについて、 ク ラ イアン トでのリモート  ク ラス  ロードをサポー
トするために、 引数を必要と しないパブリ ッ ク  コンス ト ラ ク タを提供す
る必要があ り ます。 このパブリ ッ ク  コンス ト ラ ク タを、 このク ラスによ
り参照されるプラグイン定義ク ラスに対して提供する必要はあ り ません。
BPM プラグイン値オブジェク トの詳細については、 第 2 章 「プラグイン
開発の基礎」 を参照して ください。

これは、WebLogic Integration リ リース  2.1 Service Pack 1 に対する要件で
す。 WebLogic Integration の以前のリ リースを使用して生成されたク ラス
に対して引数のないコンス ト ラ ク タを提供しない場合、 そのク ラスはイ
ンスタンス化されますが、 ク ライアン ト とサーバ プラ ッ ト フォームの間
に互換性がない場合、 例外が発生するこ とがあ り ます。

次の表で、 定義するプラグイン コンポーネン トのタイプ別に、 拡張の必要なプ
ラグイン パネル ク ラスについて説明します。

注意 : 関数およびメ ッセージ タイプのプラグイン コンポーネン トについては、
GUI コンポーネン トの表示のためにプラグイン  パネル インタフェースを
実装する必要はあ り ません。
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表 4-6  プラグイン パネル クラス

定義するプラグイン 拡張の必要なプラグイ
ン パネル クラス

定義する情報

プラグイン コンポー
ネン ト

com.bea.wlpi.common
.plugin.PluginPanel

設計ク ライアン トで表示する  GUI コンポーネン
ト。

アクシ ョ ン、 開始ノード、 イベン ト  ノード、 ま
たは変数タイプが定義される場合、 そのために
定義されるプラグイン パネル ク ラス （この表の
後段で定義） によ り このク ラスは拡張される。

アクシ ョ ン com.bea.wlpi.common
.plugin.PluginActio
nPanel

プラグイン アクシ ョ ンのための GUI コンポーネ
ン ト。

このク ラスは、Studio の [ アクシ ョ ン プラグイン
] ダイアログ ボッ クスで使用され、 サブアクシ ョ
ンのための汎用サポート を提供する。

注意 : PluginActionPanel は、 この表の前段
で定義されている  PluginPanel ク ラス
を拡張します。

開始ノード と イベン
ト  ノード

com.bea.wlpi.common
.plugin.PluginTrigg
erPanel

設計ク ライアン トで表示する開始ノード と イベ
ン ト  ノードの GUI コンポーネン ト。
このク ラスは、 Studio の [開始のプロパティ ] ダ
イアログ ボッ クス と  [ イベン トのプロパティ ] ダ
イアログ ボッ クスで使用される。

注意 : PluginTriggerPanel は、 この表の前
段で定義されている  PluginPanel ク ラ
スを拡張します。
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プラグイン GUI コンポーネン トの表示
次の節では、 各プラグイン パネル ク ラスについて、 さ らに詳し く説明します。

PluginPanel クラスの定義
設計クライアン トで表示されるプラグイン  GUI コンポーネン ト を定義するには、
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginPanel ク ラスを拡張するク ラスを定義す
る必要があ り ます。

注意 : アクシ ョ ン、 開始ノード、 イベン ト  ノード、 または変数タイプを定義す
る場合、 4-26 ページの 「プラグイン パネル ク ラス」 の表で定義された対
応するプラグイン パネル ク ラス （これは PluginPanel を拡張する） を
拡張します。

次の表で、 PluginPanel ク ラスによ り定義されるク ラス  メ ソ ッ ドについて説明
します。

注意 : 最終と して宣言されていないメ ソ ッ ドはオーバーライ ドできます。

変数タイプ com.bea.wlpi.common
.plugin.PluginVaria
blePanel 

ユーザがプラグイン変数タイプを編集する際に
利用できるよ うに設計ク ライアン トに表示され
る  GUI コンポーネン ト。
このク ラスは、 Studio の [変数を設定 ] ダイアロ
グ ボッ クスによ り使用される。

注意 : PluginVariablePanel は、 この表の前
段で定義されている  PluginPanel ク ラ
スを拡張します。

com.bea.wlpi.common
.plugin.PluginVaria
bleRender

javax.swing.JTable のセルにプラグイン定
義の変数タイプの値を表示する  GUI コン
ポーネン ト 。

このク ラスは、 Studio の [変数を設定 ] ダイアロ
グ ボッ クスによ り使用される。

表 4-6  プラグイン パネル クラス （続き）

定義するプラグイン 拡張の必要なプラグイ
ン パネル クラス

定義する情報
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4 プラグイン コンポーネン トの定義
表 4-7  PluginPanel クラス メ ソ ッ ド

メ ソ ッ ド 説明

public void 
exceptionHandlerRenamed(java.lang.Stri
ng oldName, java.lang.String newName)

イベン ト  ハンド ラの名前を変更する。
このメ ソ ッ ドは、 例外ハンド ラへの直接参照を
更新し、 プラグイン パネルによ り所有される  
com.bea.wlpi.evaluator.Expression オブ
ジェク トに情報を伝える必要がある。

サブク ラスがワークフロー イベン ト  ハンド ラを
参照して、 これらのハンド ラに更新を伝える場
合、 サブク ラスは参照が維持されるよ うにこの
メ ソ ッ ドをオーバーライ ドする必要がある。

注意 : デフォルトでアクシ ョ ンがサポート され
るプラグイン  ノードでは、 Plug-in 
Manager はこの変更をアクシ ョ ン リ ス ト
全体に伝えます。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。

oldName －古いイベン ト  ハンド ラ名を示す
java.lang.String オブジェク ト。

newName －新しいイベン ト  ハンド ラ名を示
す
java.lang.String オブジェク ト。

public final 
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginPanel
Context getContext()

プラグイン パネルが表示される親コンポーネン
ト を取得する。

このメ ソ ッ ドは、 親コンポーネン ト を示す 
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginPane
lContext オブジェク ト を返す。
PluginPanelContext の実装方法の詳細につい
ては、 4-99 ページの 「プラグイン実行時コンテ
キス トの使い方」 を参照。
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プラグイン GUI コンポーネン トの表示
public final 
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginData 
getData()

プラグイン データを取得する。
このメ ソ ッ ドは、 プラグイン データを示す 
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginData 
オブジェク ト を返す。 PluginData オブジェク
トの実装方法の詳細については、 4-11 ページの
「PluginData インタフェースの実装」 を参照。

public java.lang.String 
getHelpIDString()

プラグイン パネルのヘルプ ト ピッ ク  ID を取得
する。

このメ ソ ッ ドは、 ヘルプ ト ピッ ク  ID を示す 
java.lang.String オブジェク ト を返す。

public java.lang.String 
getString(java.lang.String key)

ローカライズされた表示文字列を取得する。

リ ソース  バンドル名は、
setResourceBundle() メ ソ ッ ド （この表の後
段で説明） に対する前の呼び出しによ り設定さ
れている必要がある。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。
key －リ ソース  キーを示す
java.lang.String オブジェク ト。
このメ ソ ッ ドは、 表示文字列を示す 
java.lang.String オブジェク ト を返す。

表 4-7  PluginPanel クラス メ ソ ッ ド  （続き）

メ ソ ッ ド 説明
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4 プラグイン コンポーネン トの定義
public java.lang.String 
getString(java.lang.String key, 
java.lang.Object[] args)

ローカライズされた表示文字列を取得する。

リ ソース  バンドル名は、
setResourceBundle() メ ソ ッ ド （この表の後
段で説明） に対する前の呼び出しによ り設定さ
れている必要がある。 このメ ソ ッ ドは、 オブ
ジェク トの ClassLoader を使用して、
plugin-ejb.jar ファ イル内の指定された リ
ソース  プロパティ  ファ イルから文字列リ ソース
を取得する。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。

key －リ ソース  キーを示す
java.lang.String オブジェク ト。

args －メ ッセージ テキス トに挿入する引数
を示す
java.lang.Object オブジェク ト。
このメ ソ ッ ドは、 表示文字列を示す 
java.lang.String オブジェク ト を返す。

public abstract void load() プラグイン パネルに対して、 プラグイン データ
を使用してユーザ インタフェースを初期化する
よ うに指示する。

このメ ソ ッ ドは、 getData() を呼び出してプラ
グイン データにアクセスし、 対応するプラグイ
ン ク ラスに結果を送信し、 適切な get メ ソ ッ ド
を呼び出して、 表示値を取り出す。

Plug-in Manager は、 このメ ソ ッ ドがモードの表
示サイクルあたり  1 回だけ呼び出されるよ うに
管理する。

注意 : プラグインは、 このメ ソ ッ ドを呼び出し
てはなり ません。

表 4-7  PluginPanel クラス メ ソ ッ ド  （続き）

メ ソ ッ ド 説明
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プラグイン GUI コンポーネン トの表示
public boolean 
referencesExceptionHandler(java.lang.S
tring handler)

プラグインが、 指定されたイベン ト  ハンド ラを
参照しているかど うかをチェッ クする。

このメ ソ ッ ドは、 プラグイン パネル ク ラスが指
定された例外ハンド ラに対して保持している直
接参照を名前でチェッ クする必要がある。

サブク ラスがワークフロー イベン ト  ハンド ラを
参照する場合、 参照されたイベン ト  ハンド ラを
誤って削除するこ とを防止するため、 そのサブ
ク ラスはこのメ ソ ッ ドをオーバーライ ドする必
要がある。

注意 : デフォルトでアクシ ョ ンがサポート され
るプラグイン  ノードでは、 Plug-in 
Manager はこの変更をアクシ ョ ン リ ス ト
全体に伝えます。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。
handler －イベン ト  ハンド ラ名を示す
java.lang.String オブジェク ト。
このメ ソ ッ ドは、 プラグイン パネルが指定され
たイベン ト  ハンド ラを参照する場合はブール値
の true を、 参照しない場合は false を返す。

表 4-7  PluginPanel クラス メ ソ ッ ド  （続き）

メ ソ ッ ド 説明
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4 プラグイン コンポーネン トの定義
public boolean 
referencesVariable(java.lang.String 
variable)

プラグイン パネルが、 指定された変数を参照し
ているかど うかをチェッ クする。

このメ ソ ッ ドは、 プラグイン パネル ク ラスが指
定された変数に対して保持している直接参照を
名前でチェッ クする必要がある。

サブク ラスが、 名前によ り直接、 または式によ
り間接的に、 ワークフロー変数を参照する場合、
参照された変数を誤って削除するこ とを防止す
るため、 そのサブク ラスはこのメ ソ ッ ドをオー
バーライ ドする必要がある。

注意 : デフォルトでアクシ ョ ンがサポート され
るプラグイン  ノードでは、 Plug-in 
Manager はこの変更をアクシ ョ ン リ ス ト
全体に伝えます。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。
variable －変数を示す
java.lang.String オブジェク ト。
このメ ソ ッ ドは、 プラグイン パネルが指定され
た変数を参照する場合はブール値の true を、参
照しない場合は false を返す。

表 4-7  PluginPanel クラス メ ソ ッ ド  （続き）

メ ソ ッ ド 説明
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プラグイン GUI コンポーネン トの表示
public final void 
setContext(com.bea.wlpi.common.plugin.
PluginPanelContext context, 
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginData 
data)

プラグイン パネルの操作コンテキス ト を設定す
る。

Plug-in Manager は、 設計クライアン ト  ダイアロ
グ ボッ クスにプラグイン パネルを追加する前
に、 このメ ソ ッ ドを呼び出す。 このメ ソ ッ ドは、
対応する メンバー変数にオーナ パラ メータ と
データ  パラ メータを格納する。

注意 : プラグインは、 このメ ソ ッ ドを呼び出し
てはなり ません。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。

context －プラグイン パネルを表示する設
計ク ライアン ト  ダイアログ ボッ クス  コンテ
ンツを示す
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginPa
nelContext オブジェク ト。
PluginPanelContext オブジェク トの実装
方法の詳細については、 4-99 ページの 「プ
ラグイン実行時コンテキス トの使い方」 を参
照。

data －プラグイン データを示す
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginDa
ta オブジェク ト。 PluginData オブジェク
トの実装方法の詳細については、 4-11 ペー
ジの 「PluginData インタフェースの実装」 を
参照。

public void 
setResourceBundle(java.lang.String 
bundleName)

文字列と メ ッセージをローカライズする と きに
使用する リ ソース  バンドルを設定する。
メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。
bundleName －リ ソース  バンドルの名前を示す
java.lang.String オブジェク ト。

表 4-7  PluginPanel クラス メ ソ ッ ド  （続き）

メ ソ ッ ド 説明
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次の節では、 PluginPanel ク ラスの定義方法をコード例で示します。

public abstract boolean 
validateAndSave()

GUI コン ト ロール値を検証し、 その値を保存す
るよ うに、 プラグイン  パネルに指示する。
このメ ソ ッ ドは、 getData() を呼び出してプラ
グイン データにアクセスし、 対応するプラグイ
ン ク ラスに結果を送信し、 適切な set メ ソ ッ ド
を呼び出して、 表示値を保存する。

このメ ソ ッ ドは、 パネルが検証され、 保存され
た場合はブール値の true を、そ うでない場合は 
false を返す。

public void 
variableRenamed(java.lang.String 
oldName, java.lang.String newName)

変数の名前を変更する。

このメ ソ ッ ドは、 変数への直接参照を更新し、
プラグイン パネルによ り所有される  
com.bea.wlpi.evaluator.Expression オブ
ジェク トに情報を伝える必要がある。 これは、
variableRenamed() メ ソ ッ ドを呼び出してか
ら、 toString() メ ソ ッ ドを呼び出して、 更新
された式テキス ト を取得するこ とによって行え
る。

サブク ラスが、 名前によ り直接、 または式によ
り間接的に、 ワークフロー変数を参照する場合、
参照が維持されるよ うに、 そのサブク ラスはこ
のメ ソ ッ ドをオーバーライ ドする必要がある。

注意 : デフォルトでアクシ ョ ンがサポート され
るプラグイン  ノードでは、 Plug-in 
Manager はこの変更をアクシ ョ ン リ ス ト
全体に伝えます。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。

oldName －古い変数名を示す
java.lang.String オブジェク ト。

newName －新しい変数名を示す
java.lang.String オブジェク ト。

表 4-7  PluginPanel クラス メ ソ ッ ド  （続き）

メ ソ ッ ド 説明
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完了ノードの例

次のコード  リ ス ト で、 完了ノードのために PluginPanel ク ラスを定義する方法
を示します。 このコードは、 [完了のプロパティ ] ダイアログ ボッ クス内に分岐
ダイアログ ボッ クス （yes または no） を表示します。 重要なコード行は、 太字
で示します。

注意 : このク ラスは、 プラグイン サンプルには含まれていません。

コード  リス ト  4-9   完了ノードのための PluginPanel クラスの定義

package com.bea.wlpi.test.plugin; 
 
import java.awt.*; 
import javax.swing.*; 
import javax.swing.border.TitledBorder; 
import javax.swing.border.EtchedBorder; 
import java.util.List; 
import java.util.Locale; 
import com.bea.wlpi.common.plugin.PluginPanel; 
import com.bea.wlpi.common.plugin.PluginPanelContext; 
import com.bea.wlpi.client.studio.Studio; 
import com.bea.wlpi.common.VariableInfo; 

public class DoneNodePanel extends PluginPanel 
{ 
 
    JPanel ButtonPanel = new JPanel(); 
    ButtonGroup YesNoButtonGroup = new ButtonGroup(); 
    JRadioButton YesButton = new JRadioButton(); 
    JRadioButton NoButton = new JRadioButton(); 
    TitledBorder titledBorder = new TitledBorder(new EtchedBorder()); 
 
   public DoneNodePanel() 
   { 
      super(Locale.getDefault(), "jackolantern"); 
      setLayout(null); 
      setBounds(12,12,420,300); 
      setPreferredSize(new Dimension(420,300)); 
      ButtonPanel.setBorder(titledBorder); 
      ButtonPanel.setLayout(null); 
      add(ButtonPanel); 
      ButtonPanel.setBounds(72,60,300,144); 
      YesButton.setText("Yes"); 
      YesButton.setSelected(true); 
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      YesNoButtonGroup.add(YesButton); 
      ButtonPanel.add(YesButton); 
      YesButton.setBounds(60,36,46,23); 
      NoButton.setText("No"); 
      YesNoButtonGroup.add(NoButton); 
      ButtonPanel.add(NoButton); 
      NoButton.setBounds(60,60,46,23); 
      titledBorder.setTitle("Yes or No?"); 
   } 
 
public void load() { 
 
    DoneNodeData myData = (DoneNodeData)getData(); 
    if(myData != null) { 
        if(myData.getYesOrNo() != null && 
myData.getYesOrNo().equals(TestPluginConstants.DONE_NO)) { 
            NoButton.setSelected(true); 
        } else { 
            YesButton.setSelected(true); 
        } 
    } 
} 
 
   public boolean validateAndSave() 
   { 
    DoneNodeData myData = (DoneNodeData)getData(); 
    if(myData != null) { 
        if(YesButton.isSelected()) { 
            myData.setYesOrNo(TestPluginConstants.DONE_YES); 
        } else { 
            myData.setYesOrNo(TestPluginConstants.DONE_NO); 
        } 
    } 
 
      return true; 
   }

}

次の図に、 結果の PluginPanel GUI コンポーネン ト を示します。
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図 4-1   完了ノードのための PluginPanel GUI コンポーネン ト

関連する次のコード例も参照して ください。

4-5 ページの 「完了ノードのための PluginObject インタフェースの実装」 で
は、 XML フォーマッ トでプラグイン データを読み込む方法を説明していま
す。

4-14 ページの 「完了ノードのための PluginData インタフェースの実装」 で
は、 XML フォーマッ トでプラグイン データを読み込み、 保存する方法を説
明しています。 このク ラスは、 PluginObject ク ラスを拡張します。

4-77 ページの 「完了ノードのための実行時コンポーネン ト  ク ラスの定義」
では、 プラグインに関する実行情報を定義する方法を説明しています。

ワークフロー テンプレート  プロパティの例
次のコード  リ ス ト で、 ワークフロー テンプレート  プロパティのために 
PluginPanel ク ラスを定義する方法を示します。 このコードは、 [ ワークフロー 
テンプレート  プロパティ ] ダイアログ ボッ クス内に分岐ダイアログ ボッ クス
（yes または no） を表示します。 重要なコード行は、 太字で示します。

注意 : このク ラスは、 プラグイン サンプルには含まれていません。
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コード  リス ト  4-10   ワークフロー テンプレート  プロパティのための 
PluginPanel クラスの定義

package com.bea.wlpi.test.plugin;

import java.awt.*;
import javax.swing.*;
import javax.swing.border.TitledBorder;
import javax.swing.border.EtchedBorder;
import java.util.List;
import java.util.Locale;
import com.bea.wlpi.common.plugin.PluginPanel;
import com.bea.wlpi.common.plugin.PluginPanelContext;
import com.bea.wlpi.client.studio.Studio;
import com.bea.wlpi.common.VariableInfo;

public class TemplatePropertiesPanel extends PluginPanel
{

    JPanel ButtonPanel = new JPanel();
    ButtonGroup YesNoButtonGroup = new ButtonGroup();
    JRadioButton YesButton = new JRadioButton();
    JRadioButton NoButton = new JRadioButton();
    TitledBorder titledBorder = new TitledBorder(new EtchedBorder());

   public TemplatePropertiesPanel()
   {
      super(Locale.getDefault(), "stpatty");
      setLayout(null);
      setBounds(12,12,420,300);
      ButtonPanel.setBorder(titledBorder);
      ButtonPanel.setLayout(null);
      add(ButtonPanel);
      ButtonPanel.setBounds(72,60,300,144);
      YesButton.setText("Yes");
      YesButton.setSelected(true);
      YesNoButtonGroup.add(YesButton);
      ButtonPanel.add(YesButton);
      YesButton.setBounds(60,36,46,23);
      NoButton.setText("No");
      YesNoButtonGroup.add(NoButton);
      ButtonPanel.add(NoButton);
      NoButton.setBounds(60,60,46,23);
      titledBorder.setTitle("Yes or No?");
   }

public void load() {
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    TemplatePropertiesData myData = (TemplatePropertiesData)getData();
    if(myData != null) {
        if(myData.getYesOrNo() != null && 
myData.getYesOrNo().equals(TestPluginConstants.DONE_NO)) {
            NoButton.setSelected(true);
        } else {
            YesButton.setSelected(true);
        }
    }
}

   public boolean validateAndSave()
   {
    TemplatePropertiesData myData = (TemplatePropertiesData)getData();
    if(myData != null) {
        if(YesButton.isSelected()) {
            myData.setYesOrNo(TestPluginConstants.DONE_YES);
        } else {
            myData.setYesOrNo(TestPluginConstants.DONE_NO);
        }
    }

      return true;
   }

}

次の図に、 結果の PluginPanel GUI コンポーネン ト を示します。
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図 4-2   ワークフロー テンプレート  プロパティのための PluginPanel GUI コン
ポーネン ト

関連する次のコード例も参照して ください。

4-5 ページの 「完了ノードのための PluginObject インタフェースの実装」 で
は、 XML フォーマッ トでプラグイン データを読み込む PluginObject ク ラ
スを定義する方法を説明しています。

4-19 ページの 「ワークフロー テンプレート  プロパティのための PluginData 
インタフェースの実装」 では、 XML フォーマッ トでプラグイン  データを読
み込み、 保存する方法を説明しています。 このク ラスは、 PluginObject ク
ラスを拡張します。

ワークフロー テンプレート定義プロパティの例
次のコード  リ ス ト で、 ワークフロー テンプレート定義プロパティのために 
PluginPanel ク ラスを定義する方法を示します。 このコードは、 [ ワークフロー 
テンプレート定義プロパティ ] ダイアログ ボッ クス内に分岐ダイアログ ボッ ク
ス （yes または no） を表示します。 重要なコード行は、 太字で示します。

注意 : このク ラスは、 プラグイン サンプルには含まれていません。
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コード  リス ト  4-11   ワークフロー テンプレート定義プロパティのための 
PluginPanel クラスの定義

package com.bea.wlpi.test.plugin;

import java.awt.*;
import javax.swing.*;
import javax.swing.border.TitledBorder;
import javax.swing.border.EtchedBorder;
import java.util.List;
import java.util.Locale;
import com.bea.wlpi.common.plugin.PluginPanel;
import com.bea.wlpi.common.plugin.PluginPanelContext;
import com.bea.wlpi.client.studio.Studio;
import com.bea.wlpi.common.VariableInfo;

public class TemplateDefinitionPropertiesPanel extends PluginPanel
{

    JPanel ButtonPanel = new JPanel();
    ButtonGroup YesNoButtonGroup = new ButtonGroup();
    JRadioButton YesButton = new JRadioButton();
    JRadioButton NoButton = new JRadioButton();
    TitledBorder titledBorder = new TitledBorder(new EtchedBorder());

   public TemplateDefinitionPropertiesPanel()
   {
      super(Locale.getDefault(), "valentine");
      setLayout(null);
      setBounds(12,12,420,300);
      ButtonPanel.setBorder(titledBorder);
      ButtonPanel.setLayout(null);
      add(ButtonPanel);
      ButtonPanel.setBounds(72,60,300,144);
      YesButton.setText("Yes");
      YesButton.setSelected(true);
      YesNoButtonGroup.add(YesButton);
      ButtonPanel.add(YesButton);
      YesButton.setBounds(60,36,46,23);
      NoButton.setText("No");
      YesNoButtonGroup.add(NoButton);
      ButtonPanel.add(NoButton);
      NoButton.setBounds(60,60,46,23);
      titledBorder.setTitle("Yes or No?");
   }

public void load() {
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    TemplateDefinitionPropertiesData myData = 
(TemplateDefinitionPropertiesData)getData();
    if(myData != null) {
        if(myData.getYesOrNo() != null && 
myData.getYesOrNo().equals(TestPluginConstants.DONE_NO)) {
            NoButton.setSelected(true);
        } else {
            YesButton.setSelected(true);
        }
    }
}

   public boolean validateAndSave()
   {
    TemplateDefinitionPropertiesData myData = 
(TemplateDefinitionPropertiesData)getData();
    if(myData != null) {
        if(YesButton.isSelected()) {
            myData.setYesOrNo(TestPluginConstants.DONE_YES);
        } else {
            myData.setYesOrNo(TestPluginConstants.DONE_NO);
        }
    }

      return true;
}

}

次の図に、 結果の PluginPanel GUI コンポーネン ト を示します。
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図 4-3   ワークフロー テンプレート定義プロパティのための PluginPanel GUI コ
ンポーネン ト

関連する次のコード例も参照して ください。

4-5 ページの 「完了ノードのための PluginObject インタフェースの実装」 で
は、 XML フォーマッ トでプラグイン データを読み込む PluginObject ク ラ
スを定義する方法を説明しています。

4-20 ページの 「ワークフロー テンプレート定義プロパティのための 
PluginData インタフェースの実装」 では、 XML フォーマッ トでプラグイン 
データを読み込み、 保存する方法を説明しています。 このク ラスは、
PluginObject ク ラスを拡張します。

PluginActionPanel クラスの定義
プラグイン アクシ ョ ンを定義する と きに設計ク ライアン トに表示される  GUI コ
ンポーネン ト を定義するには、
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginActionPanel ク ラスを拡張するク ラス
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を定義する必要があ り ます。 Studio では、 PluginActionPanel ク ラスは [ アク
シ ョ ン プラグイン ] ダイアログ ボッ クスによ り使用されます。 このダイアログ 
ボッ クスは、 サブアクシ ョ ンに対する汎用サポート を提供します。

PluginActionPanel ク ラスで定義される追加メ ソ ッ ドはあ り ません。

注意 : PluginActionPanel ク ラスは、 PluginPanel ク ラスを拡張します。
PluginPanel ク ラス  メ ソ ッ ドの詳細については、 4-28 ページの
「PluginPanel ク ラス  メ ソ ッ ド」 の表を参照して ください。

プラグイン サンプルから抜粋した次のコード  リ ス トは、 PluginActionPanel ク
ラスを定義する方法を示しています。 この抜粋は、
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin/src/com/bea/wlpi/
tour/po/plugin ディ レク ト リの CheckInventoryActionPanel.java ファ イル
から取り出したものです。 重要なコード行は、 太字で示します。

注意 : PluginActionPanel ク ラスの定義方法を示すその他の例については、
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin/src/com/bea
/wlpi/tour/po/plugin ディ レク ト リの 
SendConfirmationActionPanel.java ファ イルを参照してください。

コード  リス ト  4-12   PluginActionPanel クラスの定義

package com.bea.wlpi.tour.po.plugin;

import java.awt.*;
import javax.swing.*;
import java.util.List;
import java.util.Locale;
import com.bea.wlpi.common.VariableInfo;
import com.bea.wlpi.common.plugin.PluginActionPanel;
import com.bea.wlpi.common.plugin.PluginPanelContext;

public class CheckInventoryActionPanel extends PluginActionPanel {
    private JLabel inputLabel = new JLabel();
    private JLabel outputLabel = new JLabel();
    private JComboBox inputComboBox = new JComboBox();
    private JComboBox outputComboBox = new JComboBox();
    private List variables = null;

    public CheckInventoryActionPanel() {
        this(Locale.getDefault());
    }
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    public CheckInventoryActionPanel(Locale lc) {

        super(lc, "checkinventory");

        setLayout(null);
        setBounds(12, 12, 420, 210);
        setPreferredSize(new Dimension(420, 210));
        add(inputLabel);
        inputLabel.setBounds(12, 48, 96, 24);
        add(outputLabel);
        outputLabel.setBounds(12, 108, 166, 24);
        add(inputComboBox);
        inputComboBox.setBounds(190, 48, 212, 24);
        inputComboBox.setEditable(true);
        add(outputComboBox);
        outputComboBox.setBounds(190, 108, 212, 24);
        outputComboBox.setEditable(true);
    }

    public void load() {

        setResourceBundle("com.bea.wlpi.tour.po.plugin.SamplePlugin");
        inputLabel.setText(getString("inputLabel"));
        outputLabel.setText(getString("outputLabel"));

        CheckInventoryActionData myData = (CheckInventoryActionData)getData();

        variables = getContext().getVariableList(VariableInfo.TYPE_INT);

        // load はこのパネルの表示前に毎回呼び出される。
        // 現在定義されている変数を入れる前に、
        // コンボ ボックスから必ず項目を削除すること。
        inputComboBox.removeAllItems();

        String inputVar = myData.getInputVariableName();
        int n = variables == null ? 0 : variables.size();

        for (int i = 0; i < n; i++) {
            VariableInfo varInfo = (VariableInfo)variables.get(i);

            inputComboBox.addItem(varInfo.getName());

            if (inputVar != null && inputVar.equals(varInfo.getName())) {
                inputComboBox.setSelectedIndex(i);
            }
        }
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        if (inputVar == null && n > 0)
            inputComboBox.setSelectedIndex(0);

        outputComboBox.removeAllItems();

        String outputVar = myData.getOutputVariableName();

        for (int i = 0; i < n; i++) {

            VariableInfo varInfo = (VariableInfo)variables.get(i);

            outputComboBox.addItem(varInfo.getName());

            if (outputVar != null && outputVar.equals(varInfo.getName())) {
                outputComboBox.setSelectedIndex(i);
            }
        }

        if (outputVar == null && n > 0)
            outputComboBox.setSelectedIndex(0);
    }

    public boolean validateAndSave() {

        CheckInventoryActionData myData = (CheckInventoryActionData)getData();
        String input = (String)inputComboBox.getEditor().getItem();

        try {
            VariableInfo varInfo = getContext().checkVariable(input,
                                       new String[]{ VariableInfo.TYPE_INT });

            if (varInfo == null)
                return false;

            if (!(varInfo.getType().equals(VariableInfo.TYPE_INT))) {
                
JOptionPane.showMessageDialog(SwingUtilities.windowForComponent(this),
                                              getString("Message_100"),
                                              getString("variableErrorTitle"),
                                              JOptionPane.ERROR_MESSAGE);

                return false;
            }

            input = varInfo.getName();
        } catch (Exception e) {
            JOptionPane.showMessageDialog(SwingUtilities.windowForComponent(this),
                                          e.getLocalizedMessage(),
4-46 BPM プラグイン プログラ ミング ガイ ド



プラグイン GUI コンポーネン トの表示
                                          getString("variableErrorTitle"),
                                          JOptionPane.ERROR_MESSAGE);

            return false;
        }

        String output = (String)outputComboBox.getEditor().getItem();

        try {
            VariableInfo varInfo = getContext().checkVariable(output,

                                       new String[]{ VariableInfo.TYPE_INT });

            if (varInfo == null)
                return false;

            if (!(varInfo.getType().equals(VariableInfo.TYPE_INT))) {
                
JOptionPane.showMessageDialog(SwingUtilities.windowForComponent(this),
                                              getString("Message_100"),
                                              getString("variableErrorTitle"),
                                              JOptionPane.ERROR_MESSAGE);

                return false;
            }

            output = varInfo.getName();
        } catch (Exception e) {
            JOptionPane.showMessageDialog(SwingUtilities.windowForComponent(this),
                                          e.getLocalizedMessage(),
                                          getString("variableErrorTitle"),
                                          JOptionPane.ERROR_MESSAGE);

            return false;
        }

        if (input == null || output == null) {
            JOptionPane.showMessageDialog(null, getString("Message_101"),
                                          getString("invalidDataTitle"),
                                          JOptionPane.ERROR_MESSAGE);

            return false;
        }

        myData.setInputVariableName(input);
        myData.setOutputVariableName(output);

        return true;
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    }
}

次の図に、 結果の PluginActionPanel GUI コンポーネン ト を示します。

図 4-4   PluginActionPanel GUI コンポーネン ト

関連する次のコード例も参照して ください。

SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin/src/com/bea/wlpi
/tour/po/plugin ディレク ト リの CheckInventoryActionObject.java で
は、 XML フォーマッ トでプラグイン データを読み込む方法を説明していま
す。

4-23 ページの 「PluginActionData インタフェースの実装」 では、 XML 
フォーマッ トでプラグイン データを読み込み、 保存する方法を説明していま
す。 このク ラスは、 CheckInventoryActionObject ク ラスを拡張します。

4-65 ページの 「アクシ ョ ンのための実行時コンポーネン ト  ク ラスの定義」
では、 プラグインに関する実行情報を定義する方法を説明しています。

4-74 ページの 「アクシ ョ ン ツ リーのカスタマイズ」 では、 Studio 内の各種
ダイアログ ボッ クスに表示されるアクシ ョ ン ツ リーにリ ス ト されるアク
シ ョ ンおよびアクシ ョ ン カテゴ リ をカスタマイズする方法を説明していま
す。
4-48 BPM プラグイン プログラ ミング ガイ ド



プラグイン GUI コンポーネン トの表示
プラグイン サンプルの詳細については、 10-1 ページの 「BPM プラグイン サンプ
ル」 を参照してください。

PluginTriggerPanel クラスの定義
プラグイン開始ノードまたはイベン ト  ノードを定義する と きに設計クライアン
トに表示される  GUI コンポーネン ト を定義するには、
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginTriggerPanel ク ラスを拡張するク ラス
を定義する必要があ り ます。 Studio では、 開始ノード と イベン ト  ノードの 
PluginTriggerPanel ク ラスは、 それぞれ [開始のプロパティ ] ダイアログ ボッ
クス と  [ イベン トのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスで使用されます。

次の表で、 PluginTriggerPanel ク ラスによ り定義されるク ラス  メ ソ ッ ドにつ
いて説明します。

注意 : PluginTriggerPanel ク ラスは、 PluginPanel ク ラスを拡張します。
PluginPanel ク ラス  メ ソ ッ ドの詳細については、 4-28 ページの
「PluginPanel ク ラス  メ ソ ッ ド」 の表を参照して ください。
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表 4-8  PluginTriggerPanel クラス メ ソ ッ ド

メ ソ ッ ド 説明

public java.lang.String getEventDescriptor() プラグイン イベン ト記述子の特性を
示す文字列を取得する。

イベン ト記述子は、 プラグイン  ノー
ドが監視するデータを定義する。

式エバリ ュエータは、
com.bea.wlpi.common.plugin.Fi
eldInfo オブジェク トによ り指定さ
れる、 関係する  
com.bea.wlpi.common.plugin.Pl
uginField 実装クラスのインスタン
スにイベン ト記述子を渡す。
FieldInfo オブジェク トは、 親であ
る  
com.bea.wlpi.common.plugin.St
artInfo オブジェク ト または 
com.bea.wlpi.common.plugin.Ev
entInfo オブジェク トによ り提供さ
れる。

このメ ソ ッ ドは、 イベン ト記述子を
示す java.lang.String オブジェク
ト を返す。 デフォルト実装では、 こ
のメ ソ ッ ドは null を返す。
プラグイン固有の外部イベン トにア
クセスするためのプラグイン フ ィー
ルドを定義する方法については、4-88 
ページの 「メ ッセージ タイプのため
の実行時コンポーネン ト  ク ラスの定
義」 を参照。
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プラグイン GUI コンポーネン トの表示
次の節では、 PluginTriggerPanel ク ラスの定義方法をコード例で示します。

開始ノードの例

プラグイン サンプルから抜粋した次のコード  リ ス トは、 開始ノードのために 
PluginTriggerPanel ク ラスを定義する方法を示しています。 この抜粋は、
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin/src/com/bea/wlpi/
tour/po/plugin ディ レク ト リの StartNodePanel.java ファ イルから取り出し
たものです。 重要なコード行は、 太字で示します。

コード  リス ト  4-13   開始ノードのための PluginTriggerPanel クラスの定義

package com.bea.wlpi.tour.po.plugin;

public java.lang.String[] getFields() イベン ト と関連付けられたフ ィール
ド名のリ ス ト を取得する （既知の場
合）。

この リ ス トが null でない場合、 関連
付けられた [開始のプロパティ ] ダイ
アログ ボッ クスまたは [ イベン トの
プロパティ ] ダイアログ ボッ クスは、
Expression Builder にこのリ ス ト を渡
す。

このメ ソ ッ ドは、 フ ィールド名を示
す java.lang.String オブジェク ト
の配列を返す。 デフォルト実装では、
このメ ソ ッ ドは null を返す。
プラグイン固有の外部イベン トにア
クセスするためのプラグイン フ ィー
ルドを定義する方法については、4-88 
ページの 「メ ッセージ タイプのため
の実行時コンポーネン ト  ク ラスの定
義」 を参照。

表 4-8  PluginTriggerPanel クラス メ ソ ッ ド  （続き）

メ ソ ッ ド 説明
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import java.awt.*;
import javax.swing.*;
import javax.swing.border.TitledBorder;
import javax.swing.border.EtchedBorder;
import java.util.List;
import java.util.Locale;
import com.bea.wlpi.common.plugin.PluginTriggerPanel;
import com.bea.wlpi.common.plugin.PluginPanelContext;
import com.bea.wlpi.common.VariableInfo;

public class StartNodePanel extends PluginTriggerPanel {
    private JLabel StartOrderLabel = new JLabel();
    private JTextArea StartOrderText = new JTextArea();

    public StartNodePanel() {
        this(Locale.getDefault());
    }

    public StartNodePanel(Locale lc) {

        super(lc, "startorder");

        setLayout(null);
        setBounds(12, 12, 420, 240);
        setPreferredSize(new Dimension(420, 240));
        add(StartOrderLabel);
        StartOrderLabel.setFont(new Font("Dialog", Font.BOLD, 16));
        StartOrderLabel.setBounds(120, 12, 156, 24);
        StartOrderText.setLineWrap(true);
        StartOrderText.setWrapStyleWord(true);
        StartOrderText.setEditable(false);
        add(StartOrderText);
        StartOrderText.setBounds(30, 48, 348, 144);
    }

    public void load() {

        setResourceBundle("com.bea.wlpi.tour.po.plugin.SamplePlugin");
        StartOrderLabel.setText(getString("startOrderLabel"));
        StartOrderText.setText(getString("startOrderText"));
    }

    public boolean validateAndSave() {
        return true;
    }

    public String[] getFields() {
        return SamplePluginConstants.ORDER_FIELDS;
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    }

    public String getEventDescriptor() {
        return SamplePluginConstants.START_ORDER_EVENT;
    }
}

START_ORDER_EVENT フ ィールド要素値と  ORDER_FIELDS フ ィールド要素値が、
SamplePluginConstants.java ク ラス  ファ イル内に含まれます。 これらは、 プ
ラグイン開始ノードのイベン ト記述子とフ ィールド要素値を次のよ うに定義しま
す。

final static String START_ORDER_EVENT = "startOrder";
final static String[] ORDER_FIELDS = {
"CustomerName", "CustomerID", "OrderStatus", "OrderID",
"CustomerEmail", "ItemName", "ItemID", "ItemQuantity",
"CustomerState"
};

プラグイン固有の外部イベン トにアクセスするためのプラグイン フ ィールドを
定義する方法については、 4-88 ページの 「メ ッセージ タイプのための実行時コ
ンポーネン ト  ク ラスの定義」 を参照して ください。

次の図に、 結果の PluginTriggerPanel GUI コンポーネン ト を示します。
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図 4-5   開始ノードのための PluginTriggerPanel GUI コンポーネン ト

関連する次のコード例も参照して ください。

4-8 ページの 「開始ノードのための PluginObject インタフェースの実装」 で
は、 XML フォーマッ トでプラグイン データを読み込む方法を説明していま
す。

4-17 ページの 「開始ノードのための PluginData インタフェースの実装」 で
は、 XML フォーマッ トでプラグイン データを読み込み、 保存する方法を説
明しています。

4-96 ページの 「開始 ノードのための実行時コンポーネン ト  ク ラスの定義」
では、 プラグインに関する実行情報を定義する方法を説明しています。

4-99 ページの 「プラグイン実行時コンテキス トの使い方」 では、 エバリ ュ
エータ式から参照できるプラグイン  フ ィールドを定義する方法を説明してい
ます。

プラグイン サンプルの詳細については、 10-1 ページの 「BPM プラグイン サンプ
ル」 を参照してください。

開始ノードの
PluginTrigger
Panel
GUI コンポー
ネン ト
4-54 BPM プラグイン プログラ ミング ガイ ド



プラグイン GUI コンポーネン トの表示
イベン ト  ノードの例
プラグイン サンプルから抜粋した次のコード  リ ス トは、 イベン ト  ノードのため
に PluginTriggerPanel ク ラスを定義する方法を示しています。 この抜粋は、
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin/src/com/bea/wlpi/
tour/po/plugin ディ レク ト リの EventNodePanel.java ファ イルから取り出し
たものです。 重要なコード行は、 太字で示します。

コード  リス ト  4-14   イベン ト  ノードのための PluginTriggerPanel クラスの定義

package com.bea.wlpi.tour.po.plugin;

import java.awt.*;
import javax.swing.*;
import java.util.Locale;
import com.bea.wlpi.common.plugin.PluginTriggerPanel;
import com.bea.wlpi.common.plugin.PluginPanelContext;
import com.bea.wlpi.common.VariableInfo;

public class EventNodePanel extends PluginTriggerPanel {
    private JLabel confirmOrderLabel = new JLabel();
    private JTextArea confirmOrderText = new JTextArea();

    /**
     * 新しい EventNodePanel を作成する
     */
    public EventNodePanel() {
        this(Locale.getDefault());
    }

    public EventNodePanel(Locale lc) {

        super(lc, "confirmevent");

        setLayout(null);
        setBounds(12, 12, 420, 240);
        setPreferredSize(new Dimension(420, 240));
        add(confirmOrderLabel);
        confirmOrderLabel.setFont(new Font("Dialog", Font.BOLD, 16));
        confirmOrderLabel.setBounds(144, 12, 120, 24);
        confirmOrderText.setRequestFocusEnabled(false);
        confirmOrderText.setLineWrap(true);
        confirmOrderText.setWrapStyleWord(true);
        confirmOrderText.setEditable(false);
        add(confirmOrderText);
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        confirmOrderText.setBounds(30, 48, 348, 144);
    }

    public void load() {

        setResourceBundle("com.bea.wlpi.tour.po.plugin.SamplePlugin");
        confirmOrderLabel.setText(getString("confirmOrderLabel"));
        confirmOrderText.setText(getString("confirmOrderText"));
    }

    public boolean validateAndSave() {

        // このパネル上には、ユーザ入力を受け取る UI コントロールがない。
        // したがって、このメソッドで行うことは何もない。
        return true;
    }

    public String[] getFields() {
        return SamplePluginConstants.CONFIRM_FIELDS;
    }

    public String getEventDescriptor() {
        return SamplePluginConstants.CONFIRM_EVENT;
    }
}

CONFIRM_EVENT と  CONFIRM_FIELD が、 SamplePluginConstants.java ク ラス
内に含まれます。 これらは、 プラグイン  イベン ト  ノードのイベン ト記述子と
フ ィールド要素値を次のよ うに定義します。

final static String CONFIRM_EVENT = "confirmOrder";
final static String[] CONFIRM_FIELDS = { "Status", "TotalPrice" };

プラグイン固有の外部イベン トにアクセスするためのプラグイン フ ィールドを
定義する方法については、 4-88 ページの 「メ ッセージ タイプのための実行時コ
ンポーネン ト  ク ラスの定義」 を参照して ください。

次の図に、 結果の PluginTriggerPanel GUI コンポーネン ト を示します。
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図 4-6   イベン ト  ノードのための PluginTriggerPanel GUI コンポーネン ト

関連する次のコード例も参照して ください。

SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin/src/com/bea/wlpi
/tour/po/plugin ディレク ト リの EventObject.java では、 プラグイン 
データを読み込むために PluginObject インタフェースを実装する方法を説
明しています。

4-16 ページの 「イベン ト  ノードのための PluginData インタフェースの実装」
では、 プラグイン データを読み込み、 保存する方法を説明しています。 この
ク ラスは、 EventObject ク ラスを拡張します。

4-82 ページの 「イベン ト  ノードのための実行時コンポーネン ト  ク ラスの定
義」 では、 プラグインに関する実行情報を定義する方法を説明しています。

プラグイン サンプルの詳細については、 10-1 ページの 「BPM プラグイン サンプ
ル」 を参照してください。

イ ベ ン ト
ノ ー ド の
PluginTrigg
erPanel
GUI コ ン
ポーネン ト
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PluginVariablePanel クラスの定義
ユーザがプラグイン変数タイプを編集できるよ うにするためのプラグイン変数を
定義する と きに設計ク ライアン トに表示される  GUI コンポーネン ト を定義する
には、 com.bea.wlpi.common.plugin.PluginVariablePanel ク ラスを拡張す
るク ラスを定義する必要があ り ます。 Studio では、 PluginVariablePanel ク ラ
スは [変数を設定 ] ダイアログ ボッ クスによ り使用されます。

次の表では、 PluginVariablePanel ク ラスによ り定義されるク ラス  メ ソ ッ ドに
ついて説明します。

注意 : PluginVariablePanel ク ラスは、 PluginPanel ク ラスを拡張します。
PluginPanel ク ラス  メ ソ ッ ドの詳細については、 4-28 ページの
「PluginPanel ク ラス  メ ソ ッ ド」 の表を参照して ください。

表 4-9  PluginVariablePanel クラス メ ソ ッ ド

メ ソ ッ ド 説明

public final java.lang.Object 
getVariableValue()

プラグイン変数の値を取得する。

このメ ソ ッ ドは、 変数値を示す 
java.lang.Object オブジェク ト を
返す。
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次のコード  リ ス ト で、 PluginVariablePanel ク ラスの定義方法を示します。 重
要なコード行は、 太字で示します。

注意 : このク ラスは、 プラグイン サンプルには含まれていません。

コード  リス ト  4-15   PluginVariablePanel クラスの定義

package com.bea.wlpi.test.plugin;

import java.awt.*;
import javax.swing.*;
import javax.swing.border.TitledBorder;
import javax.swing.border.EtchedBorder;
import java.util.List;
import java.util.Locale;
import com.bea.wlpi.client.studio.Studio;
import com.bea.wlpi.common.VariableInfo;
import com.bea.wlpi.common.plugin.PluginVariablePanel;

public class VariablePanel extends PluginVariablePanel {
    JTextField highField, lowField;

public final void setContext(java.lang.Object 
variableValue)

プラグイン パネルの操作コンテキス
ト を設定する。

Plug-in Manager は、 [変数を設定 ] ダ
イアログ ボッ クスにプラグイン変数
パネルを追加する前に、 このメ ソ ッ
ドを呼び出す。

注意 : プラグインは、 このメ ソ ッ ド
を呼び出してはなり ません。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のと
おり。

variableValue －変数値を示す
java.lang.Object オブジェク ト。
この表の前段で説明した 
getVariableValue() メ ソ ッ ドを使
用して、 変数値を取得できる。

表 4-9  PluginVariablePanel クラス メ ソ ッ ド  （続き）

メ ソ ッ ド 説明
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    public VariablePanel() {
        super(Locale.getDefault(), "augustus");
        setLayout(null);
        setBounds(12,12,420,60);
        highField = new JTextField();
        highField.setLocation(20, 10);
        highField.setSize(300, 20);
        add(highField);
        lowField = new JTextField();
        lowField.setLocation(20, 40);
        lowField.setSize(300, 20);
        add(lowField);
    }

    public void load() {
        if (variableValue != null) {
            highField.setText(((MySpecificObject)variableValue).getHigh());
            lowField.setText(((MySpecificObject)variableValue).getLow());
        } else {
            highField.setText("");
            lowField.setText("");
        }
    }

    public boolean validateAndSave() {
        try {
            variableValue = new MySpecificObject(lowField.getText(), 
highField.getText());
        } catch (Exception e) {
            return false;
        }
        return true;
    }
}

次の図に、 結果の PluginVariablePanel GUI コンポーネン ト を示します。
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図 4-7   PluginVariablePanel GUI コンポーネン ト

関連する リ ス ト例と して、 4-62 ページの 「PluginVariableRenderer ク ラスの定
義」 を参照してください。 javax.swing.JTable のセルにプラグイン定義の変数
タイプの値を表示する方法について説明しています。

PluginVariableRenderer クラスの定義
javax.swing.JTable のセルにプラグイン定義の変数タイプの値を表示するに
は、 com.bea.wlpi.common.plugin.PluginVariableRenderer インタフェース
を実装します。

注意 : このインタフェースを実装するク ラスは、 java.awt.Component のサブ
ク ラス とする必要があ り ます。
BPM プラグイン プログラ ミング ガイ ド 4-61

http://java.sun.com/j2se/1.3/docs/api/javax/swing/JTable.html
http://java.sun.com/j2se/1.3/docs/api/javax/swing/JTable.html
../classdocs/com/bea/wlpi/common/plugin/PluginVariableRenderer.html
http://java.sun.com/j2se/1.3/docs/api/java/awt/Component.html


4 プラグイン コンポーネン トの定義
次の表で、 実装の必要な PluginVariableRenderer インタフェース  メ ソ ッ ドに
ついて説明します。

次のコード  リ ス トで、 javax.swing.JTable のセルにプラグイン定義の変数タイ
プの値を表示する方法を示します。 重要なコード行は、 太字で示します。

注意 : このク ラスは、 プラグイン サンプルには含まれていません。

コード  リス ト  4-16   PluginVariableRenderer クラスの定義

package com.bea.wlpi.test.plugin;

import java.io.Serializable;
import javax.swing.JLabel;
import com.bea.wlpi.common.plugin.PluginVariableRenderer;

public class VariableRenderer extends JLabel implements PluginVariableRenderer, 
Serializable {
    public VariableRenderer() {
    }

    public void setValue(Object value) {
        if (value == null)
            setText("null");
        else
            setText(value.toString());

表 4-10  PluginVariableRenderer インタフ ェース メ ソ ッ ド

メ ソ ッ ド 説明

public void setValue(java.lang.Object value) 表示する変数を設定する。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のと
おり。

value －表示する変数値を示す
java.lang.Object オブジェク ト。
この値は、 null、 または対応する  
com.bea.wlpi.common.plugin.Va
riableTypeInfo オブジェク トで宣
言されたク ラスのインスタンスのい
ずれかとするこ とができる。
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プラグインの実行
    }
}

4-59 ページの 「PluginVariablePanel ク ラスの定義」 では、 設計ク ライアン トでプ
ラグイン GUI コンポーネン ト を表示する方法を説明しています。

プラグインの実行

プラグインを実行するには、 プラグインのための実行時コンポーネン ト を定義す
る必要があ り ます。

次の表で、 作成するプラグイン コンポーネン トのタイプ別に、 実装の必要なプ
ラグイン コンポーネン ト  インタフェースについて説明します。 プラグインが着
信データを読み込む （解析する） こ とができるよ うにするには、 実行時コンポー
ネン ト  ク ラスが、 その親インタフェースである  
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginObject の load() (解析 ) メ ソ ッ ドを実
装する必要があ り ます。

注意 : プラグイン コンポーネン トのうち、 変数タイプ、 ワークフロー テンプ
レート  プロパティ、 ワークフロー テンプレート定義プロパティについて
は、 実行情報を定義する必要はあ り ません。

表 4-11  プラグイン実行時コンポーネン ト  インタフェース

定義するプラグ
イン

実装の必要なインタ
フ ェース

定義する情報

アクシ ョ ン com.bea.wlpi.server.
plugin.PluginAction

プラグイン アクシ ョ ン実行情報。

注意 : プラグイン アクシ ョ ンをサポートするに
は、 Studio 内の各種ダイアログ ボッ クスに
表示されるアクシ ョ ン ツ リーにリ ス ト され
るアクシ ョ ンおよびアクシ ョ ン  カテゴ リ も
カスタマイズする必要があ り ます。
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注意 : 実行時に、 Plug-in Manager によ り渡されるコンテキス ト  インタフェース
を使用して、 関連付けられたプラグインのための実行時コンテキス ト と
サービスにアクセスできます。 コンテキス ト  インタフェースの詳細につ
いては、 4-99 ページの 「プラグイン実行時コンテキス トの使い方」 を参
照して ください。

次の節では、 それぞれのプラグイン実行時コンポーネン ト  ク ラスを定義する方
法について説明します。

完了ノード com.bea.wlpi.server.
plugin.PluginDone

プラグイン 完了ノード実行情報。

注意 : PluginDone インタフェースは、
com.bea.wlpi.server.plugin.Plugin
TemplateNode インタフェースを拡張しま
す。 詳細については、 4-97 ページの
「PluginTemplateNode インタフェース」 を
参照して ください。

イベン ト  ノード com.bea.wlpi.server.
plugin.PluginEvent

プラグイン イベン ト  ノード実行情報。

関数 com.bea.wlpi.common.
plugin.PluginFunctio
n

新しいエバリ ュエータ関数情報。

メ ッセージ タイ
プ

com.bea.wlpi.server.
plugin.PluginField

プラグイン固有のメ ッセージ タイプ。

開始ノード com.bea.wlpi.server.
plugin.PluginStart2

プラグイン開始ノード実行情報。

注意 : PluginStart2 インタフェースは、
com.bea.wlpi.server.plugin.Plugin
TemplateNode インタフェースを拡張しま
す。 詳細については、 4-97 ページの
「PluginTemplateNode インタフェース」 を
参照して ください。

表 4-11  プラグイン実行時コンポーネン ト  インタフェース （続き）

定義するプラグ
イン

実装の必要なインタ
フ ェース

定義する情報
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プラグインの実行
アクシ ョ ンのための実行時コンポーネン ト  クラス
の定義

プラグイン アクシ ョ ンのための実行時コンポーネン ト  ク ラスを定義する手順は、
次のとおりです。

com.bea.wlpi.server.plugin.PluginAction インタフェースを実装し、
プラグイン アクシ ョ ン実行情報を定義します。

Studio 内の各種ダイアログ ボッ クスに表示されるアクシ ョ ン ツ リーに リ ス
ト されるアクシ ョ ンおよびアクシ ョ ン カテゴ リ をカスタマイズします。

プラグイン アクシ ョ ンのための実行情報の定義
プラグイン アクシ ョ ンのための実行情報を定義するには、 次の表で説明するよ
うに、 com.bea.wlpi.server.plugin.PluginAction インタフェース とそのメ
ソ ッ ドを実装する必要があ り ます。
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4 プラグイン コンポーネン トの定義
表 4-12  PluginAction インタフ ェース メ ソ ッ ド

メ ソ ッ ド 説明

public int 
execute(com.bea.wlpi.server.plug
in.ActionContext actionContext, 
com.bea.wlpi.server.common.Execu
tionContext execContext) throws 
com.bea.wlpi.common.WorkflowExce
ption

プラグイン アクシ ョ ンとそのビジネス  ロジッ クを実行
する。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。

actionContext －アクシ ョ ン コンテキス ト を示す
com.bea.wlpi.server.plugin.ActionContext 
オブジェク ト。 アクシ ョ ン コンテキス トは、 サブア
クシ ョ ンの実行やサブワークフローのインスタンス
化のよ うなアクシ ョ ン  レベルのサービスを提供す
る。

execContext －実行コンテキス ト を示す 
com.bea.wlpi.server.common.ExecutionCont
ext オブジェク ト。 実行コンテキス トは、 テンプ
レート  ID、 テンプレート定義 ID、 ワークフロー イ
ンスタンス  ID、 イベン ト  データ、 ワークフロー実
行に関係する各種サービスなどの実行時コンテキス
トへのアクセスを提供する。

アクシ ョ ンと実行コンテキス トの詳細については、 4-99 
ページの 「プラグイン実行時コンテキス トの使い方」 を
参照。

このメ ソ ッ ドは、 処理を続行するかど うかを指定する リ
ターン コードを示す次のいずれかの 
com.bea.wlpi.server.common.ExecutionContext 
整数値を返す。

EXIT_CONTINUE －エラー ハンド ラを終了し、 後続
の操作の処理を許可する。

EXIT_RETRY －エラー ハンド ラを終了し、 失敗した
操作の再試行を要求する。

EXIT_ROLLBACK －エラー ハンド ラを終了し、 ユー
ザ ト ランザクシ ョ ンのロールバッ クを要求する。

STOP －プラグインの実行を停止する。
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プラグインの実行
public void 
fixup(com.bea.wlpi.evaluator.Exp
ressionParser parser) throws 
com.bea.wlpi.common.WorkflowExce
ption

プラグイン アクシ ョ ンが必要な式をコンパイルできる
よ うにする。

Plug-in Manager は、 テンプレート定義を解析して、 結
果をメモ リに格納した後、 ワークフローを開始する前
に、 このメ ソ ッ ドを呼び出す。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。
parser －式パーサを示す
com.bea.wlpi.evaluator.ExpressionParser オブ
ジェク ト。

表 4-12  PluginAction インタフ ェース メ ソ ッ ド  （続き）

メ ソ ッ ド 説明
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public void 
response(com.bea.wlpi.server.plu
gin.ActionContext actionContext, 
com.bea.wlpi.server.common.Execu
tionContext execContext, 
java.lang.Object data) throws 
com.bea.wlpi.common.WorkflowExce
ption

このアクシ ョ ンに送られる非同期応答を処理する。

通常、 このメ ソ ッ ドは、 前の execute() メ ソ ッ ド （こ
の表の前段で説明） に対する呼び出しでアクシ ョ ンによ
り生成された外部要求への応答と して返される。

プラグイン アクシ ョ ンは、 このメ ソ ッ ドを使用して、
サブアクシ ョ ンの非同期実行などを開始できる。Plug-in 
Manager は、
com.bea.wlpi.server.worklist.Worklist.respo
nse() メ ソ ッ ド または他のオーバーロード  メ ソ ッ ドに
対する呼び出しを受け取ったと きに、 このメ ソ ッ ドを呼
び出す。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。

actionContext －アクシ ョ ン コンテキス ト を示す 
com.bea.wlpi.server.plugin.ActionContext 
オブジェク ト。 アクシ ョ ン コンテキス トは、 サブア
クシ ョ ンの実行やサブワークフローのインスタンス
化のよ うなアクシ ョ ン  レベルのサービスを提供す
る。

execContext －実行コンテキス ト を示す 
com.bea.wlpi.server.common.ExecutionCont
ext オブジェク ト。 実行コンテキス トは、 テンプ
レート  ID、 テンプレート定義 ID、 ワークフロー イ
ンスタンス  ID、 イベン ト  データ、 ワークフロー実
行に関係する各種サービスなどの実行時コンテキス
トへのアクセスを提供する。

data －
 必要な情報を抽出するためにプラグインによ り既知
のタイプにキャス ト されるデータ  オブジェク ト を示
す java.lang.Object オブジェク ト。
アクシ ョ ンと実行コンテキス トの詳細については、 4-99 
ページの 「プラグイン実行時コンテキス トの使い方」 を
参照。

表 4-12  PluginAction インタフ ェース メ ソ ッ ド  （続き）

メ ソ ッ ド 説明
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プラグインの実行
プラグイン サンプルから抜粋した次のコード  リ ス トは、 アクシ ョ ンのための実
行時コンポーネン ト  ク ラスを定義する方法を示しています。 この抜粋は、
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin/src/com/bea/wlpi/
tour/po/plugin ディレク ト リの CheckInventoryAction.java ファ イルから取
り出したものです。 重要なコード行は、 太字で示します。

注意 : プラグイン アクシ ョ ン実行時コンポーネン ト  ク ラスの定義方法を示すそ
の他の例については、
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin/src/com/bea
/wlpi/tour/po/plugin ディ レク ト リの 
SendConfirmationAction.java ファ イルを参照して ください。

public void 
startedWorkflowDone(com.bea.wlpi
.server.plugin.ActionContext 
actionContext, 
com.bea.wlpi.server.common.Execu
tionContext execContext, 
com.bea.wlpi.common.VariableInfo
[] output) throws 
com.bea.wlpi.common.WorkflowExce
ption

以前に開始されていたサブワークフローが完了したこ と
をプラグイン  アクシ ョ ンに通知する。
メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。

actionContext －アクシ ョ ン コンテキス ト を示す
com.bea.wlpi.server.plugin.ActionContext 
オブジェク ト。 アクシ ョ ン コンテキス トは、 サブア
クシ ョ ンの実行やサブワークフローのインスタンス
化のよ うなアクシ ョ ン  レベルのサービスを提供す
る。

execContext －実行コンテキス ト を示す
com.bea.wlpi.common.common.ExecutionCont
ext オブジェク ト。 実行コンテキス トは、 テンプ
レート  ID、 テンプレート定義 ID、 ワークフロー イ
ンスタンス  ID、 イベン ト  データ、 ワークフロー実
行に関係する各種サービスなどの実行時コンテキス
トへのアクセスを提供する。

output －呼び出されたワークフローの出力変数を
示す
com.bea.wlpi.common.VariableInfo 配列。
アクシ ョ ンと実行コンテキス トの詳細については、 4-99 
ページの 「プラグイン実行時コンテキス トの使い方」 を
参照。

表 4-12  PluginAction インタフ ェース メ ソ ッ ド  （続き）

メ ソ ッ ド 説明
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4 プラグイン コンポーネン トの定義
コード  リス ト  4-17   アクシ ョ ンのための実行時コンポーネン ト  クラスの定義

package com.bea.wlpi.tour.po.plugin;

import java.io.IOException;
import com.bea.wlpi.server.plugin.PluginAction;
import com.bea.wlpi.common.WorkflowException;
import com.bea.wlpi.common.plugin.PluginException;
import com.bea.wlpi.common.Messages;
import com.bea.wlpi.common.VariableInfo;
import com.bea.wlpi.evaluator.Expression;
import com.bea.wlpi.evaluator.EvaluatorException;
import com.bea.wlpi.server.common.ExecutionContext;
import com.bea.wlpi.evaluator.ExpressionParser;
import com.bea.wlpi.server.plugin.ActionContext;
import org.xml.sax.*;

public class CheckInventoryAction extends CheckInventoryActionObject
        implements PluginAction {
    private Expression inputValueExpression;
    static int[] quantities = {
        250, 120, 5, 75, 0, 300, 550, 25, 16, 630, 3
    };

    public CheckInventoryAction() {
    }

    public void fixup(ExpressionParser parser) {

        System.out.println("SamplePlugin: CheckInventoryAction.fixup called");

        try {
            inputValueExpression =
                inputVariableName != null
                ? new Expression("$" + inputVariableName, parser) : null;
        } catch (EvaluatorException ee) {
            System.out.println("EvaluationException ocurred in 
CheckInventoryAction");
        }
    }

    public int execute(ActionContext actionContext, ExecutionContext context)
            throws WorkflowException {

        System.out.println("SamplePlugin: CheckInventoryAction.execute called");

        Object valueObject = inputValueExpression != null
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                             ? inputValueExpression.evaluate(context) : null;

        if (valueObject == null)
            throw new PluginException("Sample Plugin", "itemNo is null");

        if (!(valueObject instanceof Long))
            throw new PluginException("Sample Plugin", "itemNo not an integer");

        int itemNo = ((Long)valueObject).intValue();
        int quantity = quantities[itemNo % quantities.length] + itemNo;

        System.out.println("CheckInventoryAction: Output = " + quantity);
        context.setVariableValue(outputVariableName, new Long(quantity));

        return ExecutionContext.CONTINUE;
    }

    public void response(ActionContext actionContext, ExecutionContext 
execContext, Object data)
            throws WorkflowException {
    }

    public void startedWorkflowDone(ActionContext actionContext,
                                    ExecutionContext context,
                                    VariableInfo[] output) {
    }

}

関連する次のコード例も参照して ください。

SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin/src/com/bea/wlpi
/tour/po/plugin ディレク ト リの CheckInventoryActionObject.java で
は、 XML フォーマッ トでプラグイン データを読み込む方法を説明していま
す。

4-23 ページの 「PluginActionData インタフェースの実装」 では、 XML 
フォーマッ トでプラグイン データを読み込み、 保存する方法を説明していま
す。 このク ラスは、 CheckInventoryActionObject ク ラスを拡張します。

4-43 ページの 「PluginActionPanel ク ラスの定義」 では、 設計ク ライアン トで
プラグイン GUI コンポーネン ト を表示する方法を説明しています。

4-74 ページの 「アクシ ョ ン ツ リーのカスタマイズ」 では、 Studio 内の各種
ダイアログ ボッ クスに表示されるアクシ ョ ン ツ リーにリ ス ト されるアク
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4 プラグイン コンポーネン トの定義
シ ョ ンおよびアクシ ョ ン カテゴ リ をカスタマイズする方法を説明していま
す。

プラグイン サンプルの詳細については、 10-1 ページの 「BPM プラグイン サンプ
ル」 を参照してください。

アクシ ョ ン ツリーをカスタマイズする
プラグイン アクシ ョ ンをサポートするには、 Studio 内の各種ダイアログ ボッ ク
スに表示されるアクシ ョ ン ツ リーにリ ス ト されるアクシ ョ ンおよびアクシ ョ ン  
カテゴ リ をカスタマイズする必要があ り ます。

たとえば、 次の図は、 アクシ ョ ン ツ リーがカスタマイズされたバージ ョ ンの [ ア
クシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスです。

図 4-8   カスタマイズされたアクシ ョ ン ツリー

前の図に示したよ うに、 BPM アクシ ョ ン ツ リーに、 新しいアクシ ョ ン カテゴ リ
である  Sample Actions が追加されています。 これは次のプラグイン アクシ ョ ン
を提供します。

Checks available inventory for an item アクシ ョ ン

プラグイン
アクシ ョ ン
とアクシ ョ
ン カテゴ
リ
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Sends Confirm Order Event アクシ ョ ン

アクシ ョ ン ツ リーをカスタマイズする手順は、 次のとおりです。

1. com.bea.wlpi.common.plugin.CategoryInfo オブジェク ト を定義します。
このオブジェク トが、 カスタムのプラグイン アクシ ョ ンとアクシ ョ ン カテゴ
リ を定義します。

CategoryInfo オブジェク トの作成方法については、 2-7 ページの 「プラグ
イン値オブジェク トの定義」 を参照して ください。

2. com.bea.wlpi.server.plugin.Plugin リモート  インタフェースの 
getPluginCapabilitiesInfo() メ ソ ッ ドを実装して、
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginCapabilitiesInfo オブジェク ト を
定義します。

手順 1 で定義した CategoryInfo オブジェク ト を使用して、 カスタム アク
シ ョ ン ツ リー特性を定義します。

Plug-in Manager は、 getPluginCapabilitiesInfo() メ ソ ッ ドを呼び出すと き
に、 既存のアクシ ョ ン カテゴ リ  ツ リーを  
com.bea.wlpi.common.plugin.CategoryInfo オブジェク ト と して渡し、 プラ
グインがツ リーを調べて、 カスタムのアクシ ョ ンやアクシ ョ ン カテゴ リ を追加
する位置を決定できるよ うにする必要があ り ます。 Plug-in Manager は、 この有
効なツ リー構造を取得する と、 取得したツ リー構造を既存のツ リー構造と結合
し、 新しいカテゴ リのそれぞれに新しい systemID を割り当てます。

Plug-in Manager は、 getPluginCapabilitiesInfo() メ ソ ッ ドを複数回呼び出
すこ とができますが、 毎回新たに初期化されたアクシ ョ ン  ツ リーを返す必要が
あ り ます。 既存の CategoryInfo オブジェク ト を再利用した場合、 Plug-in 
Manager は、 setSystemID() メ ソ ッ ドの 2 回目の呼び出し時に 
IllegalStateException を生成します。

既存のアクシ ョ ン カテゴ リのどのレベルでも新しいアクシ ョ ンまたはサブカテ
ゴ リ を追加できますが、 既存のカテゴ リからアクシ ョ ンやサブアクシ ョ ンを削除
するこ とはできません。

プラグイン サンプルから抜粋した次のコード  リ ス トは、 次のメ ソ ッ ドを定義す
る方法を示しています。

getCategoryInfo() メ ソ ッ ド  －このメ ソ ッ ドは、 カスタムのプラグイン ア
クシ ョ ンとカテゴ リ を定義する  CategoryInfo オブジェク ト を定義します。
BPM プラグイン プログラ ミング ガイ ド 4-73

../classdocs/com/bea/wlpi/common/plugin/CategoryInfo.html
../classdocs/com/bea/wlpi/server/plugin/Plugin.html
../classdocs/com/bea/wlpi/common/plugin/PluginCapabilitiesInfo.html
../classdocs/com/bea/wlpi/common/plugin/PluginCapabilitiesInfo.html
../classdocs/com/bea/wlpi/common/plugin/CategoryInfo.html


4 プラグイン コンポーネン トの定義
getPluginCapabilitiesInfo() メ ソ ッ ド  －このメ ソ ッ ドによ り、 アクシ ョ
ン ツ リーをカスタマイズできます。

この抜粋は、
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin/src/com/bea/wlpi/
tour/po/plugin ディ レク ト リの SamplePluginBean.java ファ イルから取り出
したものです。 この例は、 Check Inventory アクシ ョ ンと  Send Confirmation アク
シ ョ ンの 2 つを定義します。 重要なコード行は、 太字で示します。

コード  リス ト  4-18   アクシ ョ ン ツリーのカスタマイズ

private CategoryInfo[] getCategoryInfo(SampleBundle bundle) {

    ActionInfo checkInventoryAction =
            new ActionInfo(SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME, 1,
                    bundle.getString("checkInventoryName"),
                    bundle.getString("checkInventoryDesc"), ICON_BYTE_ARRAY,
                    ActionCategoryInfo.ID_NEW,
                    ActionInfo.ACTION_STATE_ALL,
                    SamplePluginConstants.CHECKINV_CLASSES);

    ActionInfo sendConfirmAction =
            new ActionInfo(SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME, 2,
                    bundle.getString("sendConfirmName"),
                    bundle.getString("sendConfirmDesc"), ICON_BYTE_ARRAY,
                    ActionCategoryInfo.ID_NEW,
                    ActionInfo.ACTION_STATE_ALL,
                    SamplePluginConstants.SENDCONF_CLASSES);

    ActionCategoryInfo[] actions =
            new ActionCategoryInfo[]{ checkInventoryAction, sendConfirmAction};

    CategoryInfo[] catInfo =
            new CategoryInfo[]{ new CategoryInfo(SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME,
                    0, bundle.getString("catName"),
                    bundle.getString("catDesc"),
                    ActionCategoryInfo.ID_NEW,
                    actions)};
    return catInfo;
}

public PluginCapabilitiesInfo getPluginCapabilitiesInfo(Locale lc,
        CategoryInfo[] info) {

    PluginInfo pi;
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    FieldInfo orderFieldInfo;
    FieldInfo confirmFieldInfo;
    FieldInfo[] fieldInfo;
    FunctionInfo fi;
    FunctionInfo[] functionInfo;
    StartInfo si;
    StartInfo[] startInfo;
    EventInfo ei;
    EventInfo[] eventInfo;
    SampleBundle bundle = new SampleBundle(lc);

    log("getPluginCapabilities called");

    pi = createPluginInfo(lc);

    orderFieldInfo =
            new FieldInfo(SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME, 3,
                    bundle.getString("orderFieldName"),
                    bundle.getString("orderFieldDesc"),
                    SamplePluginConstants.ORDER_FIELD_CLASSES, false);

    confirmFieldInfo =
            new FieldInfo(SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME, 4,
                    bundle.getString("confirmFieldName"),
                    bundle.getString("confirmFieldDesc"),
                    SamplePluginConstants.CONFIRM_FIELD_CLASSES, false);

    fieldInfo = new FieldInfo[]{ orderFieldInfo, confirmFieldInfo};

    ei = new EventInfo(SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME, 6,
                       bundle.getString("confirmOrderName"),
                       bundle.getString("confirmOrderDesc"), ICON_BYTE_ARRAY,
                       SamplePluginConstants.EVENT_CLASSES,
                       confirmFieldInfo);

    eventInfo = new EventInfo[]{ ei};

    fi = new FunctionInfo(SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME, 7,
            bundle.getString("calcTotalName"),
            bundle.getString("calcTotalDesc"),
            bundle.getString("calcTotalHint"),
            SamplePluginConstants.FUNCTION_CLASSES, 3, 3);

    functionInfo = new FunctionInfo[]{ fi};

    si = new StartInfo(SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME, 5,
            bundle.getString("startOrderName"),
            bundle.getString("startOrderDesc"), ICON_BYTE_ARRAY,
            SamplePluginConstants.START_CLASSES, orderFieldInfo);
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    startInfo = new StartInfo[]{ si};

    PluginCapabilitiesInfo pci = new PluginCapabilitiesInfo(pi,
            getCategoryInfo(bundle), eventInfo, fieldInfo, functionInfo, 
startInfo,
            null, null, null, null, null);

    return pci;
}

関連する次のコード例も参照して ください。

SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin/src/com/bea/wlpi
/tour/po/plugin ディレク ト リの CheckInventoryActionObject.java で
は、 XML フォーマッ トでプラグイン データを読み込む方法を説明していま
す。

4-23 ページの 「PluginActionData インタフェースの実装」 では、 XML 
フォーマッ トでプラグイン データを読み込み、 保存する方法を説明していま
す。 このク ラスは、 CheckInventoryActionObject ク ラスを拡張します。

4-43 ページの 「PluginActionPanel ク ラスの定義」 では、 設計ク ライアン トで
プラグイン GUI コンポーネン ト を表示する方法を説明しています。

4-70 ページの 「アクシ ョ ンのための実行時コンポーネン ト  ク ラスの定義」
では、 プラグイン実行情報を定義する方法を説明しています。

プラグイン サンプルの詳細については、 10-1 ページの 「BPM プラグイン サンプ
ル」 を参照してください。

完了ノードのための実行時コンポーネン ト  クラス
の定義

完了ノードのための実行時コンポーネン ト  ク ラスを定義するには、 
com.bea.wlpi.server.plugin.PluginDone インタフェースを実装します。
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注意 : PluginDone インタフェースは、
com.bea.wlpi.server.plugin.PluginTemplateNode を拡張します。
PluginTemplateNode インタフェース とそのメ ソ ッ ドの詳細については、
4-97 ページの 「PluginTemplateNode インタフェース」 を参照してくださ
い。

PluginDone インタフェースによ り追加される メ ソ ッ ドはあ り ません。

次のコード  リ ス ト で、 完了ノードのための実行時コンポーネン ト  ク ラスを定義
する方法を示します。 重要なコード行は、 太字で示します。

注意 : このク ラスは、 プラグイン サンプルには含まれていません。

コード  リス ト  4-19   完了ノードのための実行時コンポーネン ト  クラスの定義

package com.bea.wlpi.test.plugin;

import com.bea.wlpi.common.Messages;
import com.bea.wlpi.common.WorkflowException;
import com.bea.wlpi.evaluator.ExpressionParser;
import com.bea.wlpi.server.common.ExecutionContext;
import com.bea.wlpi.server.plugin.PluginDone;
import java.io.IOException;
import java.util.Map;
import org.xml.sax.*;

public class DoneNode extends DoneObject implements PluginDone {
    public DoneNode() {
    }

    public int activate(ExecutionContext context)
        throws WorkflowException {

        System.out.println("TestPlugin: DoneNode activated");

        // プラグイン インスタンス データを初期化する
        Map instanceData = 
(Map)context.getPluginInstanceData(TestPluginConstants.PLUGIN_NAME);
        if (instanceData != null) {
            Object started = 
instanceData.get(TestPluginConstants.INST_DATA_STARTED);
            System.out.println("instance data = " + started);
        }

        int stopMode;
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        if (yesOrNo.equals(TestPluginConstants.DONE_YES)) {
            System.out.println("TestPlugin: DoneNode = YES");
            stopMode = ExecutionContext.CONTINUE;
        } else {
            System.out.println("TestPlugin: DoneNode = NO");
            stopMode = ExecutionContext.STOP;
        }

        return stopMode;
    }

    public void fixup(ExpressionParser parser) {
    }

}

関連する次のコード例も参照して ください。

4-5 ページの 「完了ノードのための PluginObject インタフェースの実装」 で
は、 XML フォーマッ トでプラグイン データを読み込む方法を説明していま
す。

4-14 ページの 「完了ノードのための PluginData インタフェースの実装」 で
は、 XML フォーマッ トでプラグイン データを読み込み、 保存する方法を説
明しています。 このク ラスは、 PluginObject ク ラスを拡張します。

4-35 ページの 「完了ノードのための PluginPanel ク ラスの定義」 では、 プラ
グイン GUI コンポーネン ト を定義する方法を説明しています。

イベン ト  ノードのための実行時コンポーネン ト  ク
ラスの定義

イベン ト  ノードのための実行時コンポーネン ト  ク ラスを定義するには、
com.bea.wlpi.server.plugin.PluginEvent インタフェースを実装します。

次の表で、 実行時コンポーネン ト  ク ラスの一部と して実装の必要な 
PluginEvent インタフェース  メ ソ ッ ドについて説明します。
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プラグインの実行
表 4-13  PluginEvent インタフェース メ ソ ッ ド

メ ソ ッ ド 説明

public int 
activate(com.bea.wlpi.server.
common.EventContext 
eventContext, 
com.bea.wlpi.server.common.Ex
ecutionContext execContext) 
throws 
com.bea.wlpi.common.WorkflowE
xception

イベン ト をアクティブ化する。
Event Processor は、 マッチング イベン トが前のノードから
の着信遷移によ りアクティブ化される と きに、 このメ ソ ッ
ドを呼び出す。
次に、 プラグインは、 イベン ト  ウォ ッチを記録して、 Event 
Processor が着信イベン ト をこの特定のノード と ワークフ
ロー インスタンスに対してマッチングできるよ うにする。
プラグインは、
com.bea.wlpi.server.plugin.EventContext の 
activateEvent() メ ソ ッ ドを呼び出すこ とによ り、 デフォ
ルトのイベン ト  ウォッチ登録、 送信される メ ッセージの処
理、 イベン ト  マッチング機能を使用できる。 プラグインで
は、 必要な情報を記録するこ と、 および定義された基準に
基づいて実行時マッチングを実行するイベン ト  ハンド ラを
提供する必要がある。 プラグイン  イベン トの処理方法の詳
細については、 6-1 ページの 「プラグイン イベン トの処理」
を参照。

注意 : プラグインが BPM JMS イベン ト  リ スナに依存して
いない場合、 イベン ト  ハンド ラを用意する必要はあ
り ません。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。

eventContext －
イベン ト  コンテキス ト を示す 
com.bea.wlpi.server.plugin.EventContext オブ
ジェク ト。 イベン ト  コンテキス トは、 イベン ト  ウォ ッ
チ登録のよ うな実行時イベン ト関係のサービスへのアク
セスを提供する。

execContext －
実行コンテキス ト を示す 
com.bea.wlpi.server.common.ExecutionContext 
オブジェク ト。 実行コンテキス トは、 テンプレート  ID、
テンプレート定義 ID、 ワークフロー インスタンス  ID、
イベン ト  データ、 ワークフロー実行に関係する各種サー
ビスなどの実行時コンテキス トへのアクセスを提供す
る。
イベン ト と実行コンテキス トの詳細については、 4-99 ペー
ジの 「プラグイン実行時コンテキス トの使い方」 を参照。
このメ ソ ッ ドは、 イベン トがアクティブ化された後に処理
を続行するかど うかを指定する リ ターン  コードを示す次の
いずれかの 
com.bea.wlpi.server.common.ExecutionContext 整数
値を返す。

CONTINUE －処理を続行する。
STOP －処理を停止する。
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4 プラグイン コンポーネン トの定義
public void 
fixup(com.bea.wlpi.evaluator.
ExpressionParser parser) 
throws 
com.bea.wlpi.common.WorkflowE
xception

プラグイン ノードが必要な式をコンパイルできるよ うにす
る。

Plug-in Manager は、 テンプレート定義を解析して、 結果を
メモ リに格納した後、 ワークフローを開始する前に、 この
メ ソ ッ ドを呼び出す。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。
parser －式パーサを示す
com.bea.wlpi.evaluator.ExpressionParser オブジェ
ク ト。

表 4-13  PluginEvent インタフェース メ ソ ッ ド  （続き）

メ ソ ッ ド 説明
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public int 
trigger(com.bea.wlpi.server.c
ommon.EventContext 
eventContext, 
com.bea.wlpi.server.common.Ex
ecutionContext execContext) 
throws 
com.bea.wlpi.common.WorkflowE
xception

イベン ト を ト リ ガする。

Event Processor は、 このイベン ト  ノードの基準とマッチす
る着信イベン ト を検出したと きに、 このメ ソ ッ ドを呼び出
す。 デフォルトのイベン ト  ウォッチ登録とマッチング サー
ビスを使用するプラグインは、
com.bea.wlpi.server.plugin.EventContext の 
removeEventWatch() メ ソ ッ ドを呼び出して、 イベン ト を
非リ スン状態にする必要がある。 デフォルトのイベン ト  
ウォ ッチ登録とマッチング サービスを使用しないプラグイ
ンは、 前の activate() の呼び出し時にこのノードに対し
てプラグイン提供のイベン ト  ウォッチ レコードが確立され
ている場合、 それらをすべて無効にする必要がある。

プラグインは、 BPM JMS イベン ト  リ スナを介してイベン ト
が到着する場合、 イベン ト  ハンド ラを提供する必要がある。
そ うでない場合は、 独自のイベン ト  リ スナ サービスを実装
する必要がある。 イベン ト  ハンド ラの定義方法の詳細につ
いては、 6-1 ページの 「プラグイン イベン トの処理」 を参
照。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。

eventContext －イベン ト  コンテキス ト を示す
com.bea.wlpi.server.plugin.EventContext オブ
ジェク ト。 イベン ト  コンテキス トは、 イベン ト  ウォ ッ
チ登録のよ うな実行時イベン ト関係のサービスへのアク
セスを提供する。

execContext －実行コンテキス ト を示す
com.bea.wlpi.server.common.ExecutionContext 
オブジェク ト。 実行コンテキス トは、 テンプレート  ID、
テンプレート定義 ID、 ワークフロー インスタンス  ID、
イベン ト  データ、 ワークフロー実行に関係する各種サー
ビスなどの実行時コンテキス トへのアクセスを提供す
る。

イベン ト と実行コンテキス トの詳細については、 4-99 ペー
ジの 「プラグイン実行時コンテキス トの使い方」 を参照。

このメ ソ ッ ドは、 イベン トが ト リガされた後に処理を続行
するかど うかを指定する リ ターン  コードを示す次のいずれ
かの com.bea.wlpi.server.common.ExecutionContext 
整数値を返す。

CONTINUE －処理を続行する。

STOP －処理を停止する。

表 4-13  PluginEvent インタフェース メ ソ ッ ド  （続き）

メ ソ ッ ド 説明
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4 プラグイン コンポーネン トの定義
プラグイン サンプルから抜粋した次のコード  リ ス トは、 イベン ト  ノードのため
の実行時コンポーネン ト  ク ラスを定義する方法を示しています。 この抜粋は、
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin/src/com/bea/wlpi/
tour/po/plugin ディレク ト リの StartNode.java ファ イルから取り出したもの
です。 重要なコード行は、 太字で示します。

コード  リス ト  4-20   イベン ト  ノードのための実行時コンポーネン ト  クラスの定
義

package com.bea.wlpi.tour.po.plugin;

import java.io.IOException;
import com.bea.wlpi.server.plugin.PluginEvent;
import com.bea.wlpi.common.WorkflowException;
import com.bea.wlpi.common.Messages;
import com.bea.wlpi.evaluator.Expression;
import com.bea.wlpi.evaluator.EvaluatorException;
import com.bea.wlpi.server.common.ExecutionContext;
import com.bea.wlpi.server.plugin.EventContext;
import com.bea.wlpi.server.workflow.Workflow;
import com.bea.wlpi.server.workflow.Variable;
import com.bea.wlpi.evaluator.ExpressionParser;
import com.bea.wlpi.server.workflow.TemplateNode;
import org.xml.sax.*;

public class EventNode extends EventObject implements PluginEvent {

    public EventNode() {
    }

    public int activate(EventContext eventContext, ExecutionContext execContext)
            throws WorkflowException {

        System.out.println("SamplePlugin: EventNode activated");
        eventContext.activateEvent(execContext,
                                   SamplePluginConstants.CONTENTTYPE,
                                   eventDesc, null, null);

        return ExecutionContext.CONTINUE;
    }

    public int trigger(EventContext context, ExecutionContext execContext)
            throws WorkflowException {

        System.out.println("SamplePlugin: EventNode triggered");
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        context.removeEventWatch(execContext);

        return ExecutionContext.CONTINUE;
    }

    public void fixup(ExpressionParser parser) {
    }
}

関連する次のコード例も参照して ください。

SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin/src/com/bea/wlpi
/tour/po/plugin ディレク ト リの EventObject.java では、 プラグイン 
データを読み込むために PluginObject インタフェースを実装する方法を説
明しています。

4-16 ページの 「イベン ト  ノードのための PluginData インタフェースの実装」
では、 プラグイン データを読み込み、 保存する方法を説明しています。 この
ク ラスは、 EventObject ク ラスを拡張します。

4-55 ページの 「イベン ト  ノードのための PluginTriggerPanel ク ラスの定義」
では、 設計クライアン トでプラグイン  GUI コンポーネン ト を表示する方法を
説明しています。

プラグイン サンプルの詳細については、 10-1 ページの 「BPM プラグイン サンプ
ル」 を参照してください。

関数のための実行時コンポーネン ト  クラスの定義
関数のための実行時コンポーネン ト  ク ラスを定義するには、
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginFunction インタフェースを実装しま
す。 次の表で、 実装の必要な PluginFunction インタフェース  メ ソ ッ ドについ
て説明します。
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4 プラグイン コンポーネン トの定義
プラグイン サンプルから抜粋した次のコード  リ ス トは、 関数のための実行時コ
ンポーネン ト  ク ラスを定義する方法を示しています。 この抜粋は、
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin/src/com/bea/wlpi/
tour/po/plugin ディ レク ト リの CalculateTotalPriceFunction.java ファ イ
ルから取り出したものです。 重要なコード行は、 太字で示します。

表 4-14  PluginFunction インタフェース メ ソ ッ ド

メ ソ ッ ド 説明

public java.lang.Object 
evaluate(com.bea.wlpi.evaluator.EvaluationCont
ext context, java.lang.Object[] args
) throws 
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginException

関数を評価する。

式エバリ ュエータは、 この関数呼び
出しを評価する必要がある場合に、
このメ ソ ッ ドを呼び出す。 プラグイ
ン関数は、 コンテキス ト  パラ メータ
によ り提供されるコンテキス ト情報
から戻り値を計算できる。 このパラ
メータは、 イベン ト  データ と ワーク
フロー インスタンス状態へのアクセ
スを提供する （該当する場合）。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のと
おり。

context －評価コンテキス ト を示
す
com.bea.wlpi.evaluator.Eva
luationContext オブジェク ト 。

args －パラ メータ値を示す
java.lang.Object 値の配列。
値は、 ソース式で関数引数を表す
式の評価を通じて、 あらかじめ計
算される。

このメ ソ ッ ドは、 関数評価結果を示
す java.lang.String オブジェク ト
を返す。
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プラグインの実行
コード  リス ト  4-21   関数のための実行時コンポーネン ト  クラスの定義

package com.bea.wlpi.tour.po.plugin;

import com.bea.wlpi.common.Messages;
import com.bea.wlpi.common.plugin.PluginFunction;
import com.bea.wlpi.common.plugin.PluginException;
import com.bea.wlpi.evaluator.*;
import com.bea.wlpi.tour.po.BadStateException;
import java.lang.NumberFormatException;

/**
 * このサンプル関数は、受注合計額を計算する。
 * 金額は、品目 ID、数量、および出荷先を使用して計算される。
 * 出荷先は、売上税率を調べるために使用される。
 */
public class CalculateTotalPriceFunction implements PluginFunction {
    static StateTax[] stateTax = {
        new StateTax("AB", 0.07), new StateTax("AK", 0.06),
        new StateTax("AL", 0.06), new StateTax("AR", 0.03),
        new StateTax("AZ", 0.05), new StateTax("BC", 0.05),
        new StateTax("CA", 0.04), new StateTax("CO", 0.08),
        new StateTax("CT", 0.03), new StateTax("DC", 0.05),
        new StateTax("DE", 0.05), new StateTax("FL", 0.00),
        new StateTax("GA", 0.06), new StateTax("HI", 0.07),
        new StateTax("IA", 0.07), new StateTax("ID", 0.08),
        new StateTax("IL", 0.06), new StateTax("IN", 0.03),
        new StateTax("KS", 0.05), new StateTax("KY", 0.07),
        new StateTax("LA", 0.06), new StateTax("MA", 0.05),
        new StateTax("MB", 0.05), new StateTax("MD", 0.04),
        new StateTax("ME", 0.04), new StateTax("MI", 0.03),
        new StateTax("MN", 0.05), new StateTax("MO", 0.06),
        new StateTax("MS", 0.07), new StateTax("MT", 0.07),
        new StateTax("NB", 0.08), new StateTax("NC", 0.07),
        new StateTax("ND", 0.08), new StateTax("NE", 0.03),
        new StateTax("NF", 0.06), new StateTax("NH", 0.09),
        new StateTax("NJ", 0.03), new StateTax("NM", 0.06),
        new StateTax("NV", 0.03), new StateTax("NY", 0.06),
        new StateTax("NS", 0.08), new StateTax("NT", 0.07),
        new StateTax("OH", 0.07), new StateTax("OK", 0.02),
        new StateTax("ON", 0.08), new StateTax("OR", 0.08),
        new StateTax("PA", 0.07), new StateTax("PE", 0.07),
        new StateTax("PQ", 0.05), new StateTax("RI", 0.05),
        new StateTax("SC", 0.05), new StateTax("SD", 0.04),
        new StateTax("SK", 0.04), new StateTax("TN", 0.06),
        new StateTax("TX", 0.06), new StateTax("UT", 0.07),
        new StateTax("VA", 0.07), new StateTax("VT", 0.08),
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4 プラグイン コンポーネン トの定義
        new StateTax("WA", 0.07), new StateTax("WI", 0.07),
        new StateTax("WV", 0.08), new StateTax("WY", 0.05),
        new StateTax("YT", 0.07)
    };
    static double[] prices = {
        29.95, 524.79, 33.21, 9.99, 12.28, 152.50, 43.55, 32.90, 328.55, 72.50,
        87.50
    };

    public CalculateTotalPriceFunction() throws EvaluatorException {
        System.out.println("CalculateTotalPriceFunction: constructor called");
    }

    public Object evaluate(EvaluationContext context, Object[] args)
            throws PluginException {

        int itemNo;
        int quantity;
        String state;

        System.out.println("CalculateTotalPriceFunction: evaluate called");

        try {
            itemNo = ((Long)args[0]).intValue();
        } catch (Exception e) {
            throw new PluginException(SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME,
                                      "Invalid ItemID argument");
        }

        try {
            quantity = ((Long)args[1]).intValue();
        } catch (Exception e2) {
            e2.printStackTrace();

            throw new PluginException(SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME,
                                      "Invalid Quantity argument");
        }

        if (!(args[2] instanceof String)) {
            throw new PluginException(SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME,
                                      "Invalid State argument");
        }

        state = (String)args[2];

        int i;

        // stateTax 配列で出荷先を検索する
        for (i = 0; i < stateTax.length; ++i) {
4-86 BPM プラグイン プログラ ミング ガイ ド



プラグインの実行
            if (stateTax[i].equals(state))

                break;
        }

        if (i == stateTax.length)
            throw new PluginException(new BadStateException("Invalid state 
abbreviation: "
                    + state));

        double total = (prices[itemNo % prices.length] + itemNo / prices.length)
                       * quantity * (1 + stateTax[i].getTax());

        return new Double(total);
    }
}

class StateTax {
    String abbrev;
    double tax;

    public boolean equals(String abbrev) {
        return this.abbrev.equalsIgnoreCase(abbrev);
    }

    public double getTax() {
        return tax;
    }

    public StateTax(String abbrev, double tax) {
        this.abbrev = abbrev;
        this.tax = tax;
    }
}

プラグイン サンプルの詳細については、 10-1 ページの 「BPM プラグイン サンプ
ル」 を参照してください。
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メ ッセージ タイプのための実行時コンポーネン ト  
クラスの定義

メ ッセージ タイプのための実行時コンポーネン ト を定義するには、
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginField インタフェースを実装して、 プラ
グイン フ ィールドを定義する必要があ り ます。 プラグイン  フ ィールドによ り、
開始ノードまたはイベン ト  ノードで受信した外部イベン ト と関連付けられてい
るカスタム プラグイン データを解析できます。 その後、 エバリ ュエータ式から
このデータを参照するこ とができます。 プラグインは、 関連付けられたイベン ト
記述子にアクセスするこ とによ り、 外部イベン トのコンテンツ  タイプを判別し
ます。

プラグイン フレームワークは、 プラグイン フ ィールド  データを使用して、
[Expression Builder] ダイアログ ボッ クスを表示します。 たとえば、 次の図に示
す [Expression Builder] ダイアログ ボッ クスでは、プラグインの [Fields] カテゴ リ
が選択され、 その結果である有効なフ ィールド要素のリ ス トが表示されていま
す。

図 4-9   [Expression Builder] ダイアログ ボックスに表示されたプラグイン 
フ ィールド
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プラグインの実行
プラグイン フ ィールドを定義するには、
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginField インタフェースを実装します。 次
の表で、 実装の必要な PluginField インタフェース  メ ソ ッ ドについて説明しま
す。

表 4-15  PluginField インタフ ェース メ ソ ッ ド

メ ソ ッ ド 説明

public java.lang.Object 
evaluate(com.bea.wlpi.evaluator.EvaluationCont
ext context) throws 
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginException

フ ィールドを評価する。

式エバリ ュエータは、 このオブジェ
ク トによ り参照される値を、 評価コ
ンテキス ト  パラ メータに含まれるイ
ベン トから取得する必要がある場合
に、 このメ ソ ッ ドを呼び出す。

その値を計算する際、 プラグイン  
フ ィールドはフ ィールド修飾子を考
慮する必要がある。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のと
おり。

context －評価コンテキス ト を示す
com.bea.wlpi.evaluator.Evalua
tionContext オブジェク ト。
このメ ソ ッ ドは、 フ ィールド評価結
果を示す java.lang.Object オブ
ジェク ト を返す。
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4 プラグイン コンポーネン トの定義
public void init(java.lang.String name, 
java.lang.String eventDescriptor) throws 
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginException

フ ィールド名と イベン ト記述子の値
を初期化する。

Plug-in Manager は、 イベン ト記述子
のコンテキス トで値が要求されてい
るフ ィールドの名前を使用する。

1 つのフ ィールド  タイプは、 1 つまた
は複数のメ ッセージ タイプをサポー
トできる。 複数のメ ッセージ タイプ
がサポート されている場合、 フ ィー
ルド  タイプは、 イベン ト記述子を使
用してタイプを区別する。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のと
おり。

name －フ ィールド名を示す
java.lang.String オブジェク
ト。

eventDescriptor －フ ィールド  
イベン ト記述子を示す
java.lang.String オブジェク
ト。

表 4-15  PluginField インタフ ェース メ ソ ッ ド  （続き）

メ ソ ッ ド 説明
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プラグインの実行
プラグイン サンプルから抜粋した次のコード  リ ス トは、 メ ッセージ タイプのた
めの実行時コンポーネン ト  ク ラスを定義する方法を示しています。 このプラグ
イン フ ィールドは、 顧客の注文と関連付けられたデータの入っている  1 つの
メ ッセージ タイプを処理します。 データは、 String フォーマッ トであ り、 各
データ要素はセ ミ コロンで区切られています。 プラグイン  フ ィールドには、 セ
ミ コロンで区切られた値の入っている文字列バッファ と して外部イベン ト  デー
タを提供するこ とになっています。 execute() メ ソ ッ ドでは、 このク ラスはイ
ベン ト  データについて単純な検証をいくつか実行し、 要求されたフ ィールド名
と して String オブジェク ト を返します。 この抜粋は、
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin/src/com/bea/wlpi/
tour/po/plugin ディ レク ト リの OrderField.java ファ イルから取り出したも
のです。 重要なコード行は、 太字で示します。

コード  リス ト  4-22   メ ッセージ タイプのための実行時コンポーネン ト  クラスの
定義

package com.bea.wlpi.tour.po.plugin;

import com.bea.wlpi.common.plugin.PluginException;

public void 
setQualifier(com.bea.wlpi.server.plugin.Plugin
Field qualifier) throws 
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginException

フ ィールド修飾子を設定する。

Plug-in Manager は、 修飾された
フ ィールド参照を式パーサが検出し
たと きに、 このメ ソ ッ ドを呼び出す。

このメ ソ ッ ドは、 プラグイン フ ィー
ルドが、 外部データ  ディ クシ ョナリ
情報にアクセスし、 コンパイルされ
た式の一部と して保存されている列
詳細を取得できるよ うにする。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のと
おり。

qualifier －このオブジェク ト と同
じ ク ラスのフ ィールド修飾子を示す
com.bea.wlpi.common.plugin.Pl
uginField オブジェク ト 。

表 4-15  PluginField インタフ ェース メ ソ ッ ド  （続き）

メ ソ ッ ド 説明
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import com.bea.wlpi.common.plugin.PluginField;
import com.bea.wlpi.evaluator.EvaluationContext;
import com.bea.wlpi.server.eventprocessor.EventData;
import java.util.StringTokenizer;

/*
 * このサンプル フィールド タイプは、セミコロンで区切られたフィールド値の入った
 * 文字列バッファを予想している。フィールドの順序は固定である。.
 */

public final class OrderField implements PluginField {
    private String docType;
    private String name;

    public void init(String name, String eventDescriptor)
            throws PluginException {
        this.name = name;
        docType = eventDescriptor;
    }

    public void setQualifier(PluginField qualifier) throws PluginException {

        System.out.println("OrderField.setQualifier(" + qualifier + ')');

        throw new PluginException(SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME,
                                  "Qualifiers are not supported");
    }

    public Object evaluate(EvaluationContext context) throws PluginException {

        // イベント データを取得し、それが String オブジェクトであることを確認する
        EventData eventData = context.getEventData();

        if (eventData == null)
            throw new PluginException(SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME,
                                      "The event data is null.");

        docType = eventData.getEventDescriptor();

        if (!docType.equals(SamplePluginConstants.START_ORDER_EVENT))
            throw new PluginException(SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME,
                                      "The event descriptor is invalid.");

        Object object = eventData.getContent();

        if (!(object instanceof String))
            throw new PluginException(SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME,
                                      "The event data is invalid.");
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        // フィールド名が有効であるかチェックする
        int i;

        for (i = 0; i < SamplePluginConstants.ORDER_FIELDS.length; i++) {
            if (SamplePluginConstants.ORDER_FIELDS[i].equals(name))

                break;
        }

        // 有効なフィールド名のリストにフィールド名があるか ?
        if (i == SamplePluginConstants.ORDER_FIELDS.length)
            throw new PluginException(SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME,
                                      "The field name " + name
                                      + " is invalid.");

        String data = (String)object;
        StringTokenizer st = new StringTokenizer(data, ";");
        String token = null;

        while (st.hasMoreTokens() && i >= 0) {
            token = st.nextToken();

            i--;
        }

        // 必要なフィールドの検索が終了する前に、その中のデータがなくなったか？
        if (i >= 0) {
            throw new PluginException(SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME,
                                      "The event data is invalid.");
        }

        String value = token;

        System.out.println("OrderField: name = " + name + ", value = " + value);

        // テキスト値を返す
        return value;
    }
}

The ORDER_FIELDS value is defined within the SamplePluginConstants.java 
class file as follows:
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final static String[] ORDER_FIELDS = {
     "CustomerName", "CustomerID", "OrderStatus", "OrderID",
     "CustomerEmail", "ItemName", "ItemID", "ItemQuantity",
     "CustomerState"
};

4-88 ページの 「[Expression Builder] ダイアログ ボッ クスに表示されたプラグイ
ン フ ィールド」 の図に、 [Expression Builder] ダイアログ ボッ クス内に表示され
るフ ィールド要素を示してあ り ます。

プラグイン サンプルの詳細については、 10-1 ページの 「BPM プラグイン サンプ
ル」 を参照してください。

開始ノードのための実行時コンポーネン ト  クラス
の定義

開始ノードのための実行時コンポーネン ト  ク ラスを定義するには、
com.bea.wlpi.server.plugin.PluginStart2 インタフェースを実装します次
の表で、 実装の必要な PluginStart2 インタフェース  メ ソ ッ ドについて説明し
ます。

注意 : PluginStart2 インタフェースは、
com.bea.wlpi.server.plugin.PluginTemplateNode インタフェース
からのメ ソ ッ ドを継承します。 詳細については、 4-97 ページの
「PluginTemplateNode インタフェース」 を参照して ください。
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プラグインの実行
表 4-16  PluginStart2 インタフ ェース メ ソ ッ ド

メ ソ ッ ド 説明

public void 
setTrigger(com.bea.wlpi.ser
ver.plugin.EventContext 
context, java.lang.String 
orgExpr, boolean 
orgIsExpression
) throws 
com.bea.wlpi.common.Workflo
wException

この開始ノードのためのイベン ト  ウォ ッチを設定する。
テンプレート定義は、 テンプレート定義がアクティブ化され、
保存される と きに、 このメ ソ ッ ドを呼び出す。

プラグインは、 このメ ソ ッ ドを使用してイベン ト  ウォ ッチを記
録する。 Event Processor は、 記録されたイベン ト  ウォ ッチを使
用して、 着信イベン ト をこの特定のノード とテンプレート定義
に対してマッチングできる。 プラグインは、 
com.bea.wlpi.server.plugin.EventContext.postStart
Watch() メ ソ ッ ドを呼び出すこ とによ り、 デフォルトのイベン
ト  ウォ ッチ登録、 送信される メ ッセージの処理、 イベン ト  
マッチング機能を使用できる。 プラグインは、 実行時マッチン
グを実行するためにイベン ト  ハンド ラを提供する必要がある。

注意 : プラグインが BPM JMS イベン ト  リ スナに依存してい
ない場合、 イベン ト  ハンド ラを用意する必要はあ り ま
せん。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。

eventContext －開始ノード  イベン ト  コンテキス ト を示
す
com.bea.wlpi.server.plugin.EventContext オブジェ
ク ト。 イベン ト  コンテキス トは、 イベン ト  ウォ ッチ登録の
よ うな実行時イベン ト関係のサービスへのアクセスを提供
する。

orgExpr －
 ワークフローをインスタンス化するオーガニゼーシ ョ ンの 
ID を生成するために使用される式を示す
java.lang.String オブジェク ト。

orgIsExpression －指定されたオーガニゼーシ ョ ンが式
であるかど うかを示す
ブール値 （式である場合は true、 式でない場合は 
false）。

プラグイン イベン ト を処理するイベン ト  ハンド ラの定義方法
の詳細については、 6-1 ページの 「プラグイン イベン トの処理」
を参照。
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プラグイン サンプルから抜粋した次のコード  リ ス トは、 開始ノードのための実
行時コンポーネン ト  ク ラスを定義する方法を示しています。 この抜粋は、
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin/src/com/bea/wlpi/
tour/po/plugin ディレク ト リの StartNode.java ファ イルから取り出したもの
です。 重要なコード行は、 太字で示します。

コード  リス ト  4-23   開始 ノードのための実行時コンポーネン ト  クラスの定義

package com.bea.wlpi.tour.po.plugin;

import java.io.IOException;
import com.bea.wlpi.server.plugin.PluginStart2;
.
.
.
public class StartNode extends StartObject implements PluginStart2 {

    public StartNode() {
    }
.
.
.
    public void setTrigger(EventContext context, String orgExpr, 
                           boolean orgIsExpr)
            throws WorkflowException {

        System.out.println("SamplePlugin: StartNode - setTrigger called");
        context.postStartWatch(SamplePluginConstants.CONTENTTYPE, eventDesc,
                               null, null);
    }

    public void fixup(ExpressionParser parser) {
    }
}

関連する次のコード例も参照して ください。

4-8 ページの 「開始ノードのための PluginObject インタフェースの実装」 で
は、 XML フォーマッ トでプラグイン データを読み込む方法を説明していま
す。
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4-17 ページの 「開始ノードのための PluginData インタフェースの実装」 で
は、 XML フォーマッ トでプラグイン データを読み込み、 保存する方法を説
明しています。 このク ラスは、 StartObject ク ラスを拡張します。

4-51 ページの 「開始ノードのための PluginTriggerPanel ク ラスの定義」 で
は、 設計ク ライアン トでプラグイン GUI コンポーネン ト を表示する方法を説
明しています。

4-99 ページの 「プラグイン実行時コンテキス トの使い方」 では、 エバリ ュ
エータ式から参照できるプラグイン  フ ィールドを定義する方法を説明してい
ます。

プラグイン サンプルの詳細については、 10-1 ページの 「BPM プラグイン サンプ
ル」 を参照してください。

PluginTemplateNode インタフェース
com.bea.wlpi.server.plugin.PluginTemplateNode インタフェースは、 完了
ノード と開始ノードをアクティブ化する メ ソ ッ ド と、 これらの式をコンパイルす
るためのメ ソ ッ ドを提供します。

PluginTemplateNode インタフェースは、 次のインタフェースによ り拡張され
ます。

com.bea.wlpi.server.plugin.PluginDone

com.bea.wlpi.server.plugin.PluginStart2

次の表で、完了ノードまたは開始ノードを定義する と きに実行時コンポーネン ト  
ク ラスの一部と して実装の必要な PluginTemplateNode インタフェース  メ ソ ッ
ドについて説明します。
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4 プラグイン コンポーネン トの定義
PluginTemplateNode インタフェースの詳細については、
com.bea.wlpi.server.plugin.PluginTemplateNode Javadoc を参照してくだ
さい。

表 4-17  PluginTemplateNode インタフ ェース メ ソ ッ ド

メ ソ ッ ド 説明

public void 
activate(com.bea.wlpi.server.common.Exe
cutionContext context) throws 
com.bea.wlpi.common.WorkflowException

ノードをアクティブ化する。

プラグイン フレームワークは、 マッチング 
ノードが前のノードからの着信遷移によ りア
クティブ化される と きに、 このメ ソ ッ ドを呼
び出す。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。
execContext －実行コンテキス ト を示す
com.bea.wlpi.server.common.Execution
Context オブジェク ト。 実行コンテキス トは、
テンプレート  ID、 テンプレート定義 ID、 ワー
クフロー インスタンス  ID、 イベン ト  データ、
ワークフロー実行に関係する各種サービスな
どの実行時コンテキス トへのアクセスを提供
する。

実行コンテキス トの詳細については、 4-99 
ページの 「プラグイン実行時コンテキス トの
使い方」 を参照。

public void 
fixup(com.bea.wlpi.evaluator.Expression
Parser parser) throws 
com.bea.wlpi.common.WorkflowException

プラグイン ノードが必要な式をコンパイルで
きるよ うにする。

Plug-in Manager は、 テンプレート定義を解析
して、 結果をメモリに格納した後、 ワークフ
ローを開始する前に、 このメ ソ ッ ドを呼び出
す。 プラグインの開始ノード と完了ノードは、
負荷のかかる初期化手順をすべてこの時点で
実行する必要がある。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。
parser －式パーサを示す
com.bea.wlpi.evaluator.ExpressionPar
ser オブジェク ト。
4-98 BPM プラグイン プログラ ミング ガイ ド

../classdocs/com/bea/wlpi/server/common/ExecutionContext.html
../classdocs/com/bea/wlpi/server/common/ExecutionContext.html
../classdocs/com/bea/wlpi/server/plugin/PluginTemplateNode.html
../classdocs/com/bea/wlpi/server/plugin/PluginTemplateNode.html


プラグイン実行時コンテキス トの使い方
プラグイン実行時コンテキストの使い方

プラグインに関する実行時実行情報を定義するには、 4-63 ページの 「プラグイ
ンの実行」 に説明されているよ うに、 プラグイン コンポーネン トのための実行
時インタフェースを実装する必要があ り ます。 実行時には、 プラグインはコンテ
キス ト引き渡し と呼ばれるプロセスを使用して、 プロセス  エンジンと通信しま
す。 このプロセスで、 Plug-in Manager はプラグイン コンポーネン ト実行時イン
タフェースのインスタンスを取得し、 そのインスタンスにコンテキス ト を渡しま
す。

次の図に、 コンテキス ト引き渡しの仕組みを示します。

図 4-10   コンテキスト引き渡し

各コンテキス ト  インタフェースは、 Plug-in Manager の機能に対して限定的アク
セスを提供するこ とによ り、 プラグインが独自のアプリ ケーシ ョ ン ロジッ クの
実行と管理を行い、 BPM 実行時環境にプラグイン インスタンス  データを導入で
きるよ うにします。

次の表で、 プラグイン実行時コンテキス ト  インタフェースについて説明します。

表 4-18  プラグイン実行時コンテキスト  インタフ ェース

コンテキスト 提供される要素

com.bea.wlpi.server.plugin.ActionContext 実行時コンテキス ト、 およびアク
シ ョ ンと関連付けられたサービス。
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4 プラグイン コンポーネン トの定義
次の節では、 コンテキス ト  インタフェースについて更に詳し く説明します。

アクシ ョ ン コンテキスト
com.bea.wlpi.server.plugin.ActionContext インタフェースは、 プラグイ
ン アクシ ョ ンのための実行時コンテキス ト とサービスを提供します。 このコン
テキス トは、 com.bea.wlpi.server.plugin.PluginAction インタフェースの 
execute() を介して渡されます。

次の表で、 アクシ ョ ン コンテキス トに関する情報にアクセスするために使用で
きる  ActionContext インタフェース  メ ソ ッ ドについて説明します。

com.bea.wlpi.evaluator.EvaluationContext 式の要素のための実行時評価パラ
メータ。

com.bea.wlpi.server.plugin.EventContext 実行時コンテキス ト、 およびイベン
ト と関連付けられたサービス。

com.bea.wlpi.server.common.ExecutionContext 実行中のワークフロー インスタンス
の実行コンテキス ト。

com.bea.wlpi.common.plugin.PluginPanelContext BPM 設計クライアン トのためのク ラ
イアン ト側コンテキス ト。

表 4-18  プラグイン実行時コンテキスト  インタフ ェース （続き）

コンテキスト 提供される要素
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プラグイン実行時コンテキス トの使い方
表 4-19  ActionContext インタフェース メ ソ ッ ド

メ ソ ッ ド 説明

public int executeSubActionList(int 
index, 
com.bea.wlpi.server.common.Executio
nContext context) throws 
com.bea.wlpi.common.WorkflowExcepti
on

リ ス ト上の各サブアクシ ョ ンを実行する。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。

index －
実行するサブアクシ ョ ン  リ ス トのインデッ クス
を指定する整数値。 この値は、
com.bea.wlpi.common.plugin.ActionInfo 
オブジェク トに対応する  classNames 配列のイ
ンデッ クス と同じである。

execContext －呼び出し側によ り渡される実行
コンテキス ト を示す
com.bea.wlpi.server.common.ExecutionCo
ntext オブジェク ト。 実行コンテキス トは、 テ
ンプレート  ID、 テンプレート定義 ID、 ワークフ
ロー インスタンス  ID、 イベン ト  データ、 ワーク
フロー実行に関係する各種サービスなどの実行時
コンテキス トへのアクセスを提供する。

このメ ソ ッ ドは、 処理を続行するかど うかを指定す
る リ ターン コードを示す次のいずれかの 
com.bea.wlpi.server.common.ExecutionConte
xt 整数値を返す。

CONTINUE －処理を続行する。

STOP －処理を停止する。 この場合、 ただちに呼
び出し側に戻って、 この戻り値を渡す必要があ
る。

実行コンテキス トの詳細については、 4-111 ページの
「実行コンテキス ト 」 を参照。
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4 プラグイン コンポーネン トの定義
public java.lang.String 
getActionId() throws 
com.bea.wlpi.common.WorkflowExcepti
on

このアクシ ョ ンをユニークに定義する  ID を取得す
る。

この ID は、 プラグイン アクシ ョ ンに対して非同期
的に実行されるコールバッ クをサポートするために
必要となる。 この ID は、
com.bea.wlpi.server.worklist.Worklist イン
タフェースの response() メ ソ ッ ドに渡す必要があ
る。

このメ ソ ッ ドは、 アクシ ョ ン ID を示す 
java.lang.String オブジェク ト を返す。

表 4-19  ActionContext インタフェース メ ソ ッ ド  （続き）

メ ソ ッ ド 説明
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プラグイン実行時コンテキス トの使い方
public java.lang.String 
instantiateWorkflow(com.bea.wlpi.se
rver.common.ExecutionContext 
context, java.lang.String orgID, 
java.lang.String templateID, 
com.bea.wlpi.common.VariableInfo[] 
initialValues, java.util.Map 
pluginData) throws 
com.bea.wlpi.common.WorkflowExcepti
on

public java.lang.String 
instantiateWorkflow(com.bea.wlpi.se
rver.common.ExecutionContext 
context, java.lang.String orgID, 
java.lang.String templateID, 
com.bea.wlpi.common.VariableInfo[] 
initialValues, java.util.Map 
pluginData, boolean start) throws 
com.bea.wlpi.common.WorkflowExcepti
on

新しいワークフロー インスタンスを作成する。
メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。

context －呼び出し側によ り渡される実行コン
テキス ト を示す
com.bea.wlpi.server.common.ExecutionCo
ntext オブジェク ト。 実行コンテキス トは、 テ
ンプレート  ID、 テンプレート定義 ID、 ワークフ
ロー インスタンス  ID、 イベン ト  データ、 ワーク
フロー実行に関係する各種サービスなどの実行時
コンテキス トへのアクセスを提供する。 実行コン
テキス トの詳細については、 4-111 ページの 「実
行コンテキス ト 」 を参照。

orgID －
ワークフローをインスタンス化する必要のある
オーガニゼーシ ョ ンの ID を示す 
java.lang.String オブジェク ト。

templateID －
インスタンス化するワークフロー テンプレート
の ID を示す java.lang.String オブジェク ト。

intialValues －インスタンス化するワークフ
ロー テンプレートの ID を示す
com.bea.wlpi.common.VariableInfo オブ
ジェク トの配列。

pluginData －プラグイン名に対して入力された
すべてのプラグイン  インスタンス  データのマッ
プを示す
java.util.Map オブジェク ト。

start －新しいワークフロー インスタンスをた
だちに開始するか （true）、 サスペンド状態のま
まにするか （false） を示す
ブール フラグ。
このメ ソ ッ ドは、 『BPM ク ライアン ト  アプリ ケー
シ ョ ン プログラ ミ ング ガイ ド』 の 「DTD フォー
マッ ト 」 に説明されているよ うに、 ク ライアン ト要
求 DTD である  ClientReq.dtd に準拠する  XML ド
キュ メン ト を返す。 この XML ドキュ メン トには、
インスタンス  ID やテンプレート定義 ID など、 実行
中のインスタンスについての情報が入っている。 こ
の情報には、 SAX (Simple API for XML) パーサなど
の XML パーサを使用してドキュ メン ト を解析する
こ とによ りアクセスできる。

表 4-19  ActionContext インタフェース メ ソ ッ ド  （続き）

メ ソ ッ ド 説明
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4 プラグイン コンポーネン トの定義
public java.lang.String 
startWorkflow(com.bea.wlpi.server.c
ommon.ExecutionContext context, 
java.lang.String istanceID, 
com.bea.wlpi.server.eventprocessor.
EventData eventData) throws 
com.bea.wlpi.common.WorkflowExcepti
on

前にインスタンス化されたワークフローを開始する。
ワークフローは、 サスペンド状態でインスタンス化
されている必要がある。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。

context －呼び出し側によ り渡される実行コン
テキス ト を示す
com.bea.wlpi.server.common.ExecutionCo
ntext オブジェク ト。 実行コンテキス トは、 テ
ンプレート  ID、 テンプレート定義 ID、 ワークフ
ロー インスタンス  ID、 イベン ト  データ、 ワーク
フロー実行に関係する各種サービスなどの実行時
コンテキス トへのアクセスを提供する。 実行コン
テキス トの詳細については、 4-111 ページの 「実
行コンテキス ト 」 を参照。

instanceID －
開始するワークフロー インスタンスの ID を示す 
java.lang.String オブジェク ト。

eventData －呼び出された開始ノードを表す
com.bea.wlpi.server.eventprocessor.Eve
ntData オブジェク ト 。

このメ ソ ッ ドは、 『BPM ク ライアン ト  アプリ ケー
シ ョ ン プログラ ミ ング ガイ ド』 の 「DTD フォー
マッ ト 」 に説明されているよ うに、 ク ライアン ト要
求 DTD である  ClientReq.dtd に準拠する  XML ド
キュ メン ト を返す。 この XML ドキュ メン トには、
インスタンス  ID やテンプレート定義 ID など、 実行
中のインスタンスについての情報が入っている。 こ
の情報には、 SAX (Simple API for XML) パーサなど
の XML パーサを使用してドキュ メン ト を解析する
こ とによ りアクセスできる。

表 4-19  ActionContext インタフェース メ ソ ッ ド  （続き）

メ ソ ッ ド 説明
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プラグイン実行時コンテキス トの使い方
評価コンテキスト

com.bea.wlpi.evaluator.EvaluationContext インタフェースは、 式の要素
のための実行時評価パラ メータを提供します。 このコンテキス トは、
com.bea.wlpi.server.plugin.PluginField インタフェース と  
com.bea.wlpi.server.plugin.PluginFunction インタフェースの 
evaluate() メ ソ ッ ドを介して渡されます。

次の表で、 評価コンテキス トに関する情報にアクセスするために使用できる  
EvaluationContext インタフェース  メ ソ ッ ドについて説明します。

表 4-20  EvaluationContext インタフ ェース メ ソ ッ ド

メ ソ ッ ド 説明

public final int getCalendarType() 日付演算を実行する と きに使用するカレンダーのタ
イプを取得する。

このメ ソ ッ ドは、
com.bea.wlpi.evaluator.ExecutionContext イ
ンタフェースによ り定義されているよ うに、 次のい
ずれかのカレンダー タイプを示す整数値を返す。

CALTYPE_ASSIGNEE (1) －タスクの受託者のカレ
ンダー

CALTYPE_GREGORIAN (3) －グレゴ リオ暦

CALTYPE_ORG (0) －インスタンス  オーガニゼー
シ ョ ンのカレンダー

CALTYPE_SPECIFIC (2) －固有のカレンダー

public final 
com.bea.wlpi.server.eventprocessor.
EventData getEventData()

現在のイベン トのためのデータを取得する。

このメ ソ ッ ドは、 現在のイベン ト  データを示す 
com.bea.wlpi.server.eventprocessor.EventD
ata オブジェク ト を返す。
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4 プラグイン コンポーネン トの定義
イベン ト  コンテキスト
com.bea.wlpi.server.plugin.EventContext インタフェースは、 プラグイン 
イベン トに対して実行時コンテキス ト とサービスを提供します。 このコンテキス
トは、 次のメ ソ ッ ドを介して渡されます。

com.bea.wlpi.server.plugin.PluginEvent インタフェースの 
activate() メ ソ ッ ド と  trigger() メ ソ ッ ド

com.bea.wlpi.server.plugin.PluginStart2 インタフェースの 
settrigger() メ ソ ッ ド

次の表で、 イベン ト  コンテキス トに関する情報にアクセスするために使用でき
る  EventContext インタフェース  メ ソ ッ ドについて説明します。

public final 
com.bea.wlpi.server.common.Executio
nContext getExecutionContext()

式を評価する実行コンテキス ト を取得する。

このメ ソ ッ ドは、 実行コンテキス ト を示す 
com.bea.wlpi.server.common.ExecutionConte
xt オブジェク ト を返す。 実行コンテキス トの詳細に
ついては、 4-111 ページの 「実行コンテキス ト 」 を参
照。

public final java.lang.String 
getTaskID()

現在のタスクのユーザ ID があれば、 それを取得す
る。

このメ ソ ッ ドは、 タスク  ID を示す 
java.lang.String オブジェク ト を返す。

public final java.lang.String 
getUserID()

現在のト ップ レベル API 呼び出しを行ったユーザ ID 
を取得する。

このメ ソ ッ ドは、 ユーザ ID を示す 
java.lang.String オブジェク ト を返す。

表 4-20  EvaluationContext インタフ ェース メ ソ ッ ド  （続き）

メ ソ ッ ド 説明
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プラグイン実行時コンテキス トの使い方
表 4-21  EventContext インタフ ェース メ ソ ッ ド

メ ソ ッ ド 説明

public void 
activateEvent(com.be
a.wlpi.server.common
.ExecutionContext 
context, 
java.lang.String 
contentType, 
java.lang.String 
eventDescriptor, 
java.lang.String 
keyValue, 
java.lang.String 
condition) throws 
com.bea.wlpi.common.
WorkflowException

デフォルトのイベン ト  アクティブ化を実行する。
Event Processor がこのワークフロー インスタンスまたはテンプレート
に送信される メ ッセージを受信し、 保持しているかど うかを確認する。

メ ッセージが存在しない場合、 イベン ト  ウォッチ レコードがポス ト さ
れる。 メ ッセージが存在する場合、 次の基準を満たしていれば、 マッ
チング イベン トが消費され、 イベン ト  ノードが ト リガされる。

メ ッセージに、 必要なコンテンツ  タイプと イベン ト記述子が入って
いる。

キー値が呼び出し側によ り指定されたキー値と一致する （指定され
ている場合）。

条件式が true と評価される （指定されている場合）。
text/xml 以外のコンテンツ タイプを渡す場合、 プラグインは、 マッ
チング イベン ト  キー式をイベン ト  キー テーブルに登録しておく必要が
ある。 これは、 com.bea.wlpi.server.admin.Admin インタフェー
スの addEventKey() メ ソ ッ ドを使用するこ とで行える。 プラグイン
は、 このコンテンツ タイプとフォーマッ トの着信データからのキー値
を評価するためのプラグイン  フ ィールド も提供する必要がある。 プラ
グイン フ ィールドの定義方法の詳細については、 4-88 ページの 「メ ッ
セージ タイプのための実行時コンポーネン ト  ク ラスの定義」 を参照。
メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。

context －呼び出し側によ り渡される実行コンテキス ト を示す
com.bea.wlpi.server.common.ExecutionContext オブジェク
ト。 実行コンテキス トの詳細については、 4-111 ページの 「実行コ
ンテキス ト 」 を参照。

contentType －メ ッセージの基本データ  タイプを記述する  MIME 
コンテンツ タイプを示す
java.lang.String オブジェク ト。

eventDescriptor － contentType 値に対応のフォーマッ トのイ
ベン ト記述子を示す
java.lang.String オブジェク ト、 または null。

keyValue －この呼び出しを ト リガするために必要なキー値を示す
java.lang.String オブジェク ト、 または null。

condition －イベン トに対して評価する条件式を示す
java.lang.String オブジェク ト、 または null。 この条件が true 
と して評価されないと、 イベン ト を ト リ ガできない。
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4 プラグイン コンポーネン トの定義
public void 
checkEventKey(java.l
ang.String 
contentType, 
java.lang.String 
eventDescriptor, 
java.lang.String 
keyExpr) throws 
com.bea.wlpi.common.
WorkflowException

適切なイベン ト  キーが存在するこ とを確認する。
このメ ソ ッ ドは、 その親である  
com.bea.wlpi.common.plugin.StartInfo オブジェク ト または 
com.bea.wlpi.common.plugin.EventInfo オブジェク トの 
getFieldInfo() メ ソ ッ ドを呼び出す。 このメ ソ ッ ドは、 FieldInfo 
オブジェク ト を使用して、 適切なイベン ト  キーの存在を確認し、 必要
であれば、 イベン ト  キーの作成または更新を行う。
メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。

contentType －メ ッセージの基本データ  タイプを記述する  MIME 
コンテンツ タイプを示す
java.lang.String オブジェク ト。

eventDescriptor － contentType 値に対応のフォーマッ トのイ
ベン ト記述子を示す
java.lang.String オブジェク ト、 または null。

keyExpr －指定されたコンテンツ  タイプと イベン ト記述子の着信
メ ッセージからキー値を抽出するために使用する式を示す
java.lang.String オブジェク ト。 この値は null に設定するこ と
もできる。

keyExpr が null でない場合、 メ ソ ッ ドは、 イベン ト ・ キーが存在しな
ければ新しいイベン ト  キーを作成し、既存のイベン ト  キーの keyExpr 
がプラグインによ り提供されたものと一致しなければイベン ト  キーを
更新する。 keyExpr が null であ り、 マッチング イベン ト  キーが存在し
ない場合、 メ ソ ッ ドは、 コード  Messages#EVENT_KEY_MISSING で 
WorkflowException を生成する。 このメ ソ ッ ドを呼び出すこ とがで
きるのは、 com.bea.wlpi.server.plugin.PluginStart2 ノードま
たは com.bea.wlpi.server.plugin.PluginEvent ノードのみであ
る。

注意 : これは負荷の高い呼び出しであるので、 プラグインは、 その使
用を最小限にとどめるよ うに手順を組む必要があ り ます。 通常
は、 静的フラグを維持するこ とによ り、 イベン ト  キーごとに 1 
回だけ呼び出すよ うにします。
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プラグイン実行時コンテキス トの使い方
public 
java.lang.String 
getNodeId()

イベン ト  ノードまたは開始ノードの ID を取得する。
この ID は、 プラグイン アクシ ョ ンに対して非同期的に実行されるコー
ルバッ クをサポートするために必要となる。 この ID は、
com.bea.wlpi.server.worklist.Worklist インタフェースの 
response() メ ソ ッ ドに渡す必要がある。
このメ ソ ッ ドは、 アクシ ョ ン ID を示す java.lang.String オブジェ
ク ト を返す。

public 
java.lang.String 
getTemplateDefinitio
nID()

ワークフロー テンプレート定義の ID を取得する。
このメ ソ ッ ドは、 テンプレート定義 ID を示す java.lang.String オ
ブジェク ト を返す。

public 
java.lang.String 
getTemplateID()

ワークフロー テンプレートの ID を取得する。
このメ ソ ッ ドは、 テンプレート  ID を示す java.lang.String オブ
ジェク ト を返す。

表 4-21  EventContext インタフ ェース メ ソ ッ ド  （続き）

メ ソ ッ ド 説明
BPM プラグイン プログラ ミング ガイ ド 4-109

../classdocs/com/bea/wlpi/server/worklist/Worklist.html
../classdocs/com/bea/wlpi/server/worklist/Worklist.html
http://java.sun.com/j2se/1.3/docs/api/java/lang/String.html
http://java.sun.com/j2se/1.3/docs/api/java/lang/String.html
http://java.sun.com/j2se/1.3/docs/api/java/lang/String.html


4 プラグイン コンポーネン トの定義
public void 
postStartWatch(java.
lang.String 
contentType, 
java.lang.String 
eventDescriptor, 
java.lang.String 
keyValue, 
java.lang.String 
condition)

指定されたメ ッセージに関する  Event Processor ウォッチ レコードを登
録する。

注意 : このメ ソ ッ ドを呼び出すこ とができるのは、 開始ノードのみで
す。

text/xml 以外のコンテンツ タイプを渡す場合、 プラグインは、 マッ
チング イベン ト  キー式がイベン ト  キー テーブルに登録されているこ と
を確認する必要がある。 これは、
com.bea.wlpi.server.admin.Admin インタフェースの 
addEventKey() メ ソ ッ ドを使用するこ とで行える。 プラグインは、 こ
のコンテンツ  タイプとフォーマッ トの着信データからのキー値を評価
するためのプラグイン  フ ィールド も提供する必要がある。 プラグイン 
フ ィールドの定義方法の詳細については、 4-88 ページの 「メ ッセージ 
タイプのための実行時コンポーネン ト  ク ラスの定義」 を参照。
メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。

contentType －メ ッセージの基本データ  タイプを記述する  MIME 
コンテンツ タイプを示す
java.lang.String オブジェク ト。

eventDescriptor － contentType 値に対応のフォーマッ トのイ
ベン ト記述子を示す
java.lang.String オブジェク ト、 または null。

keyValue －この呼び出しを ト リガするために必要なキー値を示す
java.lang.String オブジェク ト、 または null。

condition －イベン トに対して評価する条件式を示す
java.lang.String オブジェク ト、 または null。 この条件が true 
と して評価されないと、 イベン ト を ト リ ガできない。
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プラグイン実行時コンテキス トの使い方
実行コンテキスト

com.bea.wlpi.server.common.ExecutionContext インタフェースは、 実行中
のワークフロー インスタンスのための実行時コンテキス ト とサービスを提供し
ます。 このコンテキス トは、 次のメ ソ ッ ドを介して渡されます。

com.bea.wlpi.server.plugin.PluginAction インタフェースの 
execute() メ ソ ッ ド、 response() メ ソ ッ ド、 および 
startedWorkflowDone() メ ソ ッ ド

com.bea.wlpi.server.plugin.PluginEvent インタフェースの 
activate() メ ソ ッ ドおよび trigger() メ ソ ッ ド

com.bea.wlpi.server.plugin.PluginTemplateNode インタフェースの 
activate() メ ソ ッ ド （開始ノード と完了ノードによ り使用される）

次の表で、 アクシ ョ ン コンテキス トに関する情報にアクセスするために使用で
きる  ExecutionContext インタフェース  メ ソ ッ ドについて説明します。

public void 
removeEventWatch(com
.bea.wlpi.server.com
mon.ExecutionContext 
context)

指定されたメ ッセージに関する  Event Processor ウォッチ レコードの登
録を解除する。

注意 : このメ ッセージを呼び出せるのはイベン ト  ノードのみです。
メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。
context －呼び出し側によ り渡される実行コンテキス ト を示す
com.bea.wlpi.server.common.ExecutionContext オブジェク ト。
実行コンテキス トの詳細については、 4-111 ページの 「実行コンテキス
ト 」 を参照。

public void 
removeStartWatch()

指定されたメ ッセージに関する  Event Processor ウォッチ レコードの登
録を解除する。

注意 : このメ ッセージを呼び出せるのは 開始ノードのみです。
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4 プラグイン コンポーネン トの定義
表 4-22  ExecutionContext インタフ ェース メ ソ ッ ド

メ ソ ッ ド 説明

public void 
addClientResponse(java.lang.Strin
g xml)

API メ ソ ッ ド戻り値に XML ドキュ メン ト を付加する。
メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。
xml －付加する XML ドキュ メン ト を示す
java.lang.String オブジェク ト。

public java.lang.String 
getErrorHandler() throws 
com.bea.wlpi.common.WorkflowExcep
tion

現在のエラー ハンド ラの名前を取得する。
このメ ソ ッ ドは、 現在のエラー ハンド ラを示す 
java.lang.String オブジェク ト を返す。

public 
com.bea.wlpi.server.eventprocesso
r.EventData getEventData()

現在のイベン ト と関連付けられたデータがあれば、 そ
れを取得する。

このメ ソ ッ ドは、 イベン ト  データを示す 
com.bea.wlpi.server.eventprocessor.EventDat
a オブジェク ト、 またはシステム イベン ト  ハンド ラを
示す空の文字列を返す。

public int getExceptionNumber() イベン ト  ハンド ラによ り処理されるエラーのメ ッセー
ジ番号を取得する。

このメ ソ ッ ドは、 メ ッセージ番号を示す整数値を返す。

public java.lang.Exception 
getExceptionObject()

イベン ト  ハンド ラによ り処理される例外オブジェク ト
を取得する。

このメ ソ ッ ドは、 例外オブジェク ト を示す 
java.lang.Exception オブジェク ト を返す。
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プラグイン実行時コンテキス トの使い方
public int getExceptionSeverity() イベン ト  ハンド ラによ り処理されるエラーの例外重大
度コードを取得する。

このメ ソ ッ ドは、 次のいずれかの 
com.bea.wlpi.common.WorkflowException 重大度
コードを示す整数値を返す。

ERROR_CUSTOM －アプリ ケーシ ョ ンによ り、 または 
Invoke Error handler アクシ ョ ンを実行中の
ワークフローによ り生成されたカスタム エラー。

ERROR_SYSTEM －ユーザ要求の処理中に発生した致
命的例外。

ERROR_UNKNOWN －未知のエラー タイプ （内部的使
用のみ）。

ERROR_WORKFLOW －ワークフロー状態の矛盾など、
致命的な無効条件。

WARNING_WORKFLOW －ユーザが手動で訂正できる
致命的でないワークフロー条件。

public java.lang.String 
getExceptionText()

イベン ト  ハンド ラによ り処理される例外のメ ッセージ 
テキス ト を取得する。

このメ ソ ッ ドは、 メ ッセージ テキス ト を示す 
java.lang.String オブジェク ト を返す。

public java.lang.String 
getExceptionType()

イベン ト  ハンド ラによ り処理される例外のメ ッセージ 
タイプを取得する。

このメ ソ ッ ドは、 メ ッセージ タイプを示す 
java.lang.String オブジェク ト を返す。

public java.lang.String 
getInstanceID()

現在のワークフロー インスタンスの ID を取得する。
このメ ソ ッ ドは、 ID を示す java.lang.String オブ
ジェク ト を返す。
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4 プラグイン コンポーネン トの定義
public java.lang.String getOrg() 
throws 
com.bea.wlpi.common.WorkflowExcep
tion

現在のインスタンスが実行されているオーガニゼー
シ ョ ンの ID を取得する。
このメ ソ ッ ドは、 オーガニゼーシ ョ ンの ID を示す 
java.lang.String オブジェク ト を返す。

public java.lang.Object 
getPluginInstanceData(java.lang.S
tring pluginName) throws 
com.bea.wlpi.common.WorkflowExcep
tion

名前付きプラグインによ り提供されるワークフロー イ
ンスタンス  データを取得する。
メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。
pluginName －プラグイン名を示す
java.lang.String オブジェク ト。
このメ ソ ッ ドは、 プラグイン インスタンス  データを示
す java.lang.Object オブジェク ト を返す。

public java.lang.String 
getRequestor()

現在の API 要求を行ったユーザの ID を取得する。
このメ ソ ッ ドは、 要求者の ID を示す 
java.lang.String オブジェク ト を返す。

public boolean getRollbackOnly() 現在のユーザ ト ランザクシ ョ ンがロールバッ ク専用と
してマーク されているかど うかを調べる。

このメ ソ ッ ドは、 ト ランザクシ ョ ンがロールバッ ク専
用と して設定されている場合は true を、 そ うでない場
合は false を返す。

public java.lang.String 
getTemplateDefinitionID()

現在のテンプレート定義の ID を取得する。
このメ ソ ッ ドは、 テンプレート定義 ID を示す 
java.lang.String オブジェク ト を返す。

public 
com.bea.wlpi.common.plugin.Plugin
Object 
getTemplateDefintionPluginData(ja
va.lang.String pluginName)

指定されたプラグインに関するテンプレート定義デー
タを取得する。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。
pluginName －プラグイン名を示す
java.lang.String オブジェク ト。
このメ ソ ッ ドは、 テンプレート定義データを示す 
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginObject オブ
ジェク ト を返す。
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プラグイン実行時コンテキス トの使い方
public java.lang.String 
getTemplateID()

現在のテンプレートの ID を取得する。
このメ ソ ッ ドは、 テンプレート  ID を示す 
java.lang.String オブジェク ト を返す。

public 
com.bea.wlpi.common.plugin.Plugin
Object 
getTemplatePluginData(java.lang.S
tring pluginName)

指定されたプラグインに関するテンプレート  データを
取得する。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。
pluginName －プラグイン名を示す
java.lang.String オブジェク ト 。
このメ ソ ッ ドは、 テンプレート  データを示す 
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginObject オブ
ジェク ト を返す。

public 
com.bea.wlpi.common.VariableInfo 
getVariableInfo(java.lang.String 
name)

指定されたプラグイン変数に関する情報を取得する。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。
name －
変数名を示す java.lang.String オブジェク ト。
このメ ソ ッ ドは、 変数情報を示す 
com.bea.wlpi.common.VariableInfo オブジェク ト
を返す。

public java.lang.Object 
getVariableValue(java.lang.String 
name) throws 
com.bea.wlpi.common.WorkflowExcep
tion

指定されたプラグイン変数に関する変数値を取得する。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。
name －
変数名を示す java.lang.String オブジェク ト。
このメ ソ ッ ドは、 変数情報を示す java.lang.Object 
オブジェク ト を返す。

『BPM ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ン
グ ガイ ド』 の 「実行時の変数のモニタ リ ング」 に説明
されているよ うに、
com.bea.wlpi.server.admin.Admin インタフェー
スの getInstanceVariable() メ ソ ッ ド も参照。

表 4-22  ExecutionContext インタフ ェース メ ソ ッ ド  （続き）

メ ソ ッ ド 説明
BPM プラグイン プログラ ミング ガイ ド 4-115

http://java.sun.com/j2se/1.3/docs/api/java/lang/String.html
http://java.sun.com/j2se/1.3/docs/api/java/lang/String.html
../classdocs/com/bea/wlpi/common/plugin/PluginObject.html
http://java.sun.com/j2se/1.3/docs/api/java/lang/String.html
../classdocs/com/bea/wlpi/common/VariableInfo.html
http://java.sun.com/j2se/1.3/docs/api/java/lang/String.html
http://java.sun.com/j2se/1.3/docs/api/java/lang/Object.html
../classdocs/com/bea/wlpi/server/admin/Admin.html
../classdocs/com/bea/wlpi/server/admin/Admin.html


4 プラグイン コンポーネン トの定義
public java.lang.String 
instantiate(java.lang.String 
orgID, java.lang.String 
initialNode, java.lang.String 
parentTemplateDefinitionID, 
java.lang.String parentID, 
java.lang.String parentNodeID, 
com.bea.wlpi.server.eventprocesso
r.EventData eventData, 
java.util.List lVariableValues, 
java.util.Map pluginData)  throws 
com.bea.wlpi.common.WorkflowExcep
tion

新しいワークフロー インスタンスを作成する。
メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。

orgID －新しいインスタンス と関連付けられるオーガニ
ゼーシ ョ ン ID を示す
java.lang.String オブジェク ト 。
initialNode －アクティブ化する開始ノードの ID を示
す
java.lang.String オブジェク ト 。
parentTemplateDefinitionID －親テンプレート定
義の ID を示す
java.lang.String オブジェク ト （サブワークフローが
インスタンス化される場合）。

parentID －
親ワークフロー インスタンスの ID を示す 
java.lang.String オブジェク ト （サブワークフローが
インスタンス化される場合）。

parentNodeID －ワークフローのライフサイ クル中にイ
ベン ト を通知される親ワークフローのノードの ID を示す
java.lang.String オブジェク ト （サブワークフローが
インスタンス化される場合）。

eventData －ワークフローで呼び出された開始ノードに
渡すイベン ト  データを示す
com.bea.wlpi.server.eventprocessor.EventDat
a オブジェク ト （このパラ メータは、 lVariableValues 
値を使用して変数値を明示的に設定する方法の代わり とな
る）。

lVariableValues －ワークフロー インスタンス変数
を初期化する  com.bea.wlpi.common.VariableInfo 
オブジェク トの リ ス ト を示す
java.util.List オブジェク ト 。 すべての必須入力変数
の null でない初期値は、 このパラ メータを通じて渡す必要
がある。

pluginData －プラグイン名に対して入力されたすべて
のプラグイン  インスタンス  データのマップを示す
java.util.Map オブジェク ト 。
このメ ソ ッ ドは、 新しいワークフロー インスタンスの 
ID を示す java.lang.String オブジェク ト を返す。
『BPM ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ン
グ ガイ ド』 の 「手動によるワークフローの開始」 に説
明されているよ うに、
com.bea.wlpi.server.worklist.Worklist イン
タフェースの instantiateWorkflow() メ ソ ッ ド も
参照。
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プラグイン実行時コンテキス トの使い方
public int 
invokeErrorHandler(java.lang.Stri
ng handlerName, 
java.lang.Exception e)

指定されたイベン ト  ハンド ラを呼び出す。
メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。

handlerName －呼び出すイベン ト  ハンド ラの名前
を示す java.lang.String オブジェク ト。

e －発生するイベン ト値を示す 
java.lang.Exception オブジェク ト。
このメ ソ ッ ドは、 呼び出しのステータスを示す整数値
を返す。

public boolean isAuditEnabled() 現在のワークフローに対して監査が有効かど うかを調
べる。

このメ ソ ッ ドは、 監査が有効な場合は true を、 そ うで
ない場合は false を返す。

public void 
setErrorHandler(java.lang.String 
handlerName) throws 
com.bea.wlpi.common.WorkflowExcep
tion

現在のイベン ト  ハンド ラを設定する。
メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。
handlerName －設定するイベン ト  ハンド ラの名前、
null （前のイベン ト  ハンド ラを復元する場合）、 または
空の文字列 （システム イベン ト  ハンド ラに設定する場
合） のいずれかを示す
java.lang.String オブジェク ト 。
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4 プラグイン コンポーネン トの定義
public void 
setPluginInstanceData(java.lang.S
tring pluginName, java.lang.Object 
data) throws 
com.bea.wlpi.common.WorkflowExcep
tion

指定されたプラグインに関するワークフロー インスタ
ンス  データを設定する。
メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。

pluginName －プラグイン名を示す
java.lang.String オブジェク ト。

data －プラグイン データを示す
java.lang.Object オブジェク ト。

『BPM ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ン
グ ガイ ド』 の 「実行時の変数のモニタ リ ング」 に説明
されているよ うに、
com.bea.wlpi.server.admin.Admin インタフェー
スの setInstanceVariable() メ ソ ッ ド も参照。

public void setRollbackOnly() ユーザ ト ランザクシ ョ ンをロールバッ ク専用と して設
定する。

public void 
setVariableValue(java.lang.String 
name, java.lang.Object value) 
throws 
com.bea.wlpi.common.WorkflowExcep
tion

変数の値を設定する。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。

orgID －
新しいインスタンス と関連付けられるオーガニゼー
シ ョ ン ID を示す java.lang.String オブジェク
ト。

initialNode －アクティブ化する開始ノードの ID 
を示す
java.lang.String オブジェク ト。

『BPM ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ン
グ ガイ ド』 の 「実行時の変数のモニタ リ ング」 に説明
されているよ うに、
com.bea.wlpi.server.admin.Admin インタフェー
スの setInstanceVariable() メ ソ ッ ド も参照。
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プラグイン実行時コンテキス トの使い方
public java.lang.String 
taskAssign(java.lang.String 
instanceID, java.lang.String 
taskID, java.lang.String 
assigneeID, boolean bRole, boolean 
bLoadBalance) throws 
com.bea.wlpi.common.WorkflowExcep
tion

参加コンポーネン トにワークフロー タスクを割り当て
る。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。

instanceID －
ワークフロー インスタンス  ID を示す
java.lang.String オブジェク ト。

taskID －タスク  ID を示す
java.lang.String オブジェク ト。

assigneeID －
割り当て先 （ユーザまたはロール） の ID を示す 
java.lang.String オブジェク ト。

bRole －指定された割り当て先がロールであるか
（true）、 ユーザであるか （false） を示す
ブール値。

bLoadBalance －
ロールのメンバー間にロード  バランシングを適用す
る必要があるかど うかを示すブール値。 このパラ
メータは、 bRole が false に設定されている場合
は無視される。

このメ ソ ッ ドは、 『BPM ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ
ン プログラ ミ ング ガイ ド』 の 「DTD フォーマッ ト 」
に説明されているよ うに、 ク ライアン ト要求 DTD であ
る  ClientReq.dtd に準拠する  XML ドキュ メン ト を返
す。 この XML ドキュ メン トには、 インスタンス  ID や
テンプレート定義 ID など、 実行中のインスタンスにつ
いての情報が入っている。 この情報には、 SAX (Simple 
API for XML) パーサなどの XML パーサを使用してド
キュ メン ト を解析するこ とによってアクセスできる。

『BPM ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ン
グ ガイ ド』 の 「実行時タスクの管理」 に説明されてい
るよ うに、
com.bea.wlpi.server.worklist.Worklist インタ
フェースの taskAssign() メ ソ ッ ド も参照。
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4 プラグイン コンポーネン トの定義
public java.lang.String 
taskDoIt(java.lang.String 
instanceID, java.lang.String 
taskID) throws 
com.bea.wlpi.common.WorkflowExcep
tion

ワークフロー タスクを実行する。
メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。

instanceID －ワークフロー インスタンス  ID を示
す
java.lang.String オブジェク ト。

taskID －タスク  ID を示す
java.lang.String オブジェク ト。

このメ ソ ッ ドは、 『BPM ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ
ン プログラ ミ ング ガイ ド』 の 「DTD フォーマッ ト 」
に説明されているよ うに、 ク ライアン ト要求 DTD であ
る  ClientReq.dtd に準拠する  XML ドキュ メン ト を返
す。 この XML ドキュ メン トには、 インスタンス  ID や
テンプレート定義 ID など、 実行中のインスタンスにつ
いての情報が入っている。 この情報には、 SAX (Simple 
API for XML) パーサなどの XML パーサを使用してド
キュ メン ト を解析するこ とによってアクセスできる。

『BPM ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ン
グ ガイ ド』 の 「実行時タスクの管理」 に説明されてい
るよ うに、
com.bea.wlpi.server.worklist.Worklist インタ
フェースの taskExecute() メ ソ ッ ド も参照。
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プラグイン実行時コンテキス トの使い方
public java.lang.String 
taskMarkDone(java.lang.String 
instanceID, java.lang.String 
taskID) throws 
com.bea.wlpi.common.WorkflowExcep
tion

ワークフロー タスクを完了してマークする。
メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。

instanceID －ワークフロー インスタンス  ID を示
す
java.lang.String オブジェク ト。

taskID －タスク  ID を示す
java.lang.String オブジェク ト。

このメ ソ ッ ドは、 『BPM ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ
ン プログラ ミ ング ガイ ド』 の 「DTD フォーマッ ト 」
に説明されているよ うに、 ク ライアン ト要求 DTD であ
る  ClientReq.dtd に準拠する  XML ドキュ メン ト を返
す。 この XML ドキュ メン トには、 インスタンス  ID や
テンプレート定義 ID など、 実行中のインスタンスにつ
いての情報が入っている。 この情報には、 SAX (Simple 
API for XML) パーサなどの XML パーサを使用してド
キュ メン ト を解析するこ とによってアクセスできる。

『BPM ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ン
グ ガイ ド』 の 「実行時タスクの管理」 に説明されてい
るよ うに、
com.bea.wlpi.server.worklist.Worklist インタ
フェースの taskMarkDone() メ ソ ッ ド も参照。
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4 プラグイン コンポーネン トの定義
public java.lang.String 
taskSetProperties(java.lang.Strin
g instanceID, java.lang.String 
taskID, int priority, boolean 
doneWithoutExecute, boolean 
executeIfDone, boolean unmarkDone, 
boolean modifiable, boolean 
reassignment) throws 
com.bea.wlpi.common.WorkflowExcep
tion

ワークフロー タスクのプロパティを設定する。
メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。

instanceID －ワークフロー インスタンス  ID を示す
java.lang.String オブジェク ト 。
taskID －タスク  ID を示す
java.lang.String オブジェク ト 。
priority －
タスクの優先順位を 0 (低 )、 1 (中 )、 2 (高 ) で示す整数
値。

doneWithoutExecute －この表の前段で説明した 
taskMarkDone() メ ソ ッ ドを使用してタスクを完了と し
てマークするパーミ ッシ ョ ンをユーザが持っているかど う
かを示す
ブール値。

executeIfDone －この表の前段で説明した 
taskDoIt() メ ソ ッ ドを使用してタスクを実行するパー
ミ ッシ ョ ンをユーザが持っているかど うかを示すブール
値。

unmarkDone －この表の後段で説明する  
taskUnmarkDone() メ ソ ッ ドを使用してタスクを未完了
と してマークするパーミ ッシ ョ ンをユーザが持っているか
ど うかを示すブール値。

modifiable －このメ ソ ッ ドを使用してプロパティを設
定するパーミ ッシ ョ ンをユーザが持っているかど うかを示
すブール値。

reassignable －この表の前段で説明した 
taskAssign() メ ソ ッ ドを使用してタスクを割り当てる
パーミ ッシ ョ ンをユーザが持っているかど うかを示すブー
ル値。

このメ ソ ッ ドは、 『BPM ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ
ン プログラ ミ ング ガイ ド』 の 「DTD フォーマッ ト 」
に説明されているよ うに、 ク ライアン ト要求 DTD であ
る  ClientReq.dtd に準拠する  XML ドキュ メン ト を返
す。 この XML ドキュ メン トには、 インスタンス  ID や
テンプレート定義 ID など、 実行中のインスタンスにつ
いての情報が入っている。 この情報には、 SAX (Simple 
API for XML) パーサなどの XML パーサを使用してド
キュ メン ト を解析するこ とによってアクセスできる。

『BPM ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ン
グ ガイ ド』 の 「実行時タスクの管理」 に説明されてい
るよ うに、
com.bea.wlpi.server.worklist.Worklist イン
タフェースの taskSetProperties() メ ソ ッ ド も参
照。
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プラグイン実行時コンテキス トの使い方
public java.lang.String 
taskUnassign(java.lang.String 
instanceID, java.lang.String 
taskID) throws 
com.bea.wlpi.common.WorkflowExcep
tion

ワークフロー タスクの割り当てを解除する。
メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。

instanceID －ワークフロー インスタンス  ID を示
す
java.lang.String オブジェク ト。

taskID －タスク  ID を示す
java.lang.String オブジェク ト。

このメ ソ ッ ドは、 『BPM ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ
ン プログラ ミ ング ガイ ド』 の 「DTD フォーマッ ト 」
に説明されているよ うに、 ク ライアン ト要求 DTD であ
る  ClientReq.dtd に準拠する  XML ドキュ メン ト を返
す。 この XML ドキュ メン トには、 インスタンス  ID や
テンプレート定義 ID など、 実行中のインスタンスにつ
いての情報が入っている。 この情報には、 SAX (Simple 
API for XML) パーサなどの XML パーサを使用してド
キュ メン ト を解析するこ とによってアクセスできる。

『BPM ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ン
グ ガイ ド』 の 「実行時タスクの管理」 に説明されてい
るよ うに、
com.bea.wlpi.server.worklist.Worklist インタ
フェースの taskUnassign() メ ソ ッ ド も参照。
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4 プラグイン コンポーネン トの定義
詳細については、 com.bea.wlpi.server.common.ExecutionContext Javadoc 
を参照して ください。

PluginPanelContext
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginPanelContext インタフェースは、 設計
ク ライアン ト （Studio など） のために次のよ うな実行時コンテキス ト とサービス
を提供します。

プラグイン テンプレート とテンプレート定義データへのアクセス

public java.lang.String 
taskUnmarkDone(java.lang.String 
instanceID, java.lang.String 
taskID) throws 
com.bea.wlpi.common.WorkflowExcep
tion

ワークフロー タスクを未完了と してマークする。
メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。

instanceID －ワークフロー インスタンス  ID を示
す
java.lang.String オブジェク ト。

taskID －タスク  ID を示す
java.lang.String オブジェク ト。

このメ ソ ッ ドは、 『BPM ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ
ン プログラ ミ ング ガイ ド』 の 「DTD フォーマッ ト 」
に説明されているよ うに、 ク ライアン ト要求 DTD であ
る  ClientReq.dtd に準拠する  XML ドキュ メン ト を返
す。 この XML ドキュ メン トには、 インスタンス  ID や
テンプレート定義 ID など、 実行中のインスタンスにつ
いての情報が入っている。 この情報には、 SAX (Simple 
API for XML) パーサなどの XML パーサを使用してド
キュ メン ト を解析するこ とによってアクセスできる。

『BPM ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ン
グ ガイ ド』 の 「実行時タスクの管理」 に説明されてい
るよ うに、
com.bea.wlpi.server.worklist.Worklist インタ
フェースの taskUnmarkdone() メ ソ ッ ド も参照。
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プラグイン実行時コンテキス トの使い方
Expression Builder の起動、 式の検証と操作、 [変数を追加 ] ダイアログ ボッ
クスの呼び出しなどのサービス

注意 : すべてのメ ソ ッ ドを、 すべてのダイアログ ボッ クス  コンテキス トで使用
できる とは限り ません。 プラグインが無効なコンテキス トでメ ソ ッ ドを
呼び出した場合、 java.lang.UnsupportedOperationException 例外が
発生します。

プラグイン パネル コンテキス トには、 4-28 ページの 「PluginPanel ク ラス  メ ソ ッ
ド」 の表に定義されている  com.bea.wlpi.common.plugin.PluginPanel の get 
メ ソ ッ ド と  set メ ソ ッ ドを使用してアクセスできます。

次の表で、 アクシ ョ ン コンテキス トに関する情報にアクセスするために使用で
きる  PluginPanelContext インタフェース  メ ソ ッ ドについて説明します。
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4 プラグイン コンポーネン トの定義
表 4-23  PluginPanelContext インタフェース メ ソ ッ ド

メ ソ ッ ド 説明

public int 
checkEventKey(java.lang.String 
contentType, java.lang.String 
keyExpr, boolean update) 
throws 
com.bea.wlpi.common.WorkflowEx
ception

適切なイベン ト  キーが存在するこ とを確認する。
このメ ソ ッ ドは、 親である  
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginTriggerPanel 
オブジェク トの eventDescriptor メ ソ ッ ド、 または親である  
com.bea.wlpi.common.plugin.StartInfo オブジェク
ト または com.bea.wlpi.common.plugin.EventInfo オ
ブジェク トの getFieldInfo() メ ソ ッ ドを呼び出す。 この
メ ソ ッ ドは、 戻り値を使用して、 適切なイベン ト  キーの存
在を確認し、 必要であればイベン ト  キーを作成する。
メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。

contentType －メ ッセージの基本データ  タイプを記述
する  MIME コンテンツ タイプを示す
java.lang.String オブジェク ト。

keyExpr －指定されたコンテンツ タイプと イベン ト記
述子の着信メ ッセージからキー値を抽出するために使用
する式を示す
java.lang.String オブジェク ト。 この値は null に設
定するこ と もできる。

update －イベン ト  キーが存在しなければ新たに作成
し、 keyExpr が null でなければ既存のイベン ト  キーを
更新するかど うかを示すブール値。

update が true であ り、 keyExpr が null の場合、ユーザは
値を提供するよ うに求められる。 そ うでない場合、 メ ソ ッ
ドは新しいイベン ト  キーを作成し、 それが有効になったこ
とを示す通知を表示する。
イベン ト  キーがすでに存在するが、 keyExpr がプラグイン
によ り提供された null でない keyExpr と一致しない場合、
メ ソ ッ ドはそのイベン ト  キーを更新し、 そのこ とをユーザ
に通知する。

注意 : このメ ソ ッ ドに対する呼び出しは、
PluginTriggerPanel が表示されている間に限り
有効です。

このメ ソ ッ ドは、 次のいずれかの値を返す。

EVENT_KEY_CREATED －イベン ト  キーが存在しないの
で作成した。

EVENT_KEY_EXISTS －イベン ト  キーはすでに存在し
た。

EVENT_KEY_NOT_EXISTS －イベン ト  キーは存在しな
い。

EVENT_KEY_UPDATED －イベン ト  キーは存在したが、
更新された。
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プラグイン実行時コンテキス トの使い方
public 
com.bea.wlpi.common.VariableIn
fo 
checkVariable(java.lang.String 
name, java.lang.String[] 
validTypes) throws 
com.bea.wlpi.common.WorkflowEx
ception

変数が存在するかど うかを調べる。 変数が存在しない場合、
このメ ソ ッ ドは [変数を追加 ] ダイアログ ボッ クスを呼び
出して、 呼び出し側によ り指定される有効なタイプの新し
いワークフロー変数をユーザが作成できるよ うにする。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。

name －
変数名を示す java.lang.String オブジェク ト。

validTypes －指定された変数の有効なタイプを示す 
java.lang.String オブジェク トの配列、 または null。
有効なタイプのリ ス トについては、
com.bea.wlpi.common.VariableInfo Javadoc を参
照。

このメ ソ ッ ドは、 既存の変数情報または新しい変数情報を
示す com.bea.wlpi.common.VariableInfo オブジェク
ト、 または null を返す。

public java.util.Set 
getEventDescriptors()

既存のイベン ト  キーによ り参照されるイベン ト記述子の設
定を取得する。

このメ ソ ッ ドは、 指定されたコンテンツ  タイプに関して現
在定義されているイベン ト記述子文字列のセッ トで構成さ
れる  java.util.Set オブジェク ト を返す。 このメ ソ ッ ド
は、 リ ス ト とボッ クスを表示するこ とを目的と している。

public javax.naming.Context 
getInitialContext()

設計クライアン トの JNDI コンテキス ト を取得する。
このメ ソ ッ ドは、 JNDI コンテキス ト を示す 
javax.naming.Context オブジェク ト を返す。 このコン
テキス トには、 設計クライアン トによ り使用されるものと
同じセキュ リ ティ  コンテキス トが入っている。

注意 : 呼び出し側はこのコンテキス ト を閉じてはなり ませ
ん。

表 4-23  PluginPanelContext インタフェース メ ソ ッ ド  （続き）

メ ソ ッ ド 説明
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4 プラグイン コンポーネン トの定義
public 
com.bea.wlpi.common.PluginData 
getPluginTemplateData(java.lan
g.String pluginName)

指定されたテンプレート と関連付けられたテンプレートに
関するプラグイン データを取得する。
メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。
pluginName －プラグイン名を示す
java.lang.String オブジェク ト 。
このメ ソ ッ ドは、 プラグイン テンプレート を示す 
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginData オブジェク
ト を返す。

public 
com.bea.wlpi.common.PluginData 
getPluginTemplateDefinitionDat
a(java.lang.String pluginName)

指定されたテンプレート と関連付けられたテンプレート定
義に関するプラグイン データを取得する。
メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。
pluginName －
プラグイン名を示す java.lang.String オブジェク ト。
このメ ソ ッ ドは、 プラグイン テンプレート定義を示す 
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginData オブジェク
ト を返す。

public int 
getTemplateDefinitionID()

テンプレート定義のオーナの ID を取得する。
このメ ソ ッ ドは、 テンプレート定義 ID を示す 
java.lang.String オブジェク ト を返す。

public int getTemplateID() テンプレートのオーナの ID を取得する。
このメ ソ ッ ドは、 テンプレート  ID を示す 
java.lang.String オブジェク ト を返す。

public java.util.List 
getVariableList()

変数とそのタイプのリ ス ト を取得する。

このメ ソ ッ ドは、 変数を記述する  
com.bea.wlpi.common.VariableInfo オブジェク トの リ
ス トの入った java.util.List オブジェク ト を返す。

public java.util.List 
getVariableList(java.lang.Stri
ng type)

指定したタイプの変数のリ ス ト を取得する。

このメ ソ ッ ドは、 指定したタイプの変数を記述する  
com.bea.wlpi.common.VariableInfo オブジェク トの リ
ス トの入った java.util.List オブジェク ト を返す。

表 4-23  PluginPanelContext インタフェース メ ソ ッ ド  （続き）

メ ソ ッ ド 説明
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プラグイン実行時コンテキス トの使い方
public 
com.bea.wlpi.common.VariableIn
fo invokeAddVariableDialog() 
throws 
com.bea.wlpi.common.WorkflowEx
ception

ユーザが新しいワークフロー変数を定義できるよ うに、 [変
数を追加 ] ダイアログ ボッ クスを呼び出す。
このメ ソ ッ ドは、 新しい変数情報を示す 
com.bea.wlpi.common.VariableInfo オブジェク ト 、 ま
たは null を返す。 null は、 変数を作成するための [OK] ボタ
ンが選択されなかったこ とを示す。

public 
com.bea.wlpi.common.VariableIn
fo 
invokeAddVariableDialog(java.l
ang.String name, 
java.lang.String[] validTypes) 
throws 
com.bea.wlpi.common.WorkflowEx
ception

ユーザが呼び出し側によ り指定された有効なタイプの新し
いワークフロー変数を定義できるよ うに、 [変数を追加 ] ダ
イアログ ボッ クスを呼び出す。
メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。

name －変数名を示す
java.lang.String オブジェク ト 。

validTypes －指定された変数の有効なタイプを示す
java.lang.String オブジェク トの配列、 または null。
有効なタイプのリ ス トについては、
com.bea.wlpi.common.VariableInfo Javadoc を参
照。

このメ ソ ッ ドは、 新しい変数情報を示す 
com.bea.wlpi.common.VariableInfo オブジェク ト 、 ま
たは null を返す。 null は、 変数を作成するための [OK] ボタ
ンが選択されなかったこ とを示す。

表 4-23  PluginPanelContext インタフェース メ ソ ッ ド  （続き）

メ ソ ッ ド 説明
BPM プラグイン プログラ ミング ガイ ド 4-129

../classdocs/com/bea/wlpi/common/VariableInfo.html
http://java.sun.com/j2se/1.3/docs/api/java/lang/String.html
http://java.sun.com/j2se/1.3/docs/api/java/lang/String.html
../classdocs/com/bea/wlpi/common/VariableInfo.html
../classdocs/com/bea/wlpi/common/VariableInfo.html
../classdocs/com/bea/wlpi/common/VariableInfo.html


4 プラグイン コンポーネン トの定義
public void 
invokeExpressionBuilder(javax.
swing.text.JTextComponent 
txtInput, boolean condition, 
com.bea.wlpi.common.plugin.Fie
ldInfo fieldInfo, 
java.lang.String[] fields, 
java.lang.String 
eventDescriptor)

[Expression Builder] ダイアログ ボッ クスを呼び出す。
現在の式は、 javax.swing.text.JTextComponent オブ
ジェク ト、 または関連付けられたサブクラスに表示する必
要があ り、 ク ライアン トはこのテキス ト  コンポーネン トか
ら  Expression Builder を初期化する。
ユーザが [Expression Builder] ダイアログ ボッ クスで [OK] 
ボタンを選択する と、 ク ライアン トは式を検証し、 ダイア
ログ ボッ クスを閉じ、 修正された式によ りテキス ト  コン
ポーネン ト を更新する。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。

txtInput －式の入っているテキス ト入力コンポーネン
ト を示す
javax.swing.text.JTextComponent オブジェク ト。

condition －条件式を作成するかど うかを示すブール
値。

fieldInfo －プラグイン フ ィールド情報を示す
com.bea.wlpi.common.plugin.FieldInfo オブジェ
ク ト。 このパラ メータは、 フ ィールドの参照を式に許可
する場合に必要。

fields －イベン ト記述子によ り指定されるコンポーネ
ン トから利用可能なプラグイン フ ィールド名と一致す
る有効なプラグイン フ ィールド名を表す
java.lang.String オブジェク トの配列。 修飾子を必
要とするフ ィールド  タイプは、 このパラ メータで指定
するには適していない。

eventDescriptor －イベン ト記述子を示す
java.lang.String オブジェク ト。

表 4-23  PluginPanelContext インタフェース メ ソ ッ ド  （続き）

メ ソ ッ ド 説明
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プラグイン実行時コンテキス トの使い方
public boolean 
isVariableInExpression(java.la
ng.String expr, 
java.lang.String var) throws 
com.bea.wlpi.evaluator.Evaluat
orExpression

指定した変数を式が参照するかど うかを調べる。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。

expr －式を示す
java.lang.String オブジェク ト 。

var －変数名を示す
java.lang.String オブジェク ト 。
このメ ソ ッ ドは、 変数が参照されている場合は true を、 そ
うでない場合は false を返す。

public java.lang.String 
renameVariableInExpression(jav
a.lang.String expr, 
java.lang.String oldName, 
java.lang.String newName) 
throws 
com.bea.wlpi.evaluator.Evaluat
orExpression

名前が変更された変数への式の参照を更新する。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。

expr －式を示す
java.lang.String オブジェク ト。

oldName －古い変数名を示す
java.lang.String オブジェク ト 。

newName －
新しい変数名を示す java.lang.String オブジェク
ト。

このメ ソ ッ ドは、 更新された式テキス ト を示す 
java.lang.String オブジェク ト を返す。

表 4-23  PluginPanelContext インタフェース メ ソ ッ ド  （続き）

メ ソ ッ ド 説明
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4 プラグイン コンポーネン トの定義
詳細については、 com.bea.wlpi.server.plugin.PluginPanelContext 
Javadoc を参照して ください。

public java.lang.String 
validateExpression(java.lang.S
tring expression, boolean 
allowVariables, 
com.bea.wlpi.common.plugin.Fie
ldInfo fieldInfo, 
java.lang.String 
eventDescriptor) throws 
com.bea.wlpi.evaluator.Evaluat
orExpression

名前が変更された変数への式の参照を更新する。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。

expression －
検証する式のテキス ト を示す java.lang.String オブ
ジェク ト。

allowVariables －式で変数を使用できるかど うかを
示すブール値。

fieldInfo －プラグイン フ ィールド  タイプを示す
com.bea.wlpi.common.plugin.FieldInfo オブジェ
ク ト。

eventDescriptor －イベン ト記述子を示す
java.lang.String オブジェク ト。
このメ ソ ッ ドは、 更新された式テキス ト を示す 
java.lang.String オブジェク ト を返す。

表 4-23  PluginPanelContext インタフェース メ ソ ッ ド  （続き）

メ ソ ッ ド 説明
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プラグイン コンポーネン ト値オブジェ ク トの定義
プラグイン コンポーネン ト値オブジェク ト
の定義

最後の手順と して、 さ らにコンポーネン ト  データを定義するため、 プラグイン 
コンポーネン トの値オブジェク ト を定義します。 プラグイン コンポーネン ト値
オブジェク ト を定義するには、 関連付けられているコンス ト ラ ク タを使用しま
す。 2-5 ページの 「プラグイン値オブジェク ト 」 の表に記載されているプラグイ
ン値オブジェク トは、 それぞれ、 オブジェク ト  データを作成する  1 つまたは複
数のコンス ト ラ ク タを提供します。 値オブジェク ト を作成するためのコンス ト ラ
ク タの詳細については、 B-1 ページの 「プラグイン値オブジェク トのま とめ」 を
参照してください。

3-10 ページの 「 リモート  インタフェース  プラグイン情報メ ソ ッ ド」 の表の 
getPluginCapabilities() メ ソ ッ ドの説明で定義されているよ うに、
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginCapabilitiesInfo オブジェク ト を定義
する場合、 プラグイン コンポーネン トのそれぞれについてプラグイン値オブ
ジェク ト を渡す必要があ り ます。

プラグイン サンプルから抜粋した次のコード  リ ス トは、
getPluginCapabilitiesInfo() メ ソ ッ ドを実装する方法を示しています。 この
抜粋は、
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin/src/com/bea/wlpi/
tour/po/plugin ディ レク ト リの SamplePluginBean.java ファ イルから取り出
したものです。 重要なコード行は、 太字で示します。

コード  リス ト  4-24   getPluginCapabilitiesInfo() メ ソ ッ ドの実装

    public PluginCapabilitiesInfo getPluginCapabilitiesInfo(Locale lc,
            CategoryInfo[] info) {

        PluginInfo pi;
        FieldInfo orderFieldInfo;
        FieldInfo confirmFieldInfo;
        FieldInfo[] fieldInfo;
    FunctionInfo fi;
    FunctionInfo[] functionInfo;
        StartInfo si;
        StartInfo[] startInfo;
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4 プラグイン コンポーネン トの定義
        EventInfo ei;
        EventInfo[] eventInfo;
        SampleBundle bundle = new SampleBundle(lc);

        log("getPluginCapabilities called");

        pi = createPluginInfo(lc);
        orderFieldInfo =
            new FieldInfo(SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME, 3,
                          bundle.getString("orderFieldName"),
                          bundle.getString("orderFieldDesc"),
                          SamplePluginConstants.ORDER_FIELD_CLASSES, false);
        confirmFieldInfo =
            new FieldInfo(SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME, 4,
                          bundle.getString("confirmFieldName"),
                          bundle.getString("confirmFieldDesc"),
                          SamplePluginConstants.CONFIRM_FIELD_CLASSES, false);
        fieldInfo = new FieldInfo[]{ orderFieldInfo, confirmFieldInfo };
        ei = new EventInfo(SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME, 6,
                           bundle.getString("confirmOrderName"),
                           bundle.getString("confirmOrderDesc"), ICON_BYTE_ARRAY,
                           SamplePluginConstants.EVENT_CLASSES,
                           confirmFieldInfo);
        eventInfo = new EventInfo[]{ ei };
        fi = new FunctionInfo(SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME, 7,
                              bundle.getString("calcTotalName"),
                              bundle.getString("calcTotalDesc"),
                              bundle.getString("calcTotalHint"),
                              SamplePluginConstants.FUNCTION_CLASSES, 3, 3);
        functionInfo = new FunctionInfo[]{ fi };
        si = new StartInfo(SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME, 5,
                           bundle.getString("startOrderName"),
                           bundle.getString("startOrderDesc"), ICICON_BYTE_ARRAYON,
                           SamplePluginConstants.START_CLASSES, orderFieldInfo);
        startInfo = new StartInfo[]{ si };

        PluginCapabilitiesInfo pci = new PluginCapabilitiesInfo(pi,
                                         getCategoryInfo(bundle), eventInfo,
                                         fieldInfo, functionInfo, startInfo,
                                         null, null, null, null, null);

        return pci;
    }
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5 プラグイン通知の使い方

この章では、 プラグイン通知を使用する方法について説明します。 この章の内容
は以下のとおりです。

概要

通知リ スナと してのプラグインの登録

受信した通知に関する情報の取得

通知リ スナと してのプラグインの登録解除

概要

BPM は、 通知のブロードキャス トによ りプラグインと通信します。 通知とは、
次の図に示すよ うに、 イベン トが発生したこ とを  WebLogic Integration プロセス  
エンジンがプラグインに送信する メ ッセージです。

図 5-1   WebLogic Integration プロセス エンジンによりプラグインに送信される
通知

プラグインを通知リ スナと して登録するこ とによ り、
com.bea.wlpi.server.plugin パッケージの一部と して提供される最大 4 タイ
プの通知を受信できます。
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5 プラグイン通知の使い方
注意 : パフォーマンスへの影響を最小限に抑えるため、 受信が不可欠な通知に
ついてのみ、 プラグインを登録してください。 特に、 実行時インスタン
ス通知と タスク通知を受信するために登録する場合は注意してください。

次の表では、 以下について定義します。

4 タイプの通知

通知送信を発生させる関連イベン ト

各イベン トに対応する  com.bea.wlpi.common.plugin.PluginConstants 
インタフェースの整数値。 5-4ページの 「通知リ スナと してのプラグインの
登録」 に説明されているよ うに、 プラグインを通知リ スナと して登録する と
きに、 この値を指定できます。

表 5-1  通知タイプと関連イベン ト

通知タイプ 説明 関連イベン ト PluginConstants 値

InstanceNotification ワークフロー イ
ンスタンス通知

ワークフロー イン
スタンスの打切り

INSTANCE_ABORTED

ワークフロー イン
スタンスの完了

INSTANCE_COMPLETED

ワークフロー イン
スタンスの作成

INSTANCE_CREATED

ワークフロー イン
スタンスの削除

INSTANCE_DELETED

ワークフロー イン
スタンスの更新

INSTANCE_UPDATED
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概要
次の節では、 プラグインを通知リ スナと して登録および登録解除する方法、 およ
び受信した通知に関する情報を取得する方法について説明します。

TaskNotification タスク通知 タスクの割当て TASK_ASSIGNED

タスクの完了 TASK_COMPLETED

タスクの実行 TASK_EXECUTED

タスクの期限切れ TASK_OVERDUE

タスクの開始 TASK_STARTED

タスクの割り当て
解除

TASK_UNASSIGNED

タスク完了につき
マーク解除

TASK_UNMARKED_DONE

タスクの更新 TASK_UPDATED

TemplateDefinitionNoti
fication

テンプレート定
義通知

テンプレート定義
の作成

DEFINITION_CREATED

テンプレート定義
の削除

DEFINITION_DELETED

テンプレート定義
の更新

DEFINITION_UPDATED

TemplateNotification テンプレート通
知

テンプレートの作
成

TEMPLATE_CREATED

テンプレートの削
除

TEMPLATE_DELETED

テンプレートの更
新

TEMPLATE_UPDATED

表 5-1  通知タイプと関連イベン ト  （続き）

通知タイプ 説明 関連イベン ト PluginConstants 値
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5 プラグイン通知の使い方
通知リスナとしてのプラグインの登録

通常、 プラグインはロード時に自分を通知リ スナと して登録する必要があ り ま
す。 たとえば、 3-7ページの 「ラ イフサイ クル管理メ ソ ッ ド」 に説明されている
よ うに、 load() メ ソ ッ ドを実装する場合、 必要であれば、 このプラグインを通
知リ スナと して登録します。

プラグインを通知リ スナと して登録するには、 プラグインに受信させる通知のタ
イプに基づいて、 次の表に定義されている  
com.bea.wlpi.server.plugin.PluginManager メ ソ ッ ドの 1 つ （または必要な
複数のメ ソ ッ ド） を使用します。

注意 : Plug-in Manager への接続方法については、 2-2ページの 「Plug-in 
Manager への接続」 を参照して ください。

表 5-2  プラグイン通知登録メソッ ド

プラグインを登録するリスナ 使用するメソ ッ ド

InstanceNotification リ スナ public void addInstanceListener(
com.bea.wlpi.server.plugin.Plugin 
plugin, int mask) throws 
java.rmi.RemoteException

TaskNotification リ スナ public void addTaskListener(
com.bea.wlpi.server.plugin.Plugin 
plugin, int mask) throws 
java.rmi.RemoteException

TemplateDefinitionNotification リ スナ public void 
addTemplateDefinitionListener(
com.bea.wlpi.server.plugin.Plugin 
plugin, int mask) throws 
java.rmi.RemoteException

TemplateNotification リ スナ public void addTemplateListener(
com.bea.wlpi.server.plugin.Plugin 
plugin, int mask) throws 
java.rmi.RemoteException
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通知リスナと してのプラグインの登録
次の表で、 プラグイン通知登録メ ソ ッ ドのために値を指定する必要のあるパラ
メータについて説明します。

通知リ スナ登録メ ソ ッ ドの詳細については、
com.bea.wlpi.server.plugin.PluginManagerCfg Javadoc を参照してくださ
い。

プラグイン サンプルから抜粋した次のコード  リ ス トは、 プラグインをすべての
通知タイプおよびそのすべての関連イベン トの通知リ スナと して登録する方法を
示しています。 この抜粋は、
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin/src/com/bea/wlpi/
tour/po/plugin ディ レク ト リの SamplePluginBean.java ファ イルから取り出
したものです。 重要なコード行は、 太字で示します。

コード  リス ト  5-1   通知リスナとしてのプラグインの登録

      .
      .
      .
public void load(PluginObject pluginData) throws PluginException {
      .
      .

表 5-3  プラグイン通知登録メソッ ド  パラメータ

パラ メータ 説明

plugin プラグイン リモート  インタフェースを実装する  
EJBObject。

mask 登録するイベン ト を指定する整数ビッ トマスク。
有効な値のリ ス トは、 5-2ページの 「通知タイプと
関連イベン ト 」 の表に示した通知 
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginConsta
nts 値を参照。 mask 値は、 特定のカテゴ リのすべ
てのイベン ト をグローバルに登録 /登録解除するた
めに、 それぞれ EVENT_NOTIFICATION_ALL また
は EVENT_NOTIFICATION_NONE に対して設定する
こ と もできる。

この値は、 必要なイベン ト定数に対してビッ ト演
算子 OR を実行するこ とによ り作成される。
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5 プラグイン通知の使い方
      .
   pm.addInstanceListener(plugin, PluginConstants.EVENT_NOTIFICATION_ALL);
   pm.addTaskListener(plugin, PluginConstants.EVENT_NOTIFICATION_ALL);
   pm.addTemplateDefinitionListener(plugin,
      PluginConstants.EVENT_NOTIFICATION_ALL);
   pm.addTemplateListener(plugin, PluginConstants.EVENT_NOTIFICATION_ALL);
      .
      .
      .
    }

プラグイン サンプルの詳細については、 10-1ページの 「BPM プラグイン サンプ
ル」 を参照してください。

受信した通知に関する情報の取得

通知を受信した後、 そのソースなど、 通知に関する情報を取得できます。

次の表に、 受信した通知に関する情報を取得するために利用できる メ ソ ッ ドを示
します。 これらのメ ソ ッ ドには、 すべての通知タイプを拡張する  
com.bea.wlpi.server.plugin.PluginNotification ク ラスを介してアクセス
できます。

表 5-4  一般的なプラグイン通知情報メソッ ド

メ ソ ッ ド 説明

public int getEventType() イベン ト  タイプを取得する。
このメ ソ ッ ドは、 5-2ページの 「通知タイプと
関連イベン ト 」 の表に定義されているよ うに、
関連イベン トに対応する  
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginCon
stants インタフェース整数値を返す。
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受信した通知に関する情報の取得
これらのメ ソ ッ ドの詳細については、
com.bea.wlpi.server.plugin.PluginNotification Javadoc を参照してくだ
さい。

public java.lang.Object getSource() 変更されたワークフロー エンティティ  オブ
ジェク ト を取得する。

このメ ソ ッ ドは、 変更されたワークフロー エ
ンティティを示す java.lang.Object オブ
ジェク ト を返し、 InstanceInfo、
TaskInfo、 TemplateDefinitionInfo、 ま
たは TemplateInfo のいずれかの 
com.bea.wlpi.common.plugin 値オブジェ
ク ト とするこ とができる。 それぞれの値オブ
ジェク トに関する情報を取得するために利用
できる メ ソ ッ ドについては、 B-1ページの 「プ
ラグイン値オブジェク トのま とめ」 を参照。

表 5-4  一般的なプラグイン通知情報メソッ ド  （続き）

メ ソ ッ ド 説明
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5 プラグイン通知の使い方
さ らに、 次の表では、 変更されたソース  コンポーネン トに関する追加情報を取
得するために各通知タイプに対して利用できる メ ソ ッ ドを示します。

表 5-5  通知タイプに基づく プラグイン通知情報メソッ ド

通知タイプ メ ソ ッ ド 説明

InstanceNotification public 
com.bea.wlpi.common.Insta
nceInfo getInstance()

変更されたワークフロー インス
タンスに関する情報を取得する。

このメ ソ ッ ドは、
com.bea.wlpi.common.Insta
nceInfo オブジェク ト を返す。
ワークフロー インスタンスに関
する情報にアクセスするには、

『BPM ク ライアン ト  アプリ ケー
シ ョ ン プログラ ミ ング ガイ ド』
の 「値オブジェク トのま とめ」
の 「InstanceInfo オブジェク ト 」
に説明されている  
InstanceInfo オブジェク ト  メ
ソ ッ ドを使用する。

TaskNotification public 
com.bea.wlpi.common.TaskI
nfo getTask()

変更されたタスクに関する情報
を取得する。

このメ ソ ッ ドは、
com.bea.wlpi.common.TaskI
nfo オブジェク ト を返す。 タスク
に関する情報にアクセスするに

は、 『BPM ク ライアン ト  アプリ
ケーシ ョ ン プログラ ミ ング ガ
イ ド』 の 「値オブジェク トのま
とめ」 の 「TaskInfo オブジェク
ト 」 に説明されている  TaskInfo 
オブジェク ト  メ ソ ッ ドを使用す
る。
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受信した通知に関する情報の取得
TemplateDefinitionNoti
fication

public 
com.bea.wlpi.common.Templ
ateDefinitionInfo 
getTemplateDefinition()

変更されたテンプレート定義に
関する情報を取得する。

このメ ソ ッ ドは、
com.bea.wlpi.common.Templ
ateDefinitionInfo オブジェ
ク ト を返す。 テンプレート定義
に関する情報にアクセスするに

は、 『BPM ク ライアン ト  アプリ
ケーシ ョ ン プログラ ミ ング ガ
イ ド』 の 「値オブジェク トのま
とめ」 の
「TemplateDefinitionInfo オブジェ
ク ト 」 に説明されている  
TemplateDefinitionInfo オブ
ジェク ト  メ ソ ッ ドを使用する。

TemplateNotification public 
com.bea.wlpi.common.Templ
ateInfo getTemplate()

変更されたテンプレートに関す
る情報を取得する。

このメ ソ ッ ドは、
com.bea.wlpi.common.Templ
ateInfo オブジェク ト を返す。
テンプレートに関する情報にア

クセスするには、 『BPM ク ライ
アン ト  アプリ ケーシ ョ ン プロ
グラ ミ ング ガイ ド』 の 「値オブ
ジェク トのま とめ」 の
「TemplateInfo オブジェク ト 」 に
説明されている  TemplateInfo 
オブジェク ト  メ ソ ッ ドを使用す
る。

表 5-5  通知タイプに基づく プラグイン通知情報メソッ ド  （続き）

通知タイプ メ ソ ッ ド 説明
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5 プラグイン通知の使い方
通知リスナとしてのプラグインの登録解除

通常、 プラグインはアンロード時に自分の通知リ スナと しての登録を解除する必
要があ り ます。 たとえば、 3-7ページの 「ラ イフサイクル管理メ ソ ッ ド」 に説明
されているよ うに、 unload() メ ソ ッ ドを実装する場合、 必要であれば、 このプ
ラグインの通知リ スナと しての登録を解除します。

プラグインの通知リ スナと しての登録を解除するには、 削除する通知リ スナのタ
イプに基づいて、 次の表に定義されている  
com.bea.wlpi.server.plugin.PluginManager メ ソ ッ ドの 1 つ （または必要な
複数のメ ソ ッ ド） を使用します。

注意 : Plug-in Manager への接続方法については、 2-2ページの 「Plug-in 
Manager への接続」 を参照して ください。

どの場合も、 通知リ スナと しての登録を解除するプラグインを識別する  
com.bea.wlpi.server.plugin.Plugin オブジェク ト を指定する必要があ り ま
す。

表 5-6  プラグイン通知登録解除メソッ ド

プラグインを登録解除するリスナ 使用するメソ ッ ド

InstanceNotification リ スナ public void removeInstanceListener(
com.bea.wlpi.server.plugin.Plugin 
plugin) throws java.rmi.RemoteException

TaskNotification リ スナ public void removeTaskListener(
com.bea.wlpi.server.plugin.Plugin 
plugin) throws java.rmi.RemoteException

TemplateDefinitionNotification リ スナ public void 
removeTemplateDefinitionListener(
com.bea.wlpi.server.plugin.Plugin 
plugin) throws java.rmi.RemoteException

TemplateNotification リ スナ public void removeTemplateListener(
com.bea.wlpi.server.plugin.Plugin 
plugin) throws java.rmi.RemoteException
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通知リスナと してのプラグインの登録解除
次のコード  リ ス トは、 すべての通知タイプおよびそのすべての関連イベン トに
ついてプラグインの通知リ スナと しての登録を解除する方法を示しています。 重
要なコード行は、 太字で示します。

コード  リス ト  5-2   通知リスナとしてのプラグインの登録解除

public void unload() throws PluginException {
      .
      .
      .
   pm.removeInstanceListener(plugin);
   pm.removeTaskListener(plugin);
   pm.removeTemplateDefinitionListener(plugin);
   pm.removeTemplateListener(plugin);
      .
      .
    }
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5 プラグイン通知の使い方
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6 プラグイン イベン トの処理

この章では、 プラグイン イベン ト を処理する方法について説明します。 この章
の内容は以下のとおりです。

プラグイン イベン トの概要

EventData ク ラス

プラグイン イベン ト  ハンド ラの定義

プラグイン メ ッセージ タイプの定義

イベン ト  ウォ ッチ エン ト リの定義

プラグイン イベン ト  ハンド ラに対するイベン トの送信

プラグイン イベン トの概要

イベン ト とは、 別のワークフローから、 あるいは別のアプリ ケーシ ョ ンなどの外
部ソースからの非同期通知です。 ワークフローの開始、 変数の初期化、 ワークフ
ロー内のノードのアクティブ化、 アクシ ョ ンの実行を行う イベン ト を定義できま
す。 イベン ト と イベン ト  プロパティは、WebLogic Integration Studio を使用して、
開始ノード と イベン ト  ノードを定義する と きに定義します。 イベン ト と イベン
ト  プロパティの定義方法の詳細については、 『WebLogic Integration Studio ユー
ザーズ ガイ ド』 を参照して ください。

BPM フレームワークは、 JMS を介して配信される  XML フォーマッ トのイベン
ト  メ ッセージをサポート します。 XML フォーマッ ト と非 XML フォーマッ トの
両方のイベン ト  メ ッセージをサポートするには、 プラグイン イベン ト を定義す
る必要があ り ます。

次の図に、 プラグイン イベン トのデータ  フローを示します。
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6 プラグイン イベン トの処理
図 6-1   プラグイン イベン ト  データ  フロー

前の図に示したよ うに、 プラグイン イベン ト  メ ッセージは、 次の 2 通りの方法
のいずれかでシステムに渡されます。

BPM によ り提供される  JMS eventQueue

実行時、 イベン ト  リ スナは、 XML フォーマッ トで受信され、 JMS を使用し
て配信されるイベン ト を リ スンします （JMS eventQueue を介して）。

eventQueue のために JMS イベン ト  リ スナを設定する方法については、
『BPM ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング ガイ ド』 の 「JMS 接
続の確立」 を参照してください。

com.bea.wlpi.server.plugin.PluginManager EJBの onEvent() メ ソ ッ ド

実行時、 Plug-in Manager の onEvent() メ ソ ッ ドは、 プラグインによ り指定
されたすべてのデータ  フォーマッ ト を受け入れます。

WebLogic Integration プロセス  エンジンは、 着信プラグイン イベン ト  メ ッセー
ジを com.bea.wlpi.server.eventprocessor.EventData オブジェク ト と して
格納し、 そのオブジェク ト を  Event Processor に渡します。 EventData オブジェ
ク トの詳細については、 6-5ページの 「EventData ク ラス」 を参照して ください。

Event Processor は、 EventData オブジェク ト を受信する と、 WLPIPlugin プロパ
ティがメ ッセージの一部と して定義されているかど うかをまずチェッ ク します。

WLPIPlugin メ ッセージ プロパティは、 次のいずれかの方法で定義できます。
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プラグイン イベン トの概要
6-6ページの 「EventData オブジェク ト  コンス ト ラ ク タ」 の表に説明されてい
るよ うに、 properties コンス ト ラ ク タ  パラ メータを 
com.bea.wlpi.server.eventprocessor.EventData オブジェク トに対して
定義し、 WLPIPlugin とい うプロパティを含めるこ とによ り。

次の URL にある 『JMS プログラマーズガイ ド』 の 「WebLogic JMS アプリ
ケーシ ョ ンの開発」 の 「メ ッセージ プロパティ  フ ィールドの設定」 に説明
されているよ うに、 WLPIPlugin とい う  JMS メ ッセージ プロパティを定義
するこ とによ り。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/jms/implement.html

WLPIPlugin プロパティが定義されている場合、 Event Processor は、 プラグイン 
イベン ト  ハンド ラに EventData オブジェク ト を渡して、 プラグイン イベン ト  
データを前処理します。 前処理されたイベン ト  データは、 EventData オブジェ
ク トの配列と して Event Processor に返されます。 プラグイン イベン ト  ハンド ラ
の定義方法の詳細については、 6-12ページの 「プラグイン イベン ト  ハンド ラの
定義」 を参照して ください。

次に、 Event Processor は、 結果のデータが XML フォーマッ トであるかど うかを
チェッ ク し、 そ うであれば、 次の手順を実行します。

1. イベン ト  データを解析します。

この時点で、 Event Processor は、 EventData オブジェク トによ り提供される
コンテンツ  タイプと イベン ト記述子を取得します。

コンテンツ  タイプは、 MIME (Multi-Purpose Internet Mail Exensions) コンテ
ンツ  タイプを参照し、 メ ッセージの基本データ  タイプを説明します。 コン
テンツ タイプのデフォルトは text/xml で、 データがテキス ト  フォーマッ
トであ り、 XML のルールに従っているこ とを示します。

イベン ト記述子は、 データ  フォーマッ トの正確な定義を提供し、 コンテンツ  
タイプに基づいて解釈されます。

たとえば、 コンテンツ  タイプが text/xml に設定されている場合、 イベン ト
記述子は XML ドキュ メン ト  タイプです。 DOCTYPE タグが設定されている
場合、 XML ドキュ メン ト  タイプは、 パブリ ッ ク  ID またはシステム ID （定
義されている場合）、 あるいはドキュ メン ト要素名です。 一方、 コンテンツ  
タイプが application/x-java-object に設定されている場合 （シ リ アライ
ズされた Java オブジェク ト を示す）、 イベン ト記述子は Java ク ラスの完全修
飾名です。
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6 プラグイン イベン トの処理
2. 指定されている場合、 イベン ト  キー値を取得し、 それを JNDI に事前定義さ
れているキーと比較します。

イベン ト  キーは、 主キーと して扱う必要のある着信データ  フ ィールドを指
定します。 また、 特定のコンテンツ  タイプおよびイベン ト記述子と関連付け
られます。 イベン ト  キーは、 パフォーマンス向上のために、 着信イベン ト  
データのフ ィルタ  メカニズムを提供します。 イベン ト  キーの定義方法の詳
細については、 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』 を参照して
ください。

注意 : プラグイン イベン ト  ノードまたは開始ノードが、
com.bea.wlpi.server.plugin.EventContext インタフェースの 
activateEvent() メ ソ ッ ド または postStartWatch() メ ソ ッ ドをそ
れぞれ使用し、 text/xml 以外のコンテンツ  タイプを渡す場合、 プラ
グインは一致するイベン ト  キー式をイベン ト  キー テーブルに登録し
ておく必要があ り ます。 これを行うには、
com.bea.wlpi.server.admin.Admin インタフェースの 
addEventKey() メ ソ ッ ドを使用します。 プラグインは、 このコンテ
ンツ  タイプとフォーマッ トの着信データからのキー値を評価するた
めのプラグイン フ ィールド も提供する必要があ り ます。 プラグイン 
フ ィールドの定義方法の詳細については、 4-88ページの 「メ ッセー
ジ タイプのための実行時コンポーネン ト  ク ラスの定義」 を参照して
ください。

3. コンテンツ  タイプ、 イベン ト記述子、 およびイベン ト  キー値に基づいて、
イベン ト  ウォ ッチ テーブルでイベン ト  コンテンツの受信候補を検索します。

プラグイン イベン ト をイベン ト  ウォッチ テーブルにエン ト リ と して追加す
る方法の詳細については、 6-15ページの 「イベン ト  ウォッチ エン ト リの定
義」 を参照してください。

4. 条件が指定されている場合、 その条件を評価し、 一致するものがあるかど う
か調べます。

条件は、 true または false と評価される式で構成されます。 条件の使用によ
り、 メ ッセージのコンテンツに基づいて、 同じイベン トに対して異なる処理
を適用する複数ののワークフローを定義できます。 たとえば、 イベン ト  デー
タに [Order Amount] とい う フ ィールドが入っている場合、 ゛Order Amount 
> $500.00゛は有効な条件です。 条件の定義方法の詳細については、
『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』 を参照してください。
6-4 BPM プラグイン プログラ ミング ガイ ド

../studio/index.htm
../classdocs/com/bea/wlpi/server/plugin/EventContext.html
../classdocs/com/bea/wlpi/server/plugin/EventContext.html
../classdocs/com/bea/wlpi/server/admin/Admin.html
../classdocs/com/bea/wlpi/server/admin/Admin.html
../studio/index.htm


EventData クラス
5. 一致するイベン トがある場合、 イベン ト を ト リガして、 新しいワークフロー 
インスタンスを開始するか、 または既存のワークフロー インスタンスの処理
を再開します。

これらの各タスクは、 イベン トに対してサブスク ライブされたコンシューマごと
に実行されます。

プラグイン イベン ト をサポートする手順は次のとおりです。

1. プラグイン イベン ト  データを処理するプラグイン イベン ト  ハンド ラを定義
します。

2. カスタム メ ッセージ タイプまたはプラグイン フ ィールドを定義し、 イベン
ト  ハンド ラが返すイベン ト  データを解析します。

3. イベン ト  ウォ ッチ エン ト リ を定義します。

次の節では、 これらの手順の詳細およびプラグイン  イベン ト  ハンド ラにメ ッ
セージを送信する方法について説明します。

イベン ト  ハンド ラを作成する前に、 着信プラグイン  イベン ト  メ ッセージを格納
する  EventData コンテナ ク ラスに関する情報の作成方法とアクセス方法を理解
しておく必要があ り ます。

EventData クラス

6-2ページの 「プラグイン イベン ト  データ  フロー」 の図に示したよ うに、
com.bea.wlpi.server.eventprocessor.EventData オブジェク トには着信
データ  メ ッセージ用のコンテナ ク ラスがあ り ます。

次の表に、 EventData オブジェク ト を作成するために使用できるコンス ト ラ ク
タを示します。
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6 プラグイン イベン トの処理
表 6-1  EventData オブジェク ト  コンスト ラクタ

コンス ト ラクタ 説明

public 
EventData(org.w3c.dom.Document 
document)

XML を含む事前解析された DOM オブジェク トか
ら  EventData を作成し、 次の値を設定する。

CONTENT_TYPE_DOM のコンテンツ タイプ

DOCTYPE パブリ ッ ク  ID またはシステム ID
（定義されている場合） のイベン ト記述子、 あ
るいはドキュ メン ト要素名。

コンス ト ラ ク タ  パラ メータの定義は次のとおり。
document － XML コンテンツを示す
org.w3c.dom.Document オブジェク ト 。

public EventData(java.lang.String 
xml) throws 
com.bea.wlpi.common.WorkflowExceptio
n

XML の入った String オブジェク トから  EventData 
オブジェク ト を作成し、 次の値を設定する。

CONTENT_TYPE_XML のコンテンツ タイプ。

DOCTYPE パブリ ッ ク  ID またはシステム ID
（定義されている場合） のイベン ト記述子、 あ
るいはドキュ メン ト要素名。

コンス ト ラ ク タ  パラ メータの定義は次のとおり。
xml － XML コンテンツを示す
java.lang.String オブジェク ト。
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EventData クラス
public EventData(
java.lang.Object content, 
java.lang.String contentType, 
java.lang.String eventDescriptor, 
long expiration, java.lang.String[] 
templateNames, java.lang.String[] 
instanceIDs, java.util.Map 
properties)

任意のタイプのオブジェク ト を入れる  EventData 
オブジェク ト を作成する。

コンス ト ラ ク タ  パラ メータは、 次のよ うに定義さ
れる。

content －コンテンツを示す
java.lang.Object オブジェク ト。

contentType －コンテンツ タイプを示す
java.lang.String オブジェク ト。

eventDescriptor －イベン ト記述子を示す
java.lang.String オブジェク ト。

expiration －
有効期限を示す long 値。

templateNames －イベン ト  データの配信先の
名前を示す 
java.lang.String オブジェク トの配列、 ま
たは null。

instanceIDs －イベン ト  データの配信先の
ワークフロー インスタンスの ID を示す
java.lang.String オブジェク ト、 または 
null。

properties －カスタム メ ッセージ プロパ
ティのマップを示す
java.util.Map オブジェク ト。 たとえば、 次
のカスタム  メ ッセージ プロパティを定義でき
る。
- WLPIContentType －コンテンツ  タイプ
- WLPIEventDescriptor －イベン ト記述子
- WLPIPlugin －プラグイン名

注意 : EventData オブジェク トには、 それぞれ
コンテンツ  タイプ、 イベン ト記述子、 プラ
グイン名を定義する  CONTENT_TYPE、
EVENT_DESCRIPTOR、 PLUGIN という定数
値もあ り ます。

templateNames または instanceIDs が null でな
い場合、 イベン ト  データを送信するものとみなさ
れます。

表 6-1  EventData オブジェク ト  コンスト ラクタ  （続き）

コンス ト ラクタ 説明
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6 プラグイン イベン トの処理
次の表に、 EventData オブジェク ト情報、 その情報を定義する際に使用するコ
ンス ト ラ ク タ  パラ メータ、 オブジェク ト定義後にこの情報にアクセスする際に
使用する メ ソ ッ ドを示します。

public EventData(
java.lang.Object content, 
java.lang.String contentType, 
java.lang.String eventDescriptor, 
java.lang.String startInstanceID, 
java.util.Map properties)

任意のタイプのオブジェク ト を入れる  EventData 
オブジェク ト を作成する。

コンス ト ラ ク タ  パラ メータは、 次のよ うに定義さ
れる。

content －コンテンツを示す
java.lang.Object オブジェク ト。

contentType －コンテンツ タイプを示す
java.lang.String オブジェク ト。

eventDescriptor －イベン ト記述子を示す
java.lang.String オブジェク ト。

startInstanceID －イベン ト  データの配信先
の開始ワークフロー インスタンスの ID を示す
java.lang.String オブジェク ト、 または 
null。

properties －カスタム メ ッセージ プロパ
ティのマップを示す
java.util.Map オブジェク ト。 たとえば、 次
のカスタム  メ ッセージ プロパティを定義でき
る。
- WLPIContentType －コンテンツ  タイプ
- WLPIEventDescriptor －イベン ト記述子
- WLPIPlugin －プラグイン名

注意 : EventData オブジェク トには、 それぞれ
コンテンツ  タイプ、 イベン ト記述子、 プラ
グイン名を定義する  CONTENT_TYPE、
EVENT_DESCRIPTOR、 PLUGIN という定数
値もあ り ます。

表 6-1  EventData オブジェク ト  コンスト ラクタ  （続き）

コンス ト ラクタ 説明
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EventData クラス
表 6-2  EventData オブジェク ト情報

オブジェク ト情報 コンス ト ラクタ  パ
ラメータ

get メ ソ ッ ド

XML コンテンツを入れる  
org.w3c.dom.Document ドキュ メン ト
（DOM）

document public final boolean 
isDOM()

XML コンテンツを入れる文字列ドキュ メン ト xml public final boolean 
isXML()

イベン ト  データ  コンテンツを入れる  
java.lang.Object オブジェク ト。

content public final 
java.lang.Object 
getContent()

コンテンツ タイプ contentType public final 
java.lang.String 
getContentType()

イベン ト記述子 eventDescriptor public final 
java.lang.String 
getEventDescriptor()

有効期限 expiration public final long 
getExpiration()

イベン ト  データの送信先のテンプレート名の
配列

templateNames public final String[] 
getTemplateNames()

イベン ト  データの送信先のワークフロー イン
スタンス  ID の配列

instanceIDs public final 
java.lang.String[] 
getInstanceIDs()

イベン ト  データの送信先の開始ワークフロー 
インスタンス  ID

instanceIDs public final 
java.lang.String 
getStartInstanceID()
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次の表に、 XML データの解析に使用できる メ ソ ッ ドを示します。

プラグイン メ ッセージ プロパティ properties public 
java.lang.Object 
getProperty(java.lang.
String propertyName) 
throws 
com.bea.wlpi.common.Wo
rkflowException

public java.util.Set 
getPropertyNames() 
throws 
com.bea.wlpi.common.Wo
rkflowException

Event Processor によ り割り当てられるユニーク
なメ ッセージ識別子

注意 : このメ ソ ッ ドは、 送信される メ ッセー
ジに対してのみ適用されます。 イベン
ト  メ ッセージ データが送信されない
場合、 このメ ソ ッ ドは null を返しま
す。

該当なし public final 
java.lang.String 
getMessageID()

イベン ト  データのキー値
コンテンツ タイプと イベン ト記述子の組み合
わせに対してキー値式が定義されている場合、
Event Processor によ りキー値が設定される。

該当なし public final 
java.lang.String 
getKeyValue()

表 6-2  EventData オブジェク ト情報 （続き）

オブジェク ト情報 コンス ト ラクタ  パ
ラメータ

get メ ソ ッ ド
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次の節では、 着信 EventData オブジェク ト を前処理するためのプラグイン  イベ
ン ト  ハンド ラを定義する方法について説明します。

表 6-3  XML 解析メソッ ド

メ ソ ッ ド 説明

public final void parseXML(boolean validate) 
throws com.bea.wlpi.common.WorkflowException

コンテンツが XML である場合、 イベ
ン ト  データのコンテンツを解析して 
org.w3c.dom.Document ドキュ メン
ト （DOM） に格納し、 次の値を設定
する。

#CONTENT_TYPE_DOM. のコンテ
ンツ  タイプ

DOCTYPE パブリ ッ ク  ID またはシ
ステム ID （定義されている場合）
に対してイベン ト記述子、 あるい
はドキュ メン ト要素名

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のと
おり。

validate －参照された DTD に対し
て XML を検証する必要がある場合は 
true。

public final void parseXML() throws 
com.bea.wlpi.common.WorkflowException

コンテンツが XML である場合、 イベ
ン ト  データのコンテンツを解析して、
org.w3c.dom.Document オブジェク
トに格納し、 次の値を設定する。

#CONTENT_TYPE_DOM. のコンテ
ンツ  タイプ

DOCTYPE パブリ ッ ク  ID またはシ
ステム ID （定義されている場合）
に対してイベン ト記述子、 あるい
はドキュ メン ト要素名

XML は検証されない。
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6 プラグイン イベン トの処理
プラグイン イベン ト  ハンドラの定義

6-2ページの 「プラグイン イベン ト  データ  フロー」 の図に示したよ うに、 プラ
グイン イベン ト  データを前処理するためのプラグイン イベン ト  ハンド ラを定義
し、 Event Processor がデータを解析できるよ うにする必要があ り ます。

プラグイン イベン ト  ハンド ラを定義するには、 次のタスクを実行します。

1. 実行ハンド ラ  コンポーネン ト  ク ラスを定義します。

2. 手順 1 で定義したイベン ト  ハンド ラ  オブジェク トの名前を引数と してコン
ス ト ラ ク タに渡し、 com.bea.wlpi.server.plugin.EventHandlerInfo 値
オブジェク ト を定義します。

3. 手順 2 で定義した EventHandlerInfo オブジェク ト をコンス ト ラ ク タ  パラ
メータ と してプラグイン PluginCapabilitiesInfo オブジェク トに渡すこ
とによ り、 イベン ト  ハンド ラを登録します。

次の節では、 これらの手順についてさらに詳し く説明します。
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プラグイン イベン ト  ハンド ラの定義
イベン ト  ハンドラ  コンポーネン ト  クラスの定義
プラグイン イベン ト  ハンド ラ  コンポーネン ト  ク ラスを定義するには、
com.bea.wlpi.server.plugin.EventHandler インタフェースを実装します。

次の表で、 着信プラグイン イベン ト  データを前処理するために実装する必要の
ある  EventHandler インタフェース  メ ソ ッ ドについて説明します。

表 6-4  EventHandler インタフ ェース メ ソ ッ ド

メ ソ ッ ド 説明

public 
com.bea.wlpi.server.eventprocessor.EventData[] 
onEvent(com.bea.wlpi.server.eventprocessor.Eve
ntData eventData)
throws 
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginException

着信プラグイン イベン ト  データを前
処理する。

Event Processor は、特定のプラグイン
に対して送信されたイベン ト  メ ッ
セージ （通常は JMS を介して） を受
信する と、 このメ ソ ッ ドを呼び出す。

イベン ト  ハンド ラは、 1 つの着信イベ
ン ト を、 Event Processor によ り順に処
理される複数の発信イベン トに変換
できる。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のと
おり。

eventData －プラグイン イベン ト  
データを示す
com.bea.wlpi.server.eventproc
essor.EventData オブジェク ト。
このメ ソ ッ ドは、 次のいずれかの値
を返す。

変換されたイベン ト  データを含
み、 適切なコンテンツ タイプおよ
び属性セッ ト を持つ 1 つまたは複
数の EventData オブジェク ト。

イベン ト  ハンド ラが着信プラグイ
ン データを完全に処理し、 Event 
Processor がさらに処理する必要
のない場合は null。
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6 プラグイン イベン トの処理
イベン ト  ハンドラ値オブジェク トの作成
イベン ト  ハンド ラ値オブジェク ト  
com.bea.wlpi.common.plugin.EventHandlerInfo を作成するには、 B-19ペー
ジの 「EventHandlerInfo オブジェク ト 」 に定義されているコンス ト ラ ク タを使用
します。 classNames コンス ト ラ ク タ  パラ メータ値と して、 前の節で定義したイ
ベン ト  ハンド ラ  コンポーネン ト  ク ラスの名前を渡す必要があ り ます。

たとえば、 次のコード抜粋では、 イベン ト  ハンド ラ  ク ラス  
sample.MyEventHandler の名前を渡して、 新しいイベン ト  ハンド ラ値オブジェ
ク ト を作成しています。 イベン ト  ハンド ラ  ク ラスは、 6-13ページの 「イベン ト  
ハンド ラ  コンポーネン ト  ク ラスの定義」 に説明されているよ うに、
EventHandler com.bea.wlpi.server.plugin.EventHandler インタフェース
を実装します。

eh = new EventHandlerInfo(SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME,
        bundle.getString("startOrderName"),
        bundle.getString("startOrderDesc")
        sample.MyEventHandler);
eventHandler = new EventHandlerInfo[]{ eh };

EventHandlerInfo オブジェク トの詳細については、 B-19ページの
「EventHandlerInfo オブジェク ト 」 を参照して ください。

イベン ト  ハンドラの登録
イベン ト  ハンド ラを登録するには、 B-31ページの 「PluginCapabilitiesInfo オブ
ジェク ト 」 に定義されているよ うに 
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginCapabilitiesInfo 値オブジェク ト を作
成し、 前の節で定義した EventHandlerInfo オブジェク ト を eventHandler コ
ンス ト ラ ク タ  パラ メータ値と して渡します。

たとえば、 次のコード抜粋では、 引数と して 
com.bea.wlpi.common.plugin.EventHandlerInfo オブジェク トの名前を渡し
て、 新しい PluginCapabilitiesInfo 値オブジェク ト を作成しています。

PluginCapabilitiesInfo pci = new PluginCapabilitiesInfo(pi,
        getCategoryInfo(bundle), eventInfo, fieldInfo, functionInfo,
      startInfo, null, null, null, null, eventHandler);
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プラグイン メ ッセージ タイプの定義
PluginCapabilitiesInfo オブジェク トの詳細については、 B-31ページの
「PluginCapabilitiesInfo オブジェク ト 」 を参照して ください。

プラグイン メ ッセージ タイプの定義

プロセス  エンジンがプラグイン 
com.bea.wlpi.server.eventprocessor.EventData オブジェク トから情報を
抽出できるよ うにするには、 プラグイン  メ ッセージ タイプ、 すなわちプラグイ
ン フ ィールドを定義する必要があ り ます。 抽出した値は、 ワークフロー変数に
代入した り、 式の一部 （キー値や条件式など） と して使用できます。

プラグイン メ ッセージ タイプの定義方法の詳細については、 4-88ページの
「メ ッセージ タイプのための実行時コンポーネン ト  ク ラスの定義」 を参照して く
ださい。

イベン ト  ウォッチ エン ト リの定義

イベン ト  ウォッチ エン ト リによ り、 Event Processor は着信イベン ト をプラグイ
ン ノード と照合できます。

次の表に、 各プラグイン ノード  タイプについて、 プロセス  エンジンがプラグイ
ン イベン ト  エン ト リ をイベン ト  ウォッチ テーブルに追加する方法を示します。
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6 プラグイン イベン トの処理
プラグイン イベン ト  ハンドラに対するイベ
ン トの送信

プラグイン イベン ト  ハンド ラに対してイベン ト を送信するには、 メ ッセージ送
信側は、 com.bea.wlpi.server.eventprocessor.EventData オブジェク トの 
WLPIPlugin 文字列プロパティをイベン ト  ハンド ラ名に設定する必要があ り ま
す。

たとえば、 次のコードは、 イベン ト  ハンド ラ  SamplePlugin の名前に対して 
WLPIPlugin プロパティを設定し、 EventData コンス ト ラ ク タにこの情報を渡す
こ とによ り、 プロパティ  マップを構築する方法を示しています。

表 6-5  プラグイン ノード  タイプに基づく イベン ト  ウォッチ エン ト リの追加方法

ノード  タイ
プ

説明

イベン ト  
ノード

ワークフロー プロセッサがノードをアクティブ化する と、 プラグイン フレームワー
クは、 com.bea.wlpi.server.plugin.PluginEvent オブジェク トの 
activate() メ ソ ッ ドを呼び出す。 activate() メ ソ ッ ドは、
com.bea.wlpi.server.plugin.EventContext の activateEvent() メ ソ ッ ドを
呼び出すこ とによ り、 イベン ト  ウォッチ テーブルにエン ト リ を記録する。
activate() メ ソ ッ ドの実装方法の詳細については、 4-79ページの 「PluginEvent イ
ンタフェース  メ ソ ッ ド」 の表を参照。 EventContext の詳細については、 4-106
ページの 「イベン ト  コンテキス ト 」 を参照。

開始ノード ユーザがテンプレート定義をアクティブに設定する と、 プラグイン  フレームワーク
は、 com.bea.wlpi.server.plugin.PluginStart2 オブジェク トの activate() 
メ ソ ッ ドを呼び出す。 これによ り、 setTrigger() メ ソ ッ ドが呼び出される。
setTrigger() メ ソ ッ ドは、 com.bea.wlpi.server.plugin.EventContext の 
postStartWatch() メ ソ ッ ドを呼び出すこ とによ り、 イベン ト  ウォ ッチ テーブルに
エン ト リ を記録する。

setTrigger() メ ソ ッ ドの実装方法の詳細については、 4-95ページの 「PluginStart2 
インタフェース  メ ソ ッ ド」 の表を参照。 EventContext の詳細については、 4-106
ページの 「イベン ト  コンテキス ト 」 を参照。
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プラグイン イベン ト  ハンド ラに対するイベン トの送信
Map props = new HashMap();
props.put("WLPIPlugin""SamplePlugin");
EventData eventData = new EventData(data,
  "text/x-appplication/sample", 
  "Order", 0, null, null, props);
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7 プラグインの管理

この章では、 プラグインの管理方法について説明します。 この章の内容は以下の
とおりです。

プラグインの表示

プラグインのロード

プラグインのコンフ ィグレーシ ョ ン

プラグインのリ ス トの更新

Studio によるプラグインの管理

プラグインの表示

インス トールされているプラグインを表示するには、 次の表に示す 
com.bea.wlpi.server.plugin.PluginManager インタフェース  メ ソ ッ ド  を使
用します。
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7 プラグインの管理
たとえば、 次のコードは、 指定されたロケール lc のためにインス トールされて
いるプラグインの リ ス ト を取得し、 plugins[] 配列にこの リ ス ト を保存します。
この例では、 pm は PluginManager EJB への EJBObject 参照を表します。

plugins[]=pm.getPlugins(lc);

表 7-1  インストールされているプラグインを表示するための PluginManager インタフェース メ
ソ ッ ド

メ ソ ッ ド 説明

public 
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginInfo 
getPlugin(java.lang.String pluginName, 
java.util.Locale lc) throws 
java.rmi.RemoteException, 
com.bea.wlpi.common.WorkflowException

指定されたプラグインに関するローカライズ
された基本情報を取得する。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。

pluginName －プラグイン名を示す
java.lang.String オブジェク ト。

lc －表示文字列をローカライズするロ
ケールを示す
java.util.Locale オブジェク ト。
このメ ソ ッ ドは、 基本プラグイン情報を示す 
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginInf
o オブジェク ト を返す。 詳細については、 B-35
ページの 「PluginInfo オブジェク ト 」 を参照。

public 
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginInfo[] 
getPlugins(java.util.Locale lc) throws 
java.rmi.RemoteException, 
com.bea.wlpi.common.WorkflowException

指定されたロケールのためにインス トールさ
れているプラグインのリ ス ト を取得する。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。
lc －表示文字列をローカライズするロケール
を示す
java.util.Locale オブジェク ト。
このメ ソ ッ ドは、 インス トールされているプ
ラグインを示す
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginInf
o オブジェク トの配列を返す。 詳細について
は、 B-35ページの 「PluginInfo オブジェク ト 」
を参照。
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プラグインのロード
getPlugin() メ ソ ッ ドおよび getPlugins() メ ソ ッ ドの詳細については、
com.bea.wlpi.server.plugin.PluginManager Javadoc を参照してください。

プラグインのロード

インス トールされているプラグインをロードするには、 次の表に示す 
com.bea.wlpi.server.plugin.PluginManagerCfg インタフェース  メ ソ ッ ドを
使用します。

たとえば、 次のコードは、 指定された Plug-in Manager バージ ョ ン version のた
めのプラグイン MyPlugin をロード します。 この例では、 pmCfg は 
PluginManager EJB への EJBObject 参照を表します。

pmCfg.getPlugins(MyPlugin, version);

表 7-2  インストールされているプラグインをロードするための PluginManager インタフェース 
メ ソ ッ ド

メ ソ ッ ド 説明

public void loadPlugin(java.lang.String 
pluginName, 
com.bea.wlpi.commonVersionInfo version) 
throws java.rmi.RemoteException, 
com.bea.wlpi.common.WorkflowException

指定されたプラグインをロード し、 初期化す
る。

Plug-in Manager は、 そのプラグインの機能を
すでにロード されているプラグインの機能と
結合する。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。

pluginName －プラグイン名を示す
java.lang.String オブジェク ト。

version － Plug-in Manager バージ ョ ンを
示す
com.bea.wlpi.common.VersionInfo オ
ブジェク ト。 Plug-in Manager バージ ョ ン
へのアクセス方法については、 2-4ページ
の 「プラグイン フレームワーク  バージ ョ
ンの取得」 を参照。
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7 プラグインの管理
loadPlugin() メ ソ ッ ドの詳細については、
com.bea.wlpi.server.plugin.PluginManagerCfg Javadoc を参照してくださ
い。

プラグインのコンフ ィグレーシ ョ ン

デフォルトでは、 プラグインをコンフ ィグレーシ ョ ンする と きに、 プラグイン起
動モードを指定できます。

たとえば、次の図は、WebLogic Intergration Studio でのデフォルトのプラグイン  
コンフ ィグレーシ ョ ン ダイアログを示しています。

図 7-1   Studio でのデフォルトのプラグイン コンフ ィグレーシ ョ ン ダイアログ

起動モードは次のいずれかの値に設定できます。

Automatic －システム起動時に自動的に起動される。 これはデフォルト設定で
す。

Manual －ユーザが手動で起動する必要がある。

Disabled －使用禁止であ り、 起動できない。

プラグイン コンフ ィグレーシ ョ ン ダイアログへのアクセス方法については、
『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』 の 「ワークフロー リ ソースの
コンフ ィグレーシ ョ ン」 の 「プラグインのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して く
ださい。

必要な場合、 プラグイン コンフ ィグレーシ ョ ン要件をカスタマイズできます。
カスタマイズされたプラグイン コンフ ィグレーシ ョ ン要件は、 前の図に示した
テキス ト 「プラグインで定義されたデータが使用できません」 の箇所に表示されま
す。
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プラグインのコンフ ィグレーシ ョ ン
次の節では、 プラグイン コンフ ィグレーシ ョ ン要件をカスタマイズする方法、
およびプラグイン API を使用してコンフ ィグレーシ ョ ン値を編集する方法を説
明します。 この節の内容は以下のとおりです。

プラグイン コンフ ィグレーシ ョ ン要件のカスタマイズ

プラグイン コンフ ィグレーシ ョ ン値の設定

プラグイン コンフ ィグレーシ ョ ン値の取得

プラグイン コンフ ィグレーシ ョ ン値の削除
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プラグイン コンフ ィグレーシ ョ ン要件のカスタマ
イズ

次の節では、 プラグイン コンフ ィグレーシ ョ ン要件をカスタマイズするために
必要な手順について説明します。 この節の内容は以下のとおりです。

PluginData インタフェースの実装

PluginPanel ク ラスの定義

ConfigurationInfo 値オブジェク トの定義

PluginData インタフェースの実装
XML フォーマッ トでプラグイン  データを読み込み （解析し）、 保存するには、
4-11ページの 「PluginData インタフェースの実装」 に説明されているよ うに、
プラグイン データ  インタフェースを実装します。

次のコード  リ ス トは、 プラグイン コンフ ィグレーシ ョ ンのための PluginData 
インタフェースを実装するク ラスを定義する方法を示しています。 重要なコード
行は、 太字で示します。

注意 : このク ラスは、 プラグイン サンプルには含まれていません。

コード  リス ト  7-1   PluginData インタフェースの実装－プラグイン コンフ ィグ
レーシ ョ ン

package com.bea.wlpi.test.plugin;

import java.io.IOException;
import com.bea.wlpi.common.plugin.PluginData;
import com.bea.wlpi.common.XMLWriter;
import java.util.List;
import java.util.Map;
import org.xml.sax.*;

public class ConfigData implements PluginData { 
    private static final String YESORNO_TAG = "yesorno";

    private String yesOrNo;
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プラグインのコンフ ィグレーシ ョ ン
    private transient String lastValue;

    public ConfigData() { 
        this.yesOrNo = TestPluginConstants.CONFIG_NO;
    }

    public ConfigData(String yesOrNo) { 
        this.yesOrNo = yesOrNo;
    }

    public void load(XMLReader parser) { 
    }

    void setYesOrNo(String decision) { 
        yesOrNo = decision;
    }
    
    String getYesOrNo() { 
        return yesOrNo;
    }

    public void setDocumentLocator(Locator locator) { 
    }

    public void startDocument()
        throws SAXException { 
    }

    public void endDocument()
        throws SAXException { 
    }

    public void startPrefixMapping(String prefix, String uri)
        throws SAXException { 
    }

    public void endPrefixMapping(String prefix)
        throws SAXException { 
    }

    public void startElement(String namespaceURI, String localName, String 
qName, Attributes atts)
        throws SAXException { 
        lastValue = null;
    }

    public void endElement(String namespaceURI, String localName, String name)
        throws SAXException { 
        if (name.equals(YESORNO_TAG))
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7 プラグインの管理
            yesOrNo = lastValue;
    }

    public void characters(char[] ch, int start, int length)

        throws SAXException { 
        String value = new String(ch, start, length);

        if (lastValue == null)
            lastValue = value;
        else
            lastValue = lastValue + value;
    }

    public void ignorableWhitespace(char[] ch, int start, int length)
        throws SAXException { 
    }

    public void processingInstruction(String target, String data)
        throws SAXException { 
    }

    public void skippedEntity(String name)
        throws SAXException { 
    }

    public void save(XMLWriter writer, int indent) throws IOException { 
        writer.saveElement(indent, YESORNO_TAG, yesOrNo);
    }
    
    // TODO:
    public List getReferencedPublishables(Map publishables) {
        return null;
    }

    public String getPrintableData() {
        return toString();
    }

    public String toString() {
        return "ConfigData[yesOrNo=" + yesOrNo + ']';
    }
    
    public Object clone() {
        return new ConfigData(yesOrNo);
    }
}
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プラグインのコンフ ィグレーシ ョ ン
PluginPanel クラスの定義
設計クライアン ト内でプラグイン  GUI コンポーネン ト を表示するには、 4-27
ページの 「PluginPanel ク ラスの定義」 に説明されているよ うに、 プラグイン  パ
ネル ク ラスを拡張するク ラスを定義します。

次のコード  リ ス トは、 プラグイン コンフ ィグレーシ ョ ンのために PluginPanel 
ク ラスを拡張するク ラスを定義する方法を示しています。 重要なコード行は、 太
字で示します。

注意 : このク ラスは、 プラグイン サンプルには含まれていません。

コード  リス ト  7-2   PluginPanel クラスの定義－プラグイン コンフ ィグレーシ ョ
ン

package com.bea.wlpi.test.plugin;

import java.awt.*;
import javax.swing.*;
import javax.swing.border.TitledBorder;
import javax.swing.border.EtchedBorder;
import java.util.List;
import java.util.Locale;
import com.bea.wlpi.common.plugin.PluginPanel;
import com.bea.wlpi.common.plugin.PluginPanelContext;
import com.bea.wlpi.client.studio.Studio;
import com.bea.wlpi.common.VariableInfo;

public class ConfigPanel extends PluginPanel {
    
    JPanel ButtonPanel = new JPanel();
    ButtonGroup YesNoButtonGroup = new ButtonGroup();
    JRadioButton YesButton = new JRadioButton();
    JRadioButton NoButton = new JRadioButton();
    TitledBorder titledBorder = new TitledBorder(new EtchedBorder());

    public ConfigPanel() {
        super(Locale.getDefault(), "halloween");
//        super(Locale.getDefault(), "pgconfig");
        //TODO: 文字列のためのリソース バンドルを作成
        setLayout(null);
        setBounds(12,12,420,300);
      ButtonPanel.setBorder(titledBorder);
        ButtonPanel.setLayout(null);
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        add(ButtonPanel);
        ButtonPanel.setBounds(72,60,300,144);
        YesButton.setText("JavaHelp");
        YesButton.setSelected(true);
        YesNoButtonGroup.add(YesButton);
        ButtonPanel.add(YesButton);
        YesButton.setBounds(60,36,100,23);
        NoButton.setText("HTML Help");
        YesNoButtonGroup.add(NoButton);
        ButtonPanel.add(NoButton);
        NoButton.setBounds(60,60,100,23);
        titledBorder.setTitle("Online Help");
    }

    public void load() {
        ConfigData myData = (ConfigData)getData();
        if (myData != null) {
            if (myData.getYesOrNo().equals(TestPluginConstants.CONFIG_NO)) {
                NoButton.setSelected(true);
            } else {
                YesButton.setSelected(true);
            }
        }
    }

    public boolean validateAndSave() {
        ConfigData myData = (ConfigData)getData();
        if (myData != null) {
            myData.setYesOrNo(YesButton.isSelected()
                              ? TestPluginConstants.CONFIG_YES
                              : TestPluginConstants.CONFIG_NO);
        }
        return true;
    }
}

ConfigurationInfo 値オブジェク トの定義
プラグイン コンポーネン ト  データをさ らに詳細に定義するには、 プラグイン コ
ンフ ィグレーシ ョ ンのための 
com.bea.wlpi.common.plugin.ConfigurationInfo 値オブジェク ト を定義し
ます。 この場合、 基本プラグイン情報を定義する と きに、 config パラ メータを
使用して、 com.bea.wlpi.common.plugin.PluginInfo 値オブジェク トに 
ConfigurationInfo オブジェク ト を渡すこ とができます。
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プラグインのコンフ ィグレーシ ョ ン
PluginInfo 値オブジェク トの定義時に config パラ メータを null に設定した場
合、 プラグイン固有のコンフ ィグレーシ ョ ンは定義されません。 この場合、 7-4
ページの 「Studio でのデフォルトのプラグイン  コンフ ィグレーシ ョ ン ダイアロ
グ」 の図に示した Studio のプラグイン コンフ ィグレーシ ョ ン ダイアログが表示
されます。 PluginInfo 値オブジェク トの定義方法については、 B-35ページの
「PluginInfo オブジェク ト 」 を参照してください。

たとえば、 次のコード  リ ス トは、 ConfigurationInfo 値オブジェク ト を定義す
る方法を示しています。

ci = new ConfigurationInfo(TestPluginConstants.PLUGIN_NAME, 12,
     "test plugin configuration", 
     TestPluginConstants.CONFIG_CLASSES);

CONFIG_CLASSES フ ィールド要素値は、 TestPluginConstants.java ク ラス  
ファ イル内で定義されており、 次のよ うにク ラスを定義します。

final static String CONFIG_DATA = 
    "com.bea.wlpi.test.plugin.ConfigData";

final static String CONFIG_PANEL = 
    "com.bea.wlpi.test.plugin.ConfigPanel";
final static String[] CONFIG_CLASSES = { 
    CONFIG_DATA, CONFIG_PANEL 
};

ConfigurationInfo の詳細については、 B-16ページの 「ConfigurationInfo オブ
ジェク ト 」 を参照してください。

プラグイン コンフ ィグレーシ ョ ン値の設定
プラグイン コンフ ィグレーシ ョ ン値を設定するには、 次の表に定義された 
com.bea.wlpi.server.plugin.PluginManagerCfg インタフェース  メ ソ ッ ドを
使用します。
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7 プラグインの管理
たとえば、 次のコードは、 pconfig.xml ファ イルを使用して、 MyPlugin プラグ
イン、 指定された Plug-in Manager バージ ョ ン version、 および 
MODE_AUTOMATIC 起動モードに関するプラグイン コンフ ィグレーシ ョ ン情報を
設定します。 この例では、 pmCfg は PluginManagerCfg EJB への EJBObject 参
照を表します。

表 7-3  コンフ ィグレーシ ョ ン値を設定するための PluginManagerCfg インタフェース メ ソ ッ ド

メ ソ ッ ド 説明

public void 
setPluginConfiguration(java.lang.String 
pluginName, 
com.bea.wlpi.common.VersionInfo version, 
int startMode, java.lang.String config) 
throws java.rmi.RemoteException, 
com.bea.wlpi.common.WorkflowException

プラグイン コンフ ィグレーシ ョ ン情報を設定
する。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。

pluginName －プラグイン名を示す
java.lang.String オブジェク ト。

version － Plug-in Manager バージ ョ ンを
示す
com.bea.wlpi.common.VersionInfo オブジェ
ク ト。 Plug-in Manager バージ ョ ンへのア
クセス方法については、 2-4ページの 「プ
ラグイン フレームワーク  バージ ョ ンの取
得」 を参照。

startMode － Plug-in Manager がプラグイ
ンを起動する と きに指定する整数値。 この
値は、 次の 
com.bea.wlpi.common.plugin.Plugin
Constants 値のいずれかに設定できる。
MODE_AUTOMATIC －プラグインはシステム
起動時に自動的に起動される。
MODE_DISABLED －プラグインは使用禁止
であ り、 起動できない。
MODE_MANUAL －プラグインはユーザが手
動で起動する必要がある。

config － XML ドキュ メン ト と してプラ
グイン コンフ ィグレーシ ョ ン情報を示す
java.lang.String オブジェク ト。
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プラグインのコンフ ィグレーシ ョ ン
pmCfg.setPluginConfiguration(MyPlugin, version, MODE_AUTOMATIC,
  pconfig.xml);

setPluginConfiguration() メ ソ ッ ドの詳細については、
com.bea.wlpi.server.plugin.PluginManagerCfg Javadoc を参照してくださ
い。

プラグイン コンフ ィグレーシ ョ ン値の取得
プラグイン コンフ ィグレーシ ョ ン値を取得するには、 次の表に示す 
com.bea.wlpi.server.plugin.PluginManager インタフェース  メ ソ ッ ドを使
用します。

表 7-4  コンフ ィグレーシ ョ ン値を取得するための PluginManager インタフェース メ ソ ッ ド

メ ソ ッ ド 説明

public 
com.bea.wlpi.common.plugin.Configuratio
nData 
getPluginConfiguration(java.lang.String 
pluginName, 
com.bea.wlpi.common.VersionInfo version) 
throws java.rmi.RemoteException, 
com.bea.wlpi.common.WorkflowException

プラグイン コンフ ィグレーシ ョ ン情報を取得
する。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。

pluginName －プラグイン名を示す
java.lang.String オブジェク ト。

version － Plug-in Manager バージ ョ ンを
示す
com.bea.wlpi.common.VersionInfo オ
ブジェク ト。 Plug-in Manager バージ ョ ン
へのアクセス方法については、 2-4ページ
の 「プラグイン フレームワーク  バージ ョ
ンの取得」 を参照。

このメ ソ ッ ドは、 コンフ ィグレーシ ョ ン情報
を示す 
com.bea.wlpi.common.plugin.Configura
tionData オブジェク ト を返す。 特定のコン
フ ィグレーシ ョ ン情報にアクセスするために
使用できる メ ソ ッ ドの詳細については、 B-14
ページの 「ConfigurationData オブジェク ト 」
を参照。
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7 プラグインの管理
たとえば、次のコードは、MyPlugin と、指定された Plug-in Manager バージ ョ ン 
version に関するプラグイン コンフ ィグレーシ ョ ン情報を取得します。 この例
では、 pm は PluginManager EJB への EJBObject 参照を表します。 .

configData=pm.setPluginConfiguration(MyPlugin, version);

getPluginConfiguration() メ ソ ッ ドの詳細については、
com.bea.wlpi.server.plugin.PluginManager Javadoc を参照してください。

プラグイン コンフ ィグレーシ ョ ン値の削除
プラグインのコンフ ィグレーシ ョ ンは、 不要になった時点で削除できます。 コン
フ ィグレーシ ョ ンを削除する場合、 プラグイン自体ではなく、 登録されているコ
ンフ ィグレーシ ョ ンのみを削除します。

プラグイン コンフ ィグレーシ ョ ン値を削除するには、 次の表に示す 
com.bea.wlpi.server.plugin.PluginManagerCfg インタフェース  メ ソ ッ ドを
使用します。

表 7-5  コンフ ィグレーシ ョ ン値を削除するための PluginManagerCfg インタフェース メ ソ ッ ド

メ ソ ッ ド 説明

public void deletePluginConfiguration( 
java.lang.String pluginName, 
com.bea.wlpi.common.VersionInfo version) 
throws java.rmi.RemoteException, 
com.bea.wlpi.common.WorkflowException

プラグイン コンフ ィグレーシ ョ ン情報を削除
する。

メ ソ ッ ド  パラ メータの定義は次のとおり。

pluginName －プラグイン名を示す
java.lang.String オブジェク ト。

version － Plug-in Manager バージ ョ ンを
示す
com.bea.wlpi.common.VersionInfo オ
ブジェク ト。 Plug-in Manager バージ ョ ン
へのアクセス方法については、 2-4ページ
の 「プラグイン フレームワーク  バージ ョ
ンの取得」 を参照。
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プラグインのリス トの更新
たとえば、次のコードは、MyPlugin と、指定された Plug-in Manager バージ ョ ン 
version に関するプラグイン コンフ ィグレーシ ョ ン値を削除します。 この例で
は、 pmCfg は PluginManagerCfg EJB への EJBObject 参照を表します。

pmCfg.deletePluginConfiguration(MyPlugin, version);

deletePluginConfiguration() メ ソ ッ ドの詳細については、
com.bea.wlpi.server.plugin.PluginManagerCfg Javadoc を参照してくださ
い。

プラグインのリストの更新

プラグインのリ ス ト を更新するには、 次の表に示す 
com.bea.wlpi.server.plugin.PluginManagerCfg インタフェース  メ ソ ッ ドを
使用します。

たとえば、 次のコードは、 ロード されているすべてのプラグインを更新します。
この例では、 pmCfg は PluginManager EJB への EJBObject 参照を表します。

pmCfg.refresh();

refresh() メ ソ ッ ドの詳細については、
com.bea.wlpi.server.plugin.PluginManagerCfg Javadoc を参照してくださ
い。

表 7-6  プラグインのリス ト を更新するための PluginManagerCfg インタフェース メ ソ ッ ド

メ ソ ッ ド 説明

public void refresh() throws 
java.rmi.RemoteException, 
com.bea.wlpi.common.WorkflowException

キャ ッシュ内のプラグイン情報を更新する。

注意 : このメ ソ ッ ドを実行するには大量のリ
ソースが必要なため、 その使用を制限
する必要があ り ます。

このメ ソ ッ ドは、 ロード されているすべての
プラグインを Plug-in Manager に再照会し、 そ
の内部プラグイン機能キャッシュを再構築す
る。 プラグイン機能が動的にコンフ ィグレー
シ ョ ンされている場合、 プラグインはこのメ
ソ ッ ドを呼び出すこ とができる。
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7 プラグインの管理
Studio によるプラグインの管理

Studio 設計ク ライアン ト  インタフェース内から、 プラグインの表示、 ロード、
コンフ ィグレーシ ョ ンを行えます。 詳細については、 『WebLogic Integration 
Studio ユーザーズ ガイ ド』 の 「ワークフロー リ ソースのコンフ ィグレーシ ョ ン」
を参照して ください。
7-16 BPM プラグイン プログラ ミング ガイ ド



8 プラグイン オンライン ヘルプの
定義

プラグイン オンライン ヘルプを定義する手順は、 次のとおりです。

1. プラグイン オンライン ヘルプ （JavaHelp または HTML） ファ イルを定義し
ます。

例と して、
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/htmlhelp/Sample ディレ
ク ト リにある  HTML ファ イルを参照して ください。

2. B-27ページの 「HelpSetInfo オブジェク ト 」 に定義されているコンス ト ラ ク
タを使用して、 com.bea.wlpi.common.plugin.HelpSetInfo 値オブジェク
ト を定義します。

helpType コンス ト ラ ク タ  パラ メータを使用して、 JavaHelp ヘルプ セッ ト ま
たは HTML ヘルプ セッ トのどちらを定義するか指定し、 どちらのヘルプ 
セッ ト を定義するかに基づいて、 helpNames コンス ト ラ ク タ  パラ メータを使
用して、 それぞれ次の情報を渡す必要があ り ます。

JavaHelp ヘルプ セッ ト （.hs） ファ イル名と  JavaHelp ヘルプ キー

メ イン インデッ クス  ページまたは目次の HTML ヘルプ ファ イル ルート  
ディレク ト リ と  HTML ファ イル名

詳細については、 B-27ページの 「HelpSetInfo オブジェク ト 」 を参照してく
ださい。

3. B-35ページの 「PluginInfo オブジェク ト 」 に定義されているコンス ト ラ ク タ
を使用して、 com.bea.wlpi.common.plugin.PluginInfo 値オブジェク ト を
定義します。 helpSet コンス ト ラ ク タ  パラ メータ値と して、 前の手順で定義
した HelpSetInfo 値オブジェク トの名前を渡す必要があ り ます。

プラグイン サンプルから抜粋した次のコード  リ ス トは、 プラグイン HTML オン
ライン ヘルプを定義する方法を示しています。 このコードでは、
createPluginInfo() メ ソ ッ ドを定義します。 このメ ソ ッ ドは、 まず 
HelpSetInfo 値オブジェク ト を定義してから、 この HelpSetInfo オブジェク ト
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8 プラグイン オンライン ヘルプの定義
を渡して PluginInfo オブジェク ト を定義します。 この抜粋は、
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin/src/com/bea/wlpi/
tour/po/plugin ディ レク ト リの SamplePluginBean.java ファ イルから取り出
したものです。 重要なコード行は、 太字で示します。

コード  リス ト  8-1   プラグイン HTML オンライン ヘルプの定義

private PluginInfo createPluginInfo(Locale lc) {
   HelpSetInfo helpSet;
   PluginInfo pi;
   SampleBundle bundle = new SampleBundle(lc);
   String name = bundle.getString("pluginName");
   String desc = bundle.getString("pluginDesc");
   String helpName = bundle.getString("helpName");
   String helpDesc = bundle.getString("helpDesc");
   helpSet = new HelpSetInfo(
         SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME, helpName, helpDesc,
         new String[]{ "htmlhelp/Sample", "index" },
         HelpSetInfo.HELP_HTML);
   pi = new PluginInfo(SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME, name,
      desc, lc, SamplePluginConstants.VENDOR_NAME,
      SamplePluginConstants.VENDOR_URL,
      SamplePluginConstants.PLUGIN_VERSION,
      SamplePluginConstants.PLUGIN_FRAMEWORK_VERSION,
      null, null, helpSet);
   return pi;
}

この例について説明します。

HTML ファ イルは、 他のサポート  ファ イルと と もに、 WAR ファ イル （たと
えば sampleplugin.war） にパッケージ化する必要があ り ます。 WAR ファ
イルは、 com.bea.wlpi.SamplePlugin とい う  Name 属性値を持つ 
WebAppComponent と してデプロイする必要があ り ます。 その他のデプロイ メ
ン ト事項については、 9-8ページの 「コンフ ィグレーシ ョ ン ファ イルの更新」
を参照して ください。

プラグイン フレームワークは、 pluginName の値に関連する  
htmlhelp/Sample パスを使用して、 ヘルプ セッ トの URL を作成します。 例 
: 
http://localhost:7001/com.bea.wlpi.SamplePlugin/htmlhelp/Sample
/index.htm

デフォルト  ヘルプ ページは、 index.htm です。
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次の図に、 サンプル プラグイン HTML ヘルプ セッ トにアクセスできる  
WebLogic Integration Studio の [ヘルプ ] メニューを示します。

図 8-1   プラグイン ヘルプ セッ ト

次のコード  リ ス トは、プラグイン JavaHelp ヘルプ セッ トのための HelpSetInfo 
値オブジェク ト を定義する方法を示しています。

コード  リス ト  8-2   プラグイン JavaHelp オンライン ヘルプの定義

javaHelpSet = new HelpSetInfo(SamplePluginConstants.PLUGIN_NAME,
        "Sample Plugin JavaHelp", "Plugin-provided help set",
        new String[] {"javahelp/HolidayHistory", "hol_intro"},
        HelpSetInfo.HELP_JAVA_HELP);

この例について説明します。

このプラグイン フレームワークは、 pluginName の値に関連する  
javahelp/HolidayHistory パスを使用して、 このプラグインによ り提供さ
れるヘルプ セッ トの URL を作成します。
例 : 
http://localhost:7001/com.bea.wlpi.SamplePlugin/javahelp/Holida
yHistory.hs

デフォルト  ヘルプ ト ピッ クは、 hol_intro です。

プラグイン オンライン ヘルプのデプロイ メン トの詳細については、 9-1ページ
の 「プラグインのデプロイ メン ト 」 を参照して ください。
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9 プラグインのデプロイメン ト

プラグインはステート レス  セッシ ョ ン EJB です。 他の EJB と同じよ うにデプロ
イされます。 この章では、 プラグインをデプロイする方法について説明します。
この章の内容は以下のとおりです。

プラグイン デプロイ メン ト記述子ファイルの定義

プラグインのパッケージ化

コンフ ィグレーシ ョ ン ファ イルの更新

注意 : プラグイン サンプルがデプロイ されていますので、 ご利用ください。 プ
ラグイン サンプル JAR、 WAR、 デプロイ メン ト記述子ファイルは、 イ
ンス トール時に適切なディ レク ト リにコピーされます。

プラグイン デプロイメン ト記述子ファイル
の定義

プラグインをデプロイするには、 次の節で説明するよ うに、 EJB とオンライン 
ヘルプのデプロイ メン ト  プロパティを定義するプラグイン  デプロイ メン ト記述
子ファ イルを定義する必要があ り ます。

プラグイン EJB デプロイメン ト記述子ファイルの
定義

次の表に、 プラグイン EJB のデプロイ メン ト を定義するために必要なデプロイ
メン ト記述子ファイルを示します。
BPM プラグイン プログラ ミング ガイ ド 9-1



9 プラグインのデプロイメン ト
EJB デプロイ メン ト記述子ファイルの詳細については、 次の URL にある
『WebLogic エンタープライズ Java Beans プログラマーズガイ ド』 の 「WebLogic 
Server への EJB のデプロイ」 を参照してください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/ejb/deploy.html

プラグイン サンプルから抜粋した次のコード  リ ス トは、 ejb-jar.xml および 
weblogic-ejb-jar.xml デプロイ メン ト記述子ファ イルを定義する方法を示し
ています。

注意 : プラグインは、 コンテナ管理による ト ランザクシ ョ ン境界設定をサポー
ト している必要があ り ます。 したがって、 プラグイン通知リ スナ メ ソ ッ
ドの trans-attr 要素は、 Required、 Supports、 または Mandatory の
いずれかの値である必要があ り ます。

コード  リス ト  9-1   プラグイン サンプル ejb-jar.xml EJB デプロイメン ト記述子

<?xml version="1.0"?>

<!DOCTYPE ejb-jar PUBLIC "-//Sun Microsystems, Inc.//DTD Enterprise JavaBeans 
2.0//EN" "http://java.sun.com/j2ee/dtds/ejb-jar_2_0.dtd">

<ejb-jar>
  <enterprise-beans>
    <session>
      <ejb-name>SamplePlugin</ejb-name>
      <home>com.bea.wlpi.server.plugin.PluginHome</home>

表 9-1  プラグイン EJB デプロイメン ト記述子ファイル

定義するファイル 指定内容

ejb-jar.xml 基本 EJB 構造、 内部依存関係、 およびアプリ ケーシ ョ ン アセ
ンブリ情報

weblogic-ejb-jar.xml WebLogic Server キャ ッシング、 ク ラスタ化、 およびパフォー
マンスの情報、 および WebLogic Server リ ソース  マッピング
（セキュ リ ティ、 JDBC プール、 JMS 接続ファ ク ト リ など、 デ
プロイされる  EJB リ ソースを含む）

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml WebLogic Server コンテナ管理による永続性サービス
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プラグイン デプロイ メン ト記述子フ ァイルの定義
      <remote>com.bea.wlpi.server.plugin.Plugin</remote>
      <ejb-class>com.bea.wlpi.tour.po.plugin.SamplePluginBean</ejb-class>
      <session-type>Stateless</session-type>
      <transaction-type>Container</transaction-type>
      <ejb-ref>
        <ejb-ref-name>ejb/PluginManagerCfg</ejb-ref-name>
        <ejb-ref-type>Session</ejb-ref-type>
        <home>com.bea.wlpi.server.plugin.PluginManagerCfgHome</home>
        <remote>com.bea.wlpi.server.plugin.PluginManagerCfg</remote>
        <ejb-link>PluginManagerCfg</ejb-link>
      </ejb-ref>
    </session>
  </enterprise-beans>
  <assembly-descriptor>
    <container-transaction>
      <method>
        <ejb-name>SamplePlugin</ejb-name>
        <method-intf>Remote</method-intf>
        <method-name>*</method-name>
      </method>
      <trans-attribute>Required</trans-attribute>
    </container-transaction>
  </assembly-descriptor>
</ejb-jar>

コード  リス ト  9-2   プラグイン サンプル weblogic-ejb-jar.xml EJB デプロイメン
ト記述子

<?xml version="1.0"?>

<!DOCTYPE weblogic-ejb-jar PUBLIC "-//BEA Systems, Inc.//DTD WebLogic 6.0.0 
EJB//EN" "http://www.bea.com/servers/wls600/dtd/weblogic-ejb-jar.dtd">

<weblogic-ejb-jar>
  <weblogic-enterprise-bean>
    <ejb-name>SamplePlugin</ejb-name>
    <stateless-session-descriptor>
      <pool>
        <max-beans-in-free-pool>100</max-beans-in-free-pool>
        <initial-beans-in-free-pool>0</initial-beans-in-free-pool>
      </pool>
      <stateless-clustering>
        <stateless-bean-is-clusterable>True</stateless-bean-is-clusterable>
        
<stateless-bean-methods-are-idempotent>True</stateless-bean-methods-are-idempot
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ent>
      </stateless-clustering>
    </stateless-session-descriptor>
    <reference-descriptor>
      <ejb-reference-description>
        <ejb-ref-name>ejb/PluginManagerCfg</ejb-ref-name>
        <jndi-name>com.bea.wlpi.PluginManagerCfg</jndi-name>
      </ejb-reference-description>
    </reference-descriptor>
    <jndi-name>com.bea.wlpi.tour.po.plugin.SamplePlugin</jndi-name>
  </weblogic-enterprise-bean>
</weblogic-ejb-jar>

プラグイン オンライン ヘルプ デプロイメン ト記述
子ファイルの定義

次の表に、 プラグイン オンライン ヘルプのデプロイ メン ト を定義するために必
要なデプロイ メン ト記述子ファイルを示します。

オンライン ヘルプ （Web アプリ ケーシ ョ ン） デプロイ メン ト記述子ファイルの
詳細については、 次の URL にある 「Web アプリ ケーシ ョ ンのアセンブルと コン
フ ィグレーシ ョ ン」 の 「Web アプリ ケーシ ョ ンのデプロイ メン ト記述子の記述」
を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/webapp/webappdeployme
nt.html

プラグイン サンプルから抜粋した次のコード  リ ス トは、 web.xml および 
weblogic.xml デプロイ メン ト記述子ファ イルを定義する方法を示しています。

表 9-2  プラグイン オンライン ヘルプ デプロイメン ト記述子ファイル

定義するファイル 指定内容

web.xml Web アプリ ケーシ ョ ン コンフ ィグレーシ ョ ン情報

weblogic.xml web.xml ファ イル内の指名された リ ソース と  WebLogic Server 
の外部にある リ ソースに関する リ ソース  マッピング情報、 お
よび JSP と  HTTP のセッシ ョ ン属性
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プラグインのパッケージ化
コード  リス ト  9-3   プラグイン サンプル オンライン ヘルプ web.xml デプロイメ
ン ト記述子

<!DOCTYPE web-app PUBLIC "-//Sun Microsystems, Inc.//DTD Web 
Application 2.2//EN" 
"http://java.sun.com/j2ee/dtds/web-app_2_2.dtd">
<web-app>
    <display-name>Sample Plugin Online Help</display-name>
    <description>
        This Web Application serves up HTML Help for the
        WebLogic Process Integrator Sample Plugin.
    </description>
    <welcome-file-list>
    <welcome-file>
        com/bea/wlpi/tour/po/plugin/htmlhelp/index.htm
    </welcome-file>
    </welcome-file-list>
</web-app>

コード  リス ト  9-4   プラグイン サンプル オンライン ヘルプ weblogic.xml デプロ
イメン ト記述子

<!DOCTYPE weblogic-web-app PUBLIC "-//BEA Systems, Inc.//DTD Web 
Application 6.0//EN" 
"http://www.bea.com/servers/wls600/dtd/weblogic-web-jar.dtd">
<weblogic-web-app>
    <description>
        This Web Application serves up HTML Help for the
        WebLogic Process Integrator Sample Plugin.
    </description>
</weblogic-web-app>

プラグインのパッケージ化

WebLogic Server に対してデプロイされる  JAR ファ イルにプラグインをパッケー
ジ化する手順は、 次のとおりです。

1. ビルド  ディレク ト リ を作成し、 javac を使用して、 このディ レク ト リにソー
ス  ファ イルをコンパイルします。
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9 プラグインのデプロイメン ト
プラグイン サンプルの場合、 ソース  ファ イルは 
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin/src/com/bea/wlp
i/tour/po/plugin ディレク ト リにあ り、
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin ディ レク ト リにコ
ンパイルされます。

2. 前の節で作成したデプロイ メン ト記述子 （ejb-jar.xml、
weblogic-ejb-jar.xml） を、 ビルド  ディ レク ト リの META-INF サブディ レ
ク ト リにコピーします。

たとえば、 デプロイ メン ト記述子ファイルを 
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin/META-INF ディレ
ク ト リにコピーします。

3. コンパイルされたソース  ファ イルとデプロイ メン ト記述子の入ったビルド  
ディレク ト リの JAR ファ イルを作成します。

プラグイン サンプルの場合、 結果の JAR ファ イルは、
SAMPLES_HOME/integration/samples/lib/sampleplugin-ejb.jar と して
格納されます。

4. JAR ファ イルで weblogic.ejbc を実行し、 WebLogic Server コンテナ ク ラ
スを生成します。

プラグイン サンプルの場合、 このユーティ リ ティの出力は、
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin/ejbcgen ディ レク
ト リに格納されます。

5. 必要であれば、 プラグイン オンライン ヘルプとデプロイ メン ト記述子ファ
イルの入った WAR ファ イルを作成します。

プラグイン サンプルの場合、 プラグイン オンライン ヘルプ ファ イルは、
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin/htmlhelp ディレ
ク ト リに格納されます。 結果の WAR ファ イルは、
SAMPLES_HOME/integration/samples/lib/sampleplugin.war と して格納
されます。

プラグイン サンプルから抜粋した次のコード  リ ス トは、 プラグインをパッケー
ジ化するためのビルド  スク リプ ト  build.cmd を定義する方法を示しています。
このファ イルは、 SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin ディ
レク ト リにあ り ます。 重要なコード行は、 太字で示します。
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プラグインのパッケージ化
注意 : build.cmd スク リプ ト を実行する前に、 setEnv.cmd スク リプ ト を更新、
実行して、 環境を設定しておく必要があ り ます。 このスク リプ トは、
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin ディ レク ト リ
にあ り ます。

コード  リス ト  9-5   プラグイン サンプル ビルド  スクリプ ト

@rem Copyright (c) 2001 BEA Systems, Inc. All rights reserved.
@rem build.cmd －デプロイ可能な jar ファイル sampleplugin をコンパイルおよび作成する
@echo off

@rem クラスをコンパイルする
setlocal
set JAVAC_ARGS=-d . -g -deprecation
echo Compiling Sample Plugin classes
"%JAVA_HOME%\bin\javac" %JAVAC_ARGS% source\*.java
endlocal

@rem jar を作成する
echo Building Sample Plugin EJB jar for bean classes
erase /f _sampleplugin-ejb.jar 2> nul 1> nul
@copy interfaces.jar _sampleplugin-ejb.jar 2> nul 1> nul
@copy source\Sample.gif com\bea\wlpi\tour\po\plugin\Sample.gif 2> nul 1> nul
@copy source\SamplePlugin.properties 
com\bea\wlpi\tour\po\plugin\SamplePlugin.properties 2> nul 1> nul
@rem 標準およびベンダ固有の XML デプロイメント記述子を追加する
"%JAVA_HOME%\bin\jar" -uf _sampleplugin-ejb.jar META-INF\ejb-jar.xml 
META-INF\weblogic-ejb-jar.xml
rem Add the bean implementation classes, and helper classes.
"%JAVA_HOME%\bin\jar" -uf _sampleplugin-ejb.jar com
dir /b _sampleplugin-ejb.jar

echo Compiling EJB container classes

erase /f sampleplugin-ejb.jar 2> nul 1> nul
"%JAVA_HOME%\bin\java" -Dweblogic.ejb20.ejbc.debug=1 weblogic.ejbc -compiler 
"%JAVA_HOME%\bin\javac" _sampleplugin-ejb.jar sampleplugin-ejb.jar
dir /b sampleplugin-ejb.jar
if not exist sampleplugin-ejb.jar echo *** ERROR: ejbc failed to create the 
sampleplugin-ejb.jar file.

echo Building Sample Plugin WAR file for JavaHelp/HTML Help
"%JAVA_HOME%\bin\jar" -cf sampleplugin.war WEB-INF
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"%JAVA_HOME%\bin\jar" -uf sampleplugin.war htmlhelp
dir /b sampleplugin.war
if not exist sampleplugin.war echo *** ERROR: failed to create the 
sampleplugin.war file.

del _sampleplugin-ejb.jar
echo Done.

コンフ ィグレーシ ョ ン ファイルの更新

プラグインをデプロイするには、 コンフ ィグレーシ ョ ン ファ イル config.xml 
を更新し、 関連付けられたデプロイ メン ト記述子ファイルを  WebLogic 
Integration アプリ ケーシ ョ ンの一部と して指定する必要があ り ます。

プラグイン EJB 記述子ファイルを指定するには、 <EJBComponent> 要素を使用し
ます。 DeploymentOrder 属性を使用して、 EJB JAR ファ イルがデプロイされる
順序を制御できます。 一般に、 プラグイン A がプラグイン B に依存している場
合、 プラグイン B を先にデプロイする必要があ り ます。 最終的には、 BPM プラ
グイン フレームワークがプラグインのロード順序を制御します。 たとえば、 プ
ラグイン フレームワークがプラグイン A をロード しよ う と したと きに、 プラグ
イン A がプラグイン B に依存しており、 それがまだロード されていない場合、
プラグイン フレームワークはプラグイン B をロード します。

プラグイン オンライン ヘルプ ファ イルを指定するには、 <WebAppComponent> 
要素を使用します。 com.bea.wlpi.common.plugin.HelpSetInfo オブジェク ト
の pluginName パラ メータの値に対して Name 属性を設定する必要があ り ます。
これは、 プラグイン オンライン ヘルプを定義する と きに設定されます。 プラグ
イン オンライン ヘルプの定義方法の詳細については、 8-1ページの 「プラグイ
ン オンライン ヘルプの定義」 を参照して ください。

サンプル ド メ イン config.xml から抜粋した次のコード  リ ス トは、 プラグイン 
サンプルをデプロイするために必要な情報を示しています。 このファ イルは、
SAMPLES_HOME/config/samples ディレク ト リにあ り ます。 重要なコード行は、
太字で示します。
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コンフ ィグレーシ ョ ン  フ ァ イルの更新
コード  リス ト  9-6   config.xml ファイルにあるプラグイン サンプル EJB のデプ
ロイメン ト

     .
     .
     .
<Application Deployed="true" Name="WLI" 
Path="E:\bea\weblogic600\samples\integration\samples\lib">
   <EJBComponent DeploymentOrder="0" Name="repository-ejb.jar"
      Targets="myserver" URI="repository-ejb.jar"/>
   <WebAppComponent Name="XTPlugin" Targets="myserver" URI="wlxtpi.war"/>
   <WebAppComponent Name="wlai" ServletReloadCheckSecs="1"
      Targets="myserver" URI="wlai.war"/>
   <EJBComponent DeploymentOrder="2" Name="wlpi-master-ejb.jar"
      Targets="myserver" URI="wlpi-master-ejb.jar"/>
   <EJBComponent DeploymentOrder="1" Name="wlpi-ejb.jar"
      Targets="myserver" URI="wlpi-ejb.jar"/>
   <EJBComponent DeploymentOrder="4" Name="wlc-wlpi-plugin.jar"
      Targets="myserver" URI="wlc-wlpi-plugin.jar"/>
   <EJBComponent DeploymentOrder="8" Name="wlai-admin-ejb"
      Targets="myserver" URI="wlai-admin-ejb.jar"/>
   <EJBComponent DeploymentOrder="5" Name="pobean.jar"
      Targets="myserver" URI="pobean.jar"/>
   <WebAppComponent Name="b2bconsole" ServletReloadCheckSecs="1"
      Targets="myserver" URI="b2bconsole.war"/>
   <EJBComponent DeploymentOrder="3" Name="wlpi-mdb-ejb.jar"
      Targets="myserver" URI="wlpi-mdb-ejb.jar"/>
   <EJBComponent DeploymentOrder="7" Name="wlai-ejb-server"
      Targets="myserver" URI="wlai-ejb-server.jar"/>
   <EJBComponent DeploymentOrder="6" Name="wlxtpi.jar"
      Targets="myserver" URI="wlxtpi.jar"/>
   <EJBComponent DeploymentOrder="9" Name="wlaiplugin-ejb.jar"
       Targets="myserver" URI="wlaiplugin-ejb.jar"/>
   <WebAppComponent Name="WLAIPlugin" Targets="myserver" URI="wlai-plugin.war"/>
   <EJBComponent DeploymentOrder="10" Name="sampleplugin-ejb.jar"
       Targets="myserver" URI="sampleplugin-ejb.jar"/>
   <WebAppComponent Name="com.bea.wlpi.SamplePlugin"
      Targets="myserver" URI="sampleplugin.war"/>
</Application>
     .
     .
     .
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9 プラグインのデプロイメン ト
前述の例では、 Plug-in Manager の入った wlpi-master-ejb.jar ファ イルは、プ
ラグイン サンプル ファ イル sampleplugin-ejb.jar よ り前にデプロイ されてい
ます。 プラグイン サンプルは、 依存関係を定義する  Plug-in Manager を参照する
ので、 Plug-in Manager ファ イルよ り後にデプロイする必要があ り ます。

config.xml ファ イルの更新方法の詳細については、 次の URL にある
「WebLogic Server コンフ ィグレーシ ョ ン リ ファレンス」 を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/config_xml/index.html
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10 BPM プラグイン サンプル

この章では、 BPM プラグイン サンプルについて詳し く説明します。 この章の内
容は以下のとおりです。

プラグイン サンプルの内容

プラグイン サンプルの使い方

プラグイン サンプルの内容

BPM プラグイン サンプルは、 一般的なプラグイン シナリオを表すプラグイン 
ク ラスのセッ トで構成されています。 これは、
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin/src/com/bea/wlpi/
tour/po/plugin ディ レク ト リにあるソフ ト ウェアに入っています。 このサンプ
ルには、 Plug-in Order Processing および Plug-in Order Fulfillment とい う  2 つの
ワークフロー テンプレートがあ り ます。 このマニュアルの各所で、 プラグイン 
サンプルからの抜粋が使用されています。

注意 : プラグイン サンプルは、 『WebLogic Integration BPM ユーザーズ ガイ ド』
の 「Business Process Management とサンプル ワークフローの紹介」 に詳
し く説明されている  Web ベースの発注シナリオにおおむね基づいていま
す。

次の表で、 1-15ページの 「プラグイン サンプル ワークフロー テンプレート 」 の
図に示したプラグイン サンプルについて説明します。 また、 ワークフロー コン
ポーネン ト と、
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin/src/com/bea/wlpi/
tour/po/plugin ディ レク ト リにある関連付けられたサンプル ソース  ファ イル
を リ ス ト します。 ワークフロー コンポーネン ト  1～ 3 は、 Plug-in Order 
Processing ワークフロー テンプレートの一部です。 ワークフロー コンポーネン
ト  4～ 5 は、 Plug-in Order Fulfillment ワークフロー テンプレートの一部です。
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表 10-1  プラグインおよび関係するソース ファイルの説明

# ワークフロー 
コンポーネン
ト

説明 関係するソース ファイル

1 開始ノード プラグイン イベン ト  Start Order 
によ り ト リ ガされ、 プラグイン  
メ ッセージ タイプ （セ ミ コロン
区切りのテキス ト文字列） の受
信時にワークフローを開始する。

StartObject.java － XML フォー
マッ トでプラグイン データを読み込む
ための PluginObject インタフェース
を実装する。

StartNodeData.java －開始ノードに
関係するデータを読み込み、 保存する
ための PluginData インタフェースを
実装する。

StartNodePanel.java －設計ク ライ
アン トでプラグイン GUI コンポーネン
ト を表示するための 
PluginTriggerPanel ク ラスを定義す
る。

StartNode.java －実行情報を指定す
るためのプラグイン実行時コンポーネ
ン ト  ク ラスを定義する。

OrderField.java －プラグイン外部
イベン ト  Start Order と関連付けられた
プラグイン データにアクセスするため
のプラグイン  フ ィールドを定義する。
10-2 BPM プラグイン プログラ ミング ガイ ド



プラグイン サンプルの内容
2 アクシ ョ ン－ 
Check 
Inventory

品目の在庫有無をチェッ クする。 CheckInventoryActionObject.java 
－ XML フォーマッ トでプラグイン 
データを読み込むための 
PluginObject インタフェースを実装
する。

CheckInventoryActionData.java 
－ XML フォーマッ トでプラグイン ア
クシ ョ ン データを読み込み、 保存する
ための PluginActionData インタ
フェースを実装する。

CheckInventoryActionPanel.java 
－設計ク ライアン トでプラグイン GUI 
コンポーネン ト を表示するための 
PluginTriggerPanel インタフェース
を定義する。

CheckInventoryAction.java －実行
情報を指定するための実行時コンポー
ネン ト  ク ラスを定義する。

表 10-1  プラグインおよび関係するソース ファイルの説明 （続き）

# ワークフロー 
コンポーネン
ト

説明 関係するソース ファイル
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3 イベン ト  ノー
ド－ Wait for 
Confirmation

プラグイン イベン ト  [注文イベ
ン ト を確認 ] によ り ト リガされ、
プラグイン メ ッセージ タイプ
（セ ミ コロン区切りのテキス ト文
字列） の受領までワークフロー
を中断する。

EventObject.java － XML フォー
マッ トでプラグイン データを読み込む
ための PluginObject インタフェース
を実装する。

EventNodeData.java －イベン ト  
ノードに関係するデータを読み込み、
保存するための PluginData インタ
フェースを実装する。

EventNodePanel.java －設計ク ライ
アン トでプラグイン GUI コンポーネン
ト を表示するための 
PluginTriggerPanel ク ラスを定義す
る。

EventNode.java －実行情報を指定す
るためのプラグイン実行時コンポーネ
ン ト  ク ラスを定義する。

ConfirmField.java －プラグイン外
部イベン ト  Confirm Order と関連付け
られたプラグイン  データにアクセスす
るためのプラグイン  フ ィールドを定義
する。

4 関数－ 
CalculateTotalP
rice

品目番号、 数量、 出荷先の住所
に基づいて受注合計額を計算す
る。

CalculateTotalPriceFunction.java 
－品目 ID、 数量、 出荷先を使用して受
注合計額を計算するための実行情報を
実装する。 出荷先は売上税率を調べる
ために使用される。

表 10-1  プラグインおよび関係するソース ファイルの説明 （続き）

# ワークフロー 
コンポーネン
ト

説明 関係するソース ファイル
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プラグイン サンプルの内容
次の表に、
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin/src/com/bea/wlpi/
tour/po/plugin ディ レク ト リにあるその他のソース  ファ イルを示します。

5 アクシ ョ ン－ 
Confirm Order 
Fulfillment

[注文イベン ト を確認 ] ノードを
ト リガするイベン ト  メ ッセージ
を生成する。

SendConfirmObject.java － XML 
フォーマッ トでプラグイン  データを読
み込むための PluginObject インタ
フェースを実装する。

SendConfirmActionData.java － 
XML フォーマッ トでプラグイン アク
シ ョ ン データを読み込み、 保存するた
めの PluginActionData インタ
フェースを実装する。

SendConfirmActionPanel.java －
設計ク ライアン トでプラグイン GUI コ
ンポーネン ト を表示するための 
PluginTriggerPanel インタフェース
を実装する。

SendConfirmAction.java －実行情
報を定義するための PluginAction イ
ンタフェースを実装する。

表 10-1  プラグインおよび関係するソース ファイルの説明 （続き）

# ワークフロー 
コンポーネン
ト

説明 関係するソース ファイル

表 10-2  その他のプラグイン サンプル ソース ファイル

ファイル 説明

Sample.gif WebLogic Integration Studio インタフェース  ビューが有効な場
合に、 カスタマイズされたプラグイン  プロパティの入ってい
る開始ノード と イベン ト  ノードの右上すみに表示されるカス
タム アイコン。 3-4ページの 「プラグイン ホーム インタ
フェース」 に説明されているよ うに、 リモート  プラグイン オ
ブジェク ト  インタフェースの作成時にカスタム プラグイン ア
イコンを指定できる。
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10 BPM プラグイン サンプル
プラグイン サンプルの使い方

プラグイン サンプルはそのまま使用できます。 プラグイン  サンプル JAR ファ イ
ル、 WAR ファ イル、 およびデプロイ メン ト記述子ファイルは、 WebLogic 
Integration のインス トール時に適切なディ レク ト リにデプロイ されます。

次の節では、 サンプル プラグインをインポート し、 実行する方法について説明
します。

プラグイン サンプルのインポート
プラグイン サンプルをインポートするには、 Studio インポート  パッケージ ツー
ルを使用します。 Studio インポート  パッケージ ツールによ り、 JAR ファ イルの
形式でワークフロー パッケージをインポートできます。 このパッケージには、
テンプレート、 テンプレート定義、 イベン ト  キー、 ビジネス  オペレーシ ョ ンな
どのオブジェク ト を任意の数だけ入れるこ とができます。

プラグイン サンプル パッケージをインポートする手順は次のとおりです。

1. 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の 「はじめに」 の
「サンプル ド メ インのコンフ ィグレーシ ョ ンと起動」 に説明されているよ う
に、 サンプル ド メ インを使用して BEA WebLogic Integration を起動します。

2. Studio 設計ク ライアン ト を呼び出します。

SampleBundle.java ローカライズされた リ ソースのバンドル。

SamplePlugin.properties リ ソース文字列。

SamplePluginBean.java プラグイン セッシ ョ ン EJB。

SamplePluginConstants.java プラグイン定数ファイル。

StartOrderDriver.java 受注処理を ト リガするためのド ライバ。

表 10-2  その他のプラグイン サンプル ソース ファイル （続き）

ファイル 説明
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プラグイン  サンプルの使い方
詳細については、 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』 を参照し
てください。

3. [ ツール｜パッケージをインポート ] を選択します。

Import ウ ィザードの [ ファ イルを選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示されま
す。

4. [参照 ] をク リ ッ ク し、
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin ディ レク ト リに移
動して、 sample_plug_in.jar ファ イルを開きます。

5. [次へ ] をク リ ッ ク します。

[ インポートするコンポーネン ト を選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示されま
す。

6. 対象オーガニゼーシ ョ ンを CDExpress に設定します。

デフォルトで、 インポート  ファ イル内のすべてのワークフロー オブジェク
トが選択されます。

7. プラグイン サンプル ワークフローをアクティブ化するため、 [ インポート後
にワークフローをアクティブ化 ] チェッ ク  ボッ クスを選択します。

注意 : ワークフローは、 実行前にアクティブ化しておく必要があ り ます。 あ
るいは、 『 WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』 に説明さ
れているよ うに、 ワークフローはインポート後にアクティブ化するこ
と もできます。

8. [ インポート ] をク リ ッ ク して、 パッケージ全体をインポート します。 パッ
ケージは、 テンプレート、 テンプレート定義、 ビジネス  オペレーシ ョ ン、 お
よびイベン ト  キーで構成されています。

インポート されているオブジェク トの概略を示す [ インポート概略を確認 ] 
ダイアログ ボッ クスが表示されます。

9. [閉じる ] をク リ ッ ク して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

これで、 インポート されたテンプレート とテンプレート定義がフォルダ ツ
リーに表示されます。

ワークフロー パッケージのインポート とエクスポートの詳細については、
『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』 の 「ワークフロー パッケージ
のインポート とエクスポート 」 を参照してください。
BPM プラグイン プログラ ミング ガイ ド 10-7
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10 BPM プラグイン サンプル
プラグイン サンプルの実行
プラグイン サンプルは、 プラグイン定義されたイベン ト を使用して、 Plug-in 
Order Processing ワークフロー テンプレート を ト リガするこ とによ り実行できま
す。 汎用ド ライバ ファ イル StartOrderDriver.java が 
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_api/plugin/src/com/bea/wlpi/
tour/po/plugin ディ レク ト リに用意されているので、 ご利用ください。 このド
ラ イバは、 Plugin Order Processing ワークフローに顧客受注情報を提供するプラ
グイン定義されたイベン ト を生成します。 この情報は、 Plugin Order Processing 
ワークフロー変数に格納され、 受注を処理するために使用されます。

注意 : Worklist ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンは、 この リ リースの WebLogic 
Integration から非推奨になっており ます。 これに代わる機能の詳細につ
いては、 『WebLogic Integration リ リース  ノート 』 を参照してください。

サンプルを実行する手順は次のとおりです。

1. BEA WebLogic Integration がまだ起動されていない場合は、 起動します。

2. BPM Worklist ツールを起動し、 次のログインとパスワードを使用してログオ
ンします。

ログイン－ admin

パスワード－ security

admin ユーザは、 サンプル ワークフローで使用されるすべてのロールのメン
バーと して定義されています。 詳細については、 『WebLogic Integration BPM 
ユーザーズ ガイ ド』 の 「サンプル ワークフローの実行とモニタ」 の
「Worklist アプリ ケーシ ョ ンにログオンする」 を参照して ください。

プラグイン サンプルと会話するには、 Worklist ツールを使用する必要があ り
ます。

3. Worklist ツールのド ロ ップダウン リ ス トからオーガニゼーシ ョ ンと して 
CDExpress を選択します。

4. StartOrderDriver を実行します。

a. Windows では、
WL_HOME\samples\integration\samples\bpm_api\plugin\StartOrde
r.cmd スク リプ ト を実行します。
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プラグイン  サンプルの使い方
b. UNIX では、 次のコマンドを実行して、 環境と  CLASSPATH 変数を設定し、
StartOrderDriver スク リプ ト を実行します。

$WLI_HOME/setenv.sh
CLASSPATH=
$WL_HOME/lib/weblogic.jar:$SAMPLES_HOME/integration/samples/
lib/wlpi-ejb.jar:
   $SAMPLES_HOME/integration/samples/lib/sampleplugin-ejb.jar
$JAVA_HOME/bin/java -classpath "$CLASSPATH" 
   com.bea.wlpi.tour.po.plugin.StartOrderDriver  
   t3://localhost:7001 joe password

admin ユーザのタスク  リ ス トに [Check Customer Credit] タスクが表示されま
す。

5. [Check Customer Credit] タスクをダブルク リ ッ ク し、 このタスクを実行しま
す。

[Credit Check] メ ッセージ ボッ クスが表示されます

6. [Yes] をク リ ッ ク し、 タスクを完了と してマークします。

次のタスクである  Start Order Fulfillment が Order Fulfillment サブワークフ
ローを自動的に開始します。

7. [Shipping] タブを選択し、 [Ship Order] タスクをダブルク リ ッ ク して、 このタ
スクを実行します。

[Ship Order] タスクが実行されます。

8. [Accounting] タブを選択し、 [Generate Invoice] タスクをダブルク リ ッ ク し、
このタスクを実行します。

以下のタスクが実行されます。

Generate Invoice タスクが実行され、 完了と してマーク されます。

Calculate Total Price ビジネス演算によ り、 受注合計額が計算され、 Order 
Processing ワークフローにその値が返されます。

Confirm Order Fulfillment タスクが自動的に実行されます。

この時点で、 ビジネス  プロセスは完了です。
BPM プラグイン プログラ ミング ガイ ド 10-9
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A プラグイン コンポーネン ト定義の
ロードマップ

次の表に、 各タイプのプラグイン コンポーネン ト を定義するために必要な手順
の概略を示します。 プラグイン コンポーネン トの定義方法の詳細については、
4-1ページの 「プラグイン コンポーネン トの定義」 を参照してください。

表 A-1  プラグイン コンポーネン ト定義のロードマップ

定義するプラグイン コ
ンポーネン ト

実行する手順

アクシ ョ ン 1. 4-22ページの 「PluginActionData インタフェースの実装」 に説明され
ているよ うに、 XML フォーマッ トでプラグイン  アクシ ョ ン データを
読み込み、 保存するための PluginActionData インタフェースを実
装する。

2. 4-43ページの 「PluginActionPanel ク ラスの定義」 に説明されているよ
うに、 設計ク ライアン トでプラグイン  アクシ ョ ン GUI コンポーネン
ト を表示するための PluginActionPanel ク ラスを定義する。

3. 4-65ページの 「アクシ ョ ンのための実行時コンポーネン ト  ク ラスの
定義」 に説明されているよ うに、 プラグイン  アクシ ョ ン実行時コン
ポーネン ト  ク ラスを定義する。

4. 2-7ページの 「プラグイン値オブジェク トの定義」 に説明されている
よ うに、 ActionCategoryInfo、 ActionInfo、 CategoryInfo 値オ
ブジェク ト を定義する。
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A プラグイン コンポーネン ト定義のロードマップ
完了ノード 1. 4-11ページの 「PluginData インタフェースの実装」 に説明されている
よ うに、 XML フォーマッ トでプラグイン  データを読み込み、 保存す
るための PluginData インタフェースを実装する。

2. 4-27ページの 「PluginPanel ク ラスの定義」 に説明されているよ うに、
設計ク ライアン トでプラグイン  GUI コンポーネン ト を表示するための 
PluginPanel ク ラスを定義する。

3. 4-76ページの 「完了ノードのための実行時コンポーネン ト  ク ラスの
定義」 に説明されているよ うに、 プラグイン実行時コンポーネン ト  ク
ラスを定義する。

4. 2-7ページの 「プラグイン値オブジェク トの定義」 に説明されている
よ うに、 DoneInfo 値オブジェク ト を定義する。

イベン ト  ノード 1. 4-11ページの 「PluginData インタフェースの実装」 に説明されている
よ うに、 XML フォーマッ トでプラグイン  データを読み込み、 保存す
るための PluginData インタフェースを実装する。

2. 4-49ページの 「PluginTriggerPanel ク ラスの定義」 に説明されている
よ うに、 設計クライアン トでプラグイン GUI コンポーネン ト を表示す
るための PluginTriggerPanel ク ラスを定義する。

3. 4-78ページの 「イベン ト  ノードのための実行時コンポーネン ト  ク ラ
スの定義」 に説明されているよ うに、 プラグイン実行時コンポーネン
ト  ク ラスを定義する。

4. 4-88ページの 「メ ッセージ タイプのための実行時コンポーネン ト  ク
ラスの定義」 に説明されているよ うに、 イベン ト  ノードで受信される
外部イベン ト と関連付けられたプラグイン  データにアクセスするため
のプラグイン フ ィールドを定義する。

text/xml 以外のコンテンツ タイプを持ち、 キー値をサポートするプ
ラグイン イベン ト  ノード と開始ノードについては、 有効なイベン ト  
キー式を定義しておく必要がある。 これによ り、 着信イベン ト  データ
に対してそのキー値を評価するためのプラグイン  フ ィールド実装を提
供できる。

5. 2-7ページの 「プラグイン値オブジェク トの定義」 に説明されている
よ うに、 EventInfo 値オブジェク ト を定義する。

表 A-1  プラグイン コンポーネン ト定義のロードマップ （続き）

定義するプラグイン コ
ンポーネン ト

実行する手順
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関数 1. 4-83ページの 「関数のための実行時コンポーネン ト  ク ラスの定義」
に説明されているよ うに、 プラグイン実行時コンポーネン ト  ク ラスを
定義する。

2. 2-7ページの 「プラグイン値オブジェク トの定義」 に説明されている
よ うに、 FunctionInfo 値オブジェク ト を定義する。

メ ッセージ タイプ
（フ ィールド）

1. 4-88ページの 「メ ッセージ タイプのための実行時コンポーネン ト  ク
ラスの定義」 に説明されているよ うに、 プラグイン実行時コンポーネ
ン ト  ク ラスを定義する。

2. 2-7ページの 「プラグイン値オブジェク トの定義」 に説明されている
よ うに、 FieldInfo 値オブジェク ト を定義する。

開始ノード 1. 4-11ページの 「PluginData インタフェースの実装」 に説明されている
よ うに、 XML フォーマッ トでプラグイン  データを読み込み、 保存す
るための PluginData インタフェースを実装する。

2. 4-49ページの 「PluginTriggerPanel ク ラスの定義」 に説明されている
よ うに、 設計クライアン トでプラグイン GUI コンポーネン ト を表示す
るための PluginTriggerPanel ク ラスを定義する。

3. 4-94ページの 「開始ノードのための実行時コンポーネン ト  ク ラスの
定義」 に説明されているよ うに、 プラグイン実行時コンポーネン ト  ク
ラスを定義する。

4. 4-88ページの 「メ ッセージ タイプのための実行時コンポーネン ト  ク
ラスの定義」 に説明されているよ うに、 開始ノードで受信される外部
イベン ト と関連付けられたプラグイン  データにアクセスするためのプ
ラグイン フ ィールドを定義する。

text/xml 以外のコンテンツ タイプを持ち、 キー値をサポートするプ
ラグイン イベン ト  ノード と開始ノードについては、 有効なイベン ト  
キー式を定義しておく必要がある。 これによ り、 着信イベン ト  データ
に対してそのキー値を評価するためのプラグイン  フ ィールド実装を提
供できる。

5. 2-7ページの 「プラグイン値オブジェク トの定義」 に説明されている
よ うに、 StartInfo 値オブジェク ト を定義する。

表 A-1  プラグイン コンポーネン ト定義のロードマップ （続き）

定義するプラグイン コ
ンポーネン ト

実行する手順
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A プラグイン コンポーネン ト定義のロードマップ
ワークフロー テンプ
レート定義プロパティ

1. XML フォーマッ トでプラグイン  データを読み込み、 保存するための 
PluginData インタフェースを実装する。

2. 4-27ページの 「PluginPanel ク ラスの定義」 に説明されているよ うに、
設計ク ライアン トでプラグイン  GUI コンポーネン ト を表示するための 
PluginPanel ク ラスを定義する。

3. 2-7ページの 「プラグイン値オブジェク トの定義」 に説明されている
よ うに、 TemplateDefinitionPropertiesInfo 値オブジェク ト を
定義する。

ワークフロー テンプ
レート  プロパティ

1. XML フォーマッ トでプラグイン  データを読み込み、 保存するための 
PluginData インタフェースを実装する。

2. 4-27ページの 「PluginPanel ク ラスの定義」 に説明されているよ うに、
設計ク ライアン トでプラグイン  GUI コンポーネン ト を表示するための 
PluginPanel ク ラスを定義する。

3. 2-7ページの 「プラグイン値オブジェク トの定義」 に説明されている
よ うに、 TemplatePropertiesInfo 値オブジェク ト を定義する。

変数タイプ 1. 4-58ページの 「PluginVariablePanel ク ラスの定義」 に説明されている
よ うに、 ユーザがプラグイン変数タイプを編集できるよ うにプラグイ
ン GUI コンポーネン ト を表示する  PluginVariablePanel ク ラスを
定義する。

2. 4-61ページの 「PluginVariableRenderer ク ラスの定義」 に説明されて
いるよ うに、 javax.swing.JTable のセルにプラグイン定義された
変数タイプの値を表示するための PluginVariableRenderer ク ラスを定
義する。

3. 2-7ページの 「プラグイン値オブジェク トの定義」 に説明されている
よ うに、 VariableTypeInfo 値オブジェク ト を定義する。

表 A-1  プラグイン コンポーネン ト定義のロードマップ （続き）

定義するプラグイン コ
ンポーネン ト

実行する手順
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B プラグイン値オブジェク トのまと
め

この付録では、 BPM プラグイン値 （すなわち Info） オブジェク ト とそのメ ソ ッ
ドについて説明します。 この付録の内容は以下のとおりです。

ActionCategoryInfo オブジェク ト

ActionInfo オブジェク ト

CategoryInfo オブジェク ト

ConfigurationData オブジェク ト

ConfigurationInfo オブジェク ト

DoneInfo オブジェク ト

EventHandlerInfo オブジェク ト

EventInfo オブジェク ト

FieldInfo オブジェク ト

FunctionInfo オブジェク ト

HelpSetInfo オブジェク ト

InfoObject オブジェク ト

PluginCapabilitiesInfo オブジェク ト

PluginDependency オブジェク ト t

PluginInfo オブジェク ト

StartInfo オブジェク ト

TemplateDefinitionPropertiesInfo オブジェク ト

TemplateNodeInfo オブジェク ト
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B プラグイン値オブジェク トのまとめ
TemplatePropertiesInfo オブジェク ト

VariableTypeInfo オブジェク ト

値オブジェク ト情報の定義方法とアクセス方法の詳細については、 2-5ページの
「プラグイン値オブジェク トの使い方」 を参照して ください。

ActionCategoryInfo オブジェク ト

com.bea.wlpi.common.plugin.ActionCategoryInfo オブジェク トは、 プラグ
イン アクシ ョ ンまたはアクシ ョ ン カテゴ リ情報を管理します。

ActionCategoryInfo は、 次のオブジェク トの抽象基本ク ラスです。

com.bea.wlpi.common.plugin.ActionInfo

com.bea.wlpi.common.plugin.CategoryInfo

ActionCategoryInfo ク ラスは、 B-30ページの 「InfoObject オブジェク ト 」 に
説明されているよ うに、 com.bea.wlpi.common.plugin.InfoObject ク ラスを
拡張します。

新しい ActionCategoryInfo オブジェク ト を作成するには、 次のコンス ト ラ ク
タを使用します。

public ActionCategoryInfo(
  java.lang.String pluginName, 
  int ID,
  java.lang.String name, 
  java.lang.String description,
  int parentSystemID,
  java.lang.String[] classNames
)

次の表に、 ActionCategoryInfo オブジェク ト情報、 そのデータを定義する際に
使用するコンス ト ラ ク タ  パラ メータ、 オブジェク ト定義後にこの情報にアクセ
スするために使用できる メ ソ ッ ドを示します。
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ActionCategoryInfo オブジェ ク ト
表 B-1  ActionCategoryInfo オブジェク ト情報

オブジェク ト情報 コンス ト ラク
タ  パラメータ

get メ ソ ッ ド

プラグイン名 （逆引き  DNS バージ ョ ン） pluginName public java.lang.String 
getPluginName()

アクシ ョ ンまたはアクシ ョ ン カテゴ リ  ID ID public int getID()

アクシ ョ ンまたはアクシ ョ ン カテゴ リのロー
カライズされた名前

name public java.lang.String 
getName()

アクシ ョ ンまたはアクシ ョ ン カテゴ リのロー
カライズされた説明

description public java.lang.String 
getDescription()
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B プラグイン値オブジェク トのまとめ
アクシ ョ ン ツ リーでアクシ ョ ン カテゴ リ を識
別する親カテゴ リの ID。
この ID は次のいずれかの値に設定できる。

ID_EXCEPTION － Studio の Exception 
Handling Actions カテゴ リ。

ID_INTEGRATION － Studio の Integration 
Actions カテゴ リ

ID_MISCELLANEOUS － Studio の 
Miscellaneous Actions カテゴ リ。

ID_NEW － Initial カテゴ リ。

ID_TASK － Studio の Task Actions カテゴ
リ。

ID_WORKFLOW － Studio の Workflow 
Actions カテゴ リ。
親システム ID に対するアクセス権を持たない
新しいアクシ ョ ン カテゴ リには、必ず ID_NEW 
を使用する。 たとえば、 次のカテゴ リ を追加
する場合は、 ID_NEW を使用する必要がある。

ツ リーのルートの下の新しいカテゴ リ。

Plug-in Manager によ り まだ生成されてい
ないシステム ID を持つ新しいカテゴ リの
サブカテゴ リ。

プラグインが親カテゴ リ を識別した後は、
getSystemID() メ ソ ッ ドによ りそのシステム 
ID を取得できる。

parentSystem
ID

public int 
getParentSystemID()

関係するプラグイン ク ラスを識別する配列。
サブク ラスによ り提供される  KEY_* 値のそれ
ぞれについて 1 つのエン ト リ （Java ク ラスの
完全修飾名） が入る。

classNames public java.lang.String 
getClassName(int key)

表 B-1  ActionCategoryInfo オブジェク ト情報 （続き）

オブジェク ト情報 コンス ト ラク
タ  パラメータ

get メ ソ ッ ド
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ActionCategoryInfo オブジェ ク ト
詳細については、 com.bea.wlpi.common.plugin.ActionCategoryInfo 
Javadoc を参照して ください。
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B プラグイン値オブジェク トのまとめ
ActionInfo オブジェク ト

com.bea.wlpi.common.plugin.ActionInfo オブジェク トは、 プラグイン  アク
シ ョ ン情報を管理します。

ActionCategoryInfo は、 ActionInfo オブジェク トの抽象基本クラスです。

ActionInfo ク ラスは、 B-30ページの 「InfoObject オブジェク ト 」 に説明されて
いるよ うに、 com.bea.wlpi.common.plugin.InfoObject ク ラスを拡張します。

新しい ActionInfo オブジェク ト を作成するには、 次のコンス ト ラ ク タを使用し
ます。

public ActionInfo(
  java.lang.String pluginName, 
  int ID,
  java.lang.String name, 
  java.lang.String description,
  byte[] iconByteArray,
  int parentSystemID,
  int actionStateMask,
  int actionStateTrans,
  java.lang.String[] subActionLabels,
  java.lang.String[] classNames
)

public ActionInfo(
  java.lang.String pluginName, 
  int ID,
  java.lang.String name, 
  java.lang.String description,
  byte[] iconByteArray,
  int parentSystemID,
  int actionStateMask,
  java.lang.String[] classNames
)
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ActionInfo オブジェ ク ト
次の表に、 ActionInfo オブジェク ト情報、 そのデータを定義する際に使用する
コンス ト ラ ク タ  パラ メータ、 オブジェク ト定義後にこの情報にアクセスするた
めに使用できる メ ソ ッ ドを示します。

表 B-2  ActionInfo オブジェク ト情報

オブジェク ト情報 コンス ト ラク
タ  パラメータ

get メ ソ ッ ド

プラグイン名 （逆引き  DNS バージ ョ ン） pluginName public java.lang.String 
getPluginName()

アクシ ョ ン ID ID public int getID()

アクシ ョ ンのローカライズされた名前 name public java.lang.String 
getName()

アクシ ョ ンのローカライズされた説明 description public java.lang.String 
getDescription()

このプラグインのためのグラフ ィカル イ メー
ジ （アイコン） のバイ ト配列表現。 インタ
フェース  ビューが有効な場合に、 このアク
シ ョ ンを表すために Studio によ り使用される。
バイ ト配列表現の生成方法の詳細については、
B-30ページの 「InfoObject オブジェク ト 」 を
参照。

iconByteArra
y

public javax.swing.Icon 
getIcon()

public static final byte[] 
imageStreamToByteArray(ja
va.io.InputStream 
inputStream) throws 
java.io.IOException
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B プラグイン値オブジェク トのまとめ
アクシ ョ ン ツ リーでアクシ ョ ン カテゴ リ を識
別する親カテゴ リの ID。
この ID は次のいずれかの値に設定できる。

ID_EXCEPTION － Studio の Exception 
Handling Actions カテゴ リ。

ID_INTEGRATION － Studio の Integration 
Actions カテゴ リ。

ID_MISCELLANEOUS － Studio の
Miscellaneous Actions カテゴ リ。

ID_NEW － Initial カテゴ リ。

ID_TASK － Studio の Task Actions カテゴ
リ。

ID_WORKFLOW － Studio の Workflow 
Actions カテゴ リ。
親システム ID に対するアクセス権を持たない
新しいアクシ ョ ン カテゴ リには、必ず ID_NEW 
を使用する。 たとえば、 次のカテゴ リ を追加
する場合は、 ID_NEW を使用する必要がある。

ツ リーのルートの下の新しいカテゴ リ。

Plug-in Manager によ り まだ生成されてい
ないシステム ID を持つ新しいカテゴ リの
サブカテゴ リ。

プラグインが親カテゴ リ を識別した後は、
getSystemID() メ ソ ッ ドによ りそのシステム 
ID を取得できる。

parentSystem
ID

public int 
getParentSystemID()

表 B-2  ActionInfo オブジェク ト情報 （続き）

オブジェク ト情報 コンス ト ラク
タ  パラメータ

get メ ソ ッ ド
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ActionInfo オブジェ ク ト
このアクシ ョ ンが有効であるアクシ ョ ン ス
テート を示すビッ ト  マスク。
この値は、 指定された値のビッ ト演算子 OR を
実行するこ とによ り作成される。

ビッ ト  マスクは、 アクシ ョ ンが有効なと きを
指定する次の値の 1 つまたは複数に設定でき
る。

ACTION_STATE_ALL －アクシ ョ ンは、 す
べてのアクシ ョ ン ステートに対して有効。

ACTION_STATE_COMMIT －アクシ ョ ンは、
例外ハンド ラで有効。

ACTION_STATE_COMMIT_ASYNC －アク
シ ョ ンは、 例外ハンド ラ  コ ミ ッ ト  パスで
非同期的に実行されるサブアクシ ョ ンと し
て有効。

ACTION_STATE_COMMIT_SYNC －アクシ ョ
ンは、 例外ハンド ラ  コ ミ ッ ト  パスで同期
的に実行されるサブアクシ ョ ンと して有
効。

ACTION_STATE_NODE － アクシ ョ ンは、
ノードで有効。

ACTION_STATE_NODE_ASYNC －アクシ ョ
ンは、 ノードで非同期的に実行されるサブ
アクシ ョ ンと して有効。

ACTION_STATE_NODE_SYNC －アクシ ョ ン
は、 ノードで同期的に実行されるサブアク
シ ョ ンと して有効。

ACTION_STATE_ROLLBACK －アクシ ョ ン
は、 例外ハンド ラ  ロールバッ ク  パスで有
効。

ACTION_STATE_ROLLBACK_ASYNC －アク
シ ョ ンは、 例外ハンド ラ  ロールバッ ク  パ
スで非同期的に実行されるサブアクシ ョ ン
と して有効。

ACTION_STATE_ROLLBACK_SYNC －アク
シ ョ ンは、 例外ハンド ラ  ロールバッ ク  パ
スで同期的に実行されるサブアクシ ョ ンと
して有効。

actionStateM
ask

public boolean 
isValidActionState (int 
actionStateMask)

表 B-2  ActionInfo オブジェク ト情報 （続き）

オブジェク ト情報 コンス ト ラク
タ  パラメータ

get メ ソ ッ ド
BPM プラグイン プログラ ミング ガイ ド B-9



B プラグイン値オブジェク トのまとめ
詳細については、 com.bea.wlpi.common.plugin.ActionInfo Javadoc を参照し
てください。

アクシ ョ ンのサブアクシ ョ ンの実行に起因す
るアクシ ョ ン ステート遷移。
この ステート  は次のいずれかの値に設定でき
る。

ACTION_STATE_TRANS_NONE －アクシ ョ
ンは、 サブアクシ ョ ンを持たない。

ACTION_STATE_TRANS_ASYNC －アクシ ョ
ンは、 システムが非同期的に呼び出すサブ
アクシ ョ ンを持つ。

ACTION_STATE_ROLLBACK_SYNC －アク
シ ョ ンは、 システムが同期的に呼び出すサ
ブアクシ ョ ンを持つ。

actionStateT
rans

public int 
getActionStateTrans()

ローカライズされたアクシ ョ ン リ ス ト  ラベル。 subActionLab
els

public java.lang.String[] 
getSubActionLabels()

関係するプラグイン ク ラスを識別する配列。
次の KEY_* 値のそれぞれについて 1 つのエン
ト リ （Java ク ラスの完全修飾名） が入る。

KEY_ACTION － 
com.bea.wlpi.server.plugin.Plugin
Action 実装クラス名を示すキー値。

KEY_DATA － 
com.bea.wlpi.common.plugin.Plugin
ActionData 実装クラス名を示すキー値。

KEY_PANEL － 
com.bea.wlpi.common.plugin.Plugin
ActionPanel 実装ク ラス名を示すキー値。

classNames public java.lang.Object 
getClass(int key)

表 B-2  ActionInfo オブジェク ト情報 （続き）

オブジェク ト情報 コンス ト ラク
タ  パラメータ

get メ ソ ッ ド
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CategoryInfo オブジェ ク ト
CategoryInfo オブジェク ト

com.bea.wlpi.common.plugin.CategoryInfo オブジェク トは、 プラグイン ア
クシ ョ ン カテゴ リに関する情報を管理します。

ActionCategoryInfo は、 CategoryInfo オブジェク トの抽象基本ク ラスです。

The CategoryInfo ク ラスは、 B-30ページの 「InfoObject オブジェク ト 」 に説明
されているよ うに、 com.bea.wlpi.common.plugin.InfoObject ク ラスを拡張
します。

新しい CategoryInfo オブジェク ト を作成するには、次のコンス ト ラ ク タを使用
します。

public CategoryInfo(
  java.lang.String pluginName, 
  int ID,
  java.lang.String name, 
  java.lang.String description,
  int parentSystemID,
  com.bea.wlpi.common.plugin.ActionCategoryInfo[] subNodes
)

次の表に、 CategoryInfo オブジェク ト情報、 そのデータを定義する際に使用す
るコンス ト ラ ク タ  パラ メータ、 オブジェク ト定義後にこの情報にアクセスする
ために使用できる メ ソ ッ ドを示します。

表 B-3  CategoryInfo オブジェク ト情報

オブジェク ト情報 コンス ト ラク
タ  パラメータ

get メ ソ ッ ド set メ ソ ッ ド

プラグイン名 （逆引き  DNS バージ ョ
ン）

pluginName public 
java.lang.Strin
g 
getPluginName()

なし

アクシ ョ ン カテゴ リ  ID ID public int 
getID()

なし

アクシ ョ ン カテゴ リのローカライズ
された名前

name public 
java.lang.Strin
g getName()

なし
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B プラグイン値オブジェク トのまとめ
アクシ ョ ン カテゴ リのローカライズ
された説明

description public 
java.lang.Strin
g 
getDescription(
)

なし

表 B-3  CategoryInfo オブジェク ト情報 （続き）

オブジェク ト情報 コンス ト ラク
タ  パラメータ

get メ ソ ッ ド set メ ソ ッ ド
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CategoryInfo オブジェ ク ト
アクシ ョ ン ツ リーでカテゴ リ を識別
する親カテゴ リの ID
この ID は次のいずれかの値に設定で
きる。

ID_EXCEPTION － Studio の 
Exception Handling Actions カテゴ
リ。

ID_INTEGRATION － Studio の 
Integration Actions カテゴ リ。

ID_MISCELLANEOUS － Studio の 
Miscellaneous Actions カテゴ リ。

ID_NEW － Initial カテゴ リ。

ID_TASK － Studio の Task 
Actions カテゴ リ。

ID_WORKFLOW － Studio の 
Workflow Actions カテゴ リ。
親システム ID に対するアクセス権を
持たない新しいアクシ ョ ン カテゴ リ
には、 必ず ID_NEW を使用する。 たと
えば、 次のカテゴ リ を追加する場合
は、 ID_NEW を使用する必要がある。

ツ リーのルートの下の新しいカテ

ゴ リ。

Plug-in Manager によ り まだ生成
されていないシステム ID を持つ
新しいカテゴ リのサブカテゴ リ。

プラグインが親カテゴ リ を識別した
後は、 getSystemID() メ ソ ッ ドによ
りそのシステム ID を取得できる。

parentSystem
ID

public int 
getParentSystem
ID()

なし

表 B-3  CategoryInfo オブジェク ト情報 （続き）

オブジェク ト情報 コンス ト ラク
タ  パラメータ

get メ ソ ッ ド set メ ソ ッ ド
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B プラグイン値オブジェク トのまとめ
注意 : 前の表で定義したメ ソ ッ ドの他に、 次のメ ソ ッ ドがアクシ ョ ン  カテゴ リ
とそのサブカテゴ リ を再帰的に検索し、 システム ID の一致するカテゴ リ
を探します。

詳細については、 com.bea.wlpi.common.plugin.CategoryInfo Javadoc を参照
して ください。

ConfigurationData オブジェク ト

com.bea.wlpi.common.plugin.ConfigurationData オブジェク トは、 プラグ
イン コンフ ィグレーシ ョ ン情報を管理します。

新しい ConfigurationData オブジェク ト を作成するには、 次のコンス ト ラ ク タ
を使用します。

public ConfigurationData(
  java.lang.String pluginName, 
  com.bea.wlpi.common.VersionInfo version,
  int status,
  int startMode,
  java.lang.String xml
)

関係するプラグイン ク ラスを識別す
る配列。 サブク ラスによ り提供され
る  KEY_* 値のそれぞれについて 1 つ
のエン ト リ （Java ク ラスの完全修飾
名） が入る。

subNodes public 
com.bea.wlpi.co
mmon.plugin.
ActionCategoryI
nfo[] 
getSubnodes()

public void 
addSubNode(com.
bea.wlpi.common
.plugin.
ActionCategoryI
nfo node)

プラグイン システム ID なし public int 
getSystemID()

public int 
setSystemID(int 
systemID)

表 B-3  CategoryInfo オブジェク ト情報 （続き）

オブジェク ト情報 コンス ト ラク
タ  パラメータ

get メ ソ ッ ド set メ ソ ッ ド
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ConfigurationData オブジェ ク ト
次の表に、 ConfigurationData オブジェク ト情報、 そのデータを定義する際に
使用するコンス ト ラ ク タ  パラ メータ、 オブジェク ト定義後にこの情報にアクセ
スするために使用できる メ ソ ッ ドを示します。

詳細については、 com.bea.wlpi.common.plugin.ConfigurationData Javadoc 
を参照して ください。

表 B-4  ConfigurationData オブジェク ト情報

オブジェク ト情報 コンス ト ラク
タ  パラメータ

get メ ソ ッ ド

プラグイン名 （逆引き  DNS バージ ョ ン） pluginName public java.lang.String 
getPluginName()

プラグイン バージ ョ ン version public 
com.bea.wlpi.common.Versi
onInfo getVersion()

プラグイン ステータス status public int getStatus()

プラグイン起動モード startMode public int getStartMode()

XML コンフ ィグレーシ ョ ン  ドキュ メン ト xml public java.lang.String 
getXML()
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B プラグイン値オブジェク トのまとめ
ConfigurationInfo オブジェク ト

com.bea.wlpi.common.plugin.ConfigurationInfo オブジェク トは、 プラグ
イン コンフ ィグレーシ ョ ン情報を管理します。

ConfigurationInfo ク ラスは、 B-30ページの 「InfoObject オブジェク ト 」 に説
明されているよ うに、 com.bea.wlpi.common.plugin.InfoObject ク ラスを拡
張します。

新しい ConfigurationInfo オブジェク ト を作成するには、 次のコンス ト ラ ク タ
を使用します。

public ConfigurationInfo(
  java.lang.String pluginName,
  int ID,
  java.lang.String description,
  java.lang.String[] classNames
)

次の表に、 ConfigurationInfo オブジェク ト情報、 そのデータを定義する際に
使用するコンス ト ラ ク タ  パラ メータ、 オブジェク ト定義後にこの情報にアクセ
スするために使用できる メ ソ ッ ドを示します。

表 B-5  ConfigurationInfo オブジェク ト情報

オブジェク ト情報 コンス ト ラク
タ  パラメータ

get メ ソ ッ ド

プラグイン名 （逆引き  DNS バージ ョ ン） pluginName public java.lang.String 
getPluginName()

プラグイン ID ID public int getID()

プラグインの説明 description public int getStatus()

プラグイン起動モード startMode public int getStartMode()
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DoneInfo オブジェ ク ト
詳細については、 com.bea.wlpi.common.plugin.ConfigurationInfo Javadoc 
を参照して ください。

DoneInfo オブジェク ト

com.bea.wlpi.common.plugin.DoneInfo オブジェク トは、 プラグイン完了
ノードに関する情報を管理します。

DoneInfo ク ラスは、 次のク ラスを拡張します。

B-30ページの 「InfoObject オブジェク ト 」 に説明されている  
com.bea.wlpi.common.plugin.InfoObject ク ラス

B-41ページの 「TemplateNodeInfo オブジェク ト 」 に説明されている  
com.bea.wlpi.common.plugin.TemplateNodeInfo ク ラス

新しい DoneInfo オブジェク ト を作成するには、 次のコンス ト ラ ク タを使用しま
す。

public DoneInfo(
  java.lang.String pluginName,
  int ID,
  java.lang.String name,
  java.lang.String description,

関係するプラグイン ク ラスを識別する配列。
次の KEY_* 値のそれぞれについて 1 つのエン
ト リ （Java ク ラスの完全修飾名） が入る。

KEY_DATA － 
com.bea.wlpi.common.plugin.Plugin
Data 実装クラス名を示すキー値。

KEY_PANEL － 
com.bea.wlpi.common.plugin.Plugin
Panel 実装ク ラス名を示すキー値。

classNames public java.lang.String 
getClassName(int key)

表 B-5  ConfigurationInfo オブジェク ト情報 （続き）

オブジェク ト情報 コンス ト ラク
タ  パラメータ

get メ ソ ッ ド
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  byte[] iconByteArray,
  java.lang.String[] classNames
)

次の表に、 DoneInfo オブジェク ト情報、 そのデータを定義する際に使用するコ
ンス ト ラ ク タ  パラ メータ、 オブジェク ト定義後にこの情報にアクセスするため
に使用できる メ ソ ッ ドを示します。

表 B-6  DoneInfo オブジェク ト情報

オブジェク ト情報 コンス ト ラク
タ  パラメータ

get メ ソ ッ ド

プラグイン名 （逆引き  DNS バージ ョ ン） pluginName public java.lang.String 
getPluginName()

プラグイン ID ID public int getID()

完了ノードのローカライズされた名前 name public java.lang.String 
getName()

完了ノードのローカライズされた説明 description public java.lang.String 
getDescription()

このプラグインのためのグラフ ィカル イ メー
ジ （アイコン） のバイ ト配列表現。 インタ
フェース  ビューが有効な場合に、 このアク
シ ョ ンを表すために Studio によ り使用される。
バイ ト配列表現の生成方法の詳細については、
B-30ページの 「InfoObject オブジェク ト 」 を
参照。

iconByteArra
y

public javax.swing.Icon 
getIcon()

public static final byte[] 
imageStreamToByteArray(ja
va.io.InputStream 
inputStream) throws 
java.io.IOException
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詳細については、 com.bea.wlpi.common.plugin.DoneInfo Javadoc を参照して
ください。

EventHandlerInfo オブジェク ト

com.bea.wlpi.common.plugin.EventHandlerInfo オブジェク トは、 プラグイ
ン イベン ト  ハンド ラに関する情報を管理します。

EventHandlerInfo ク ラスは、 B-30ページの 「InfoObject オブジェク ト 」 に説明
されているよ うに、 com.bea.wlpi.common.plugin.InfoObject ク ラスを拡張
します。

新しい EventHandlerInfo オブジェク ト を作成するには、 次のコンス ト ラ ク タ
を使用します。

public EventHandlerInfo(
  java.lang.String pluginName,
  java.lang.String name,
  java.lang.String description,

関係するプラグイン ク ラスを識別する配列。
次の KEY_* 値のそれぞれについて 1 つのエン
ト リ （Java ク ラスの完全修飾名） が入る。

KEY_DATA － 
com.bea.wlpi.common.plugin.Plugin
Data 実装クラス名を示すキー値。

KEY_PANEL － 
com.bea.wlpi.common.plugin.Plugin
Panel 実装ク ラス名を示すキー値。

KEY_DONE － 
com.bea.wlpi.server.plugin.Plugin
Done 実装クラス名を示すキー値。

classNames public java.lang.String 
getClassName(int key)

表 B-6  DoneInfo オブジェク ト情報 （続き）

オブジェク ト情報 コンス ト ラク
タ  パラメータ

get メ ソ ッ ド
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  java.lang.String[] classNames
)

次の表に、 EventHandlerInfo オブジェク ト情報、 そのデータを定義する際に使
用するコンス ト ラ ク タ  パラ メータ、 オブジェク ト定義後にこの情報にアクセス
するために使用できる メ ソ ッ ドを示します。

詳細については、 com.bea.wlpi.common.plugin.EventHandlerInfo Javadoc 
を参照して ください。

表 B-7  EventHandlerInfo オブジェク ト情報

オブジェク ト情報 コンス ト ラク
タ  パラメータ

get メ ソ ッ ド

プラグイン名 （逆引き  DNS バージ ョ ン） pluginName public java.lang.String 
getPluginName()

イベン ト  ハンド ラのローカライズされた名前 name public java.lang.String 
getName()

イベン ト  ハンド ラのローカライズされた説明 description public java.lang.String 
getDescription()

関係するプラグイン ク ラスを識別する配列。
次の KEY_* 値について 1 つのエン ト リ （Java 
ク ラスの完全修飾名） が入る。

KEY_HANDLER － 
com.bea.wlpi.server.plugin.EventHand
ler 実装ク ラス名を示すキー値。

classNames public java.lang.String 
getClassName(int key)
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EventInfo オブジェク ト

com.bea.wlpi.common.plugin.EventInfo オブジェク トは、 プラグイン イベ
ン ト  ハンド ラに関する情報を管理します。

EventInfo ク ラスは、 次のク ラスを拡張します。

B-30ページの 「InfoObject オブジェク ト 」 に説明されている  
com.bea.wlpi.common.plugin.InfoObject ク ラス

B-41ページの 「TemplateNodeInfo オブジェク ト 」 に定義されている  
com.bea.wlpi.common.plugin.TemplateNodeInfo ク ラス

新しい EventInfo オブジェク ト を作成するには、 次のコンス ト ラ ク タを使用し
ます。

public EventInfo(
  java.lang.String pluginName,
  int ID,
  java.lang.String name,
  java.lang.String description,
  byte[] iconByteArray,
  java.lang.String[] classNames,
  com.bea.wlpi.common.plugin.FieldInfo fieldInfo
)

次の表に、 EventInfo オブジェク ト情報、 そのデータを定義する際に使用する
コンス ト ラ ク タ  パラ メータ、 オブジェク ト定義後にこの情報にアクセスするた
めに使用できる メ ソ ッ ドを示します。

表 B-8  EventInfo オブジェク ト情報

オブジェク ト情報 コンス ト ラク
タ  パラメータ

get メ ソ ッ ド

プラグイン名 （逆引き  DNS バージ ョ ン） pluginName public java.lang.String 
getPluginName()

プラグイン ID ID public int getID()

イベン トのローカライズされた名前 name public java.lang.String 
getName()
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B プラグイン値オブジェク トのまとめ
詳細については、 com.bea.wlpi.common.plugin.EventInfo Javadoc を参照し
てください。

イベン トのローカライズされた説明 description public java.lang.String 
getDescription()

このプラグインのためのグラフ ィカル イ メー
ジ （アイコン） のバイ ト配列表現。 インタ
フェース  ビューが有効な場合に、 このアク
シ ョ ンを表すために Studio によ り使用される。
バイ ト配列表現の生成方法の詳細については、
B-30ページの 「InfoObject オブジェク ト 」 を
参照。

iconByteArra
y

public javax.swing.Icon 
getIcon()

public static final byte[] 
imageStreamToByteArray(ja
va.io.InputStream 
inputStream) throws 
java.io.IOException

関係するプラグイン ク ラスを識別する配列。
次の KEY_* 値のそれぞれについて 1 つのエン
ト リ （Java ク ラスの完全修飾名） が入る。

KEY_DATA － 
com.bea.wlpi.common.plugin.Plugin
Data 実装クラス名を示すキー値。

KEY_PANEL － 
com.bea.wlpi.common.plugin.Plugin
TriggerPanel 実装クラス名を示すキー
値。

KEY_EVENT － 
com.bea.wlpi.server.plugin.Plugin
Event 実装ク ラス名を示すキー値。

classNames public java.lang.String 
getClassName(int key)

プラグイン フ ィールド情報 fieldInfo public 
com.bea.wlpi.common.plugi
n.FieldInfo getFieldInfo()

表 B-8  EventInfo オブジェク ト情報 （続き）

オブジェク ト情報 コンス ト ラク
タ  パラメータ

get メ ソ ッ ド
B-22 BPM プラグイン プログラ ミング ガイ ド

../classdocs/com/bea/wlpi/common/plugin/PluginData.html
../classdocs/com/bea/wlpi/common/plugin/PluginData.html
../classdocs/com/bea/wlpi/common/plugin/PluginTriggerPanel.html
../classdocs/com/bea/wlpi/common/plugin/PluginTriggerPanel.html
../classdocs/com/bea/wlpi/server/plugin/PluginEvent.html
../classdocs/com/bea/wlpi/server/plugin/PluginEvent.html
../classdocs/com/bea/wlpi/common/plugin/EventInfo.html


FieldInfo オブジェ ク ト
FieldInfo オブジェク ト

com.bea.wlpi.common.plugin.FieldInfo オブジェク トは、 プラグイン 
フ ィールドに関する情報を管理します。

FieldInfo ク ラスは、 B-30ページの 「InfoObject オブジェク ト 」 に説明されて
いるよ うに、 com.bea.wlpi.common.plugin.InfoObject ク ラスを拡張します。

新しい FieldInfo オブジェク ト を作成するには、 次のコンス ト ラ ク タを使用し
ます。

public FieldInfo(
  java.lang.String pluginName,
  int ID,
  java.lang.String name,
  java.lang.String description,
  java.lang.String[] classNames,
  boolean supportsQualifiers
)

次の表に、 FieldInfo オブジェク ト情報、 そのデータを定義する際に使用する
コンス ト ラ ク タ  パラ メータ、 オブジェク ト定義後にこの情報にアクセスするた
めに使用できる メ ソ ッ ドを示します。

表 B-9  FieldInfo オブジェク ト情報

オブジェク ト情報 コンス ト ラク
タ  パラメータ

get メ ソ ッ ド

プラグイン名 （逆引き  DNS バージ ョ ン） pluginName public java.lang.String 
getPluginName()

プラグイン ID ID public int getID()

フ ィールドのローカライズされた名前 name public java.lang.String 
getName()

フ ィールドのローカライズされた説明 description public java.lang.String 
getDescription()
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B プラグイン値オブジェク トのまとめ
詳細については、 com.bea.wlpi.common.plugin.FieldInfo Javadoc を参照し
てください。

関係するプラグイン ク ラスを識別する配列。
次の KEY_* 値のそれぞれについて 1 つのエン
ト リ （Java ク ラスの完全修飾名） が入る。

KEY_FIELD － 
com.bea.wlpi.common.plugin.Plugin
Field 実装ク ラス名を示すキー値。

DEFAULT_FIELD －式の検証のみをサポー
ト し、 評価を行わない組み込みフ ィールド  
タイプを示すキー値。 このフ ィールド  タイ
プは修飾子をサポート し、 プラグイン自体
が現在ロード されていない場合に、 プラグ
イン データ  フ ィールドを参照する式を検
証するために使用される。

XMLFIELD － XML 単一要素値を返す組み
込みフ ィールド  タイプを示すキー値。 この
フ ィールド  タイプは修飾子をサポートする
（XML は階層構造であるため）。

classNames public java.lang.String 
getClassName(int key)

フ ィールド  タイプがド ッ ト区切りの名前をサ
ポートするかど うかを示すフラグ。 たとえば、
PostalCode フ ィールドが Address フ ィール
ドに埋め込まれている場合、 そのフ ィールド
の名前は Address.PostalCode となる。
式エバリ ュエータは、 プラグインの 開始、 イ
ベン ト、 または イベン ト  キーの式でフ ィール
ド参照が有効であるかど うかを調べるために
このフラグを使用する。

supportsQual
ifiers

public boolean 
supportsQualifiers()

表 B-9  FieldInfo オブジェク ト情報 （続き）

オブジェク ト情報 コンス ト ラク
タ  パラメータ

get メ ソ ッ ド
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FunctionInfo オブジェク ト

com.bea.wlpi.common.plugin.FunctionInfo オブジェク トは、 プラグイン関
数に関する情報を管理します。

FunctionInfo ク ラスは、 B-30ページの 「InfoObject オブジェク ト 」 に説明され
ているよ うに com.bea.wlpi.common.plugin.InfoObject ク ラスを拡張しま
す。

新しい FunctionInfo オブジェク ト を作成するには、次のコンス ト ラ ク タを使用
します。

public FunctionInfo(
  java.lang.String pluginName,
  int ID,
  java.lang.String name,
  java.lang.String description,
  java.lang.String prototype,
  java.lang.String[] classNames,
  int argcmin,
  int argcmax
)

次の表に、 FunctionInfo オブジェク ト情報、 そのデータを定義する際に使用す
るコンス ト ラ ク タ  パラ メータ、 オブジェク ト定義後にこの情報にアクセスする
ために使用できる メ ソ ッ ドを示します。

表 B-10  FunctionInfo オブジェク ト情報

オブジェク ト情報 コンス ト ラク
タ  パラメータ

get メ ソ ッ ド

プラグイン名 （逆引き  DNS バージ ョ ン） pluginName public java.lang.String 
getPluginName()

プラグイン ID ID public int getID()

関数のローカライズされた名前 name public java.lang.String 
getName()

関数のローカライズされた説明 description public java.lang.String 
getDescription()

この関数のローカライズされたプロ ト タイプ prototype public java.lang.String 
prototype()
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詳細については、 com.bea.wlpi.common.plugin.FunctionInfo Javadoc を参照
して ください。

関係するプラグイン ク ラスを識別する配列。
次の KEY_* 値について 1 つのエン ト リ （Java 
ク ラスの完全修飾名） が入る。

KEY_EVALUATOR － 
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginFun
ction 実装ク ラス名を示すキー値。

classNames public java.lang.String 
getClassName(int key)

許される引数の最小数。 式エバリ ュエータは、
この関数に対するコールを検証するためにこ
の情報を使用する。

argcmin public int 
getMinArgCount()

許される引数の最大数。 式エバリ ュエータは、
この関数に対するコールを検証するためにこ
の情報を使用する。

argcmax public int 
getMaxArgCount()

表 B-10  FunctionInfo オブジェク ト情報 （続き）

オブジェク ト情報 コンス ト ラク
タ  パラメータ

get メ ソ ッ ド
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HelpSetInfo オブジェク ト

com.bea.wlpi.common.plugin.HelpSetInfo オブジェク トは、 プラグイン オ
ンライン ヘルプに関する情報を管理します。 プラグインは、 HTML および 
JavaHelp の両方のオンライン ヘルプ システムをサポートできます。 プラグイン 
オンライン ヘルプ ファ イルは、 WAR ファ イルにパッケージ化し、 プロセス  エ
ンジンの一部と してデプロイする必要があ り ます。 BPM ク ライアン ト  アプリ
ケーシ ョ ンが適切なヘルプ ファ イルを取得できるよ うにするため、 オンライン  
ヘルプ WAR ファ イルは、 それが関係するプラグインの名前の下でデプロイする
必要があ り ます。

BPM ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンは、 Plug-in Manager （または他の EJB） の 
ClassLoader を使用して、 プロセス  エンジンの URL を確認できます。 ク ライア
ン ト  アプリ ケーシ ョ ンは、 HelpSetInfo オブジェク ト値を使用して、 http また
は https を介してヘルプ ファ イルにアクセスするための完全な URL を取得でき
ます。

HelpSetInfo ク ラスは、 B-30ページの 「InfoObject オブジェク ト 」 に説明され
ているよ うに、 com.bea.wlpi.common.plugin.InfoObject ク ラスを拡張しま
す。

新しい HelpSetInfo オブジェク ト を作成するには、 次のコンス ト ラ ク タを使用
します。

public HelpSetInfo(
  java.lang.String pluginName,
  java.lang.String name,
  java.lang.String description,
  java.lang.String[] helpNames,
  int helpType
)

次の表に、 HelpSetInfo オブジェク ト情報、 そのデータを定義する際に使用す
るコンス ト ラ ク タ  パラ メータ、 オブジェク ト定義後にこの情報にアクセスする
ために使用できる メ ソ ッ ドを示します。
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表 B-11  HelpSetInfo オブジェク ト情報

オブジェク ト情報 コンス ト ラク
タ  パラメータ

get メ ソ ッ ド

オンライン ヘルプ セッ ト を提供するプラグイ
ン名 （逆引き  DNS バージ ョ ン）。
BPM ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンがヘルプ 
セッ トの正しい URL を作成するためには、 こ
の名前は、WAR ファ イルをデプロイする  Web 
アプリ ケーシ ョ ン と一致している必要があ り
ます。

pluginName public java.lang.String 
getPluginName()

オンライン ヘルプのローカライズされた名前。
この値は、 コンテキス ト依存でないヘルプに
アクセスするために使用されるユーザ インタ
フェース  メニュー オプシ ョ ンのラベル値と し
て使用される。

name public java.lang.String 
getName()

オンライン ヘルプのローカライズされた説明 description public java.lang.String 
getDescription()

関係するプラグイン ク ラスを識別する配列。
次の KEY_* 値のそれぞれについて 1 つのエン
ト リ （Java ク ラスの完全修飾名） が入る。

KEY_HELP_SET － JavaHelp ヘルプ セッ ト
（.hs） ファ イル名または HTML ヘルプ 
ファ イル ルート  ディレク ト リ を取得する
ためのキー値。

KEY_HELP_ID －メ イン インデッ クス  ペー
ジまたは目次の JavaHelp ヘルプ キーまた
は HTML ファ イル名を取得するための
キー値。

各エン ト リの値は、 B-29ページの 「ヘルプ タ
イプおよび関係するプラグイン ク ラス」 の表
に定義されているよ うに、 helpType パラ メー
タの値に従って解釈される。

helpNames public java.lang.String 
getClassName(int key)
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次の表に、 ヘルプ タイプ （helpType 値） および関係するプラグイン ク ラス
（helpNames 値） を示します。

プラグインによ り提供されるヘルプのタイプ。
次のいずれかの値に設定できる。

HELP_JAVA_HELP － JavaHelp ヘルプ セッ
トの名前、 またはメ イン インデッ クス  
ページまたは目次のためのヘルプ キー。

HELP_HTML － HTML ヘルプ ファ イル 
ルート  ディ レク ト リの名前、 あるいはメ イ
ン インデッ クス  ページまたは目次の名前。
KEY_HELP_SET エン ト リによ り指定される
ディ レク ト リに対する相対値。

各エン ト リの値は、 B-29ページの 「ヘルプ タ
イプおよび関係するプラグイン ク ラス」 の表
に定義されているよ うに、 helpNames パラ
メータの値に従って解釈される。

helpType public int getHelpType()

表 B-11  HelpSetInfo オブジェク ト情報 （続き）

オブジェク ト情報 コンス ト ラク
タ  パラメータ

get メ ソ ッ ド

表 B-12  ヘルプ タイプおよび関係するプラグイン クラス

helpType 値 helpNames 値

KEY_HELP_SET KEY_HELP_ID

HELP_JAVA_HELP JavaHelp セッ ト  ファ イルの名前。 ヘ
ルプ ファ イルの入っている  WAR 
ファ イルのルートに対する相対値
（たとえば、
javahelp/MyPluginHelpSet.hs）。
拡張子がない場合、 JavaHelp によ り
自動的に hs 拡張子が追加される。

メ イン インデッ クス  ページまたは目
次のための JavaHelp ヘルプ キー。
BPM プラグイン プログラ ミング ガイ ド B-29



B プラグイン値オブジェク トのまとめ
詳細については、 com.bea.wlpi.common.plugin.HelpSetInfo Javadoc を参照
して ください。

InfoObject オブジェク ト

com.bea.wlpi.common.plugin.InfoObject オブジェク トは、 すべてのプラグ
イン値オブジェク トのための抽象基本ク ラスを提供します。

新しい InfoObject オブジェク ト を作成するには、 次のコンス ト ラ ク タを使用し
ます。

public InfoObject(
  java.lang.String pluginName,
  int ID,
  java.lang.String name,
  java.lang.String description,
  java.lang.String[] classNames
)

次の表に、 InfoObject オブジェク ト情報、 そのデータを定義する際に使用する
コンス ト ラ ク タ  パラ メータ、 オブジェク ト定義後にこの情報にアクセスするた
めに使用できる メ ソ ッ ドを示します。

HELP_HTML HTML ヘルプ ファ イルのルート  ディ
レク ト リの名前。 末尾に必ずスラ ッ
シュを付ける （たとえば、
htmlhelp/）。

メ イン インデッ クス  ページまたは目
次の入っている  HTML ファ イルの名
前 （必須の .htm 拡張子を含まない）。
KEY_HELP_SET エン ト リによ り指定
されるディ レク ト リに対する相対値。

表 B-12  ヘルプ タイプおよび関係するプラグイン クラス （続き）

helpType 値 helpNames 値

KEY_HELP_SET KEY_HELP_ID
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PluginCapabilitiesInfo オブジェ ク ト
また、 InfoObject オブジェク トは、 ActionInfo、 DoneInfo、 EventInfo、
StartInfo、 および TemplateDefinitionPropertiesInfo の各オブジェク ト を
コンス ト ラ ク トする際に使用できる  iconByteArray 値を入力ス ト リームから生
成するための次のメ ソ ッ ド も提供します。

public static final byte[] 
imageStreamToByteArray(java.io.InputStream inputStream) throws 
java.io.IOException

詳細については、 com.bea.wlpi.common.plugin.InfoObject Javadoc を参照し
てください。

PluginCapabilitiesInfo オブジェク ト

com.bea.wlpi.common.plugin.PluginCapabilitiesInfo オブジェク トは、 プ
ラグイン機能に関する情報を管理します。

表 B-13  InfoObject オブジェク ト情報

オブジェク ト情報 コンス ト ラク
タ  パラメータ

get メ ソ ッ ド

プラグイン名 （逆引き  DNS バージ ョ ン） pluginName public java.lang.String 
getPluginName()

プラグイン ID ID public int getID()

オブジェク トのローカライズされた名前 name public java.lang.String 
getName()

オブジェク トのローカライズされた説明 description public java.lang.String 
getDescription()

関係するプラグイン ク ラスを識別する配列。
サブク ラスによ り提供される  KEY_* 値のそれ
ぞれについて 1 つのエン ト リ （Java ク ラスの
完全修飾名） が入る。

classNames public java.lang.String 
getClassName(int key)
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B プラグイン値オブジェク トのまとめ
PluginCapabilitiesInfo オブジェク トは、 プラグインがロード された後、 プ
ラグイン機能の完全なセッ トの説明を提供します。 ロード前でも、 B-35ページ
の 「PluginInfo オブジェク ト 」 に説明されているよ うに、
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginInfo オブジェク ト を使用して基本プラ
グイン情報にアクセスできます。

新しい PluginCapabilitiesInfo オブジェク ト を作成するには、 次のコンス ト
ラ ク タを使用します。

public PluginCapabilitiesInfo(
  com.bea.wlpi.common.plugin.PluginInfo info,
  com.bea.wlpi.common.plugin.ActionCategoryInfo[] actions,
  com.bea.wlpi.common.plugin.EventInfo[] events,
  com.bea.wlpi.common.plugin.FieldInfo[] fields,
  com.bea.wlpi.common.plugin.FunctionInfo[] functions,
  com.bea.wlpi.common.plugin.StartInfo[] starts,
  com.bea.wlpi.common.plugin.DoneInfo[] dones,
  com.bea.wlpi.common.plugin.VariableTypeInfo[] variableTypes,
  com.bea.wlpi.common.plugin.TemplatePropertiesInfo[] template,
  com.bea.wlpi.common.plugin.TemplateDefinitionPropertiesInfo[]
    templateDefinition,
  com.bea.wlpi.common.plugin.EventHandlerInfo eventHandler
)

次の表に、 PluginCapabilitiesInfo オブジェク ト情報、 そのデータを定義す
る際に使用するコンス ト ラ ク タ  パラ メータ、 オブジェク ト定義後にこの情報に
アクセスするために使用できる メ ソ ッ ドを示します。

表 B-14  PluginCapabilitiesInfo オブジェク ト情報

オブジェク ト情報 コンス ト ラク
タ  パラメータ

get メ ソ ッ ド

基本プラグイン情報 info public java.lang.String 
getPluginInfo()

プラグインによ り提供されるアクシ ョ ンとア
クシ ョ ン カテゴ リ

actions public 
com.bea.wlpi.common.plugi
n.ActionCategoryInfo[] 
getActionInfo()

プラグインによ り提供されるイベン ト events public 
com.bea.wlpi.common.plugi
n.EventInfo[] 
getEventInfo()
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PluginCapabilitiesInfo オブジェ ク ト
プラグインによ り提供されるフ ィールド fields public 
com.bea.wlpi.common.plugi
n.FieldInfo[] 
getFieldInfo()

プラグインによ り提供される関数 functions public 
com.bea.wlpi.common.plugi
n.FunctionInfo[] 
getFunctionInfo()

プラグインによ り提供される開始ノード starts public 
com.bea.wlpi.common.plugi
n.StartInfo[] 
getStartInfo()

プラグインによ り提供される完了ノード dones public 
com.bea.wlpi.common.plugi
n.DoneInfo[] getDoneInfo()

プラグインによ り提供される変数 variableType
s

public 
com.bea.wlpi.common.plugi
n.VariableTypesInfo[] 
getVariableTypesInfo()

プラグインによ り提供されるワークフロー テ
ンプレート  プロパティ

template public 
com.bea.wlpi.common.plugi
n.TemplatePropertiesInfo[
] getTemplateInfo()

プラグインによ り提供されるワークフロー テ
ンプレート定義プロパティ

templateDefi
nition

public 
com.bea.wlpi.common.plugi
n.TemplateDefinitionPrope
rtiesInfo[] 
getTemplateDefinitionInfo
()

イベン ト  ハンド ラ情報 eventHandler public 
com.bea.wlpi.common.plugi
n.EventHandlerInfo 
getEventHandlerInfo()

表 B-14  PluginCapabilitiesInfo オブジェク ト情報 （続き）

オブジェク ト情報 コンス ト ラク
タ  パラメータ

get メ ソ ッ ド
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B プラグイン値オブジェク トのまとめ
詳細については、 com.bea.wlpi.common.plugin.PluginCapabilitiesInfo 
Javadoc を参照して ください。

PluginDependency オブジェク ト t

com.bea.wlpi.common.plugin.PluginDependency オブジェク トは、 プラグイ
ン依存関係に関する情報を管理します。

PluginDependency ク ラスは、 B-30ページの 「InfoObject オブジェク ト 」 に説明
されているよ うに、 com.bea.wlpi.common.plugin.InfoObject ク ラスを拡張
します。

新しい PluginDependency オブジェク ト を作成するには、 次のコンス ト ラ ク タ
を使用します。

public PluginDependency(
  java.lang.String pluginName,
  java.lang.String description,
  java.lang.String masterPluginName,
  java.lang.String vendor,
  com.bea.wlpi.common.VersionInfo version
)

次の表に、 PluginDependency オブジェク ト情報、 そのデータを定義する際に使
用するコンス ト ラ ク タ  パラ メータ、 オブジェク ト定義後にこの情報にアクセス
するために使用できる メ ソ ッ ドを示します。

表 B-15  PluginDependency オブジェク ト情報

オブジェク ト情報 コンス ト ラク
タ  パラメータ

get メ ソ ッ ド

プラグイン名 （逆引き  DNS バージ ョ ン） pluginName public java.lang.String 
getPluginName()

オブジェク トのローカライズされた説明 description public java.lang.String 
getDescription()

マスター プラグイン名 （逆引き  DNS バージ ョ
ン）

masterPlugin
Name

public java.lang.String 
getMasterPluginName()
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PluginInfo オブジェ ク ト
詳細については、 com.bea.wlpi.common.plugin.PluginDependency Javadoc 
を参照して ください。

PluginInfo オブジェク ト

com.bea.wlpi.common.plugin.PluginInfo オブジェク トは、 プラグインに関
する基本情報を管理します。

PluginInfo オブジェク トは、 プラグインがロード される前に、 プラグイン機能
の基本セッ トの説明を提供します。 ロード後は、 B-31ページの
「PluginCapabilitiesInfo オブジェク ト 」 に説明されているよ うに、
com.bea.wlpi.common.plugin.PluginCapabilitiesInfo オブジェク ト を使用
して基本プラグイン情報にアクセスできます。

PluginInfo ク ラスは、 B-30ページの 「InfoObject オブジェク ト 」 に説明されて
いるよ うに、 com.bea.wlpi.common.plugin.InfoObject ク ラスを拡張します。

新しい PluginInfo オブジェク ト を作成するには、 次のコンス ト ラ ク タを使用し
ます。

public PluginInfo(
  java.lang.String pluginName,
  java.lang.String name,
  java.util.Locale lc,
  java.lang.String vendor,
  java.lang.String url,
  com.bea.wlpi.common.VersionInfo version,
  com.bea.wlpi.common.VersionInfo pluginFrameworkVersion,
  com.bea.wlpi.common.plugin.PluginDependency[] dependencies,
  com.bea.wlpi.common.plugin.ConfigurationInfo config,

マスター プラグイン ベンダ名 vendor public java.lang.String 
getVendor()

マスター プラグイン バージ ョ ン version public 
com.bea.wlpi.common.Versi
onInfo getVersion()

表 B-15  PluginDependency オブジェク ト情報 （続き）

オブジェク ト情報 コンス ト ラク
タ  パラメータ

get メ ソ ッ ド
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B プラグイン値オブジェク トのまとめ
  com.bea.wlpi.common.plugin.HelpSetInfo helpSet
)

次の表に、 PluginInfo オブジェク ト情報、 そのデータを定義する際に使用する
コンス ト ラ ク タ  パラ メータ、 オブジェク ト定義後にこの情報にアクセスするた
めに使用できる メ ソ ッ ドを示します。

表 B-16  PluginInfo オブジェク ト情報

オブジェク ト情報 コンス ト ラク
タ  パラメータ

get メ ソ ッ ド

プラグイン名 （逆引き  DNS バージ ョ ン） pluginName public java.lang.String 
getPluginName()

オブジェク トのローカライズされた名前 name public java.lang.String 
getName()

表示文字列をローカライズするためのロケー
ル

lc public java.lang.String 
getLocale()

プラグイン ベンダの名前 vendor public java.lang.String 
getVendor()

プラグイン ベンダの URL url public java.lang.String 
getURL()

プラグイン バージ ョ ン version public 
com.bea.wlpi.common.Versi
onInfo getVersion()

プラグイン フレームワーク  バージ ョ ン pluginFramew
orkVersion

public 
com.bea.wlpi.common.Versi
onInfo 
getPluginFrameworkVersion
()

プラグイン依存関係 dependencies public 
com.bea.wlpi.common.plugi
n.PluginDependency[] 
getDependencyInfo()

プラグイン コンフ ィグレーシ ョ ン情報 config public 
com.bea.wlpi.common.plugi
n.ConfigurationInfo 
getConfigurationInfo()
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StartInfo オブジェ ク ト
詳細については、 com.bea.wlpi.common.plugin.PluginInfo Javadoc を参照し
てください。

StartInfo オブジェク ト

com.bea.wlpi.common.plugin.StartInfo オブジェク トは、 プラグイン開始
ノードに関する情報を管理します。

StartInfo ク ラスは、 次のク ラスを拡張します。

B-30ページの 「InfoObject オブジェク ト 」 に説明されている  
com.bea.wlpi.common.plugin.InfoObject ク ラス

B-41ページの 「TemplateNodeInfo オブジェク ト 」 に定義されている  
com.bea.wlpi.common.plugin.TemplateNodeInfo ク ラス

新しい StartInfo オブジェク ト を作成するには、 次のコンス ト ラ ク タを使用し
ます。

public StartInfo(
  java.lang.String pluginName,
  int ID,
  java.lang.String name,
  java.lang.String description,
  byte[] iconByteArray,
  java.lang.String[] classNames,
  com.bea.wlpi.common.plugin.FieldInfo fieldInfo
)

次の表に、 StartInfo オブジェク ト情報、 そのデータを定義する際に使用する
コンス ト ラ ク タ  パラ メータ、 オブジェク ト定義後にこの情報にアクセスするた
めに使用できる メ ソ ッ ドを示します。

プラグインによ り提供される  JavaHelp ヘルプ 
セッ ト

helpSet public 
com.bea.wlpi.common.plugi
n.HelpSetInfo 
getHelpSetInfo()

表 B-16  PluginInfo オブジェク ト情報 （続き）

オブジェク ト情報 コンス ト ラク
タ  パラメータ

get メ ソ ッ ド
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B プラグイン値オブジェク トのまとめ
表 B-17  StartInfo オブジェク ト情報

オブジェク ト情報 コンス ト ラク
タ  パラメータ

get メ ソ ッ ド

プラグイン名 （逆引き  DNS バージ ョ ン） pluginName public java.lang.String 
getPluginName()

プラグイン ID ID public int getID()

開始ノードのローカライズされた名前 name public java.lang.String 
getName()

開始ノードのローカライズされた説明 description public java.lang.String 
getDescription()

このプラグインのためのグラフ ィカル イ メー
ジ （アイコン） のバイ ト配列表現。 インタ
フェース  ビューが有効な場合に、 このアク
シ ョ ンを表すために Studio によ り使用される。
バイ ト配列表現の生成方法の詳細については、
B-30ページの 「InfoObject オブジェク ト 」 を
参照。

iconByteArra
y

public javax.swing.Icon 
getIcon()

public static final byte[] 
imageStreamToByteArray(ja
va.io.InputStream 
inputStream) throws 
java.io.IOException

関係するプラグイン ク ラスを識別する配列。
次の KEY_* 値のそれぞれについて 1 つのエン
ト リ （Java ク ラスの完全修飾名） が入る。

KEY_DATA － 
com.bea.wlpi.common.plugin.Plugin
Data 実装クラス名を示すキー値。

KEY_PANEL － 
com.bea.wlpi.common.plugin.Plugin
Panel 実装ク ラス名を示すキー値。

KEY_START － 
com.bea.wlpi.server.plugin.Plugin
Start2 実装クラス名を示すキー値。

classNames public java.lang.String 
getClassName(int key)

プラグイン フ ィールド情報 fieldInfo public 
com.bea.wlpi.common.plugi
n.FieldInfo getFieldInfo()
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StartInfo オブジェ ク ト
詳細については、 com.bea.wlpi.common.plugin.StartInfo Javadoc を参照し
てください。
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B プラグイン値オブジェク トのまとめ
TemplateDefinitionPropertiesInfo オブ
ジェク ト

com.bea.wlpi.common.plugin.TemplateDefinitionPropertiesInfo オブ
ジェク トは、 プラグイン テンプレート定義プロパティに関する情報を管理しま
す。

TemplateDefinitionPropertiesInfo ク ラスは、 B-30ページの 「InfoObject オ
ブジェク ト 」 に説明されているよ うに、
com.bea.wlpi.common.plugin.InfoObject ク ラスを拡張します。

新しい TemplateDefinitionPropertiesInfo オブジェク ト を作成するには、 次
のコンス ト ラ ク タを使用します。

public DoneInfo(
  java.lang.String pluginName,
  java.lang.String name,
  java.lang.String description,
  java.lang.String[] classNames
)

次の表に、 TemplateDefinitionPropertiesInfo オブジェク ト情報、 そのデー
タを定義する際に使用するコンス ト ラ ク タ  パラ メータ、 オブジェク ト定義後に
この情報にアクセスするために使用できる メ ソ ッ ドを示します。

表 B-18  TemplateDefinitionPropertiesInfo オブジェク ト情報

オブジェク ト情報 コンス ト ラク
タ  パラメータ

get メ ソ ッ ド

プラグイン名 （逆引き  DNS バージ ョ ン） pluginName public java.lang.String 
getPluginName()

オブジェク トのローカライズされた名前。

この文字列は、 [ テンプレート定義のプロパ
ティ ] ダイアログ ボッ クスの [ プラグイン ] タ
ブの内容を定義する。

name public java.lang.String 
getName()

オブジェク トのローカライズされた説明 description public java.lang.String 
getDescription()
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TemplateNodeInfo オブジェ ク ト
詳細については、
com.bea.wlpi.common.plugin.TemplateDefinitionPropertiesInfo Javadoc 
を参照して ください。

TemplateNodeInfo オブジェク ト

com.bea.wlpi.common.plugin.TemplateNodeInfo オブジェク トは、 プラグイ
ン テンプレート定義ノードに関する情報を管理します。

TemplateNodeInfo は、 次のク ラスによ り拡張されます。

com.bea.wlpi.common.plugin.DoneInfo

com.bea.wlpi.common.plugin.EventInfo

com.bea.wlpi.common.plugin.StartInfo

TemplateNodeInfo ク ラスは、 B-30ページの 「InfoObject オブジェク ト 」 に説明
されているよ うに、 com.bea.wlpi.common.plugin.InfoObject ク ラスを拡張
します。

新しい TemplateNodeInfo オブジェク ト を作成するには、 次のコンス ト ラ ク タ
を使用します。

関係するプラグイン ク ラスを識別する配列。
次の KEY_* 値のそれぞれについて 1 つのエン
ト リ （Java ク ラスの完全修飾名） が入る。

KEY_DATA － 
com.bea.wlpi.common.plugin.Plugin
Data 実装クラス名を示すキー値。

KEY_PANEL － 
com.bea.wlpi.common.plugin.Plugin
Panel 実装ク ラス名を示すキー値。

classNames public java.lang.String 
getClassName(int key)

表 B-18  TemplateDefinitionPropertiesInfo オブジェク ト情報 （続き）

オブジェク ト情報 コンス ト ラク
タ  パラメータ

get メ ソ ッ ド
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B プラグイン値オブジェク トのまとめ
public TemplateNodeInfo(
  java.lang.String pluginName,
  int ID,
  java.lang.String name,
  java.lang.String description,
  byte[] iconByteArray,
  java.lang.String[] classNames
)

次の表に、 TemplateNodeInfo オブジェク ト情報、 そのデータを定義する際に使
用するコンス ト ラ ク タ  パラ メータ、 オブジェク ト定義後にこの情報にアクセス
するために使用できる メ ソ ッ ドを示します。

詳細については、 com.bea.wlpi.common.plugin.TemplateNodeInfo Javadoc 
を参照して ください。

表 B-19  TemplateNodeInfo オブジェク ト情報

オブジェク ト情報 コンス ト ラク
タ  パラメータ

get メ ソ ッ ド

プラグイン名 （逆引き  DNS バージ ョ ン） pluginName public java.lang.String 
getPluginName()

プラグイン ID ID public int getID()

テンプレート定義ノードのローカライズされ
た名前

name public java.lang.String 
getName()

テンプレート定義ノードのローカライズされ
た説明

description public java.lang.String 
getDescription()

このプラグインのためのグラフ ィカル イ メー
ジ （アイコン） のバイ ト配列表現。 インタ
フェース  ビューが有効な場合に、 このアク
シ ョ ンを表すために Studio によ り使用される。
バイ ト配列表現の生成方法の詳細については、
B-30ページの 「InfoObject オブジェク ト 」 を
参照。

iconByteArra
y

public javax.swing.Icon 
getIcon()

public static final byte[] 
imageStreamToByteArray(ja
va.io.InputStream 
inputStream) throws 
java.io.IOException

関係するプラグイン ク ラスを識別する配列。
対応するサブク ラスのために定義される  
KEY_* 値のそれぞれについて 1 つのエン ト リ
（Java ク ラスの完全修飾名） が入る。

classNames public java.lang.String 
getClassName(int key)
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TemplatePropertiesInfo オブジェク ト

com.bea.wlpi.common.plugin.TemplatePropertiesInfo オブジェク トは、 プ
ラグイン テンプレート  プロパティに関する情報を管理します。

TemplatePropertiesInfo ク ラスは、 B-30ページの 「InfoObject オブジェク ト 」
に説明されているよ うに、 com.bea.wlpi.common.plugin.InfoObject ク ラス
を拡張します。

新しい TemplatePropertiesInfo オブジェク ト を作成するには、 次のコンス ト
ラ ク タを使用します。

public TemplatePropertiesInfo(
  java.lang.String pluginName,
  java.lang.String name,
  java.lang.String description,
  java.lang.String[] classNames
)

次の表に、 TemplatePropertiesInfo オブジェク ト情報、 そのデータを定義す
る際に使用するコンス ト ラ ク タ  パラ メータ、 オブジェク ト定義後にこの情報に
アクセスするために使用できる メ ソ ッ ドを示します。

表 B-20  TemplatePropertiesInfo オブジェク ト情報
オブジェク ト情報 コンス ト ラク

タ  パラメータ
get メ ソ ッ ド

プラグイン名 （逆引き  DNS バージ ョ ン） pluginName public java.lang.String 
getPluginName()

オブジェク トのローカライズされた名前。

この文字列は、 [ テンプレート  プロパティ ] ダ
イアログ ボッ クスの [ プラグイン ] タブの内容
を定義する。

name public java.lang.String 
getName()

オブジェク トのローカライズされた説明 description public java.lang.String 
getDescription()
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B プラグイン値オブジェク トのまとめ
詳細については、 com.bea.wlpi.common.plugin.TemplatePropertiesInfo 
Javadoc を参照して ください。

VariableTypeInfo オブジェク ト

com.bea.wlpi.common.plugin.VariableTypeInfo オブジェク トは、 プラグイ
ン変数に関する情報を管理します。

VariableTypeInfo ク ラスは、 B-30ページの 「InfoObject オブジェク ト 」 に説明
されているよ うに、 com.bea.wlpi.common.plugin.InfoObject ク ラスを拡張
します。

新しい VariableTypeInfo オブジェク ト を作成するには、 次のコンス ト ラ ク タ
を使用します。

public VariableTypeInfo(
  java.lang.String pluginName,
  int ID,
  java.lang.String name,
  java.lang.String description,
  int variableType,
  java.lang.Class valueClass,
  java.lang.String[] classNames
)

関係するプラグイン ク ラスを識別する配列。
次の KEY_* 値のそれぞれについて 1 つのエン
ト リ （Java ク ラスの完全修飾名） が入る。

KEY_DATA － 
com.bea.wlpi.common.plugin.Plugin
Data 実装クラス名を示すキー値。

KEY_PANEL － 
com.bea.wlpi.common.plugin.Plugin
Panel 実装ク ラス名を示すキー値。

classNames public java.lang.String 
getClassName(int key)

表 B-20  TemplatePropertiesInfo オブジェク ト情報 （続き）
オブジェク ト情報 コンス ト ラク

タ  パラメータ
get メ ソ ッ ド
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VariableTypeInfo オブジェ ク ト
次の表に、 VariableTypeInfo オブジェク ト情報、 そのデータを定義する際に使
用するコンス ト ラ ク タ  パラ メータ、 オブジェク ト定義後にこの情報にアクセス
するために使用できる メ ソ ッ ドを示します。

表 B-21  VariableTypeInfo オブジェク ト情報

オブジェク ト情報 コンス ト ラク
タ  パラメータ

get メ ソ ッ ド

プラグイン名 （逆引き  DNS バージ ョ ン） pluginName public java.lang.String 
getPluginName()

プラグイン ID ID public int getID()

変数タイプのローカライズされた名前 name public java.lang.String 
getName()

変数タイプのローカライズされた説明 description public java.lang.String 
getDescription()

変数タイプは次のいずれかの整数値に設定で
きる。

TYPE_ENTITY －エンティティ  EJB に対す
る リモート参照。

TYPE_OBJECT －ローカル Java オブジェク
ト。

TYPE_SESSION －セッシ ョ ン EJB に対す
る リモート参照。

variableType public int 
getVariableType()

許される値タイプの完全修飾 Java ク ラス valueClass public java.lang.Class 
getValueClass()
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B プラグイン値オブジェク トのまとめ
詳細については、 com.bea.wlpi.common.plugin.VariableTypeInfo Javadoc 
を参照して ください。

関係するプラグイン ク ラスを識別する配列。
次の KEY_* 値のそれぞれについて 1 つのエン
ト リ （Java ク ラスの完全修飾名） が入る。

KEY_RENDERER － 
com.bea.wlpi.common.plugin.Plugin
VariableRenderer 実装ク ラス名を示す
キー値。

KEY_PANEL － 
com.bea.wlpi.common.plugin.Plugin
Panel 実装ク ラス名を示すキー値。

classNames public java.lang.String 
getClassName(int key)

表 B-21  VariableTypeInfo オブジェク ト情報 （続き）

オブジェク ト情報 コンス ト ラク
タ  パラメータ

get メ ソ ッ ド
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C BPM グラフ ィ カル ユーザ インタ
フェース スタイル シート

この付録では、 Java Swing ク ラスに基づいてカスタム プラグインを設計する際
に役立つ情報を示します。 この付録の内容は以下のとおりです。

プラグインの設計

対話式コンポーネン トの操作

プレゼンテーシ ョ ン コンポーネン トの操作

推奨参考文献

プラグインの設計

ユーザの学習ニーズや情報ニーズに合うプラグインを設計するには、 C-3ページ
の 「対話式コンポーネン トの操作」 や C-10ページの 「プレゼンテーシ ョ ン コン
ポーネン トの操作」 に説明した原則を、 慎重にプランニングし、 系統的に適用す
る必要があ り ます。

プラグイン パネルを設計する手順は、 次のとおりです。

1. BPM の機能をどのよ うに拡張するかを決定します。 たとえば、 次のプログラ
ミ ング構成要素の定義と実行時動作をプラグインによ り変更できます。

アクシ ョ ン

完了ノード

イベン ト  ノード

関数

メ ッセージ タイプ

開始
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C BPM グラフ ィ カル ユーザ インタフェース スタイル シート
テンプレート  プロパティ

テンプレート定義プロパティ

変数タイプ

2. 構成要素を変更するために必要なタスクを調べます。 この場合、 各構成要素
には個別のパネルが必要です。 たとえば、 テンプレート  プロパティを変更す
る場合、 パネル タスク と して、 新しいプロパティの追加、 更新、 削除の機能
（デフォルトでは利用できない機能） を含めるこ とができます。

3. 各タスクを表すコン ト ロールを選択します。 次の表に、 タスク  カテゴ リの各
タイプの推奨コン ト ロールを示します。

4. 次のプレゼンテーシ ョ ン要素を適切に使用して、 パネル コン ト ロールを表示
する方法を決定します。

コン ト ロール タイプを区別した り、 視覚的に変化を付けるには、 カラー
を使用します。 たとえば、 テーブルの行を 1 行おきに目立たせるには、
補色関係の 2 色を使用します。 このテクニッ クによ り、 視覚的に変化が
ついて、 読みやすくな り ます。

すべてのコン ト ロール ラベルに 12 ポイン ト  Arial のレギュラー フォン ト
を使用します。

パネル情報の流れは横または縦のいずれかにします。 たとえば、 項目間

を移動できる リ ス ト  ボッ クスでは、 横のレイアウ トが適しています。 一

表 C-1  タスク  カテゴリの推奨コン ト ロール

タスク  カテゴリ コン ト ロール

相互に排他的なオプシ ョ ンの選択 ラジオ ボタン

排他的でないオプシ ョ ンの選択 チェッ ク  ボッ クス

アクシ ョ ンの実行 コマンド  ボタン

セッ トからの項目の選択 リ ス ト  ボッ クスまたはド ロ ップ 
ダウン リ ス ト  ボッ クス

同時に大量の情報の入力または表示 テーブル

属性値の設定 テキス ト入力フ ィールド
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対話式コンポーネン トの操作
方、 縦のレイアウ ト と しては、 テキス ト入力フ ィールドを縦に並べて配
置する場合が最適の例です。

パネルの垂直、 水平、 対角線の軸に対して、 各コン ト ロールをバランス

良く配置します。 たとえば、 パネルの右下にコマンド  ボタンを置いたら、
他のコン ト ロールは対角線に沿って配置してバランスを取り ます。

5. デフォルトのグラフ ィ ッ クを使用しない場合は、 タスクに割り当てたプラグ
イン アクシ ョ ンを表す 32× 32 ピクセルのアイコンを作成します。

6. 各コン ト ロールの値を検証し、 構文とデータ型のエラーをチェッ ク します。
各エラー条件ごとに、 問題を明確に指摘し、 解決方法を示唆するエラー メ ッ
セージ ダイアログ ボッ クスを作成します。

対話式コンポーネン トの操作

対話式コンポーネン トによ り、 ユーザはプラグイン  パネルと対話できます。 適
切なコンポーネン ト を選択するには、 単に原則に従うのではなく、 業界標準、 会
社標準、 ユーザ ニーズの間のバランスを取る必要があ り ます。

次の節では、 対話式コンポーネン ト を設計するためのガイ ド ラインを示します。

チェッ ク  ボッ クス

コマンド  ボタン

リ ス ト  ボッ クス

ラジオ ボタン

テーブル

テキス ト入力フ ィールド

チェ ック  ボックス
チェッ ク  ボッ クスは、 データ入力フ ィールドの代わり と して使用でき、 複数の
項目を迅速に選択する方法を提供します。 次の BPM の例で、 適切なチェッ ク  
ボッ クスの設計を示します。
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C BPM グラフ ィ カル ユーザ インタフェース スタイル シート
図 C-1   チェ ック  ボックスの設計
   

チェッ ク  ボッ クスを設計するには、 次のガイ ド ラ インに従ってください。

ユーザがグループから複数の項目を選択できるよ うにした り、機能のオン /オ
フを切り帰られる うにするには、 チェッ ク  ボッ クスを使用します。

グループ ボッ クスを使用して、 複数のチェッ ク  ボッ クスをま とめて表示し
ます。 グループ ボッ クスには、 分かりやいラベルを付けます。

チェッ ク  ボッ クスは縦に並べます。

チェッ ク  ボッ クスの数は 10 個以下にします。

コマンド  ボタン
コマンド  ボタンは、 ユーザがダイアログ ボッ クス内での作業を完了する と きに
最もよ く使用される対話式コンポーネン トです。 次の BPM の例で、 適切なコマ
ンド  ボタンの設計を示します。
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対話式コンポーネン トの操作
図 C-2   コマンド  ボタンの設計
   

コマンド  ボタンを設計するには、 次のガイ ド ラインに従ってください。

コマンド  ボタンは、 [OK]、 [取消し ]、 [ヘルプ ]のよ うな頻繁に使用されるア
クシ ョ ンに対してのみ使用します。

コマンド  ボタンのラベルは慎重に選定します。 アクシ ョ ンの意味を伝える必
要がある場合は、 複数の単語を使用します。

コマンド  ボタンのサイズは、 互いに対応の取れるよ うにします。 一連のボタ
ンのラベルの長さがほぼ同じである場合、 すべてのボタンのサイズを最大の
ボタンに合わせます。 一連のボタンのラベルの長さに違いがある場合、 2 種
類のボタン サイズを使用し、 1 つは短いラベル用、 1 つは長いラベル用と し
ます。

類似した機能を持つコマンド  ボタンはグループにま とめます。

他のコン ト ロールと コマンド  ボタンとの間は余白で分離します。

リス ト  ボックス
リ ス ト  ボッ クスは、 データ入力の代わりの手段を提供します。 次の BPM の例
で、 適切な リ ス ト  ボッ クスの設計を示します。
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図 C-3   リス ト  ボックスの設計
   

リ ス ト  ボッ クスを設計するには、 次のガイ ド ラインに従ってください。

7 個以上の項目がある場合は、 できる限り ラジオ ボタンではなく リ ス ト  ボッ
クスを使用します。

少なく と も  3 個、 ただし  7 個以内の項目を同時に表示します。 9 個以上の項
目がある場合は、 縦スク ロール バーを追加します。

リ ス トの項目を説明するよ うなラベルを選択します。 リ ス ト  ボッ クスの上部
のラベルは、 左詰めにし、 最後にコロンを付けます。 たとえば、 前の図で
は、 ラベル [割り当てるタスク ] がリ ス トの上に表示されています。

大部分のユーザがリ ス トの最初の項目を選択するよ うな場合は、 ド ロ ップ ・

ダウン リ ス ト  ボッ クスにして、 縦方向のスペースを節約します。
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対話式コンポーネン トの操作
ラジオ ボタン
ラジオ ボタンは、 多くのデータ入力フ ィールドの代わりに使用できます。 次の 
BPM の例で、 適切なラジオ ボタンの設計を示します。

図 C-4   ラジオ ボタンの設計
   

ラジオ ボタンを設計するには、 次のガイ ド ラ インに従ってください。

ラジオ ボタンは、 複数の項目から  1 つのみをユーザに選択させる必要がある
場合に使用します。

各ラジオ ボタンに対して分かりやすいラベルを付けます。
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グループ ボッ クスを使用して、 ラジオ ボッ クスをま とめて表示します。 グ
ループ ボッ クスには、 分かりやいラベルを付けます。

ラジオ ボタンは縦に並べます。

ラジオ ボタンの数は 6 個以下にします。

テーブル

テーブルによ り、 同時にかなりの量の情報を入力したり表示したりできます。 次
の BPM の例で、 適切なテーブルの設計を示します。

図 C-5   テーブルの設計
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対話式コンポーネン トの操作
テーブルを設計するには、 次のガイ ド ラ インに従ってください。

ユーザがデータの複数の部分を比較する必要がある場合は、 テーブルを使用

します。

データの内容を正確に表すカラム ラベルを選択します。

カラム ラベルは、 すべて左詰めで表示します。 カラム ラベルの後にコロン
を使用しないでください。

テキスト入力フ ィールド

テキス ト入力フ ィールドは、 データ入力時に最もよ く使用される対話式コンポー
ネン トです。 次の BPM の例で、 適切なテキス ト入力フ ィールドの設計を示しま
す。

図 C-6   テキスト入力フ ィールドの設計
 

テキス ト入力フ ィールドを設計するには、 次のガイ ド ラインに従ってください。

ユーザがデータの入力や編集を行えるこ とを示すために、 枠付きのテキス ト  
ボッ クスを使用します。 たとえば、 前の図では、 [名前 ] とい う ラベルの
ボッ クスがテキス ト  ボッ クスです。

適切なデータの長さを表すよ うなフ ィールド長にします。
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マージンが不統一にならないよ うに、 フ ィールドの左端を合わせて配置しま

す。

類似した情報に関係するフ ィールドはグループ ボッ クスにま とめます。 グ
ループには、 分かりやいラベルを付けます。

各フ ィールドに対して分かりやすいラベルを付けます。 ラベルはフ ィールド

の左に置き、 左揃えにします。

プレゼンテーシ ョ ン コンポーネン トの操作

プレゼンテーシ ョ ン コンポーネン トは、 ダイアログ ボッ クスにデータがどのよ
うに表示されるかを制御します。 プラグインを設計する と きには、 ユーザがデー
タを使用して何を行う必要があるかを考慮して ください。 たとえば、 いくつかの
情報を比較した り、 特定の基準に基づいて選択を行ったりする必要があるかど う
かを検討します。 情報を適切に表示できるかど うかによ り、 ユーザがアプリ ケー
シ ョ ンの有用性をどのよ うに感じるかに大きな影響を与えるこ とがあ り ます。

次の節では、 プレゼンテーシ ョ ン コンポーネン ト を設計するためのガイ ド ラ イ
ンを示します。

カラー

ダイアログ ボッ クスのレイアウ ト

フォン ト

アイコン

メ ッセージ

視覚的バランス  

カラー

カラーは、 ユーザの注意を引くための重要な要素です。 カラーを上手に使用し、
ダイアログ ボッ クスの使い勝手を向上させるこ とができます。

カラーを決定する際には、 次のガイ ド ラ インに従ってください。
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見た目の美しさ以外にも、 カラーを使用する適切な理由を検討します。 たと

えば、 カラーを使用して、 サーバの状態が起動中 （緑） であるか停止中
（赤） であるかを示すこ とができます。

彩度の低い、 純色でない色合いを選択します。 純色は、 画面で明るすぎるこ

とが多く、 目を疲れさせます。

色覚障害のユーザに配慮します。 色覚障害では、 赤 /緑と青 /黄は茶色に見え
ます。 したがって、 重要な視覚的サインの提供をカラーだけに頼らないでく
ださい。

対象ユーザの文化における色の意味を考慮します。 たとえば、 米国では、 赤

は熱い、 危険、 停止を意味します。 一方、 中国では、 赤は喜びやお祝いを意
味します。

似た色、 すなわち、 緑と青、 紫と青のよ うな色環で隣り合う カラー、 あるい

は灰色と黒のよ うな中性色を使用します。 くすんだ色合いは他のどのカラー
と も良く調和します。

ダイアログ ボックスのレイアウト
ダイアログ ボッ クスのレイアウ トは、 アプ リ ケーシ ョ ンの使いやすさを左右す
る重要な要素です。 レイアウ トは、 顧客がアプリ ケーシ ョ ンを使いやすいと感じ
るかかど うかに影響を与えるこ とがあ り ます。

ダイアログ ボッ クスのレイアウ ト を作成するには、 次のガイ ド ラ インに従って
ください。

ダイアログ ボッ クスは、 ユーザのワークフローに合う よ うに構成します。 た
とえば、 プラグイン機能をサポートする場合、 どのよ うなダイアログ ボッ ク
スが必要であるか、 どのよ うな順序で表示するか、 などを検討します。

ダイアログ ボッ クスに複数のタスクのためのコン ト ロールを詰め込まないよ
うにします。 各ダイアログ ボッ クスは、 ユーザのワークフローの 1 つのタス
クを表すよ うにして ください。

情報の流れは、 横または縦のいずれか一方を選択します。 各ダイアログ ボッ
クスで同じ流れを使用する必要はあ り ません。 ただし、 同じダイアログ ボッ
クスに横の流れと縦の流れを混在させないでください。
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横の流れにする と、 一般に、 ダイアログ ボッ クスは横に長くな り ます。 この
場合、 ユーザは、 左上すみから情報の処理を開始し、 左から右へ移動しま
す。

縦の流れにする と、 一般に、 ダイアログ ボッ クスは縦に長くな り ます。 この
場合、 ユーザは、 左上すみから情報の処理を開始し、 上から下へ移動しま
す。 次の BPM の例で、 縦の情報の流れを示します。

図 C-7   縦の流れ
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フォン ト

フォン ト を適切に選択する と、 ダイアログ ボッ クスのコン ト ロール ラベルが読
みやすくな り ます。 次の BPM の例で、 適切なフォン トの選択を示します。

図 C-8   フォン トの選択
   

フォン ト を選択するには、 次のガイ ド ラ インに従ってください。

すべてのコン ト ロール ラベルに 12 ポイン ト  Arial のレギュラー フォン ト を
使用します。

テキス トでのカラー フォン トの使用は避けます。 もっと も読みやすいテキス
トは、 白地に黒文字です。

強調目的での斜体や下線の使用は避けます。

アイコン

アイコンは、 プラグイン設計で重要な役割を果たします。 プラグインがロード さ
れる と、 インタフェース  ビューの開始ノード と イベン ト  ノードの右上すみに、
ワークフローがプラグイン定義された ト リガを持っているこ とを示す 16× 16 ピ
クセルのアイコンが表示されます。
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アイコンは、 インタフェース  ビューでプラグイン アクシ ョ ンをタスクに割り当
てる と きにも表示されます。 この場合、 プラグイン  アクシ ョ ンのために用意さ
れているデフォルトのアイコンを使用するこ と も、 独自の 32× 32 ピクセル ア
イコンを作成するこ と もできます。 次の BPM の例に、 Inventory とい う名前の
ワークフローで、 [開始 ]、 [ タスク ]、 [ イベン ト ]、 [分岐 ]、 [完了 ] 表す各ア
イコンを示します。

図 C-9   [開始 ]、 [ タスク ]、 [ イベン ト ]、 [分岐 ]、 [完了 ] を表す各アイコ
ン

独自の 32× 32 ピクセル プラグイン アクシ ョ ン アイコンを作成するには、 次の
ガイ ド ラ インに従ってください。

識別のために必要な最低限の情報のみを含めます。 写真のよ うに見えるアイ

コンは避けてください。 必要以上に詳細なアイコンは、 理解しにく くな り ま
す。

同じコンセプ ト を表すには 1 つのアイコンのみを使用します。 たとえば、 イ
ンタフェース  ビューの別の部分で、 同じプラグイン アクシ ョ ンに対して異
なるプレゼンテーシ ョ ンを使用しないでください。
C-14 BPM プラグイン プログラ ミング ガイ ド



プレゼンテーシ ョ ン  コンポーネン トの操作
意味が明確でないアイコンは作り直します。 視覚的イ メージを強化するに

は、 ツール ヒ ン ト を追加します。

国際的に通用するアイコンを設計します。 設計の焦点をユニバーサルに受け

入れられるプレゼンテーシ ョ ンに置いてください。 不快なジェスチャーを使
用しないでください。 たとえば、 文化によっては、 指で指すこ とは不快なこ
と とみなされます。

メ ッセージ

アプリ ケーシ ョ ン メ ッセージは、 さまざまなコンテキス トで表示され、 重大度
によ り分類されます。 次に例を示します。

通知メ ッセージは、 決定に役立つヒン ト をユーザに提供します。

警告は、 失敗につながる可能性のある状況をユーザに警告します。

エラー メ ッセージは、 1 つまたは複数のコンポーネン トが失敗したこ とを示
します。

次の BPM の例で、 適切なメ ッセージの設計を示します。

図 C-10   エラー メ ッセージ

メ ッセージ テキス ト を書く場合、 ユーザがどのよ うな対応を取るかを予測し、
それを理解するこ とが重要です。 ユーザにとって意味のある メ ッセージを作成す
るには、 次のガイ ド ラ インに従ってください。

ユーザがよ く知っている用語を使用します。 暗号のよ うなテキス トや理解し

にくいテキス トは避けます。

簡潔で明確なメ ッセージを作成します。 テキス トは 2～ 3 文の短いものにし
ます。
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エラー メ ッセージは、 2 つの部分に分けます。 最初の部分では、 どのよ うな
エラーが発生したかをユーザに伝えます。 2 番目の部分では、 エラーの解決
方法をユーザに示します。

視覚的バランス

バランス とは、 水平、 垂直、 対角線の軸に対して、 設計の中で要素の比重がどの
よ うに構成されているかを表します。 軸のどちらの側にあるコン ト ロールも、 サ
イズ、 カラー、 類似性、 配置などの点で、 互いにバランスよ く見えるよ うにしま
す。

ダイアログ ボッ クスにコン ト ロールをバランスよ く配置するには、 次のガイ ド
ラ インに従ってください。

コマンド  ボタンは、 他のコン ト ロールとバランスが取れるよ うにダイアログ 
ボッ クスに配置します。

情報の流れが横である場合、 コマンド  ボタンを縦に並べ、 ダイアログ ボッ
クスの右側に置きます。 ボタンをダイアログ ボッ クスの上部、 中央、 下部に
ボタンを移動しながら、 左側のもっと大きなコン ト ロールや暗いコン ト ロー
ルとのバランスを確認します。 ボタンと他のコン ト ロールが垂直軸に対して
対称になるよ うに調整を続けてください。

情報の流れが縦である場合、 コマンド  ボタンを横に並べ、 ダイアログ ボッ
クスの下部に置きます。 この場合、 ボタンをダイアログの左端または右端に
移動しながら、 上部のもっと大きなコン ト ロールや暗いコン ト ロールとのバ
ランスを確認します。 ボタンと他のコン ト ロールが水平軸に対して対称にな
るよ うに調整を続けてください。

ダイアログ ボッ クスのサイズは、 できるだけ黄金比 （1:1.6） になるよ うにし
ます。 この比率は、 特に芸術、 建築、 数学 （フ ィボナッチ数列） で使用され
てきたもので、 すべての図形の中で最も視覚的満足感のあるものの 1 つで
す。

情報の流れが横のダイアログ ボッ クスでは、 2 列に並べたレイアウ ト を使用
します。 それぞれの列で、 各コン ト ロールの上と下のラインができるだけ揃
う よ うに、 バランスよ く コン ト ロールを配置します。 次の BPM の例で、 2 
列に構成した横の情報の流れを示します。
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図 C-11   横のレイアウト
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